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6番46号

兵庫県西宮市池開町
6番46号

学士
（社会福祉学）
【Bachelor of

Social Welfare】

学士
（心理学）
【Bachelor of
Psychology】

　社会福祉学科
[Department of Social
Welfare]

新 設 学 部 等 の 名 称

心理・社会福祉学部
社会福祉学科

実験・実習

教育
課程

別記様式第２号（その１の１）

ガッコウホウジン　 ム コ　 ガワ　ガク　イン

大 学 の 名 称

学部の設置

武 庫 川 女 子 大 学 （Mukogawa　Women’s　University）

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

学 校 法 人　　武　庫　川　学　院

基　本　計　画　書

設 置 者

大 学 本 部 の 位 置

大 学 の 目 的
　武庫川学院立学の精神に基づき、女子に広く知識を授けるとともに、深く専門の
学芸を教授研究し、高い知性と善美な情操と高雅な徳性を兼ね具えた有為な日本女
性を育成して、平和的世界文化の向上に貢献することを目的とする。

基 本 計 画

事 項

フ リ ガ ナ ﾑ ｺ  ｶﾞﾜｼﾞｮ ｼ ﾀﾞｲｶﾞｸ

記 入 欄

兵庫県西宮市池開町6番46号

新
設
学
部
等
の
概
要

所　在　地
編入学
定　員

新設学部等の目的

150

70

―

　来るべき人間中心社会の担い手として、「誰一人取り残さない (leave no one
behind) 世界」の実現に向けて、社会が抱えるさまざまな課題の解決や新たな価値
創造のために、心理学や社会福祉学の知識とスキルを積極的に活用して「持続可能
な社会」の実現に貢献できる人を養成する。心理学や社会福祉学の知識とスキルを
習得するとともに、持続可能な社会の実現に向けて、自ら考え行動する力、他者と
共に生きる社会の共同的な価値を創造する力、社会の多様性や異質性を理解し社会
的な課題に立ち向かうことができる力を備えた人材の育成を目的とする。

演習

収容
定員

計

修業
年限

開設時期及
び開設年次

学位又
は称号

入学
定員

開設する授業科目の総数
新設学部等の名称

講義
卒業要件単位数

計 220 ― 880

同一設置者内における変更状況
（定員の移行，名称の変更等）

年 人 年次
人

人 　　年　月
第　年次

4

4

600

　健康・スポーツ科学部
スポーツマネジメント学科　（　100)（令和4年4月届出）

　社会情報学部
　　社会情報学科 （　180)（令和4年4月届出）

　生活環境学部
　　情報メディア学科（廃止）  （△150）
　文学部
　　心理・社会福祉学科（廃止）（△160）
　　（3年次編入学定員）　　　 （△ 17)

※令和5年4月学生募集停止（3年次編入学定員は令和7年4月学生募集停止）

武庫川女子大学短期大学部
　心理・人間関係学科（廃止）  （△100)
　健康・スポーツ学科（廃止）  （△ 80）
※令和5年4月学生募集停止

令和5年4月名称変更予定
　文学部
　　英語文化学科→英語グローバル学科

心理・社会福祉学部
心理学科

119 科目 78 科目 21 科目  218  科目  124  単位

125 科目 89 科目 26 科目  240  科目  124  単位

心理・社会福祉学部
[School of Psychology
and Social Welfare]

  心理学科
[Department of
Psychology]
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3

（1）都道府県（兵庫県）内における位置関係の図面
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1

武 庫 川 女 子 大 学 キ ャ ン パ ス 関 係 図
（註：本図は、校地面積不算入施設用地を除く。）
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1.5km

30km
スクールバス50分

徒歩15分

徒歩10分
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1.0km
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阪急
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阪急神戸線

JR東海道本線

至　神戸（三宮）

至　三宮

至　神戸

至　大阪（梅田）

至　大阪

至　梅田

1.8km

徒歩20分
スクールバス5分

徒歩4分
0.4km

北摂キャンパス
（神戸市北区長尾町上津4553-1）西宮北口キャンパス

（西宮市北昭和町9-32）

上甲子園キャンパス
（西宮市戸崎町1-13）

中央キャンパス
（西宮市池開町6-46）

 
（西宮市甲子園九番町11-68）

浜甲子園キャンパス

鳴尾・武庫川女子大前駅甲子園駅今津駅

阪神国道駅

西宮北口駅

甲子園口駅

（2）最寄り駅からの距離、交通機関及び所要時間がわかる図面
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（3）校舎、運動場等の配置図
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（MSC）
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女子大前駅

武庫女ステーションキャンパス（MSC）
アネックスⅠ（ウエルネス館）
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（西宮市池開町他）
校地面積 校舎面積

専用 2,316.11m2 20,490.22m2

共用※ 113,987.05m2
（うち借用1,129.19m2）

109,280.38m2

合計 116,303.16m2 129,770.60m2

※武庫川女子大学短期大学部との共用

校地面積算入部分
心理・社会福祉学部が使用する校舎

中央キャンパス
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6

テニスコート

便所

　多目的コート

（サッカー、ラクロス　　　　タッチフットボールほか）

ソフトボール
グラウンド

武
道
館

（中央キャンパス）
上田テニスコート 

（西宮市上田西町）
大学・短大共用

（中央キャンパス）
総合スタジアム  

（西宮市鳴尾浜）
大学・短大共用

〈中央キャンパスから徒歩５分〉

〈中央キャンパスからスクールバス10分〉

陸
上
競
技
場

ス
タ
ン
ド

校地面積算入部分
心理・社会福祉学部が使用する校舎
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校地面積 校舎面積
専用 30,108.75m2 34,063.30m2

共用※ 11,130.02m2 730.59m2

合計 41,238.77m2 34,793.89m2

※武庫川女子大学短期大学部と共用

校地面積算入部分
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AS-211

イースト
スタジオ
2 - 2
AS-212

イースト
スタジオ
2 - 3
AS-213

EV

女子
ＷＣ

男子
ＷＣ

吹抜
共同
研究室 5
AS-335

イースト
スタジオ
3 - 1
AS-311

イースト
スタジオ
3 - 2
AS-312

イースト
スタジオ
3 - 3
AS-313

ウェスト
スタジオ
3 - 3
AS-333

ウェスト
スタジオ
3 - 2
AS-332

ウェスト
スタジオ
3 - 1
AS-331

研究室
AS-323

研究室
AS-322

研究室
AS-321

研究室
AS-320

研究室
AS-325

会議室
AS-326

ギャラリー
AS-300

EV

女子
ＷＣ

男子
ＷＣ

ウェスト
スタジオ
1 - 3
AS-133

ウェスト
スタジオ
1 - 2
AS-132

ウェスト
スタジオ
1 - 1
AS-131

共同
研究室 1
AS-135

ラウンジ
AS-136

警備員室
AS-138 環境実験室

AS-101

光環境
実験室
AS-102

機械室
AS-103

シャワー室
女子ＷＣ

玄関

倉庫
AS-106

構造実験室
AS-105

施工実習室
AS-107イースト

スタジオ
1 - 1
AS-111

イースト
スタジオ
1 - 2
AS-112

イースト
スタジオ
1 - 3
AS-113

講評室
AS-120

ギャラリー
AS-100

倉庫
AS-121

サーバ室
AS-123

図書資料室
AS-122

研究室
AS-125

研究室
AS-126

休養室
AS-127

パントリー
AS-137

M.I.C.
コーナー

緑
地

緑
地

駐輪場

景観建築スタジオ西館
（LW）

竹林
池

Ｎ

N

茶室
「自妙庵」 グリーンハウス

甲子園会館西側
駐輪場

校地面積算入部分
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11

飯盒炊さん場

しらかば

ぶな

もみ

くり
かえで

すぎ

まつ

つつじ

水
洗
ト
イ
レ

洗
面
所

WC

北摂キャンパス
（神戸市北区長尾町）

テニスコート

池

バレーボール
コート

駐車場

キャン
プ

サイト

池

道
路

調
整
池

フ
レ

シ

エ
ア

テ
ン
ト

薬草園

Ｎ

「けやき」

ロッジ

借用期間20年未満のため
校地面積から除外
（2,232ｍ2）

Ｃ棟

Ｂ棟

Ａ棟

本
　館

校地面積 　校舎面積
共用※ 40,220.00m2 4,313.18m2

※武庫川女子大学短期大学部と共用

校地面積算入部分
心理・社会福祉学部が使用する校舎
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西宮北口キャンパス
（西宮市北昭和町）

北館

本館

南館

こううん橋

校庭

正
門

津
門
川

北
門

西
門

Ｎ
　校地面積 　校舎面積

共用※ 3,655.77m2 5,340.25m2

※武庫川女子大学短期大学部と共用

校地面積算入部分
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（4）校舎平面図

本　　　館（AB）

〔地　階〕

〔 1 　階〕

〔 2 　階〕

〔 3 　階〕

〔 4 　階〕

〔 5 　階〕

応
接
室

法
人
課

会
議
室

学
長
室

学院長室
63m2給湯室

18m2

倉 庫 2
63m2

倉 庫 4
60m2

倉 庫 5
18m2

運転手控室
15m2

電　気　室
28m2

設備倉庫
60m2

倉 

庫 

1

倉 

庫 

3

監
査
室

監
事
室

総
務
部

財
務
課

会
議
室

会議室
69m2

受付
38m2

玄関
ピロティ

会計課

コピー室
22m2

事
務
局
長
室

会議室
70m2

122m2

応接室
10m2

更
衣
室

更
衣
室

給湯室
7m2

副学長室
60m2

505 506

503

講堂B 1 階
アゼリア（食堂）へ（　　　　　　　　 ）

（
中
央
図
書
館
棟
へ
）

Ｅ
Ｖ

Ｅ
Ｖ

Ｅ
Ｖ

Ｅ
Ｖ

Ｅ
Ｖ

〔 6 　階〕

〔 7 　階〕

〔 8 　階〕

〔塔屋 4 階〕

〔塔屋 3 階〕

〔塔屋 2 階〕

〔塔屋 1 階〕

604
非常勤講師控室

137m2

602601 603

理事長室
64m2

貴賓室
99m2

役員会議室
69m2

会議室
70m2

文学部長室
38m2

会

　議

　室

100m2 副学長室
37m2

（
中
央
図
書
館
棟
へ
）

Ｅ
Ｖ

Ｅ
Ｖ

Ｅ
Ｖ

Ｎ

教育開発
支援室
87m2

研究開発
支援室
58m2

打合せ
室

29m2

501
教育研究社会
連携推進室

88m2
40m2

21m2

17m2 39m2

106m2

40m2

40m2

36m231m2

36m2

64m2 39m2 50m2

412m2

84m2

84m2

84m2

秘書課
18m2

405
会議室
54m2

小打合室
35m2

学院
相談役室

59m2

多目
的室
29m2

男女共同参画
推進室
58m2

406 407

401
人事部

（人事課・給与課）
118m2

403

Ｅ
Ｖ

502

504
打合
せ室
28m2

他学部等と共用
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中央図書館（C） 文学 1 号館（L 1 ）

マイクロ
リーダー
室

空調機室
151m2

204
視聴覚教室 1
119m2

WC

WC

〔 2 階〕

グローバル・スタジオ
736m2

202
視聴覚教室 2
125m2

ラウンジ
201
教
室

203
準
備
室

EV

WC

WC

〔 1 階〕

参考図書閲覧室
1282m2

ホール
109m2

　学習・研究支援
カウンター

検索コーナー
コピーコーナー

掲示
コーナー 風除室

風除室

ライブラリー・
カフェ

メイン
カウンター

事務室
150m2

マルチメディア
・ラウンジ
112m2

荷解室
82m2

館長室
23m2

会議室

スタッフ
ルーム
23m2WC

WC

WC

〔地階〕

雑誌・研究図書閲覧室
1422m2

発
電
機
室

電気室
110m2

コ
ピ
ー
コ
ー
ナ
ー

受
水
槽
ポ
ン
プ
室

防
災
セ
ン
タ
ーポ

ン
プ
室

503
教室
74m2

502
教室
98m2

504
中教室
100m2

501
教室
79m2

505
中教室
98m2

WC

WC

WC

〔 5 階〕

ライフデザイン・スタジオ
1075m2

304
78m2

307
207m2

308
54m2

WC

WC

WC

〔 3 階〕
研究
個室

学習図書閲覧室
1075m2

304
ス
タ
デ
ィ
ル
ー
ム

スタディ
ルーム

302・303

311
20m2

310
18m2

309
18m2

302
10m2

WC

WC

WC

〔 4 階〕

401
ス
タ
デ
ィ
ル
ー
ム

研究
個室

401
31m2

401
47m2

301
49m2

303
20m2

学習図書閲覧室
925m2

貴重
図書室

貴重図書
閲 覧 室

402
教室
139m2

403
教室
135m2

404
教室
99m2

EV

EV

EV

EV

EV

EV

EV

EV

EV

EV

EV

EV

EV

EV

EV

EV

EV

EV

EV EV

EV

EV

Ｎ

301
ス
タ
デ
ィ
ル
ー
ム

メ
デ
ィ
ア
室

多
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
室

エントランス

電動密集書架

情報検索
コーナー

電動密集書架

電動密集書架

防
音
室

中央図書館（C） 文学 1号館（L1）

中央図書館（C） 文学 1号館（L1）

ラウンジ
99m2

13m2

62m2

220m2

39m2

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ル
ー
ム

24m2

76m2

吹抜

吹抜

ス
タ
デ
ィ・

ル
ー
ム

501

心理学科専用
他学部等と共用
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中央図書館（C） 文学 1 号館（L 1 ）

EV EV

EV

603
普通教室
74m2

602
中教室
98m2

604
中教室
100m2

601
中教室
10m2

605
中教室
98m2

601
ラーニング・
コモンズ

602
ラーニング・
コモンズ

603
ラーニング・
コモンズ

604
ラーニング・
コモンズWC

WC EV

EV

EV

WC洗面

〔 6 階〕

アクティブ・ラーニング・スタジオ 925m2

EV

703
79m2

702
105m2

704
105m2

708
79m2

707
79m2

706
79m2

705
109m2

701
105m2

705
102m2

704
101m2

703
79m2

702
79m2

701
109m2

WC

W
C EV

EV

EV

WC

〔 7 階〕

W
C

EV

803
79m2

802
105m2

804
105m2

808
会議室
79m2

807
会議室
79m2

806
79m2

805
109m2

801
105m2

805
102m2

804
101m2

803
79m2

802
79m2

801
109m2

WC

EV

EV

EV

WC

〔 8 階〕

中央図書館（C） 文学 1号館（L1）
〔13階〕

〔12階〕

〔11階〕

WC WC 1113研
究
室

1114 1115
研
究
室

研
究
室

1116
研
究
室　

1117
研
究
室

1118
研
究
室

1119
研
究
室

1120
研
究
室

1121
研
究
室

研
究
室

1122 1123
研
究
室

1124
研
究
室

1125
研
究
室

1126
コ
ピ
ー
室

1101
学
科
長
室

1102
学
科
準
備
室

1103
研
究
室

1104
研
究
室

1105
研
究
室

1106
研
究
室

ラ
ウ
ン
ジ

1107
研
究
室

1108
研
究
室

1109
研
究
室

1110 1111 1112
研
究
室

WC WC 1212研
究
室

1213
研
究
室

1214
研
究
室

1215
研
究
室

1216
研
究
室

1217
研
究
室

1218
研
究
室

1219
研
究
室

1220
研
究
室

1221
研
究
室

1222
研
究
室

1223
研
究
室

1224
研
究
室

1225
コ
ピ
ー
室

1201
学
科
長
室

1202
学
科
準
備
室

1203
研
究
室

1204
研
究
室

1205
研
究
室

1206
研
究
室

ラ
ウ
ン
ジ

1207
研
究
室

1208
研
究
室

1209
研
究
室

1210
研
究
室

1211
EV EV

WC WC 1313 1314研
究
室

1315
研
究
室

研
究
室

1316 1317
研
究
室

1318
研
究
室

1319
研
究
室

1320
研
究
室

1321
研
究
室

1322
研
究
室

1323
研
究
室

1324
研
究
室

1325
研
究
室

1326
学
科
準
備
副
室

1301
学
科
長
室

1302
学
科
準
備
室

1303
研
究
室

1304
研
究
室

1305
研
究
室

1306
研
究
室

ラ
ウ
ン
ジ 

1307
研
究
室

1308
研
究
室

1309
研
究
室

1310
研
究
室

1311
研
究
室

1312
研
究
室

EV EV

Ｎ

倉
庫
3

倉
庫
1

倉
庫
2

倉
庫
5

倉
庫
4

25m2 20m2 20m2 20m2 20m2 20m2 20m2 20m2 20m2 20m2 20m2 20m2 20m2 18m2

25m2

60m2 60m2 60m2 60m2 60m2 60m2 60m2

60m2 60m2 60m2 60m2 60m2 60m2 60m2

30m2

60m2 60m2 60m2

20m2 20m2 20m2 20m2 20m2 42m2 20m2 20m2 20m2 20m2 20m2 25m2

25m2 20m2 20m2 20m2 20m2 20m2 20m2 20m2 20m2 20m2 20m2 20m2 20m2 18m2

25m2 20m2 20m2 20m2 20m2 20m2 42m2 20m2 20m2 20m2 20m2

25m2 20m2 20m2 20m2 20m2 20m2 20m2 20m2 20m2 20m2 20m2 20m2 20m2 18m2

20m2 23m225m2 20m2 20m2 20m2 20m2 20m2 42m2 20m2 20m2 20m2 20m2

32m2

吹抜

コ
ピ
ー
室

学
科
準
備
室

学
科
準
備
室

共
同
研
究
室

心
理
実
習
指
導
室

〔9階〕

演
習
室

913
演
習
室

912
演
習
室

911
演
習
室

910
演
習
室

909
演
習
室

908

演
習
室

907
演
習
室

906
演
習
室

905
演
習
室

904
演
習
室

903
演
習
室

902
演
習
室

901

〔10階〕

EV

EV

EV

EV

1018
院
日
演
習
室

1019
院
英
演
習
室

1020
日
文
ピ
ア
ラ
ー
ニ
ン
グ
・

コ
モ
ン
ル
ー
ム30m2

1014‒1
研
究
室
30m2

1014‒2
研
究
室
30m2

1015‒1
研
究
室
30m2

1015‒2
研
究
室
30m2

1016‒1
研
究
室
30m2

1016‒2
研
究
室
30m2

1017‒1
研
究
室
30m2

1017‒2
研
究
室

30m2

1000
コ
ピ
ー
室
・

共
通
教
育
準
備
室

30m2

1001
研
究
室
30m2

1002
研
究
室

1013
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス（
D
S
）

学
習
支
援
ル
ー
ム

30m2

1012
研
究
室

30m2

1011
研
究
室

30m2

1010
研
究
室

30m2

1009
研
究
室

30m2

1008
研
究
室

30m2

1007
研
究
室

30m2

1006
研
究
室

30m2

1005
研
究
室

30m2

1004
研
究
室

30m2

1003
研
究
室

EV

EV

914
演
習
室

W
C

WC

W
C

WC

心理学科専用
社会福祉学科専用
心理・社会福祉学部専用
他学部等と共用
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文学 ２ 号館（L ２ ）

WC

〔 4階〕

社会福祉学
教室Ⅱ

社会福祉学
教室Ⅰ

コンピュータ
実習室

4241 43
51

教　　室

54
教　　室

55
教　　室

56
教　　室

52
教　　室

53
教　　室

44 45 46
ソーシャルワーク
スタディルーム
53m2

ソーシャルワーク
ラボラトリーⅠ
介護コーナー
53m2

ソーシャルワーク
実習指導室
71m2

情報処理
準備室
34m2

47

EV

倉庫

（
文
学
1
号
館
ヘ
）

（
東
館
へ
）

〔地階〕

和室
74m2

Ｂ 1
書道教室 1

Ｂ 3 Ｂ 4 Ｂ 5
書道教室 2

Ｂ 6
清掃員
控室

電気室

EV
（
東
館
へ
）

WC

玄
関
ホ
ー
ル

〔 1階〕

11
教　　室

13
アクティブ
ラーニング 2

12
アクティブ
ラーニング 1EV

倉庫

（
東
館
へ
）

WC

〔 5階〕

EV （
東
館
へ
）（

文
学
1
号
館
ヘ
）

WC

〔 3階〕

33
教　　室

34
教　　室

35
教　　室

31
教　　室

32
教　　室

EV （
東
館
へ
）（

文
学
1
号
館
ヘ
）

WC

〔 2階〕

倉庫 24
ＬＬ
自習室

25
ＬＬライ
ブラリー

26
Skype
ルーム

27
コンピュータ
教室

サーバ
室

28
資格サポート
窓口

21
ＬＬ教室

23

EV

（
文
学
1
号
館
へ
）

（
東
館
へ
）

教　　室

Ｎ

書
道
準
備
室

書
道
倉
庫

倉
庫

89m2

228m2

20m2 22m2
135m2

148m2

113m2

343m2

91m2 43m267m2

158m2 222m2 32m2

48m2 111m245m2

228m2

90m2 89m2

189m2 115m2 153m2

48m2 48m2 48m2

152m2 152m2 152m2

東　　　館（Ｅ）

203 204
非常勤講師控室 中央キャンパス

大学事務室

201
124m2

202
124m2

EV
Ｗ
Ｃ

（
文
学
2
号
館
へ
）

EV
Ｂ103

 学生部学生課
スポーツセンター

181m2

Ｂ106
学生サポート室
42m2

Ｂ104 Ｂ105

Ｂ102
会議室
78m2

更
衣
室

Ｂ101
Ｗ
Ｃ

休
養
室

503‒2
31m2

503-1
31m2
生活環境
学部長室

504
61m2

505
64m2

501
116m2

502
113m2

EV
Ｗ
Ｃ

403
107m2

401
402
114m2

EV Ｗ
Ｃ

404
104m2

倉
庫

405

301
302
156m2

EV Ｗ
Ｃ

306

303
68m2

304
67m2

305
43m2

フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ

102
インフォメーション
スクエア
91m2

EV

（
文
学
2
号
館
へ
）

（
文
学
2
号
館
へ
）

（
文
学
2
号
館
へ
）

（
文
学
2
号
館
へ
）

（
文
学
2
号
館
へ
）

Ｗ
Ｃ

EV

倉庫
125m2

印
刷
室

倉　

庫

101
教　務　部
216m2

ゆうちょ銀行ATM

2 階へ
玄
関

文
化
部
委
員
会

運
動
部
委
員
会

Ｂ201 
機械室
46m2

学
友
会

印
刷
室

文
化
祭
実
行

委
員
会
室

体
育
祭
実
行

委
員
会
室

Ｂ203

総　

務

委
員
会
室

Ｂ202
-1

厚　

生

委
員
会
室

Ｂ202
-2

Ｂ204

コンピュータ
実　習　室

Ｗ

Ｃ

コンピュータ
実習室
156m2

Ｎ

〔地下1階（半地下）〕 〔2階〕 〔5階〕

〔4階〕

〔3階〕

〔1階〕

〔地下2階〕

学生課奨学金受付

多目的
ＷＣ

多目的
ＷＣ

38m2 38m2 54m2

96m2

51m2

30m2

25m210m2

109m2

67m2

22m2

65m2 127m2

38m2

116m2
38m2

社会福祉学科専用
他学部等と共用
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南　　　館（S）
他学部等と共用

〔地階〕

444341 42
ＷＣ ＷＣ

吹　抜

4745 46

EV

ＷＣ ＷＣ

吹　抜

5957 58

5251

EV

ＷＣ ＷＣ

吹　抜

3735 36

343331 32

EV

ＷＣ ＷＣ

吹　抜

2423

さかえ橋

2221

EV
講
師
控
室

ＷＣ
Ｂ2-1 Ｂ2-2Ｂ1-1 Ｂ1-2

ＷＣ

倉庫 17m2機械室電気室

学友会練習場エレクトーン室 箏室 学友会倉庫

倉庫 5m2管理室 12m2

EV

倉
庫

Ｎ

ＷＣ ＷＣ

倉庫

EV

（
健
康
科
学
館
へ
）

受
水
槽
室

〔 4階〕 〔 5階〕

〔 2階〕 〔 3階〕

〔 1階〕

倉
庫

部
室

部
室

部
室

部
室

部
室

部
室

部
室

部
室

部
室

部
室

部
室

部
室

部
室

部
室

部
室 部

室
部
室

部
室

部
室

部
室

部
室

部
室

部
室

部
室

部
室

部
室

部
室

部
室

部
室

教室

教室 教室 教室 教室 教室 教室

教室教室教室教室教室

教室 教室 教室 教室 教室 教室

教室 教室 教室 教室 教室

39m2 20m2

51m2

12m2 15m2

多目的
ＷＣ

189m2

265m2

126m2

109m2 26m2 58m2 109m2 26m2

21m2 21m2 21m2 21m2

21m2 21m2 21m2 21m2 21m2 21m2 21m2 21m2

21m2

16m215m2 21m2 21m2 21m2

16m216m216m216m216m2

21m2 21m2 21m2 21m2 21m2 45m2

126m2 78m2 80m2 78m280m2

265m2 189m2 132m2 189m2

80m278m2 80m2 78m2 134m2 134m2

132m2 189m2 189m2 132m2 189m2
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日下記念マルチメディア館（MM）

他学部等と共用

307

コンピュータ
実習室 56m2

404
405

情報教育
研究
センター
66m2

〔 3階〕

301

コンピュータ
実習室
198m2

302

コンピュータ
実習室
133m2

303

コンピュータ
実習室
133m2

304

コンピュータ
実習室
136m2

306

コンピュータ
実習室
135m2

305

コンピュータ
実習室
132m2

EV

EV

吹抜

308

華SAKU
MMカフェ

〔 5階〕

吹抜

エスカレーター EV

EV

501

マルチメディア
実習室
95m2

502

マルチメディア
実習室
103m2

503

マルチメディア
実習室
139m2

504

マルチメディア
実習室
77m2

507

マルチメディア
実習室
78m2

505

マルチメディア
実習室
168m2

506

マルチメディア
実習室
131m2

508

マルチメディア
実習室
99m2

倉庫

〔 4階〕

EV

EV

401

コンピュータ
実習室
199m2

402

コンピュータ
実習室
133m2

403

コンピュータ
実習室
133m2 66m2

406

コンピュータ
実習室
133m2

407

コンピュータ
実習室
133m2

408

コンピュータ
実習室
66m2中　庭

〔 8階〕

801

アクティブラーニング系
演習室３
162m2

823

アクティブラーニング系
演習室４
162m2

802

会議室
95m2

吹抜

EV

EV

倉庫

〔 6階〕

吹抜

EV

EV

601

コンピュータ
実習室
198m2

603

コンピュータ
実習室
216m2

605

コンピュータ
実習室
168m2

606

スクール系演習室1
134m2

オープンギャラリー

倉庫

〔 7階〕

704
情報サイエンス
ゼミ室 3
50m2

803
情報メディア
ゼミ室３
53m2

717

スクール系演習室２
139m2

吹抜

EV

EV

701

アクティブラーニング系
演習室１
162m2

720

アクティブラーニング系
演習室２
162m2

719
データサイエンス
ゼミ室２ 49m2

718
データサイエンス
ゼミ室１ 49m2

702
情報サイエンス
ゼミ室１
43m2
703

情報サイエンス
ゼミ室 2
44m2

湯
沸
倉
庫

倉庫

〔 1階〕

女子ＷＣ

多目的用
ＷＣ

男子
ＷＣ

112

電気室
57m2

106

195m2

103

国際センター
201m2

101

メディアホール
372m2

EV

EV

ク
リ
ニ
ッ
ク

102

会議室
33m2

健康サポートセンター

〔 2階〕

女子
ＷＣ

女子ＷＣ

←（第2体育館へ）

多目的ＷＣ
男子
ＷＣ

215

70m2

218

54m2

201

キャリアセンター
523m2

ホール
EV

EV
湯
沸
湯
沸

209

会議室
54m2

205

18m2

204

9m2 203

カウンセリング
コーナー
108m2

206

202

事務室
108m2208

応接
室 2

207
応接
室 1

217

16m2
ユーティ
リティー
コーナー
34m2

212

110m2

211

24m2210

10m2
男子
ＷＣ

〔地下 1階〕

湯沸
男子ＷＣ
女子ＷＣ

B15
保存書庫
574m2

EV

EV
準備室

B05
95m2

B13B14

B08
施設倉庫
95m2

B04
施設倉庫
58m2

B06
施設倉庫
55m2

B03
情報メディア学科倉庫
31m2

B09
制御機械室
65m2

B10
72m2

B11
B12
88m2

B07
清掃業
者控室

控室

B01
スタジオ
Mプラス
110m2

メディアホール

アナウンス
ブース
12m2

編集室
24m2
調
整
室

湯
沸
倉
庫

女子ＷＣ
男子
ＷＣ

女子ＷＣ
男子
ＷＣ

女子ＷＣ
男子
ＷＣ

女子ＷＣ
男子
ＷＣ

女子ＷＣ
男子
ＷＣ

女子ＷＣ

男子ＷＣ

多目的用ＷＣ

716 
教材準備室 72m2

Ｎ

21m2
26m2

14m2 11m2

221m2

12m218m218m2

705 706 707 708 713 714709 710 711 712

25m2 25m2 25m2 25m2 25m2 25m2 25m2 25m2 25m2 25m2

804

研
究
室
１

26m2

805

研
究
室
２

26m2

806

研
究
室
３

26m2

807

研
究
室
４

26m2

808

研
究
室
５

26m2

809

研
究
室
６

26m2

810

研
究
室
７

26m2

812

研
究
室
９

26m2

813
研
究
室
10
26m2

814
助
教
研
究
室
26m2

815

機
材
室

29m2

816
情
報
メ
デ
ィ
ア

ゼ
ミ
室
４

50m2

817
情
報
メ
デ
ィ
ア

ゼ
ミ
室
５

53m2

811

研
究
室
８

26m2

111
会議室
54m2

108
国際センター
（分室）
52m2

110
施設部
施設設備課
調達課
104m2

109 29m2

総合情報システム部
ＩＣＴヘルプデスク
70m2

カフェ
C-5

822
情報メディアゼミ室１

51m2
821

情報メディアゼミ室２
51m2

情
報
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
室
１

情
報
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
室
２

情
報
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
室
３

情
報
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
室
４

情
報
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
室
５

情
報
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
室
６

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
室
１

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
室
２

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
室
３

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
室
４
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研究所棟（I）

EV

〔 4 階〕   

PS

倉庫
8m2

附室
7m2

吹抜

I-401
教材準備室
15m2

I-409
教育研究所
図書資料室
101m2

I-408
39m2

I-407
準備室
25m2

女子
ＷＣ

湯沸室

I-405
研究室
25m2

I-404 資料室
25m2

I-402
副学長室

教育研究所長室
50m2

I-406
嘱託研究員室
25m2

I-403
研究室
25m2

PS

倉庫
8m2

附室
7m2

吹抜

I-501
教材準備室
16m2

I-502
研究室
36m2

I-503
研究室
36m2

I-504
研究室
36m2

I-506
調査
統計
資料室
26m2

I-505
資料室
28m2

男子
ＷＣ

男子
ＷＣ

男子
ＷＣ

男子
ＷＣ

男子
ＷＣ

多目的
ＷＣ

男子
ＷＣ

男子
ＷＣ

女子
ＷＣ

女子
ＷＣ

女子
ＷＣ

女子
ＷＣ

女子
ＷＣ

女子
ＷＣ

I-510
研究科演習室
50m2

I-509
学生研究室
45m2

I-508
心理学実験室
50m2

I-507
研究室
25m2

EV

〔 5 階〕

湯沸室

PS

倉庫
8m2

附室
8m2

吹抜

I-602
研究室
36m2

I-604
研究室
36m2

I-603
研究室
36m2

I-608
18m2

I-605
面接室
18m2

I-601
教材準備室
15m2

EV

〔 6 階〕

湯沸室

I-607
8m2
I-606
心理
テスト室
10m2

I-612
情報処理演習室

71m2

I-611
研究室
25m2
I-610

共同研究室
25m2

I-609
言語文化研究所

50m2

男子
ＷＣ

男子
ＷＣ

女子
ＷＣ

女子
ＷＣ

Ⅰ-103
教室
97m2

I-101
12m2

ホール

EV 倉庫

Ⅰ-104
発達行動学研究室

29m2

Ⅰ-106
発達神経心理学研究室

38m2

Ⅰ-105
発達社会心理学研究室

31m2
廊下

Ⅰ-107
行動観察室 51m2

非常出口

ホール

倉庫 7m2

ポンプ室
（下部消火
水槽）
11m2

附室
7m2

PS

湯沸室

〔 1 階〕

Ⅰ-102
清掃業者控室
12m2

〔 2 階〕

PS 女子
WC

Ⅰ-204
多目的ルーム
48m2

男子
ＷＣ

男子
ＷＣ

女子
ＷＣ

女子
ＷＣ

Ⅰ-202
教室
108m2

Ⅰ-201
研究室 15m2

Ⅰ-205
面接室1

Ⅰ-206
面接室2
15m2

Ⅰ-208
学生相談センター

事務室
66m2

倉庫 附室

ロビー デッキ

吹抜

吹抜

Ⅰ-207
面接室3
19m2

多目的
WC EV

湯沸室

PS

倉庫
8m2

附室
7m2

I-301
心理学演習室
32m2

I-303
演習室
50m2

I-304
講義室
75m2

I-305
学生ラウンジ
30m2

吹抜

学生
ロッカー室
9m2

I-306
講義室
126m2

EV

湯沸室

〔 3 階〕

I-302
準備室
7m2

物入

Ｎ

8m2

14m2

他学部等と共用
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第 1 体育館（G 1 ）

（
第
1
体
育
館
ア
ネ
ッ
ク
ス
へ
）

（
第
1
体
育
館
ア
ネ
ッ
ク
ス
へ
）

（
第
1
体
育
館
ア
ネ
ッ
ク
ス
へ
）

玄
関

玄
関

〔 2階〕

〔 1階〕

〔地階〕

21
学生更衣室
148m2

シャワー
洗面
ＷＣ

階段
22  学 生 更 衣 室  180m2

シャワー
トイレ

（第 2体育館へ）

多目的
ＷＣ

25
体 育 室 2
395m2

23
学生
更衣室
239m2

階段

ＷＣ

12
学生更衣室1
46m2

タラップ

16
男性職員
更衣室
18m2

17
女性職員
更衣室
18m2

15
消火ポンプ室
15m2

14
水泳教員室
64m2

倉庫 7m2

11
プール
698m2

タラップ タラップ

タラップ

25ｍ温水プール
13ｍ（6コース）

シャワー

プール下部

廊下
洗面所

Ｂ4
電気室
40m2

Ｂ3 機械室  164m2
ドライエリア

倉庫

倉庫
27m2

水泳部更衣室
88m2

Ｂ1 Ｂ2

シャワー
洗面
ＷＣ

シャワー
洗面　ＷＣ

EV

EV

〔 5 階〕

〔 4階〕

〔 3階〕

機械室
24m2

キャット
ウォーク

キャット
ウォーク

吹　抜

通路
タラップ

エレベーター
機　械

機械室
24m2

バスケットコート バレーコート

42

1080m2

46
部　室
49m2

45
倉　庫
35m2

41
倉　庫
46m2

43
準備室
40m2

44
部　室
51m2

階段 階段

35
ダンス室
370m2

36
体育室 5
198m2

37
コンディショ
ニングルーム
147m2

35-2
倉庫 17m2

35-1
準備室
28m2

38
部　室
27m2

32
31

バイオメカニクス
実験室
82m2

33
運動生理学実験室

124m2

準備室
30

サーバ室
9m2

研究室
37-2
準備室
13m2

37-1
準備室
18m2

研
究
室

階段

ギャラリー

ＦＲＰイス

EV

EV

女子
WC

湯沸室

Ｎ

13
学生更衣室2
36m2

24m2

8m2

114m2
ギャラリー
96m2

他学部等と共用
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第 ２ 体育館（G ２ ）

部室20m2

部室20m2

部室20m2

部室20m2

部室20m2

準
備
室

Ｎ

〔 1階〕

玄
関

11
強化コーチ
控室
60m2

吹抜け

管理室
25m2

12
研究室
23m2

EV

〔地階〕

1
体育室（1）
836m2

男子
ＷＣ

女子
ＷＣ

〔 2階〕
（
第
2
体
育
館
へ
）

〔 1階〕

〔 2階〕

↓

↑
（体育研究棟へ）

（第 1体育館へ）

22
トレーニング室 1

327m2

21-3

31-5

31-4

31-3

31-2

31-1

21-2

21-1
非常勤講師
控室
20m2

女性職員
更衣室
22m2
男性職員
更衣室
19m2

倉庫

23
トレーニング室 2

381m2

スタッフ
ルーム
30m2

EV

〔 6 階〕

吹抜け

ランニングコート　270m2

61

〔 5 階〕

51

アリーナ

1192m2

EV
〔 4 階〕

41-2
体育室（4）
362m2

41-1
体育室（3）
487m2

部　室
20m2

共同倉庫
23m2

倉庫
23m2

機械室
41m2

機械室
61m2

部室20m2

部　室
20m2

倉庫

女子
W C

EV

〔 4 階〕

〔 3階〕

女子
WC

男子
WC

（
第
2
体
育
館
へ
）

↑
〔 3階〕

吹抜け

（体育研究棟へ）

EV

↑

↑↑

↑

実
験
室

実
験
室

研
究
室

研
究
室

研
究
室

研
究
室

研
究
室

研
究
室

Ｎ

セ
ミ
ナ
ー
室
（
A
）

セ
ミ
ナ
ー
室
（
B
）

セ
ミ
ナ
ー
室
（
C
）

院
生
室

405
実験室
97m2

404403

304
303

302301

402
48m2

401
24m2

更衣室

201 202 203 205
204

206

102
実験室

104
103
実験室101

305
院生自習室（pc）

96m2

健
康
運
動
科
学
研
究
所

女子
WC
多目的
WC

24m2 24m2

24m2
24m212m2 12m2

48m248m2 24m2

24m2

24m224m2
24m2

49m271m225m2

14m2

体育研究棟（G）

他学部等と共用
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第 ３ 体育館（G ３ ）

〔 2 階〕 N

バルコニー 廊下
女子WC

シャワー室
ミーティング
ルーム

吹抜け

11
アリーナ
1237m2

〔 1 階〕 N

13
講師控室
15m2

女子更衣室 多目的WC

男
子
Ｗ
Ｃ

女
子
Ｗ
Ｃ12

倉庫
玄関

更衣室

21

部　室
22m2

他学部等と共用
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音楽館（M）

Ｎ

7 25m2

〔 2 階〕 〔 3階〕

〔 4階〕 〔 5階〕

〔地階〕

〔 1階〕

21 3 4 5 6 7 8

21 3 4 5
（レッスン室）

（練　習　室） 42-

41-41-

2019 21 22 23 24 25 26

1211 13 14 15 16 17 18

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

52

（練　習　室） 51-

（レッスン室） 21-

7 9 10 11

8
22
楽譜庫

621 3 4 5
（レッスン室） 21-

621 3 4 5

（レッスン室） 31-

（レッスン室） 31 -

8 9 10 11

12 25m2
32-2
楽器庫

32-1
楽器庫

1212 14
教室

11 13

ロビー

吹抜

教室 非常勤講師
控　　　室

大学事務室
（音楽）

学部長室

玄
関

ドライエリア

機械室
69m2

多目的WC

Ｂ 5
教室
78m2

Ｂ 3
ホール
控　室
35m2

Ｂ 6
教室
106m2

Ｂ 7
倉庫
32m2Ｂ 4

楽器庫 9m2

ロビー

Ｂ 1
演奏ホール
288m2

Ｂ 2
調整室
20m2

EV

EV

EV

EV

EV

EV

コ
ピ
ー
室

演習・解析室 セッションルーム

（
健
康
科
学
館
へ
）

楽器庫
29m2

109 12 13 14 15 1611 女子
ＷＣ

女子
ＷＣ

多目的
ＷＣ

多目的
ＷＣ

女子
ＷＣ

多目的
ＷＣ

女子
ＷＣ

多目的
ＷＣ

女
子
Ｗ
Ｃ

男
子
Ｗ
Ｃ

24m2 18m2 18m2 18m2 18m2 24m2

44m2

23m2

9m2

11m2 11m2 11m2 11m2 11m2 11m2 11m2 11m2

9m2 9m2 9m2 9m2 9m2 9m2 9m2

24m2 24m2

24m2 23m2

26m2

11m2 44m2 44m2 43m2

24m2 18m2 18m2 18m2 18m2 20m2

11m2 32m2 32m2 32m2 32m2 6m2

12m2 12m2

9m2

11m2 11m2 11m2 11m2 11m2 11m2 11m2 11m2

9m2 9m2 9m2 9m2 9m2 9m2 9m2

12m2 12m2 12m2 12m2 12m2 12m2 12m2 12m2

53m2 27m2 79m2 28m2 79m2

他学部等と共用
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公江記念講堂（KK）

N

［ 2 　階］

Ｈ Ｇ

Ａ

Ｂ

Ｆ

Ｅ
Ｃ Ｄ

WC WC調音室 調光室 WC

WC

映写室

2－1 2－2 2－3 2－4

ホワイエ

EV EV

［ 3 ～ 5 階］

Ｈ Ｇ

Ｂ

WC

ホワイエ

Ｅ

Ｃ Ｄ

3階
座席

4階
座席

5階
座席

＊3､4､5階はそれぞれ多少相異する。

EV EV

WC

［ 1　階］

楽屋控室

舞　　台

舞台袖 舞台袖

控室控室

Ｈ Ｇ

ＦＡ

Ｂ
Ｃ

Ｅ
Ｄ

WC

ロビー

1－3 1－4 1－5 1－6

WC

多目的
WC

1－1

1－2 1－7

1－8
EVEV

［地　階］

ボイラー室
125m2 変 電 室

Ｈ Ｇ

ド
ラ
イ
エ
リ
ア

中
央

　

監
視
室

ＥＶ

ド
ラ
イ
エ
リ
ア

厨房
380m2

第 1 会議室
94m2

テ 

ラ 

ス

Ｗ
Ｃ

りそなクィックロビー
（りそな銀行ATM）

キ
ャ
ン
パ
ス
ビ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー

本
館

入試
センター
171m2公衆電話

WC多目的WC

EV

（本館へ）

34m2

ＥV

ＥV

学院食堂
（アゼリア）

899m2

RECEPTION
PARK
173m2

他学部等と共用

クリステリア（CR）

厨房エントランス
　　　ホール

1 F
645m2  

ＷＣ

ＷＣ談話室

バルコニー

バルコニー

4 F
524m2 

厨房ＷＣ

ＷＣ

ＷＣ

2 F
566m2 

Ｎ

ＷＣ

か
き
わ
橋

(

生
活
環
境
1

・
2

号
館
へ)

3 F
610m2  

エント
　 ランス
　　  ホール

マクドナルド

ＷＣ

華 SAKU

パウダールーム

コンビニエンスストア
ファミリーマート
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公江記念館（KM）

P
S

階段２
階段３

風除室

PS
P
S

EV
ホール

WWC

HWC

P
S

105
空調
機械室

101
アンサンブル　カフェ

102
校祖室
60m2

103
ギャラリー

階段4
EPS PS

EPS PS

EV１

EV２

20m2

104
ＭＵＫＯナビ
ルーム
20m2

P
S

階段２

WWC

MWC

GAへ

EPS

PS
PS

PS

PS

P
S 201キッチン
201
キッチン

205
空調
機械室

テラス

204
学生ラウンジ

階段１

階段４

202
アンサンブル　デリ

700m2

EPS

EPS PS

PS

EV１

EV２

P
S

風除室

むつみ橋へ

B102
調整室

B103
倉庫１

B104
倉庫２

B105
倉庫３

B106
倉庫４

B108
倉庫６

倉庫５
B111

B107
空調
機械室１

B101
空調
機械室２

階段１

階段２

EPS

EPSEPS

EV１

EV２

PS

P
SWWC階段３

B110
ホール

消火
ポンプ室
B112
HWC
MWC

SK

EV
ホール

B109
大講義室
430m2

P
S

階段２

PS

P
S

EV
ホール

MWC

WWC

EPS

P
S

PS

PS

309
空調
機械室

303
学科準備室
25m2

302
学部長室
25m2

301
資料室
20m2

305
広報室
75m2

304
作業室
25m2

306
教員ラウンジ
70m2

階段１

階段４
EPS

EV１

PS

EPS PS

EV２

308
ゲストラウンジ
600m2 P

S

階段２

PS

P
S

EV
ホール

WWC

MWC

EPS

PS

PS

PS

413
空調
機械室

410
研究室ラウンジ

409
コミュニケーション
カウンター

階段１

EPS PS

20m2

411
ミーティング
ルーム
20m2

P
S

EPS PS
EV１

EV２

412
ゼミスペース

401
面接室1
12m2

402
面接室2
12m2

403
研究室1
12m2

404
研究室2
12m2

405
研究室3
12m2

406
研究室4
12m2

407
研究室5
12m2

408
研究室6
12m2

P
S

階段２

PS

P
S

EV
ホール

WWC

MWC

EPS

P
S

PS

PS

508
空調
機械室

階段１

EPS PS

20m2

502
ミーティング
ルーム
20m2

P
S

EPS PS
EV１

EV２

501
ファブリケーションラボ

550m2

学習スペース

507
演習室５
50m2

506
演習室４
50m2

505
演習室3
50m2

504
演習室２
50m2

503
演習室１
50m2

P
S

階段２

PS

P
S

EV
ホール

WWC

MWC

EPS

P
S

PS

PS

613
空調
機械室

階段１

EPS PS

602
ミーティング
ルーム

603
コミュニケーション
カウンター

P
S

EPS PS
EV１

EV２

601
ゼミスペース

611
面接室4
12m2

610
面接室3
12m2

609
研究室12
12m2

608
研究室11
12m2

607
研究室10
12m2

606
研究室9
12m2

605
研究室8
12m2

604
研究室7
12m2

研究室ラウンジ
612 P

S

階段２

PS

P
S

EV
ホール

WWC

MWC

EPS

P
S

PS

PS

708
空調
機械室

階段１

EPS PS

20m2

706
ミーティング
ルーム
20m2

P
S

EPS PS
EV１

EV２

701
演習室6
50m2

702
演習室7
50m2

703
演習室8
50m2

704
演習室9
50m2

705
演習室10
50m2

707
プロジェクトラウンジ

P
S

階段２

PS

P
S

EV
ホール

WWC

MWC

EPS

P
S

PS

PS

813
空調
機械室

階段１

EPS PS

20m2

811
ミーティング
ルーム
20m2

P
S

EPS PS
EV１

EV２

801
面接室5
12m2

802
面接室6
12m2

803
研究室13
12m2

804
研究室14
12m2

805
研究室15
12m2

806
研究室16
12m2

807
研究室17
12m2

808
研究室18
12m2

809
コミュニケーション
カウンター

812
ゼミスペース

研究室ラウンジ
810

〔 6 階〕 〔 7階〕 〔 8階〕

〔 3階〕 〔 4階〕 〔 5階〕

〔地下 1階〕 〔 1階〕 〔 2階〕

203
学生活動スペース
（学友会）
70m2

EPS PS

階段１

20m2

307
ミーティング
ルーム
20m2

N

660m2

760m2

660m2 550m2

他学部等と共用
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総合心理科学館（PS）

N

パントリー

EV

602
大学院生
自習室

女子WC女子WC

男子WC男子WC
603

大学院生
自習室5

601
講義室

[6 階〕

更
衣
室

廊下

音
楽
療
法

セ
ッ
シ
ョ
ン

ル
ー
ム

パ
ン
ト
リ
ー

廊
下

廊下

廊
下

219
カウンセリングルーム５
18m2

208
研修員室
33m2

EV

EV

女子WC男子
WC

女子
WC
男子
WC

音
楽
療
法

面
談
室

201
観察室2

209
観察室3
27m2

202
音楽療法研究室
30m2

203
資料保管室1
12m2

204
資料保管室2
15m2

205
所長室
19m2

206
図書室
40m2 倉庫

倉庫

214
心理検査室
17m2

待合

216
ファミリー
カウンセリング
ルーム
25m2

211

207
音楽療法観察室
20m2

213
音楽療法
セッション
ルーム
30m2

215

 20m2
楽器
庫

[2 階〕

212

218
グループ

プレイルーム
77m2

217
グループ

カウンセリング
ルーム
35m2

風除
室

多目的
WC

男子
WC

女子
WC

114
プレイ
ルーム2
30m2

115
箱庭
面接室
30m2

117
プレイルーム3
30m2

廊
下

103
観察室1
60m2

廊下

廊下
111

カウンセリングルーム1
14m2

112
プレイ
ルーム1
48m2

待合

待合

110
託児
授乳室
12m2

発達臨床
心理学研究所
事務室

女子
WC

男子
WC

116
カウンセリング
ルーム3 13m2

113
カウンセリングルーム2
15m2

倉
庫

中
庭

倉庫

子供
WC

倉庫

19m2

119
カウンセリングルーム4 

20m2
118

PCITルーム
19m2

エントランスホール1

エントラン
スホール2

ポンプ
室

[1 階]

EV

EV

渡り廊下

看護科学館へ

301
大学院講義演習室1

302
大学院講義演習室2

EV

女子WC

303
カンファレンス
ルーム１

304
ラウンジ

自販機コーナー

[3 階〕

テ
ラ
ス

506
大学院資料室
50m2

501
教員研究室
26m2
502

コピー印刷室

504
カンファレンス
ルーム2
40m2

503
共同研究室
35m2

508
大学院研究室３
18m2

507
サーバー
ルーム

505
教員研究室
38m2

EV

男子WC

女子WC

パ
ン
ト
リ
ー

 16m2

[5 階〕

401
大学院
研究室1
85m2

402
大学院
研究室2
81m2

404
情報
処理室
69m2

403
大学院
準備室
54m2

EV

男子WC

女子WC
パントリー

[4 階〕

7m2

102
共同事務室
42m2101

80m2

83m2

48m2
13m2

57m2

130m2

175m2

69m2

50m2

心理学科専用
他学部等と共用
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N

[2 階〕

210
教室
189m2

209
教室
188m2

207
ロッカースペース

182m2

湯沸室湯沸室

ブリッジブリッジ

デッキテラス

EV
205

会議室
127m2

204
共同

研究室
29m2

203
非常勤
講師室
28m2

202
印刷室
20m2

201
学部長室
26m2

女子
WC

208
多目的
指導室
37m2

EV
EV

211
スチューデント

コモンズ
91m2

211
スチューデント

コモンズ
91m2 階段階段

吹抜吹抜

吹抜吹抜

吹抜吹抜

[6 階〕

612
サイエンスラボ

173m2

609
サイエンスラボ

172m2
610

実験準備室
56m2

611
薬品庫
11m2

ブリッジブリッジ テラス

EV
604

更衣室
64m2

603
家庭科実習室

153m2

601
教材展示室兼

模擬小学校教室
95m2

女子
WC

EV
EV

ラウンジラウンジ605
研究室
36m2

606
研究室
35m2

602
研究室
61m2

607
研究室
35m2

608
研究室
36m2

[7 階〕

湯沸
室

湯沸
室

レッスン室

レッスン室

702
音楽室
88m2

701
ピアノ室
161m2

703
楽器収納
教材室
32m2

EV

女子
WC

ラウンジ

男子WC

EV
EV

722
（17）
12m2

724（19）
6m2

723
（18）
12m2

709（6）
11m2

708（5）
14m2

704（1）
14m2

705（2）
14m2

706（3）
14m2

707（4）
14m2

711（8）
6m2

712（9）
6m2

713（10）
7m2

714（11）
6m2

715(12)
6m2

716（13）
7m2

717（14）
6m2

718（15）
6m2

719（16）
7m2

710（7）
13m2

725（20）
6m2

726（21）
7m2

727（22）
6m2

728（23）
6m2

729（24）
7m2

730（25）
6m2

731（26）
6m2

732（27）
7m2

736
非常勤
講師控室
36m2

737
サーバ
室

20m2

レッスン室

733
研究室
23m2

720
研究室
23m2

721
研究室
23m2

734
研究室
23m2

735
研究室
23m2

[5 階〕

湯沸室湯沸室

ブリッジブリッジ

519
クラフトワーク室

121m2

520
クレイ・ワーク室

67m2

517
インターメディア

アート室
125m2

518
作品

ストレージ
67m2

512
研究室
26m2

511
研究室
25m2

510
研究室
22m2

509
研究室
22m2

508
研究室
22m2

507
研究室
22m2

506
研究室
22m2

505
研究室
22m2

504
研究室
22m2

503
研究室
22m2

513
研究室
23m2

514
研究室
23m2

515
研究室
23m2

516
図工科教材室

46m2 吹抜吹抜

テラス

EV

女子
WC

男子WC

EV
EV

502
印刷室
22m2

501
スタディー

ルーム
65m2

[3 階〕

湯沸室湯沸室

ブリッジブリッジ

317
保育実習室

207m2

312
保育指導室

139m2

315
研究室
25m2
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令和 5年 4月 1日　改正

学　　　　則（案）

武庫川女子大学
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第１章　総則

（目的）

第１条　本学は、武庫川学院立学の精神に基づき、女子に広く知識を授けるとともに、深く専門の

学芸を教授研究し、高い知性と善美な情操と高雅な徳性を兼ね具えた有為な日本女性を育成して、

平和的世界文化の向上に貢献することを目的とする。

（名称）

第２条　本学は、武庫川女子大学と称する。

（所在地）

第３条　本学は、兵庫県西宮市池開町６番46号に設置する。

（自己点検及び評価）

第４条　本学は、その教育研究水準の向上を図り、第１条の目的及び社会的使命を達成するため、

本学における教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行い、教育研究の改善に努める。

２　前項の点検及び評価の実施に関して必要な事項は、別に定める。

（教育内容等の改善のための組織的な研修等）

第４条の２　本学は、授業の内容及び方法の改善を図るため、本学における研修及び研究を組織的

に実施するものとする。

２　前項の教育内容等の改善のための組織的な研修等の実施に関して必要な事項は、別に定める。

第２章　学部・学科・収容定員・目的及び修業年限

（学部・学科及び収容定員）

第５条　本学に置く学部・学科及び収容定員は、次のとおりとする。

学　　部 学　 　科 入学定員 編入学定員 収容定員

文 学 部
日 本 語 日 本 文 学 科 150 ３年次 25 650
英 語 文 化 学 科 200 ３年次 25 850

教 育 学 部 教 育 学 科 240 ３年次 25 1,010
心 理 ・
社会福祉学部

心 理 学 科 150 ― 600
社 会 福 祉 学 科 70 ― 280

健康・スポーツ
科 学 部

健 康・ ス ポ ー ツ 科 学 科 180 ３年次 20 760
ス ポ ー ツ マ ネ ジ メ ン ト 学 科 100 ― 400

生活環境学部 生 活 環 境 学 科 165 ３年次 20 700
社会情報学部 社 会 情 報 学 科 180 ― 720

食物栄養科学部
食 物 栄 養 学 科 200 ３年次 10 820
食 創 造 科 学 科 80 ３年次 ５ 330

建 築 学 部
建 築 学 科 45 ― 180
景 観 建 築 学 科 40 ― 160

音 楽 学 部
演 奏 学 科 30 ― 120
応 用 音 楽 学 科 20 ― 80

薬 学 部
薬 学 科 210 ― 1，260
健 康 生 命 薬 科 学 科 40 ― 160

看 護 学 部 看 護 学 科 80 ― 320
経 営 学 部 経 営 学 科 200 ― 800
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（目的）

第５条の２　各学部・学科の目的は次のとおりとする。

２　文学部は、人間の本質と文化的所産を人文諸科学の観点と方法により探究し、探究の過程と成

果に基づき、時代と社会の要請に応じうる有為な女性を育成することを目的とする。

1　日本語日本文学科は、日本語日本文学の教育研究を通じて、健全な社会の構築と発展に寄与

することのできる、有為な女性を養成することを目的とする。

2　英語文化学科は、英語英米文化文学の教育研究を通して、言語や文化、文学を深く理解し、

自文化のみならず異文化の優れた理解者として、実践的に英語を使って国際社会で活躍できる

有為な女性を養成することを目的とする。

３　教育学部教育学科は、立学の精神と教育推進宣言に則り、平和で民主的な社会の形成者として、

幅広い教養と豊かな人間性を備えるとともに、時代と社会の要請に応えつつ高度化していく教

育・保育を担える有為な女性の育成を目的とする。

　この目的を実現するために、教育学・保育学の優れた知見を広く学び、その応用と研究により

学びを深めることを通じて、国内・国外の様々な教育・保育の場において必要とされる優れた実

践的指導力、高い意欲及び創造性を養う。

４　心理・社会福祉学部は、幅広い教養と豊かな人間性を備えるとともに、来るべき人間中心社会

の担い手として、「誰一人取り残さない（leave no one behind）世界」の実現に向けて、社会が

抱えるさまざまな課題の解決や新たな価値創造のために、心理学や社会福祉学の知識とスキルを

積極的に活用して「持続可能な社会」の実現に向けて、自ら考え行動する力、他者と共に生きる

社会の共同的な価値を創造する力、社会の多様性や異質性を理解し社会的な課題に立ち向かうこ

とができる力を備えた人材の育成を目的とする。

1　心理学科は、自身の理想を探求・追求し、社会の一員としての自覚を持ち、人びとの幸福に

貢献することを目指して、心理学の諸領域における専門的知識と方法論を習得するとともに、

個人・社会的問題および学術的課題を主体的に発見し、その解決過程を他者と協働しながら実

践的に学ぶことによって、課題発見力と実践力を身につけ、多様な課題に想像力と柔軟性を

もって取り組むことができる人材を養成することを目的とする。

2　社会福祉学科は、一人ひとりの個性とその人らしく生きる権利を尊重し、支援を必要として

いる人たちと共に自らも、さらには地域や社会もエンパワメントしていけるよう、グローバル

な社会の一員としてさまざまな領域で活躍することを目指し、人間中心社会の理念を理解し、

持続可能な包摂的社会の実現に向け地域市民として、また福祉専門職として、他者と共に生き

る社会における共同的な価値の創造を希求し、社会の多様性、異質性に謙虚に向き合い、社会

的な課題の解決に向けて実践することができる人材を養成することを目的とする。

５　健康・スポーツ科学部は、幅広い専門知識並びに豊かな人間性と倫理観を養い、学校や企業、

地域社会で活躍できる優れた健康・スポーツの実践者・指導者・管理者となる有為な女性を育成

することを目的とする。

1　健康・スポーツ科学科は、科学的知識に裏づけられた体育・スポーツの研究とその実践を通
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して、心身の健康並びに体力の保持増進について指導者的役割を担う、幅広い分野の健康・ス

ポーツに関わる指導者、保健体育に関わる教育者を養成することを目的とする。

2　スポーツマネジメント学科は、健康スポーツ科学の優れた知見と実践を広く学び、多角的な

視点からスポーツマネジメントやビジネスに対する理解を深め、多様な社会的課題の解決やダ

イバーシティの推進に資するマネジメント力と創造性を有する女性を育成することを目的とす

る。

６　生活環境学部生活環境学科は、衣服、インテリア、住居、建築から、街・都市空間、地球環境

までを連続した生活環境としてとらえ、さらにこれに関わる歴史や生活文化的視点も取り入れな

がら、理系と文系の考え方を融合させた幅広い視野に立って、新しい時代に対応できる人間性豊

かな、専門性と創造的能力を持った有為な女性を育成することを目的とする。

７　社会情報学部社会情報学科は、情報化社会を超えるデータ駆動の新しい世界に向けて、社会科

学と情報科学を両翼とし、これをデータサイエンスで結合する実践的教育研究体系によって、コ

ンピュータネットワークがもたらす仮想空間においても、人間性をいかんなく発揮できる知恵と

技術をそなえた人材を育成することを目的とする。

８　食物栄養科学部は、栄養士・管理栄養士の基礎資格の基礎から応用までの科目を修得させ、実

践力と応用力を有する人材育成を実施する。さらに食物栄養学科では、あらゆる人々に対して食

による予防・医療栄養を遂行できる指導力のある人材、また食創造科学科では国内外の食産業界

で第六次産業をグローバルな発想力で企画運営できる人材の育成を目的とする。

1　食物栄養学科は、食物栄養の分野にとどまらず、公衆衛生学、臨床医学、栄養学、栄養教育、

臨床栄養学、公衆栄養学分野等の専門的な知識と技術を広く学び、その応用と研究により学び

を深めることを通じて、管理栄養士として必要とされる実践的指導力、高い意欲と創造性を身

につけることを目的とする。

2　食創造科学科は、初年次よりキャリア意識を育みながら、栄養士関連科目を修得して専門性

を高め３年次後期には全員に食産業企業へのインターンシップ参加を義務づける。在学中の就

業体験を通じて、実践的な知識を深め、人間形成・キャリア形成を図り、次世代の食産業を牽

引する女性人材の輩出を目的とする。

９　建築学部は、「真」「善」「美」の修得と同時に、価値基準が異なる「真」「善」「美」を互いに

総合する能力を養い、安全で、使い易く、美しい、真に人間的な住環境を創生する基礎的能力を

培うことを目的とする。

1　建築学科は、「真」「善」「美」の修得と同時に、価値基準が異なる「真」「善」「美」を互い

に総合する能力を養い、安全で、使い易く、美しい、真に人間的な住環境を創生する基礎的能

力を、UNESCO-UIA 建築教育憲章に対応した世界基準の学びを通して培うことを目的とする。

2　景観建築学科は、「真」「善」「美」の修得と同時に、価値基準が 異なる「真」「善」「美」を

互いに総合する能力を養い、安全で、使い易く、美しい、真に人間的な住環境を創生する基礎的能

力を、自然との共生や景観映像情報技術の幅広い学びを通して培うことを目的とする。

10　音楽学部は、理論と実践を通じて、音楽知識・技術及び東西文化の普遍的な美的価値観を追求
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するとともに、音楽応用を探究し、文化・社会の発展に寄与する音楽家をはじめ、音楽の指導者、

音楽応用の専門家を育成することを目的とする。

1　演奏学科は、音楽演奏を通して、豊かな人間性と幅広い教養、高い専門知識・技術を養い、

演奏家、指導者として文化・社会の発展に寄与する有為な女性を養成することを目的とする。

2　応用音楽学科は、豊かな人間性と幅広い教養、音楽専門知識・技術に基づく音楽の応用に

よって、地域・社会の活性化及び人間の心身の健康の維持・安定に貢献できる有為な女性を養

成することを目的とする。

11　薬学部は、幅広い教養と人間性豊かな専門知識を基盤として、医療と薬並びに健康に関する多

様な分野で、医療人としての薬剤師をはじめ、薬の創製・管理、衛生薬学、薬事行政などの諸活

動を通して、薬学に課せられた社会的使命を遂行し得る有為な女性を養成することを目的とする。

1　薬学科は、薬剤師として高度な臨床能力と実践力を有し、医療人としての使命感を持ち、病

院・薬局などの医療機関をはじめ、薬の専門家としてあらゆる場面で活躍できる有為な女性を

養成することを目的とする。

2　健康生命薬科学科は、健康科学、生命科学を重視した薬科学教育によって、研究機関、医薬

品関連業界、環境衛生行政など、薬と健康に関連した多彩な分野で社会に貢献できる有為な女

性を養成することを目的とする。

12　看護学部看護学科は、豊かな人間性に裏づけられた感性を生かし、様々な健康レベルの人々

（患者）を生活者としてとらえ、豊かな人間性と高い倫理観、科学的根拠に裏づけられた行動力

をもって、心身両面にわたってトータルケアのできる未来志向の看護実践者を育成することを目

的とする。

13　経営学部経営学科は、本学院が掲げる立学の精神、教育目標、教育推進宣言に則り、平和で民

主的な社会の形成者として、幅広い教養とグローバル化する社会への理解を有し、地域社会で生

きる人々を尊重し、相互に助け合うことができる豊かな人間性を備えるとともに、経営全般に関

する専門的知識と実践力を有し、どのような時代にあっても、世界のどこにいても、何歳であっ

ても、たとえ逆境にいたとしても、自らの暮らしをその環境にあわせて構築し、そのために必要

となる知識や技能を獲得し、協力してくれる人との良好な関係を築ける能力と意欲を持ち続け、

国内外のビジネス社会で活躍できる人材を養成することで、“しなやかな女性キャリア”の実現

に貢献することを目的とする。

（大学院及び専攻科）

第６条　本学に大学院及び専攻科を置く。

２　大学院の学則並びに専攻科に関する必要な事項は、別に定める。

（修業年限及び在学年限）

第７条　本学の修業年限は４年とする。ただし、薬学部薬学科については６年とする。

２　第16条の規定により編入学した者、再入学及び転入学した者の修業年限の取扱いについては、

別に定める。

３　在学年限は、修業年限の２倍を超えることができない。
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４　本条第３項のほか、薬学部薬学科においては、同一学年に在学することができる年数は２年を

限度とする。

第３章　学年・学期及び休業日

（学年）

第８条　学年は、４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。

（学期）

第９条　学年を次の３学期に分ける。

前 学 期　　４月１日より８月31日まで

後 学 期　　９月１日より１月31日まで

特別学期　　２月１日より３月31日まで

（休業日）

第10条　休業日は次のとおりとする。

1　国民の祝日に関する法律に規定する休日

2　創 立 記 念 日　　２月25日

⑶ 日 曜 日

⑷　夏 季 休 業　　８月５日より９月14日まで

⑸　冬 季 休 業　　12月25日より翌年１月７日まで

⑹　春 季 休 業　　３月20日より４月２日まで

２　学長は、必要がある場合、前項の休業日を臨時に変更することができる。

３　学長は、第１項に規定するもののほか、臨時の休業日を定めることができる。

第４章　入学・編入学・再入学・留学・転学部・転学科・退学・休学・復学及び除籍

（入学の時期）

第11条　入学期日は学年の始めとする。ただし、後学期の始めに入学させることができる。

（入学資格）

第12条　本学に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。

1　高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者

2　通常の課程による12年の学校教育を修了した者

⑶ 外国において学校教育における12年の課程を修了した者、又はこれに準ずる者で文部科学大

臣の指定したもの

⑷ 大学入学資格検定規程により、文部科学大臣の行う大学入学資格検定に合格した者

⑸ 高等学校卒業程度認定試験規則により、文部科学大臣の行う高等学校卒業程度認定試験に合

格した者

⑹ 文部科学大臣が高等学校若しくは中等教育学校の課程と同等の課程を有するものとして認定

した在外教育施設の当該課程を修了した者
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⑺ 文部科学大臣の指定した者

⑻ 大学において、相当の年齢に達し高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者と同等以上の

学力があると認めた者

（入学の出願）

第13条　本学に入学を志願する者は、本学所定の書類に入学検定料を添えて提出しなければならな

い。提出の時期、方法、提出すべき書類等については別に定める。

（入学者の選抜）

第14条　前条の入学志願者については、別に定めるところにより選抜を行う。

（入学手続き及び入学許可）

第15条　前条の選抜の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに、所定の入学金を

納付しなければならない。

２　学長は、前項の入学手続きを完了した者に入学を許可する。

３　入学を許可された者は、所定の期日までに、入学誓書兼同意書・保証書・その他本学所定の書

類を提出しなければならない。

４　前項の保証書の保証人は、独立の生計を営む満25歳以上の者で、確実に保証人の責務を履行し

得るものでなければならない。若し、本学において不適当と認めたときは、保証人の変更を命ず

ることがある。

５　保証人が死亡又はその他の理由で、その責をつくし得ないときは、新たに保証人を選定して、

直ちに届け出なければならない。

６　保証人が転居した場合は、直ちにその旨を届け出なければならない。

（編入学）

第16条　本学に、編入学を志願する者があるときは、編入学定員を定める学科等のほかは、欠員の

ある場合に限り、選抜の上、入学を許可することがある。

２　編入学の入学資格は、次の各号の一に該当するものとする。

1　短期大学を卒業した者

2　大学に２年以上在学し、本学が定める所定の単位を修得した者

⑶ 高等専門学校を卒業した者

⑷ 学校教育法第132条の規定により、大学に編入学することができる者

３　第１項の規定により、入学を許可された者の既に修得した授業科目及び単位数の取扱い並びに

在学すべき年数については、教授会の意見を聴いて、学長が決定する。

４　編入学について必要な事項は、別に定める。

（再入学）

第16条の２　本学に、再入学を志願する者があるときは、欠員のある場合に限り、選考の上、相当

年次に入学を許可することがある。

２　前項の規定により、入学を許可された者の既に修得した授業科目及び単位数の取扱い並びに在

学すべき年数については、教授会の意見を聴いて、学長が決定する。
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３　再入学について必要な事項は、別に定める。

（留学）

第1₆条の３　本学と交換留学協定又は派遣留学に関する協定を締結している外国の大学に留学を志

願する者があるときは、選考の上、留学を許可する。

２　前項により留学した期間は、第７条に規定する修業年限及び在学年限に算入する。

３　留学に関する規定は、別に定める。

（転学部・転学科）

第17条　本学学生が、同一学部に属する他の学科へ転学科を志願したときは、欠員のある場合に限

り、選考の上、これを許可することがある。

２　本学学生が、他学部に属する学科へ転学部を志願したときは、欠員のある場合に限り、選考の

上、これを許可することがある。

３　転学部又は転学科した者の在学年数には、転学部又は転学科前の在学年数の全部又は一部を通

算することができる。

（他大学等からの転学）

第18条　他の大学等の学生が、正当な理由により、本学に転学を志願したときは、欠員のある場合

に限り、選考の上、これを許可することがある。

２　前項の転学生については、第16条第３項の規定を準用する。

（他大学等への転学）

第19条　他の大学等に転学を志望する者があるときは、やむを得ない事情のある場合にのみ許可す

ることがある。

（退学）

第20条　退学しようとする者は、所定の用紙にその理由を記入し、保証人連署の上、願い出て、許

可を受けなければならない。

２　第７条第４項の規定に基づき、在学することができない者は退学とする。

（休学）

第21条　疾病その他やむを得ない事情により、２か月以上修学することのできない者は、所定の用

紙にその理由を記入し、保証人連署の上、願い出て、許可を受けなければならない。ただし、疾

病の場合は、医師の診断書を添えなければならない。

２　疾病のため、修学することが適当でないと認められる者については、休学を命ずることがある。

（休学の期間）

第22条　休学の期間は、１年を超えることができない。ただし、特別の理由がある場合は、引き続

き更に１年まで延長することができる。

２　休学の期間は、通算して２年を超えることができない。

３　休学の期間は、第７条第３項及び第４項の在学年限に算入しない。

（復学）

第23条　休学期間中に、その理由が消滅した場合は、所定の用紙にその理由を記入し、保証人連署
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の上、願い出て、復学することができる。ただし、疾病の場合は、医師の診断書を添えなければ

ならない。

（除籍）

第24条　次の各号の一に該当する者は除籍する。

1　第７条第３項に規定する在学年限を超えた者

2　第22条第２項に規定する休学の期間を超えて、なお修学できない者

⑶ 休学期間満了後正当な理由なくして、復学、休学の継続、退学のいずれかの願い出がない者

⑷ 学費の納付を怠り、督促してもなお納付しない者

⑸ 長期間にわたり所在不明の者

⑹ 法に定める在留資格が得られない者

⑺ 死亡した者

第25条　入学・編入学・再入学・留学・転学部・転学科・退学・休学・復学及び除籍する者は、教

授会の意見を聴いて、学長が定める。

第５章　教育課程及び履修方法等

（授業科目）

第26条　授業科目を分けて、共通教育科目、基礎教育科目及び専門教育科目とする。

２　前項の授業科目のほか、本学独自の教育目標を達成するため、特別教育科目を置く。特別教育

科目は、原則として特別学期に開講する。

３　共通教育科目の授業科目並びにその単位数は、別表第１のとおりとする。

４　基礎教育科目及び専門教育科目の授業科目並びにその単位数は、別表第２のとおりとする。

５　特別教育科目の授業科目並びにその授業時間数は、別表第３のとおりとする。

第27条　前条に規定するもののほか、教職、司書、司書教諭及び学芸員に関する専門教育科目を置

く。

２　前項の各授業科目並びにその単位数は、別表第４から第７のとおりとする。

（教育職員免許状）

第27条の２　教育職員免許状授与の所要資格を得ようとする者は、第35条の規定によるほか、教育

職員免許法及び同法施行規則に定める所定の単位を、別表第１、第２及び履修方法（別表第１、

第２の備考）、並びに別表第４に従い修得しなければならない。

２　本学で開設する教育職員免許法施行規則第66条の6に定める「日本国憲法」、「教育の基礎的理

解に関する科目等」、「各教科の指導法」、「大学が独自に設定する科目」の授業科目並びにその単

位数は、別表第４のとおりとする。ただし、教育学部教育学科においては別表第２のとおりとす

る。健康・スポーツ科学部健康・スポーツ科学科における教育職員免許法施行規則第66条の６に

定める「日本国憲法」は別表第４のとおり、「教育の基礎的理解に関する科目等」、「各教科の指

導法」、「大学が独自に設定する科目」は別表第２のとおりとする。

３　食物栄養科学部食物栄養学科の学生で栄養教諭一種免許状授与の所要資格を得ようとする者は、
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第１項によるほか、栄養士法、同法施行規則及び管理栄養士学校指定規則に定める所定の単位を

修得しなければならない。

４　本学において当該所要資格を取得できる学部学科、教員免許状の種類及び免許教科又は領域を

次のとおりとする。

学　　部 学　　科 免許状の種類 免許教科又は領域

文 学 部

日 本 語 日 本 文 学 科
中学校教諭一種免許状 国　 　語

高等学校教諭一種免許状 国語・書道

英 語 文 化 学 科
中学校教諭一種免許状 英　 　語

高等学校教諭一種免許状 英　 　語

教 育 学 部 教 育 学 科

幼稚園教諭一種免許状 ―

小学校教諭一種免許状 ―

中学校教諭一種免許状 国語・英語

特別支援学校教諭一種免許状
知的障害者 

肢体不自由者 
病弱者

健康・スポーツ
科 学 部

健康・スポーツ科学科
中学校教諭一種免許状 保 健 体 育

高等学校教諭一種免許状 保 健 体 育

スポーツマネジメント学科
中学校教諭一種免許状 保 健 体 育

高等学校教諭一種免許状 保 健 体 育

生活環境学部 生 活 環 境 学 科
中学校教諭一種免許状 家　 　庭

高等学校教諭一種免許状 家　 　庭

社会情報学部 社 会 情 報 学 科 高等学校教諭一種免許状 情　 　報

食物栄養科学部 食 物 栄 養 学 科 栄養教諭一種免許状 ―

音 楽 学 部
演 奏 学 科
応 用 音 楽 学 科

中学校教諭一種免許状 音　 　楽

高等学校教諭一種免許状 音　 　楽

薬 学 部 健 康 生 命 薬 科 学 科
中学校教諭一種免許状 理　 　科

高等学校教諭一種免許状 理　 　科

（図書館司書、学校図書館司書教諭）

第27条の３　図書館司書課程履修可能な学科において図書館司書の資格を得ようとする者は、第35

条の規定によるほか、図書館法及び同法施行規則に定める単位を別表第５に従い修得しなければ

ならない。

２　学校図書館司書教諭講習修了証書授与の資格要件取得可能な学科において学校図書館司書教諭

講習修了証書授与の資格要件を得ようとする者は、第35条の規定によるほか、教育職員免許法及

び同法施行規則に定める小学校、中学校又は高等学校の教育職員免許状授与の所要資格を得るた

めに必要な単位を修得するとともに、学校図書館司書教諭講習規程に定める単位を別表第６に従

い修得しなければならない。

（博物館学芸員）

第27条の４　博物館学芸員課程履修可能な学科において博物館学芸員の資格を得ようとする者は、
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第35条の規定によるほか、博物館法及び同法施行規則に定める単位を別表第７に従い修得しなけ

ればならない。

（保育士）

第27条の５　教育学部教育学科の学生で保育士証交付の資格要件を得ようとする者は、第35条の規

定によるほか、児童福祉法及び同法施行規則に定める所定の単位を修得しなければならない。

２　教育学部教育学科の指定養成施設としての定員は100名である。

３　履修方法は別に定める。

（栄養士、管理栄養士）

第27条の６　食物栄養科学部食物栄養学科及び食創造科学科の学生で栄養士免許証交付の資格要件

を得ようとする者は、第35条の規定によるほか、栄養士法及び同法施行規則に定める所定の単位

を修得しなければならない。

２　食物栄養科学部食物栄養学科の学生で管理栄養士国家試験受験資格を得ようとする者は、前項

の規定により栄養士免許証交付の資格要件を得るとともに、管理栄養士学校指定規則に定める所

定の単位を修得しなければならない。

３　履修方法は別に定める。

（建築士）

第27条の７　生活環境学部生活環境学科及び建築学科、建築学部建築学科及び景観建築学科の学生

で本学を卒業後２年以上の実務の経験を経て一級建築士国家試験受験資格を得ようとする者は、

第35条の規定によるほか、建築士法第14条第１号に基づき、国土交通大臣の指定する建築に関す

る科目の単位を修得しなければならない。

２　履修方法は別に定める。

（社会福祉士、精神保健福祉士）

第27条の８　心理・社会福祉学部社会福祉学科の学生で、社会福祉士国家試験受験資格を得ようと

する者は、第35条の規定によるほか、社会福祉士及び介護福祉士法並びに同法施行規則に定める

所定の単位を修得しなければならない。

２　心理・社会福祉学部社会福祉学科の学生で、精神保健福祉士国家試験受験資格を得ようとする

者は、第35条の規定によるほか、精神保健福祉士法に定める所定の単位を修得しなければならな

い。

３　心理・社会福祉学部社会福祉学科の定員は70名である。

４　心理・社会福祉学部社会福祉学科の、社会福祉士の指定養成施設としての定員は70名である。

５　心理・社会福祉学部社会福祉学科の、精神保健福祉士の指定養成施設としての定員は40名であ

る。

６　履修方法は別に定める。

（看護師）

第27条の９　看護学部看護学科の学生で、看護師国家試験受験資格を得ようとする者は、第35条の

規定によるほか、保健師助産師看護師学校養成所指定規則に定める所定の単位を修得しなければ
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ならない。

２　履修方法は別に定める。

（単位の計算方法）

第28条　第26条第１項並びに第27条第１項に規定する各授業科目の単位数は、１単位の授業科目を

45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業

による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準により単位数を計算するもの

とする。

1　講義については、15時間の授業をもって１単位とする。ただし、必要がある場合には、授業

科目の内容に応じ、教育効果を考慮して、20時間又は30時間の授業をもって１単位とすること

ができる。

2　演習については、30時間の授業をもって１単位とする。ただし、必要がある場合には、授業

科目の内容に応じ、授業時間外に必要な学修等を考慮して、15時間の授業をもって１単位とす

ることができる。

⑶ 実験、実習及び実技については、45時間の授業をもって１単位とする。ただし、必要がある

場合には、授業科目の内容及び授業の方法に応じ、教育効果を考慮して、30時間の授業をもっ

て１単位とすることができる。音楽の個人指導による実技の授業については、特に授業時間外

に必要な学修を考慮して、５時間又は10時間の授業をもって１単位とすることができる。なお、

社会福祉士国家試験受験資格に係る「ソーシャルワーク実習Ⅰ、ソーシャルワーク実習Ⅱ」、

精神保健福祉士国家試験受験資格に係る「ソーシャルワーク実習Ⅲ、ソーシャルワーク実習

Ⅳ」、保育士資格に係る「保育実習、保育実習Ⅱ、保育実習Ⅲ」、及び公認心理師国家試験受験

資格に係る「心理実習」として開設の授業科目のうち実習施設における授業時間数については、

厚生労働省がそれぞれの指定基準に定める実習時間数に基づき、40時間又は45時間の授業を

もって１単位とする。

⑷ １の授業科目について、講義、演習、実験又は実習のうち２以上の方法により行なう場合に

ついては、その組み合わせに応じ、前３号に規定する基準により算定した時間の授業をもって

１単位とする。

２　前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究、卒業制作等の授業科目については、これらの

学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には、これらに必要な学修等

を考慮して、単位数を定めることができる。

３　特別教育科目のうち、ボランティア活動及びインターンシップ活動による単位認定は30時間の

活動をもって１単位とする。対象となる活動については、別に定める。

（多様なメディアを高度に利用した学修）

第28条の２　文部科学大臣が別に定めるところにより、前条に規定する講義、演習、実験、実習及

び実技による授業を、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履

修させることができる。
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（１年間の授業期間）

第29条　１年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め、35週にわたることを原則とする。

（単位の授与）

第30条　特別教育科目を除く授業科目にあっては、その授業科目を履修し、その試験に合格した者

には所定の単位を与える。ただし、第28条第２項の授業科目については、適切な方法により学修

の成果を評価して所定の単位を与えることができる。

２　第28条第３項の基準に従って認定された者には所定の特別単位を与える。

（他の大学又は短期大学における授業科目の履修等）

第31条　本学が教育上有益と認めるときは、学生が本学の協定した他の大学又は短期大学の授業科

目を履修し修得した単位を、60単位を超えない範囲で、本学における授業科目の履修により修得

したものとみなすことができる。

２　前項の規定は、学生が第16条の３の規定により外国の大学又は短期大学に留学する場合、外国

の大学又は短期大学が行う通信教育における授業科目を我が国において履修する場合及び外国の

大学又は短期大学の教育課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられ

た教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該教育課程における授業科目を我が

国において履修する場合について準用する。

（大学以外の教育施設等における学修）

第32条　本学が教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科におけ

る学修その他文部科学大臣が別に定める学修を、本学における授業科目の履修とみなし、単位を

与えることができる。

２　前項により与えることができる単位数は、前条第１項及び第２項により本学において修得した

ものとみなす単位数と合わせて60単位を超えないものとする。

３　第１項に規定する学修に対する単位の認定等について必要な事項は、別に定める。

（入学前の既修得単位の認定）

第33条　本学の第１年次に入学した学生が、入学する前に大学又は短期大学（外国の大学又は短期

大学を含む。）において履修した授業科目について、修得した単位（科目等履修生により修得し

た単位を含む。）を、本学が教育上有益と認めるときは、本学に入学した後の本学における授業

科目の履修により修得したものとみなすことができる。

２　本学の第１年次に入学した学生が、入学する前に行った前条第１項に規定する学修を本学が教

育上有益と認めるときは、本学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。

３　前２項により修得したものとみなし、又は与えることができる単位数は、編入学、転学等の場

合を除き、本学において修得した単位以外のものについては、第31条第１項及び第２項並びに前

条第１項により本学において修得したものとみなす単位数と合わせて60単位を超えないものとす

る。

（成績の評価）

第34条　試験等成績の評価は、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、不合格、Ｅ、Ｆ、認をもって表わし、Ｓ、Ａ、Ｂ、
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Ｃ、認を合格とする。

２　この学則に定めるもののほか、成績の評価に関する必要な事項は、別に定める。

第６章　卒業及び学位の授与

（卒業の要件）

第35条　本学の卒業要件は、第７条に規定する修業年限以上在学し、別表第１、第２に掲げる授業

科目の中から、同表に定める履修方法に従い、124単位以上を修得しなければならない。ただし、

生活環境学部建築学科及び建築学部の学生は128単位以上を、薬学部薬学科の学生は190単位以上

を、看護学部看護学科の学生は127単位以上を修得しなければならない。

２　前項に規定するもののほか、別表第４から第７に掲げる授業科目を履修し、単位を修得した場

合、20単位を超えない範囲で、卒業に必要な単位数に含めることができる。

（卒業）

第36条　本学に第７条に規定する修業年限以上在学し、前条に規定する所定の単位数を修得した者

については、教授会の意見を聴いて、学長が卒業を認定する。

（学位の授与）

第37条　学長は、卒業を認定した者に対して、武庫川女子大学学位規程の定めるところにより、学

士の学位を授与する。

第38条　削除

第７章　入学検定料・入学金・学費

（入学検定料等の金額）

第39条　本学の入学検定料・入学金及び学費は、別表第８のとおりとする。

（学費の納入期）

第40条　学費は次の２回に分けて納入しなければならない。

　第１回　　４月20日まで

　第２回　　10月11日まで

２　学長は、必要に応じて前項の期日を臨時に変更することができる。

（納入した入学検定料等）

第41条　納入した入学検定料及び入学金は、事情の如何にかかわらず返還しない。

２　納入した授業料・教育充実費及び学生研修費等の取扱いについては、別に定める。

（退学・停学・休学・復学の場合の学費）

第42条　退学・停学・休学・復学の場合の学費の納入方法については、別に定める。

２　休学中は、学費の納入は免除する。ただし、休学中は、休学在籍料を納入しなければならない。

休学在籍料に関する必要な事項は、別に定める。

（留年・卒業延期の場合の学費）

第42条の２　留年・卒業延期の場合の学費に関する必要な事項は、別に定める。
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第８章　教職員組織

（教職員組織）

第43条　本学に学長、副学長、教授、准教授、講師、助教、助手、副手、事務職員、技術職員、そ

の他必要な職員を置く。

（学長）

第44条　学長は本学の学務を掌理し、所属職員を統督する。

（副学長）

第45条　副学長は、学長を助け、命を受けて校務をつかさどる。

２　学長に事故あるときは、その職務を代行する。

（学部長）

第46条　本学に学部長を置く。

２　学部長は、当該学部の学務を掌理し、所属職員を統督する。

（共通教育部長）

第46条の２　本学に共通教育部長を置く。

２　共通教育部長は、共通教育部の学務を掌理し、所属職員を統督する。

（学科長）

第47条　本学に学科長を置く。

２　学科長は、当該学科の学務を掌理し、所属職員を統督する。

（共通教育科長）

第47条の２　本学に共通教育科長を置く。

２　共通教育科長は、共通教育の学務を掌理し、所属職員を統督する。

（幹事教授）

第48条　本学に幹事教授を置く。

２　幹事教授は、学科長を補佐する。

第９章　学部教授会、共通教育部教授会及び評議会

（学部教授会）

第49条　本学に学部教授会（以下「教授会」という。）を置く。

（共通教育部教授会）

第49条の２　本学に共通教育部教授会を置く。

（教授会の構成）

第50条　教授会は、当該学部の専任教授をもって構成する。ただし、学部長が必要と認めたときは、

当該学部の専任の准教授、講師及び助教を加えることができる。

２　教授会は、学部長が招集し、その議長となる。

（共通教育部教授会の構成）

第50条の２　共通教育部教授会は、当該部の専任教授をもって構成する。ただし、共通教育部長が
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必要と認めたときは、当該部の専任の准教授、講師及び助教を加えることができる。

２　共通教育部教授会は、共通教育部長が招集し、その議長となる。

（教授会の審議事項）

第51条　教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものとする。

1　学生の入学、卒業及び課程の修了に関する事項

2　学位の授与に関する事項

⑶ 前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くことが必

要なものとして学長が定めるもの

２　教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び学部長（以下この項において「学長等」とい

う。）がつかさどる教育研究に関する事項について審議し、及び学長等の求めに応じ、意見を述

べることができる。

（共通教育部教授会の審議事項）

第51条の２　共通教育部教授会は、学長が、共通教育に係る教育研究に関する重要な事項について

決定を行うに当たり意見を述べるものとする。

２　共通教育部教授会は、学長及び共通教育部長（以下この項において「学長等」という。）がつ

かさどる共通教育に係る教育研究に関する事項について審議し、及び学長等の求めに応じ、意見

を述べることができる。

（評議会）

第52条　本学に大学評議会（以下「評議会」という。）を置き、全学部を横断する事項について審

議する。

（評議会の構成）

第53条　評議会は、開設する学部・学科を代表する者を含む学長の申請に基づき理事長が任命した

次に掲げる評議員をもって構成する。

1　学　　長

2　副 学 長

⑶ 各学部長

⑷ 共通教育部長

⑸ 各学科長

⑹ 教育研究所長

⑺ 附属図書館長

⑻ その他、学長が必要と認めた者

２　評議会は、学長が招集し、その議長となる。

（評議会の審議事項）

第54条　評議会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものとする。

1　学則に基づく規程の制定改廃に関する事項

2　学務に関する全般的事項
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⑶ 学生の入学及び卒業の基準に関する事項

⑷ 教育課程の編成に関する全学的な方針の策定、検証、評価等に関する事項

⑸ 教育、研究に関する全般的事項

⑹ その他学長が評議会の意見を聴くことが必要と定める事項

（その他）

第55条　本章に定めるもののほか、教授会、共通教育部教授会及び評議会に関し必要な事項は、別

に定める。

第10章　科目等履修生・特別聴講生・研究生・研修員及び外国人留学生

（科目等履修生・特別聴講生）

第56条　本学において、特定の授業科目の履修を志望する者があるときは、本学の教育に支障がな

い限り、選考の上、科目等履修生として在籍を許可することがある。科目等履修生が受講した授

業科目について試験を受け、これに合格した場合は、所定の単位を与える。

２　他の大学又は短期大学（外国の大学・短期大学を含む。）との協議に基づき、当該他の大学又

は短期大学の学生が、本学の授業科目について履修を願い出たときは、選考の上、これを特別聴

講生として履修を許可することができる。特別聴講生が受講した授業科目について試験を受け、

これに合格した場合は、所定の単位を与える。

３　科目等履修生の履修料等は、別表第９のとおりとし、特別聴講生の聴講料等は、別に定める。

（研究生）

第57条　本学において、特に研究を志望する者があるときは、その願い出により、研究生として許

可することがある。

２　研究生の研究料は、別表第10のとおりとする。

（研修員）

第58条　本学以外の機関に所属する者で、その所属機関の長の委託により、大学において特定事項

について研修しようとするときは、願い出により、研修員として許可することがある。

２　研修員の研修料は、別に定める。

（外国人留学生）

第59条　外国人で、本学に入学を志願する者があるときは、選抜の上、外国人留学生として入学を

許可することがある。

（その他）

第60条　科目等履修生・特別聴講生・研究生・研修員及び外国人留学生の許可については、教授会

の意見を聴いて、学長が決定する。

２　科目等履修生・特別聴講生・研究生及び外国人留学生の本学則の適用については、修学上必要

な事項のほか第62条並びに第63条の規定を準用する。

３　この学則に定めるもののほか、科目等履修生・特別聴講生・研究生・研修員及び外国人留学生

に関する必要な事項は、別に定める。
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第61条　削除

第11章　賞罰

（表彰）

第62条　学生として全学生の模範となる善行のあった者は、教授会の意見を聴いて、学長が表彰す

る。

（懲戒）

第63条　本学の規則、命令に違反し、又は学生としての本分に反する行為をした学生は、教授会の

意見を聴いて、学長が懲戒する。

２　前項の懲戒の種類は、退学・停学及び訓告とする。

３　前項の退学は、次の各号の一に該当する学生に対して行う。

1　性行不良で改善の見込みがないと認められる者

2　学力劣等で成業の見込みがないと認められる者

⑶ 正当な理由がなくて出席常でない者

⑷ 本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者

４　前２項により停学となった期間は、第７条に規定する修業年限に含めることはできない。

５　この学則に定めるもののほか、懲戒に関する必要な事項は、別に定める。

第12章　附属図書館

（附属図書館）

第64条　本学に附属図書館を置く。

２　附属図書館に関する規定は、別に定める。

第13章　スポーツセンター

（スポーツセンター）

第65条　本学にスポーツセンターを置く。

２　スポーツセンターに関する規定は、別に定める。

第14章　研究所

（研究所）

第66条　本学に教育研究所、発達臨床心理学研究所、言語文化研究所、生活美学研究所、情報教育

研究センター、バイオサイエンス研究所、国際健康開発研究所、トルコ文化研究センター、健康

運動科学研究所、栄養科学研究所、学校教育センター、女性活躍総合研究所及び附属総合ミュー

ジアムを置く。

２　研究所に関する規定は、別に定める。
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第15章　公開講座

（オープン・カレッジ）

第67条　本学にオープン・カレッジを置く。

２　オープン・カレッジに関する規定は、別に定める。

第16章　学寮

（学寮）

第68条　本学に学寮を置く。

２　学寮に関する規定は、別に定める。

第17章　改廃

（改廃）

第69条　本学則の改廃は、評議会の意見を聴いて、理事会において決定する。

附　則

この学則は、昭和24年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和27年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和33年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和34年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和37年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和38年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和39年８月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和40年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和41年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和43年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和44年４月１日から施行する。
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附　則

この学則は、昭和47年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和48年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和49年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和50年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和51年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和52年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和53年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和54年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和55年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和56年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和58年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和59年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和60年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和61年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和62年１月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和62年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和63年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成元年４月１日から施行する。
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附　則

この学則は、平成２年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成３年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成３年９月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成３年10月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成４年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成５年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成６年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成７年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成８年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成９年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成10年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成11年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成11年10月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成12年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成13年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成14年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成14年７月１日から施行する。

附　則

　この学則は、平成15年４月１日から施行する。
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附　則

　この学則は、平成16年４月１日から施行する。

附　則

　この学則は、平成17年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成17年10月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成18年１月１日から施行する。

附　則

　この学則は、平成18年４月１日から施行する。

附　則

　この学則は、平成19年４月１日から施行する。

附　則

　この学則は、平成20年４月１日から施行する。

附　則

　この学則は、平成21年４月１日から施行する。

附　則

　この学則は、平成22年４月１日から施行する。

附　則

　この学則は、平成23年４月１日から施行する。

附　則

１　この学則は、平成24年４月１日から施行する。

２　第26条第４項の規定にかかわらず、平成23年度以前の入学生の基礎教育科目及び専門教育科目

の授業科目並びにその単位数（別表第２）については、なお従前のとおりとする。

３　第27条の４の規定にかかわらず、平成23年度以前の入学生の博物館学芸員の資格を得ることが

できる学科については、なお従前のとおりとする。

４　第27条の８の規定にかかわらず、平成23年度以前の入学生の社会福祉士国家試験受験資格及び

精神保健福祉士国家試験受験資格の指定養成施設としての定員については、なお従前のとおりと

する。

５　第35条の規定にかかわらず、平成23年度以前の入学生の卒業の要件については、なお従前のと

おりとする。

６　第42条第２項の規定にかかわらず、平成23年度以前の入学生の休学中の学費の納入については、

なお従前のとおりとする。

附　則

１　この学則は、平成25年４月１日から施行する。

２　第26条第４項の規定にかかわらず、平成24年度以前の入学生の基礎教育科目及び専門教育科目
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の授業科目並びにその単位数（別表第２）については、なお従前のとおりとする。

３　第35条の規定にかかわらず、平成24年度以前の入学生の卒業の要件については、なお従前のと

おりとする。

附　則

１　この学則は、平成26年４月１日から施行する。

２　第26条第４項の規定にかかわらず、平成25年度以前の入学生の基礎教育科目及び専門教育科目

の授業科目並びにその単位数（別表第２）については、なお従前のとおりとする。

３　第35条の規定にかかわらず、平成25年度以前の入学生の卒業の要件については、なお従前のと

おりとする。

附　則

この学則は、平成26年９月１日から施行する。

附　則

１　この学則は、平成27年４月１日から施行する。

２　第７条第４項、第20条第２項及び第22条第３項の規定にかかわらず、平成26年度以前の入学生

の在学年限、退学及び休学の期間については、なお従前のとおりとする。

３　第26条第４項の規定にかかわらず、平成26年度以前の入学生の基礎教育科目及び専門教育科目

の授業科目並びにその単位数（別表第２）については、なお従前のとおりとする。

４　第27条の２第２項の規定にかかわらず、平成26年度以前の入学生の「教職に関する科目」及び

「教科又は教職に関する科目」の授業科目並びにその単位数（別表第４）については、なお従前

のとおりとする。

５　第35条の規定にかかわらず、平成26年度以前の入学生の卒業の要件については、なお従前のと

おりとする。

附　則

１　この学則は、平成28年４月１日から施行する。

２　第26条第４項の規定にかかわらず、平成27年度以前の入学生の基礎教育科目及び専門教育科目

の授業科目並びにその単位数（別表第２）については、なお従前のとおりとする。

附　則

この学則は、平成28年11月１日から施行する。

附　則

１　この学則は、平成29年４月１日から施行する。

２　第26条第４項の規定にかかわらず、平成28年度以前の入学生の基礎教育科目及び専門教育科目

の授業科目並びにその単位数（別表第２）については、なお従前のとおりとする。

３　第27条の３第１項及び第２項の規定にかかわらず、平成28年度以前の入学生については、なお

従前のとおりとする。

附　則

１　この学則は、平成30年４月１日から施行する。
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２　第26条第４項の規定にかかわらず、平成29年度以前の入学生の基礎教育科目及び専門教育科目

の授業科目並びにその単位数（別表第２）については、なお従前のとおりとする。

３　第27条の２の規定にかかわらず、平成29年度以前の入学生の中学校・高等学校教諭「教職に関

する科目」の授業科目及びその単位数（別表第４）、並びに教育職員免許状授与の所要資格を取得

できる学部学科、教員免許状の種類及び免許教科又は領域については、なお従前のとおりとする。

４　第28条第１項第３号の規定にかかわらず、平成29年度以前の入学生については、なお従前のと

おりとする。

５　第35条の規定にかかわらず、平成29年度以前の入学生の卒業の要件については、なお従前のと

おりとする。

附　則

１　この学則は、平成31年４月１日から施行する。

２　文学部教育学科は、平成31年３月31日に当該学科に在学する者が、当該学科に在学しなくなる

までの間、存続するものとする。

３　第26条第４項の規定にかかわらず、平成30年度以前の入学生の基礎教育科目及び専門教育科目

の授業科目並びにその単位数（別表第２）については、なお従前のとおりとする。

４　第27条の２、第27条の５及び第27条の８の規定にかかわらず、平成30年度以前の入学生につい

ては、なお従前のとおりとする。

附　則

１　この学則は、令和２年４月１日から施行する。

２　第５条に規定する食物栄養科学部食物栄養学科及び食創造科学科の収容定員は、令和２年度か

ら令和４年度までの間、次のとおりとする。
年度

学部・学科

令和２年度 令和３年度 令和４年度

収容定員 収容定員 収容定員

食物栄養科学部　食物栄養学科 200 400 610

食物栄養科学部　食創造科学科 80 160 245

３　生活環境学部食物栄養学科は、令和２年３月31日に当該学科に在学する者が、当該学科に在学

しなくなるまでの間、存続するものとする。

４　第５条に規定する建築学部建築学科及び景観建築学科の収容定員は、令和２年度から令和４年

度までの間、次のとおりとする。
年度

学部・学科

令和２年度 令和３年度 令和４年度

収容定員 収容定員 収容定員

建築学部　建築学科 45 90 135

建築学部　景観建築学科 40 80 120

５　生活環境学部建築学科は、令和２年３月31日に当該学科に在学する者が、当該学科に在学しな

くなるまでの間、存続するものとする。

６　第５条に規定する経営学部経営学科の収容定員は、令和２年度から令和４年度までの間、次の
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とおりとする。
年度

学部・学科

令和２年度 令和３年度 令和４年度

収容定員 収容定員 収容定員

経営学部　経営学科 200 400 600

７　第５条の２第６項、第７項及び第11項の規定にかかわらず、平成31年度以前の入学生について

は、なお従前のとおりとする。

８　第26条第４項の規定にかかわらず、平成31年度以前の入学生の基礎教育科目及び専門教育科目

の授業科目並びにその単位数（別表第２）については、なお、従前のとおりとする。

９　第27条の２第３項及び第４項の規定にかかわらず、平成31年度以前の入学生については、なお

従前のとおりとする。

10　第27条の６の規定にかかわらず、平成31年度以前の入学生については、なお従前のとおりとす

る。

附　則

１　この学則は、令和３年４月１日から施行する。

２　第26条第４項の規定にかかわらず、令和２年度以前の入学生の基礎教育科目及び専門教育科目

の授業科目並びにその単位数（別表第２）については、なお従前のとおりとする。

３　第27条の２（別表第４）の規定にかかわらず、令和２年度以前の入学生については、なお従前

のとおりとする。

４　第35条の規定にかかわらず、令和２年度以前の入学生の卒業の要件については、なお従前のと

おりとする。

附　則

１　この学則は、令和４年４月１日から施行する。

２　第26条第４項の規定にかかわらず、令和３年度以前の入学生の基礎教育科目及び専門教育科目

の授業科目並びにその単位数（別表第２）については、なお従前のとおりとする。

３　第27条の２の規定にかかわらず、令和３年度以前の入学生の各教科の指導法及び教育の基礎的

理解に関する科目等、大学が独自に設定する科目の授業科目並びにその単位数（別表第４）につ

いては、なお従前のとおりとする。

４　第35条の規定にかかわらず、令和３年度以前の入学生の卒業の要件については、なお従前のと

おりとする。

附　則

１　この学則は、令和５年４月１日から施行する。

２　第５条に規定する心理・社会福祉学部心理学科及び社会福祉学科の収容定員は令和５年度から

令和７年度までの間、次のとおりとする。
年度

学部・学科

令和５年度 令和６年度 令和７年度

収容定員 収容定員 収容定員

心理・社会福祉学部心理学科 150 300 450
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心理・社会福祉学部社会福祉学科 70 140 210

３　文学部心理・社会福祉学科は、令和５年３月31日に当該学科に在学する者が、当該学科に在学

しなくなるまでの間、存続するものとする。

４　第５条に規定する健康・スポーツ科学部スポーツマネジメント学科の収容定員は令和５年度か

ら令和７年度までの間、次のとおりとする。
年度

学部・学科

令和５年度 令和６年度 令和７年度

収容定員 収容定員 収容定員

健康・スポーツ科学部　スポーツマネジメント学科 100 200 300

５　第５条に規定する社会情報学部社会情報学科の収容定員は令和５年度から令和７年度までの間、

次のとおりとする。
年度

学部・学科

令和５年度 令和６年度 令和７年度

収容定員 収容定員 収容定員

社会情報学部　社会情報学科 180 360 540

６　生活環境学部情報メディア学科は、令和５年３月31日に当該学科に在学する者が、当該学科に

在学しなくなるまでの間、存続するものとする

７　第５条の２第４項、第５項及び第７項の規定にかかわらず、令和４年度以前の入学生について

は、なお従前のとおりとする。

８　第26条第４項の規定にかかわらず、令和４年度以前の入学生の基礎教育科目及び専門教育科目

の授業科目並びにその単位数（別表第２）については、なお、従前のとおりとする。

９　第27条の２第４項の規定にかかわらず、令和４年度以前の入学生については、なお従前のとお

りとする。

10　第27条の８の規定にかかわらず、令和４年度以前の入学生については、なお従前のとおりとす

る。

11　第35条の規定にかかわらず、令和４年度以前の入学生の卒業の要件については、なお従前のと 

おりとする。
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別表第１

共通教育科目

授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

基礎教養科目群 人文科学科目

神話・伝説の世界から 2

平 安 朝 文 学 の 世 界 2

鎌倉時代の文学への誘い 2

平安時代の文学への誘い 2

日常生活からの哲学入門 2

現代フランスの音楽事情 2

ミ ュ ー ジ カ ル 歌 唱 法 1

音 楽 の 科 学 2

フランスの音楽と芸術文化 2

先 端 芸 術 表 現 1

自 己 発 見 ア ー ト 1

未 来 造 形 1

歌 舞 伎 鑑 賞 入 門 2

日 本 の 文 化 Ⅰ 2

日 本 の 文 化 Ⅱ 2

遊 び の 人 類 学 2

SNS から日本語を見る 2

基礎教養科目群 社会科学科目

現 代 世 界 の 教 育 2

差別と暴力のない世界をめざして 2

メ デ ィ ア に 映 る 女 性 2

生 涯 福 祉 論 2

社会福祉とボランティア 2

福祉レクリエーションの実際 2

子 育 て と 家 族 関 係 2

子育てと母性の気づき 2

環 境 心 理 学 入 門 2

現 代 社 会 と 憲 法 2

教 養 と し て の 法 律 2

暮 ら し と 法 律 2

女性と子どものヘルスケア 2

消 費 者 生 活 論 2

英語で学ぶやさしい経済学 2

英語で学ぶお金の知識 2

我々のくらしと日本の産業 2

メディア技術と文字デザイン 2

まちづくりと地方自治の役割 2

基礎教養科目群 自然科学科目

文 化 を 創 造 す る 数 学 2

生 命 科 学 入 門 2

生 活 の 中 の 物 理 学 2

最先端物理学が描く宇宙 2

微生物がつくる発酵食品の不思議 2

薬 の 歴 史 と 未 来 2

薬 と か ら だ 2

医 薬 品 概 論 2

基礎教養科目群 国際理解科目

韓 国 文 化 の 理 解 2

中 国 文 化 論 2

国 際 協 力 入 門 2

世 界 の 中 の 日 本 人 2

基礎教養科目群 現代トピック科目

モラルジレンマから考える私 2

女性のためのマーケティング 2

Current Affairs in Japan Ⅰ 2
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

Current Affairs in Japan Ⅱ 2

ジェンダー科目群

セクシュアリティ入門 2

女性の身体とセクシュアリティ 2

メディアに見るジェンダー 2

女性が輝く社会づくり 2

キャリアデザイン科目群

女性のためのライフプランニング 2

自己アピールトレーニング 2

キャリアビジョンと人物評価 2

言語・情報科目群　言語リテラシー科目

英語コミュニケーションⅠ 2

英語コミュニケーションⅡ 2

英語コミュニケーションⅢ 1

英語コミュニケーションⅣ 1

英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅰ 1

英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅱ 1

英 語 ラ イ テ ィ ン グ Ⅰ 1

英 語 ラ イ テ ィ ン グ Ⅱ 1

Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ 演 習 Ⅰ 1

Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ 演 習 Ⅱ 1

Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ 演 習 Ⅲ 1

Ｔ Ｏ Ｅ Ｆ Ｌ 演 習 1

Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ（ 初 級 ） 1

Basics for Presentation Ⅰ 1

Basics for Presentation Ⅱ 1

Grammar for Communication 1

Reading & Writ ing 1

Speaking & Listening Ⅰ 1

Speaking & Listening Ⅱ 1

Speaking & Listening Ⅲ 1

P r e s e n t a t i o n 1

W r i t i n g Ⅰ 1

W r i t i n g Ⅱ 1

Engl i sh for  Careers 1

Reading & Discussion 1

Global Communication Ⅰ 1

Global Communication Ⅱ 1

Current Events Ⅰ 1

Current Events Ⅱ 1

Reading & Critical Thinking 1

C a r e e r  W o r k s h o p 1

ド イ ツ 語 Ⅰ 2

ド イ ツ 語 Ⅱ 2

フ ラ ン ス 語 Ⅰ 2

フ ラ ン ス 語 Ⅱ 2

フ ラ ン ス 語 Ⅰ Ａ 1

フ ラ ン ス 語 Ⅰ Ｂ 1

中 国 語 Ⅰ 2

中 国 語 Ⅱ 2

イ タ リ ア 語 Ⅰ Ａ 1

イ タ リ ア 語 Ⅰ Ｂ 1

ス ペ イ ン 語 Ⅰ 2

ハ ン グ ル Ⅰ 2

ハ ン グ ル Ⅱ 2

特 別 英 語 演 習 Ⅰ 4

特 別 英 語 演 習 Ⅱ 4

特 別 中 国 語 演 習 Ⅰ 2

特 別 中 国 語 演 習 Ⅱ 2

特 別 ハ ン グ ル 演 習 Ⅰ 4
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

特 別 ハ ン グ ル 演 習 Ⅱ 4

日 本 語 初 級 Ａ 3

日 本 語 初 級 Ｂ 3

日 本 語 初 級 Ｃ 3

日 本 語 初 級 Ｄ 3

日 本 語 中 級 Ａ 3

日 本 語 中 級 Ｂ 3

日 本 語 中 級 Ｃ 3

日 本 語 中 級 Ｄ 3

日 本 語・ 上 級 Ⅰ 2

日 本 語・ 上 級 Ⅱ 2

日 本 語・ 上 級 Ⅲ 2

日 本 語・ 上 級 Ⅳ 2

言語・情報科目群　情報リテラシー科目

Access データベース基礎 2

情報社会を生きる技術 2

Web デ ザ イ ン 基 礎 2

Web デ ザ イ ン 応 用 2

Scratch によるプログラミング 2

グラフィックデザイン基礎 2

フ ォ ト レ タ ッ チ 基 礎 2

データサイエンスの基礎と Excel 2

データサイエンスの応用と Excel 2

データリテラシー・AI の基礎 2

健康・スポーツ科目群　健康・スポーツ科学科目

ス ポ ー ツ と 栄 養 2

生 涯 ス ポ ー ツ 論 2

ス ポ ー ツ と 現 代 社 会 2

健康・スポーツ科目群　スポーツ実技科目

スポーツ実技（テニス） 1

スポーツ実技（ゴルフ） 1

スポーツ実技（バレーボール） 1

スポーツ実技（バドミントン） 1

スポーツ実技（ジャズダンス） 1

スポーツ実技（エアロビクス） 1

スポーツ実技（スリムエアロ） 1

スポーツ実技（ダンスエアロ） 1

ス ポ ー ツ 実 技（ 水 泳 ） 1

スポーツ実技（軽スポーツ） 1

ス ポ ー ツ 実 技（ ヨ ガ ） 1

スポーツ実技（サッカー） 1

からだと気づきと姿勢法 1

スポーツ実技（スタイルジャズ） 1
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別表第２

基礎教育科目及び専門教育科目
文学部　日本語日本文学科

授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

基礎教育科目

初 期 演 習 Ⅰ １

初期演習Ⅱ（日本語日本文学） １

古 文 入 門 ２

漢 文 入 門 ２

日 本 語 表 現 入 門 ２

日 本 語 表 現 演 習 Ⅰ １

日 本 語 表 現 演 習 Ⅱ １

情 報 リ テ ラ シ ー Ⅰ ２

情 報 リ テ ラ シ ー Ⅱ ２

Oral Communication ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅰ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅱ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅲ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅳ ２

専門教育科目

日 本 語 学 概 論 Ⅰ ２

日 本 語 学 概 論 Ⅱ ２

音 声 ・ 音 韻 論 ２

語 彙 ・ 意 味 論 ２

文 法 ・ 文 体 論 ２

文 字 ・ 表 記 論 ２

談 話 研 究 ２

日 本 語 学 文 献 講 読 Ⅰ ２

日 本 語 学 文 献 講 読 Ⅱ ２

日 本 語 史 Ⅰ ２

日 本 語 史 Ⅱ ２

日 本 語 学 特 講 Ⅰ ２

日 本 語 学 特 講 Ⅱ ２

社 会 言 語 学 ２

言 語 学 Ⅰ ２

言 語 学 Ⅱ ２

日 本 語 教 育 学 入 門 ２

日 本 語 教 授 法 ２

日 本 語 教 材 研 究 Ⅰ ２

日 本 語 教 材 研 究 Ⅱ ２

日 本 語 教 授 法 実 習 １

日 本 語 教 育 史 ２

日 本 語 教 育 特 講 ２

言 語 発 達 論 ２

言 語 と 心 理 ２

異文化間コミュニケーション ２

多 文 化 共 生 論 ２

日本語教育インターンシップ ２

日 本 古 典 文 学 概 論 ２

日 本 近 代 文 学 概 論 ２

日 本 古 典 文 学 史 ２

日 本 近 代 文 学 史 ２

上 代 文 学 講 読 Ⅰ ２

上 代 文 学 講 読 Ⅱ ２

中 古 文 学 講 読 Ⅰ ２

中 古 文 学 講 読 Ⅱ ２

中 世 文 学 講 読 Ⅰ ２

中 世 文 学 講 読 Ⅱ ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

近 世 文 学 講 読 Ⅰ ２

近 世 文 学 講 読 Ⅱ ２

近 代 文 学 講 読 Ⅰ ２

近 代 文 学 講 読 Ⅱ ２

上 代 文 学 研 究 Ⅰ ２

上 代 文 学 研 究 Ⅱ ２

中 古 文 学 研 究 Ⅰ ２

中 古 文 学 研 究 Ⅱ ２

中 世 文 学 研 究 Ⅰ ２

中 世 文 学 研 究 Ⅱ ２

近 世 文 学 研 究 Ⅰ ２

近 世 文 学 研 究 Ⅱ ２

近 代 文 学 研 究 Ⅰ ２

近 代 文 学 研 究 Ⅱ ２

児 童 文 学 論 ２

現 代 文 学 論 Ⅰ ２

現 代 文 学 論 Ⅱ ２

日 本 文 学 特 講 Ⅰ ２

日 本 文 学 特 講 Ⅱ ２

漢 文 学 講 読 Ⅰ ２

漢 文 学 講 読 Ⅱ ２

東 ア ジ ア 思 想 文 学 Ⅰ ２

東 ア ジ ア 思 想 文 学 Ⅱ ２

国 語 教 育 実 践 研 究 Ⅰ ２

国 語 教 育 実 践 研 究 Ⅱ ２

国 語 教 育 実 践 研 究 Ⅲ ２

国 語 教 育 実 践 研 究 Ⅳ ２

阪 神 間 の 文 化 ２

文 化 交 流 史 ２

美 術 史 ２

日 本 の 芸 能 ２

日 本 の 伝 統 文 化 ２

日 本 の 現 代 文 化 ２

知 的 財 産 論 ２

書 道 Ⅰ ２

書 道 Ⅱ ２

書 道 Ⅲ ２

書 道 Ⅳ ２

書 道 史 Ⅰ ２

書 道 史 Ⅱ ２

書 論 ・ 鑑 賞 学 ２

身 体 表 現 法 ２

プレゼンテーション技法 ２

情 報 デ ザ イ ン ２

文 芸 創 作 ２

コ ン ピ ュ ー タ 概 論 ２

言 語 デ ー タ 処 理 １

情 報 検 索 法 ２

情 報 処 理 特 論 Ⅰ ２

情 報 処 理 特 論 Ⅱ ２

言語情報・文献管理特論Ⅰ ２

言語情報・文献管理特論Ⅱ ２

中 国 語 概 説 ２

韓 国 語 概 説 ２

英 語 で 読 む 日 本 Ⅰ ２

英 語 で 読 む 日 本 Ⅱ ２

海 外 文 化 体 験 演 習 ４

演 習 Ⅰ ２

演 習 Ⅱ ２

卒 業 論 文（ 卒 業 制 作 ） ４
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

文学部　英語文化学科

基礎教育科目

初 期 演 習 Ⅰ １

初期演習Ⅱ（海外留学に向けて） １

情 報 リ テ ラ シ ー Ⅰ ２

情 報 リ テ ラ シ ー Ⅱ ２

リ ス ニ ン グ Ⅰ Ａ １

リ ス ニ ン グ Ⅰ Ｂ １

リ ス ニ ン グ Ⅱ １

ス ピ ー キ ン グ Ⅰ Ａ １

ス ピ ー キ ン グ Ⅰ Ｂ １

ス ピ ー キ ン グ Ⅲ １

リ ー デ ィ ン グ Ⅰ Ａ １

リ ー デ ィ ン グ Ⅰ Ｂ １

リ ー デ ィ ン グ Ⅲ １

ラ イ テ ィ ン グ Ⅰ Ａ １

ラ イ テ ィ ン グ Ⅰ Ｂ １

ラ イ テ ィ ン グ Ⅲ １

TOEIC/TOEFL 演 習 Ⅰ １

TOEIC/TOEFL 演 習 Ⅱ １

TOEIC/TOEFL 演 習 Ⅲ １

検 定 英 語 演 習 １

資 格 認 定 英 語 Ⅰ ２

資 格 認 定 英 語 Ⅱ ２

資 格 認 定 英 語 Ⅲ ２

資 格 認 定 英 語 Ⅳ ２

S p e a k i n g Ⅱ Ｆ
（ ス ピ ー キ ン グ Ⅱ Ｆ ） ３

R e a d i n g Ⅱ Ｆ
（ リ ー デ ィ ン グ Ⅱ Ｆ ） ３

W r i t i n g Ⅱ Ｆ
（ ラ イ テ ィ ン グ Ⅱ Ｆ ） ３

Reading and Writing FF
（リーディング・ライティング FF） ２

Oral Communication FF
（オーラルコミュニケーション FF） ２

Basic Preparation for English Proficiency Tests FF
（資 格 英 語 演 習 FF） １

リーディング・ライティングⅠＡ １

リーディング・ライティングⅠＢ １

リーディング・ライティングⅡＡ １

リーディング・ライティングⅡＢ １

オーラルコミュニケーションⅠＡ １

オーラルコミュニケーションⅠＢ １

オーラルコミュニケーションⅡＡ １

オーラルコミュニケーションⅡＢ １

専門教育科目

英 語 の 発 音 Ａ １

英 語 の 発 音 Ｂ １

活 用 文 法 Ａ ２

活 用 文 法 Ｂ ２

英 米 文 学 入 門 ２

A m e r i c a n  C u l t u r e
（ ア メ リ カ の 文 化 ） ４

A m e r i c a n  S o c i e t y
（ ア メ リ カ の 社 会 ） ４

American Literature
（ ア メ リ カ の 文 学 ） ４

Business English Writing
（ビジネス・イングリッシュ） ２

The Culture of the American Southwest
（アメリカ南西部の文化） ４

A c a d e m i c  W r i t i n g
（ 英 文 論 文 の 書 き 方 ） １

P u b l i c  S p e a k i n g
（パブリック・スピーキング） ２

Univers i ty  Preparat ion
（ユニバーシティ・プレパレーション） ２

英 米 文 学 鑑 賞 ２

英 語 学 入 門 ２

ビジネスコミュニケーション入門 ２

Business English FF
（ビジネス・イングリッシュFF） ２

American Culture FF
（ア メ リ カ 文 化 FF） ４

Academic Writing FF
（ 英 語 論 文 作 成 法 FF） １

P u b l i c  S p e a k i n g  F F
（パブリック・スピーキング FF） ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

University Preparation FF
（ユニバーシティ・プレパレーション FF） ２

English and American Literature FF
（英 米 文 学 F F） ２

Introduction to English Linguistics FF
（ 英 語 学 F F ） ２

Business Communication FF
（ビジネスコミュニケーション FF） ２

G e r m a n F F
（ ド イ ツ 語 F F ） ２

F r e n c h F F
（フ ラ ン ス 語 FF） ２

ド イ ツ 語 Ⅰ ２

�
�

�
�

�
�

�

※必修６ド イ ツ 語 Ⅱ ２

ド イ ツ 語 Ⅲ ２

ド イ ツ 語 Ⅳ Ａ １

ド イ ツ 語 Ⅳ Ｂ １

ド イ ツ 文 化 と 文 学 Ａ ２

ド イ ツ 文 化 と 文 学 Ｂ ２

フ ラ ン ス 語 Ⅰ ２

フ ラ ン ス 語 Ⅱ ２

�
�

��
�

��

※必修６

フ ラ ン ス 語 Ⅲ ２

フ ラ ン ス 語 Ⅳ Ａ １
※「ドイ
ツ語Ⅰ・
Ⅱ・Ⅲ」
ま た は

「 フ ラ ン
ス語Ⅰ・
Ⅱ・Ⅲ」
のいずれ
か６単位
を必修

フ ラ ン ス 語 Ⅳ Ｂ １

フランス文化と文学Ａ ２

フランス文化と文学Ｂ ２

国 際 社 会 と 英 語 情 報 ２

ビジネス・ライティングＡ ２

ビジネス・ライティングＢ ２

英語データベース活用法 １

インタラクティブ・ウェブ １

メ デ ィ ア 英 語 Ａ ２

メ デ ィ ア 英 語 Ｂ ２

最 新 の 企 業 実 務 Ａ ２

最 新 の 企 業 実 務 Ｂ ２

児 童 英 語 教 育 Ａ ２

児 童 英 語 教 育 Ｂ ２

卒 業 研 究 Ⅰ Ａ ２

卒 業 研 究 Ⅰ Ｂ ２

卒 業 研 究 Ⅱ ４

翻訳ワークショップＡ １

文 学 作 品 演 習 Ⅰ Ａ １

文 学 作 品 演 習 Ⅱ Ａ １

イギリス文化と文学の流れＡ ２

翻訳ワークショップＢ １

文 学 作 品 演 習 Ⅰ Ｂ １

文 学 作 品 演 習 Ⅱ Ｂ １

イギリス文化と文学の流れＢ ２

文 学 作 品 演 習 Ⅲ Ａ １

アメリカ文化と文学の流れＡ ２

英 語 児 童 文 学 Ａ ２

文 学 作 品 演 習 Ⅲ Ｂ １

アメリカ文化と文学の流れＢ ２

英 語 児 童 文 学 Ｂ ２

現代コミュニケーション英語ⅠＡ １

現代コミュニケーション英語ⅡＡ １

英 語 の 構 造 Ａ ２

英 語 の 歴 史 Ａ ２

現代コミュニケーション英語ⅠＢ １

現代コミュニケーション英語ⅡＢ １

英 語 の 構 造 Ｂ ２

英 語 の 歴 史 Ｂ ２

英 語 の 談 話 分 析 Ａ １

現代コミュニケーション英語ⅢＡ １

英 語 の 文 化 的 背 景 Ａ ２

英 語 の 談 話 分 析 Ｂ １
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

現代コミュニケーション英語ⅢＢ １

英 語 の 文 化 的 背 景 Ｂ ２

ビジネス・イングリッシュⅠＡ １

ビジネスコミュニケーション演習 １

ビ ジ ネ ス 通 訳 基 礎 Ａ １

国 際 関 係 論 Ａ ２

ビジネス・イングリッシュⅠＢ １

ホ ス ピ タ リ テ ィ 英 語 １

ビ ジ ネ ス 通 訳 基 礎 Ｂ １

国 際 関 係 論 Ｂ ２

ビ ジ ネ ス 翻 訳 Ａ １

ビジネス・イングリッシュⅡＡ １

ツ ー リ ズ ム 概 論 ２

ビ ジ ネ ス 翻 訳 Ｂ １

ビジネス・イングリッシュⅡＢ １

グローバルビジネス論 ２

英米文化・文学演習Ａ １

英 語 学 演 習 Ａ １

グローバル化と日本Ａ １

英米文化・文学演習Ｂ １

英 語 学 演 習 Ｂ １

グローバル化と日本Ｂ １

会 議 通 訳 Ａ １

国 際 関 係 論 講 義 ２

会 議 通 訳 Ｂ １

グローバルビジネス研究 ２
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教育学部　教育学科

授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

基礎教育科目

初 期 演 習 Ⅰ １

初 期 演 習 Ⅱ １

日 本 国 憲 法 ２

英 語 Ⅰ ２

英 語 Ⅱ ２

教 育 と Ｉ Ｃ Ｔ ２

体 育 Ⅰ １

体 育 Ⅱ １

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅰ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅱ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅲ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅳ ２

外国語コミュニケーションⅠ １

外国語コミュニケーションⅡ １

専門教育科目

２ 年 次 演 習 １

教 育 演 習 ２

卒 業 研 究 ２

国 語 科 内 容 論 １

算 数 科 内 容 論 １

社 会 科 内 容 論 １

生 活 科 内 容 論 １

家 庭 科 内 容 論 １

図 画 工 作 科 内 容 論 １

保 育 内 容 総 論 ２

教 職 入 門 ２

�
�

�
�

�

 必修２
保 育 者 論 ２

教 育 原 理 ２

教 育 心 理 学 総 論 ２

発 達 心 理 学 ２

教 育 行 政 学 ２

特 別 支 援 教 育 総 論 ２

国 際 教 育 論 ２

教 育 学 へ の 招 待 ２

器 楽 基 礎 １

子 ど も 家 庭 福 祉 ２

理 科 内 容 論 １

音 楽 科 内 容 論 １

体 育 科 内 容 論 １

外 国 語 科 内 容 論 １

国 語 科 教 育 法 ２

算 数 科 教 育 法 ２

社 会 科 教 育 法 ２

理 科 教 育 法 ２

生 活 科 教 育 法 ２

音 楽 科 教 育 法 ２

図 画 工 作 科 教 育 法 ２

家 庭 科 教 育 法 ２

体 育 科 教 育 法 ２

外 国 語 科 教 育 法 ２

教 育 課 程 論 ２

道徳教育の理論と実践 ２

教育方法の理論と実践 ２

生徒指導・進路指導の理論と実践 ２

教育相談の理論と実践 ２

特 別 活 動 の 指 導 法 ２

総合的な学習の時間の指導法 ２

学 校 教 育 参 加 実 習 １

教育実習事前事後指導Ⅰ（小幼） １
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

教 育 実 習 Ⅰ（ 小 幼 ） ４

教 職 実 践 演 習 ２

教 育 社 会 学 ２

教 育 史 ２

教 育 哲 学 ２

人 権 教 育 と 福 祉 ２

子 ど も 理 解 と 教 育 ２

社 会 調 査 法 Ⅰ １

学校教材としての文学 １

児 童 文 学 論 ２

日 本 現 代 文 学 の 探 究 ２

言 語 学 概 論 ２

英 語 文 法 論 Ⅰ ２

異文化理解とコミュニケーション ２

英 語 文 学 入 門 ２

英 語 児 童 文 学 ２

時 事 問 題 と 英 語 表 現 ２

国際教育フィールドワークⅠ １

国際教育フィールドワークⅡ １

海外教育参加実習指導 １

海 外 教 育 参 加 実 習 １

世 界 の 子 ど も た ち １

子 ど も と 数 学 １

理 科 教 育 実 践 １

音 楽 科 教 育 実 践 １

子 ど も と 音 楽 表 現 １

子 ど も と 造 形 表 現 １

調理と裁縫の生活スキル １

子 ど も と 身 体 表 現 １

体 育・ス ポ ー ツ 演 習 １

教 室 で 使 う 英 語 表 現 １

教 育 プ ロ グ ラ ミ ン グ ２

学 級 担 任 論 ２

教 科 指 導 演 習 １

教 職 総 合 実 践 １

教育実習事前事後指導Ⅱ（小） １

教 育 実 習 Ⅱ（ 小 ） ２

知的障害者の心理・生理・病理 ２

肢体不自由者の心理・生理・病理 ２

病弱者の心理・生理・病理 ２

Ｌ Ｄ 等 教 育 総 論 ２

教育課程・保育計画論 ２

子 ど も と 健 康 １

子 ど も と 人 間 関 係 １

子 ど も と 環 境 １

子 ど も と 言 葉 １

保 育 内 容 ・ 健 康 ２

保 育 内 容 ・ 環 境 ２

保 育 内 容 ・ 人 間 関 係 ２

保 育 内 容 ・ 言 葉 ２

保 育 内 容 ・ 表 現 Ⅰ １

保 育 内 容 ・ 表 現 Ⅱ １

子ども理解と幼児教育 ２

教育実習事前事後指導Ⅱ（幼） １

教 育 実 習 Ⅱ（ 幼 ） ２

特 別 支 援 教 職 論 ２

知 的 障 害 教 育 ２

障 害 児 指 導 法 ２

肢 体 不 自 由 教 育 ２

病 弱 教 育 ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

知 的 障 害 教 育 総 論 ２

肢 体 不 自 由 教 育 総 論 ２

病 弱 教 育 総 論 ２

視 覚 障 害 教 育 総 論 ２

聴 覚 障 害 教 育 総 論 ２

重 複 障 害 等 教 育 総 論 ２

特別支援学校教育実習事前事後指導 １

特別支援学校教育実習 ２

日 本 語 表 現 Ⅰ ２

日 本 語 表 現 Ⅱ ２

日 本 語 学 概 論 Ⅰ ２

日 本 語 学 概 論 Ⅱ ２

日 本 語 文 法 ２

日 本 語 の 歴 史 ２

日 本 古 典 文 学 概 論 ２

日 本 近 代 文 学 概 論 ２

日 本 古 典 文 学 史 ２

日 本 近 代 文 学 史 ２

漢 文 入 門 ２

漢 文 学 ２

中 等 国 語 科 教 育 法 Ⅰ ２

中 等 国 語 科 教 育 法 Ⅱ ２

中 等 国 語 科 教 育 法 Ⅲ ２

中 等 国 語 科 教 育 法 Ⅳ ２

英 語 学 ２

英 語 文 学 と 日 本 ２

英 語 文 学 と 世 界 ２

異 文 化 間 教 育 Ⅰ ２

外国語コミュニケーションⅢ １

外国語コミュニケーションⅣ １

ラ イ テ ィ ン グ Ⅰ Ａ １

ラ イ テ ィ ン グ Ⅰ Ｂ １

中 等 英 語 科 教 育 法 Ⅰ ２

中 等 英 語 科 教 育 法 Ⅱ ２

中 等 英 語 科 教 育 法 Ⅲ ２

中 等 英 語 科 教 育 法 Ⅳ ２

教育実習事前事後指導（中） １

教 育 実 習（ 中 ） ４

日本古典文学の探究Ⅰ ２

日本古典文学の探究Ⅱ ２

日 本 近 代 文 学 の 探 究 ２

英 語 文 法 論 Ⅱ ２

英 語 文 学 の 探 究 ２

外国語コミュニケーションⅤ １

教育実習事前事後指導Ⅰ（幼小） １

教 育 実 習 Ⅰ（ 幼 小 ） ４

保育・教職実践演習（幼） ２

教 職 総 合 実 践（ 幼 ） １

学 級 担 任 論（ 幼 ） ２

幼 児 教 育 実 践 演 習 １

運 動 遊 び 演 習 １

アンサンブルと弾き歌い １

保 育 原 理 ２

社 会 福 祉 ２

子 ど も 家 庭 支 援 論 ２

子ども家庭支援の心理学 ２

社 会 的 養 護 Ⅰ ２

子 ど も の 保 健 ２

子 ど も の 食 と 栄 養 ２

乳 児 保 育 Ⅰ ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

乳 児 保 育 Ⅱ １

子 ど も の 健 康 と 安 全 １

障 害 児 保 育 ２

社 会 的 養 護 Ⅱ １

子 育 て 支 援 １

教育実習事前事後指導Ⅱ（小） １

教 育 実 習 Ⅱ（ 小 ） ２

地 域 福 祉 論 ２

施 設 経 営 論 ２

家 庭 支 援 論 演 習 １

保 育 実 習 指 導 Ⅰ Ａ １

保 育 実 習 指 導 Ⅰ Ｂ １

保 育 実 習 Ⅰ（ 保 育 所 ） ２

保 育 実 習 Ⅰ（ 施 設 ） ２

保 育 実 習 指 導 Ⅱ １

保 育 実 習 Ⅱ ２

保 育 実 習 指 導 Ⅲ １

保 育 実 習 Ⅲ ２

国際教育フィールドワークⅢ １

国際教育フィールドワークⅣ １

国際教育フィールドワークⅤ １

社 会 調 査 法 Ⅱ １

共 生 社 会 論 ２

シティズンシップ教育 ２

グ ロ ー バ ル 社 会 論 ２

メディアリテラシーと教育 ２

異 文 化 間 教 育 Ⅱ ２

環 境 教 育 論 ２

地 域 問 題 研 究 ２

データリテラシーと教育 ２

その他の卒業非算入科目

書 道 Ⅰ ２

書 道 Ⅱ ２

リ ー デ ィ ン グ Ⅰ Ａ １

リ ー デ ィ ン グ Ⅰ Ｂ １

教育ボランティア活動2022Ａ

教育ボランティア活動2022Ｂ

教育ボランティア活動2023Ａ

教育ボランティア活動2023Ｂ

教育ボランティア活動2024Ａ

教育ボランティア活動2024Ｂ

教育ボランティア活動2025Ａ

教育ボランティア活動2025Ｂ

各授業科
目は、小
学校・幼
稚園等で
のボラン
ティア活
動30時間
に対して
１単位を
認定する。
この科目
は、自由
科目とし
て扱い、
修得した
単位は、
卒業要件
の単位に
含めない。

�
�

�
��

�
�

�
��

�
�

��
�

�
�

��
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

心理・社会福祉学部　心理学科

基礎教育科目

人間と社会（HEART プログラムコア） ２

初 期 演 習 Ⅰ １

初期演習Ⅱ（心理学実験演習） １

英 語 Ⅰ ２

英 語 Ⅱ ２

Oral Communication Ⅰ １

Oral Communication Ⅱ １

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅰ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅱ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅲ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅳ ２

専門教育科目

心 理 学 史 ２

心 理 学 概 論 ２

臨 床 心 理 学 概 論 ２

知 覚 ・ 認 知 心 理 学 ２

学 習 ・ 言 語 心 理 学 ２

感 情 ・ 人 格 心 理 学 ２

神 経 ・ 生 理 心 理 学 ２

社会・集団・家族心理学 ２

発 達 心 理 学  I ２

発 達 心 理 学 Ⅱ ２

人体の構造と機能及び疾病 ２

精 神 疾 患 と そ の 治 療 ２

障害者・障害児心理学 ２

臨 床 人 格 心 理 学 ２

神 経 心 理 学 ２

心 理 学 的 支 援 法 Ⅰ ２

心 理 学 的 支 援 法 Ⅱ ２

福 祉 心 理 学 ２

教 育 ・ 学 校 心 理 学 ２

健 康 ・ 医 療 心 理 学 ２

産 業 ・ 組 織 心 理 学 ２

司 法 ・ 犯 罪 心 理 学 ２

心理的アセスメント（概論） ２

心理的アセスメント（実習） ２

公 認 心 理 師 の 職 責 ２

関 係 行 政 論 ２

心 理 演 習 ２

心 理 実 習 １

心 理 実 習 指 導 １

リ ス ク 心 理 学 ２

コミュニケーション論 ２

グループダイナミクス ２

プロジェクトマネジメントの実践 ２

行 動 変 容 ・ ナ ッ ジ ２

消 費 者 心 理 学 ２

社 会 実 践 実 習 Ⅰ １

社 会 実 践 実 習 Ⅱ １

マ ー ケ テ ィ ン グ 論 ２

認 知 心 理 学 ２

言 語 心 理 学 ２

感 性 心 理 学 ２

臨 床 社 会 心 理 学 ２

コ ミ ュ ニ テ ィ 心 理 学 ２

経 済 心 理 学 ２

環 境 心 理 学 ２

メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー ２

心 理 学 研 究 法 ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

臨 床 心 理 学 研 究 法 ２

社 会 調 査 概 論 ２

心理学日本語文献講読 ２

心 理 学 英 語 文 献 講 読 ２

心 理 学 統 計 法 ２

応 用 心 理 学 統 計 法 ２

心 理 学 実 験 ２

社 会 調 査 実 習 ２

デ 一 タ 処 理 論 I ２

デ 一 タ 処 理 論 Ⅱ ２

デ 一 タ 解 析 法 ２

質 的 デ ー タ 解 析 法 ２

専 門 演 習  Ⅰ Ａ １

専 門 演 習  Ⅰ Ｂ １

専 門 演 習  Ⅱ Ａ １

専 門 演 習  Ⅱ Ｂ １

卒 業 研 究 ６

多 文 化 社 会 概 論 ２

社会貢献とボランティア ２

虐待とソーシャルワーク ２

ス ー パ ー ビ ジ ョ ン 論 ２

スクールソーシャルワーク ２

多文化社会のコミュニケーション ２

N G O ・ N P O 概 論 ２

ソーシャルビジネス概論 ２

フ ェ ア ト レ ー ド 概 論 ２

共 生 の 社 会 心 理 ２

ジ ェ ン ダ ー と 開 発 ２
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心理・社会福祉学部　社会福祉学科

授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

基礎教育科目

人間と社会（HEART プログラムコア） ２

初 期 演 習 Ⅰ １

初期演習Ⅱ（社会福祉） １

心 理 学 概 論 ２

ソーシャルワーク概論Ａ ２

ソーシャルワーク概論Ｂ ２

人体の構造と機能及び疾病 ２

社 会 学 ２

多 文 化 社 会 概 論 ２

社会貢献とボランティア ２

英 語 Ⅰ ２

英 語 Ⅱ ２

Oral Communication Ⅰ １

Oral Communication Ⅱ １

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅰ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅱ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅲ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅳ ２

専門教育科目

権利擁護と成年後見制度 ２

児 童・ 家 庭 福 祉 論 ２

障 害 者 福 祉 論 ２

高 齢 者 福 祉 論 ２

地 域 福 祉 論 Ａ ２

地 域 福 祉 論 Ｂ ２

社 会 調 査 法 ２

現 代 社 会 と 福 祉 Ａ ２

現 代 社 会 と 福 祉 Ｂ ２

公 的 扶 助 論 ２

福祉サービスの組織と経営 ２

更 生 保 護 制 度 ２

社 会 保 障 論 Ａ ２

社 会 保 障 論 Ｂ ２

保 健 医 療 サ ー ビ ス ２

ソーシャルワーク論ⅠＡ ２

ソーシャルワーク論ⅠＢ ２

ソーシャルワーク論ⅡＡ ２

ソーシャルワーク論ⅡＢ ２

ソーシャルワーク演習ⅠＡ ２

ソーシャルワーク演習ⅠＢ ２

ソーシャルワーク演習ⅡＡ ２

ソーシャルワーク演習ⅡＢ ２

ソーシャルワーク演習Ⅲ ２

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ １

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ １

ソーシャルワーク実習Ⅰ １

ソーシャルワーク実習Ⅱ ５

医療ソーシャルワーク ２

虐待とソーシャルワーク ２

ス ー パ ー ビ ジ ョ ン 論 ２

スクールソーシャルワーク ２

社 会 福 祉 事 業 史 ２

社 会 福 祉 特 講 ２

専 門 演 習 Ⅰ Ａ １

専 門 演 習 Ⅰ Ｂ １

専 門 演 習 Ⅱ Ａ １

専 門 演 習 Ⅱ Ｂ １

卒 業 論 文 ６

精 神 保 健 Ａ ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

精 神 保 健 Ｂ ２

精神保健福祉の原理Ａ ２

精神保健福祉の原理Ｂ ２

精神障害リハビリテーション論 ２

精 神 保 健 福 祉 制 度 論 ２

精神疾患とその治療Ａ ２

精神疾患とその治療Ｂ ２

ソーシャルワークの理論と方法（専門）A ２

ソーシャルワークの理論と方法（専門）B ２

ソーシャルワーク演習（専門）A ２

ソーシャルワーク演習（専門）B ２

ソーシャルワーク演習（専門）C ２

ソーシャルワーク実習指導Ⅲ １

ソーシャルワーク実習指導Ⅳ １

ソーシャルワーク実習Ⅲ ３

ソーシャルワーク実習Ⅳ ２

多 文 化 社 会 実 践 論 ２

多文化社会のコミュニケーション ２

多文化社会のソーシャルワークⅠ ２

多文化社会のソーシャルワークⅡ ２

N G O ・ N P O 概 論 ２

NGO・NPO マネジメン卜演習 １

ソーシャルビジネス概論 ２

ソーシャルビジネス・マネジメント ２

ソーシャルビジネス計画演習 １

フ ェ ア ト レ ー ド 概 論 ２

共 生 の 社 会 心 理 ２

コミュニティメディア論 ２

コ ミ ュ ニ テ ィ 防 災 論 ２

ジ ェ ン ダ ー と 開 発 ２

フィールド調査の基礎 ２

フィールドワーク演習 I １

フィールドワーク演習Ⅱ １

フィールドワーク実習指導Ⅰ １

フィールドワーク実習指導Ⅱ １

フィールドワーク実習指導Ⅲ １

フィールドワーク実習 １

知 覚・ 認 知 心 理 学 ２

学 習・ 言 語 心 理 学 ２

感 情・ 人 格 心 理 学 ２

神 経・ 生 理 心 理 学 ２

社会・集団・家族心理学 ２

発 達 心 理 学 Ⅰ ２

障害者・障害児心 理 学 ２

心 理 学 的 支 援 法 Ⅰ ２

リ ス ク 心 理 学 ２

コミュニケーション論 ２

グループダイナミクス ２

消 費 者 心 理 学 ２

マ ー ケ テ ィ ン グ 論 ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

健康・スポーツ科学部　健康・スポーツ科学科

基礎教育科目

初 期 演 習 Ⅰ １

初期演習Ⅱ（健康・スポーツ） １

健康・スポーツ科学論 ２

スポーツの文化・歴史 ２

ス ポ ー ツ ビ ジ ネ ス 論 ２

情 報 リ テ ラ シ ー ２

基 礎 英 語 Ⅰ １

基 礎 英 語 Ⅱ １

Oral Communication Ⅰ １

Oral Communication Ⅱ １

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅰ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅱ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅲ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅳ ２

健 康 科 学 Ⅰ ２

専門教育科目

ス ポ ー ツ 心 理 学 ２

ス ポ ー ツ 栄 養 学 ２

運 動 生 理 学 ２

ス ポ ー ツ 医 学 ２

ス ポ ー ツ 運 動 学 ２

体 育 原 理 ２

運動器の解剖と機能Ⅰ ２

運動器の解剖と機能Ⅱ ２

スポーツ傷害の基礎知識Ⅰ ２

スポーツトレーニングの科学Ⅰ ２

アスレティックトレーニング論 ２

コンディショニング論 ２

救 急 処 置 演 習 １

バ イ オ メ カ ニ ク ス ２

学 校 保 健 ２

公 衆 衛 生 学 ２

発 育 発 達 ・ 老 化 論 ２

ス ポ ー ツ 指 導 論 ２

ス ポ ー ツ 社 会 学 ２

ス ポ ー ツ 行 政 ・ 法 規 ２

ス ポ ー ツ 経 営 管 理 学 ２

体 力 の 測 定 評 価 演 習 ２

ス ポ ー ツ 心 理 学 実 験 １

運 動 生 理 学 実 験 １

バイオメカニクス実験 １

専 門 英 語 Ａ １

�
�

�
�

�
�

�
�

�

 必修２
専 門 英 語 Ｂ １

専 門 英 語 Ｃ １

専 門 英 語 Ｄ １

コ ー チ ン グ 論 ２

健康・スポーツカウンセリング ２

生 活 習 慣 病 論 ２

運 動 処 方 ２

フ ィ ッ ト ネ ス 指 導 法 ２

介護法・介護予防演習 ２

運 動 療 法 演 習 ２

健 康 行 動 科 学 ・ 演 習 ２

健康・スポーツ実践実習 １

レ ク リ エ ー シ ョ ン 論 ２

レクリエーション指導法演習 １

レクリエーション指導法実習 １

障がい者スポーツ論Ⅰ ２

障がい者スポーツ論Ⅱ ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

障がい者スポーツ指導法 ２

スポーツマネジメント論 ２

スポーツビジネス最前線 ２

ス イ ミ ン グ １

�
�

�
�

�

 必修１
トラックアンドフィールド １

体 操 １

�
�

�
�

�

 必修１
器 械 運 動 １

バ レ ー ボ ー ル １

�
�

�
�

�
�

�

 必修１バ ス ケ ッ ト ボ ー ル １

ハ ン ド ボ ー ル １

柔 道 １
�

�
�

�
�

 必修１
剣 道 １

ダ ン ス Ⅰ １

ダ ン ス Ⅱ １

ダ ン ス Ⅲ １

卓 球 １

バ ド ミ ン ト ン １

保 健 体 育 科 指 導 法 Ⅰ ２

保 健 体 育 科 指 導 法 Ⅱ ２

保 健 体 育 科 指 導 法 Ⅲ ２

保 健 体 育 科 指 導 法 Ⅳ ２

保健体育科指導法（水泳） １

保健体育科指導法（球技） １

保健体育科指導法（ダンス） １

保健体育科指導法（武道） １

保健体育科指導法（体つくり運動） １

保健体育科指導法（器械運動） １

保健体育科指導法（陸上競技） １

エ ア ロ ビ ッ ク ダ ン ス １

ア ク ア エ ク サ サ イ ズ １

海外の健康・スポーツの研究 ２

マ リ ン ス ポ ー ツ 実 習 １

�
�

�
�

�
�

�

 必修１キ ャ ン プ 実 習 １

ス ノ ー ス ポ ー ツ 実 習 １

健康・スポーツ科学の統計学演習 １

２ 年 次 演 習 １

健康・スポーツ科学演習 ２

卒 業 研 究 ４

教 職 入 門 ２

教 育 原 理 ２

教 育 史 ２

教 育 心 理 学 ２

発 達 心 理 学 ２

教 育 行 政 学 ２

教 育 課 程 総 論 ２

教育方法の理論と実践 １

ICT 活用の理論と実践 １

道 徳 教 育 指 導 論 ２

生 徒 指 導 ・ 進 路 指 導 ２

教育相談の理論と方法 ２

教育実習事前事後指導（中高） １

教 育 実 習 Ⅰ（ 中 高 ） ２

教 育 実 習 Ⅱ（ 中 高 ） ２

教 職 実 践 演 習（ 中 高 ） ２

特 別 支 援 教 育 論 ２

総合的な学習の時間と特別活動 ２

教育実習事前指導（中高） １

健 康 科 学 Ⅱ ２

スポーツ傷害の基礎知識Ⅱ ２

コンディショニング指導論 ２

コンディショニング指導演習Ⅰ ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

コンディショニング指導演習Ⅱ ２

検査・測定評価実習Ⅰ １

保 健 の 授 業 研 究 ２

保健体育科教材演習Ⅰ １

保健体育科教材演習Ⅱ １

教 科 外 体 育 論 ２

パフォーマンス向上論 ２

パフォーマンス向上演習 １

ジュニアスポーツ指導論 ２

ジュニアスポーツ指導演習 １

健康管理とスポーツ医学 ２

Ａ Ｔ 実 践 実 習 ２

スポーツトレーニングの科学Ⅱ ２

検査・測定評価実習Ⅱ １

アスレティックトレーニングⅠ ２

アスレティックトレーニングⅡ ２

アスレティックトレーニングⅢ ２

スポーツの心理と栄養 ２

簿 記 ２

スポーツマーケティング論 ２

消 費 者 行 動 論 ２

スポーツイベントの企画運営 ２

販 売 管 理 論 ２

実 務 技 能 対 策 論 ２

ファシリティマネジメント ２

スポーツビジネス学内演習 １

スポーツビジネス学外実習 １

プレプロフェッショナル教育 ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

健康・スポーツ科学部　スポーツマネジメント学科

基礎教育科目

初 期 演 習 Ⅰ １

初期演習Ⅱ（スポーツマネジメント） １

健康・スポーツ科学論 ２

スポーツの文化・歴史 ２

情 報 リ テ ラ シ ー ２

基 礎 英 語 Ⅰ １

基 礎 英 語 Ⅱ １

Oral Communication Ⅰ １

Oral Communication Ⅱ １

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅰ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅱ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅲ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅳ ２

専門教育科目

スポーツビジネス最前線 ２

ス ポ ー ツ 産 業 と 政 策 ２

ス ポ ー ツ ビ ジ ネ ス 論 ２

スポーツマネジメント論 ２

スポーツマーケティング論 ２

スポーツガバナンス論 ２

スポーツ情報・メディア論 ２

スポーツイノベーション論 ２

ホスピタリティマネジメント論 ２

地域スポーツマネジメント論 ２

スポーツイベントの企画・運営 ２

スポーツ施設マネジメント論 ２

トップスポーツ経営論 ２

スポーツ・ヘルスツーリズム論 ２

ヘルスケアマネジメント論 ２

ア カ ウ ン テ ィ ン グ Ⅰ ２

ア カ ウ ン テ ィン グ Ⅱ ２

実 務 技 能 対 策 論 ２

経 営 組 織 論 ２

ファイナンシャルマネジメント ２

消 費 者 行 動 論 ２

販 売 管 理 論 ２

マーチャンダイジング ２

ヒューマンリソースマネジメント ２

スポーツマネジメント学内演習 ２

スポーツマネジメント学外実習 １

専 門 英 語 A １

専 門 英 語 B １

海外のスポーツビジネス研究 ２

ス ポ ー ツ 心 理 学 ２

ス ポ ー ツ 栄 養 学 ２

運 動 生 理 学 ２

ス ポ ー ツ 医 学 ２

ス ポ ー ツ 運 動 学 ２

体 育 原 理 ２

運 動 器 の 解 剖 と 機 能 ２

スポーツトレーニングの科学 ２

救 急 処 置 演 習 １

バ イ オ メ カ ニ ク ス ２

学 校 保 健 ２

公 衆 衛 生 学 ２

発 育 発 達・ 老 化 論 ２

ス ポ ー ツ 指 導 論 ２

ス ポ ー ツ 社 会 学 ２

ス ポ ー ツ 行 政・ 法 規 ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

ス ポ ー ツ 経 営 管 理 学 ２

体 力 の 測 定 評 価 演 習 ２

コ ー チ ン グ 論 ２

健康・スポーツカウンセリング ２

生 活 習 慣 病 論 ２

運 動 処 方 ２

フ ィ ッ ト ネ ス 指 導 法 ２

介 護 法・介 護予防 演習 ２

運 動 療 法 演 習 ２

健 康 行 動 科 学・ 演 習 ２

健康・スポーツ実践実習 １

レ ク リ エ ー シ ョ ン 論 ２

レクリエーション指導法演習 １

レクリエーション指導法実習 １

障がい者スポーツ論Ⅰ ２

障がい者スポーツ論Ⅱ ２

障がい者スポーツ指導法 ２

ス イ ミ ン グ １

トラックアンドフィールド １

体 操 １

器 械 運 動 １

バ レ ー ボ ー ル １

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル １

ハ ン ド ボ ー ル １

柔 道 １

剣 道 １

ダ ン ス Ⅰ １

ダ ン ス Ⅱ １

ダ ン ス Ⅲ １

卓 球 １

バ ド ミ ン ト ン １

保 健 体 育 科 指 導 法 Ⅰ ２

保 健 体 育 科 指 導 法 Ⅱ ２

保 健 体 育 科 指 導 法 Ⅲ ２

保 健 体 育 科 指 導 法 Ⅳ ２

保健体育科指導法（体つくり運動・器械運動） １

保健体育科指導法（陸上競技・水泳） １

保健体育科指導法（球技） １

保健体育科指導法（武道・ダンス） １

エ ア ロ ビ ッ ク ダ ン ス １

ア ク ア エ ク サ サ イ ズ １

マ リ ン ス ポ ー ツ 実 習 １

キ ャ ン プ 実 習 １

ス ノ ー ス ポ ー ツ 実 習 １

健康・スポーツ科学の統計学演習 １

卒 業 研 究 Ⅰ ２

卒 業 研 究 Ⅱ ４
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

生活環境学部　生活環境学科

基礎教育科目

初 期 演 習 Ⅰ １

初期演習Ⅱ（生活環境） １

情 報 リ テ ラ シ ー ２

Oral Communication ２

生 活 環 境 英 語 ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅰ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅱ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅲ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅳ ２

専門教育科目

生 活 環 境 論 ２

基 礎 造 形 実 習 ２

生 活 科 学 ２

ファッションビジネス論 ２

ア パ レ ル 構 成 学 ２

住 居 学 ２

建 築 概 論 ２

基 礎 ・ 設 計 製 図 演 習 ２

生 活 科 学 演 習 ２

服 飾 デ ザ イ ン 論 ２

アパレル構成学実習Ⅰ ２

インテリアデザイン論 ２

グラフィックデザイン基礎実習 ２

環 境 共 生 概 論 ２

環 境 デ ザ イ ン 演 習 ２

建 築 設 計 基 礎 実 習 ２

ま ち づ く り 基 礎 演 習 ２

色 彩 学 ２

統 計 学 ２

統 計 調 査 演 習 ２

阪 神 間 文 化 論 ２

生 活 美 学 ２

生 活 文 化 演 習 Ⅰ ２

生 活 文 化 演 習 Ⅱ ２

生 活 文 化 演 習 Ⅲ ２

界 面 科 学 ２

界 面 科 学 実 験 ２

繊 維 学 ２

繊 維 科 学 実 験 ２

繊 維 製 品 材 料 学 ２

繊 維 製 品 材 料 学 実 験 ２

工 芸 染 色 実 習 ２

被 服 学 総 合 演 習 Ⅰ ２

被 服 学 総 合 演 習 Ⅱ ２

衣 環 境 学 ２

衣 環 境 実 験 ２

染 色 加 工 学 ２

染 色 加 工 学 実 験 ２

衣 料 分 析 法 ２

衣 料 分 析 実 験 ２

品 質 管 理 ２

消 費 科 学 ２

消 費 生 活 論 ２

ア パ レ ル 設 計 生 産 論 ２

ア パ レ ル 生 産 実 習 Ａ ２

ア パ レ ル 生 産 実 習 Ｂ ２

アパレル構成学実習Ⅱ １

ア パ レ ル 企 画 論 ２

ス タ イ ル 画 実 習 １
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

テキスタイルデザイン実習Ⅰ ２

テキスタイルデザイン実習Ⅱ ２

ドラフティングＣＡＤ実習Ⅰ １

ドラフティングＣＡＤ実習Ⅱ １

ド レ ー ピ ン グ 実 習 ２

ファッションコンピュータ実習 ２

Ｖ Ｍ Ｄ 演 習 ２

服 飾 史 ２

現 代 フ ァ ッ シ ョ ン 論 ２

ファッションデザイン演習 ２

生 活 デ ザ イ ン 論 ２

生 活 デ ザ イ ン 実 習 Ⅰ ２

生 活 デ ザ イ ン 実 習 Ⅱ ２

生 活 デ ザ イ ン 実 習 Ⅲ ２

生 活 デ ザ イ ン 実 習 Ⅳ ２

デ ザ イ ン 技 法 Ⅰ ２

デ ザ イ ン 技 法 Ⅱ ２

デザインリサーチ実習 ２

視 覚 文 化 論 ２

インテリアテキスタイル概論 ２

人 間 工 学 ２

人 間 工 学 実 験 Ⅰ ２

人 間 工 学 実 験 Ⅱ ２

環 境 計 画 Ⅰ ２

環 境 計 画 実 習 Ⅰ ２

環 境 計 画 Ⅱ ２

環 境 計 画 実 習 Ⅱ ２

環 境 計 画 Ⅲ ２

環 境 計 画 実 習 Ⅲ ２

環 境 リ ス ク 学 ２

福 祉 生 活 環 境 概 論 ２

福 祉 住 環 境 実 習 ２

建 築 設 備 ２

建 築 材 料 学 ２

建 築 材 料 学 実 験 ２

建 築 施 工 ２

建 築 計 画 学 Ⅰ ２

建 築 計 画 学 Ⅱ ２

住 宅 設 計 ２

建 築 Ｃ Ａ Ｄ 実 習 ２

建築・インテリア設計Ⅰ ４

建築・インテリア設計Ⅱ ３

都 市 ・ 建 築 設 計 ３

世 界 建 築 史 ２

日 本 建 築 史 ２

近 代 建 築 論 ２

現 代 建 築 論 ２

建 築 一 般 構 造 Ⅰ ２

建 築 一 般 構 造 Ⅱ ２

構 造 力 学 Ⅰ ２

構 造 力 学 Ⅰ 演 習 １

構 造 力 学 Ⅱ ２

構 造 力 学 Ⅱ 演 習 １

建 築 法 規 ２

測 量 実 習 ２

景 観 論 ２

ま ち づ く り 論 Ⅰ ２

ま ち づ く り 論 Ⅱ ２

フィールドデザイン演習Ⅰ ２

フィールドデザイン演習Ⅱ ２

フィールドデザイン演習Ⅲ ３

フィールドデザイン特別演習 ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

フィールド・サーヴェイ実習 １

プレゼンテーション演習 ２

造 園 学 ・ 同 演 習 ２

家 庭 生 活 論 ２

保 育 学 ２

調 理 学 実 習 ２

家 庭 工 学 ２

食 物 学 ２

テキスタイルアドバイザー実習 １

海 外 語 学 研 修 ３

海外の生活環境研修Ⅰ １

海外の生活環境研修Ⅱ ２

卒 業 基 礎 演 習 ２

卒 業 研 究 ６
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

社会情報学部　社会情報学科

基礎教育科目

初 期 演 習 Ⅰ １

初期演習Ⅱ（社会情報入門） １

データ・情報リテラシー ２

Oral Communication Ⅰ １

Oral Communication Ⅱ １

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅰ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅱ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅲ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅳ ２

専門教育科目

メ デ ィ ア 論 ２

コンセプトデザイン論 ２

科 学 技 術 と 社 会 ２

メ デ ィ ア と 生 活 文 化 ２

メ デ ィ ア 産 業 論 ２

メディアカルチャー論 ２

情報とコミュニケーション ２

ネ ッ ト ワ ー ク 社 会 論 ２

ＳＮＳリテラシー演習 ２

映 像 文 化 史 ２

文 化 社 会 学 ２

文 化 社 会 学 演 習 ２

マ ー ケ テ ィ ン グ 論 ２

グローバルビジネス論 ２

マーケティング戦略論 ２

コンテンツプランニング演習 ２

企 業 経 営 論 ２

マーケットデザイン演習 ２

経 営 情 報 論 ２

経 営 情 報 演 習 ２

組織コミュニケーション論 ２

広 告 メ デ ィ ア 論 ２

広 告 メ デ ィ ア 演 習 ２

地 域 産 業 論 ２

Ｉ Ｔ 活 用 と ビ ジ ネ ス ２

コミュニティビジネス論 ２

消 費 者 経 済 学 ２

衣 生 活 情 報 論 ２

情 報 科 学 入 門 ２

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 ２

プログラミング演習Ⅰ ２

プログラミング演習Ⅱ ２

ユーザインタフェース論 ２

ア ル ゴ リ ズ ム 論 ２

ソ フ ト ウ ェ ア 工 学 ２

ソフトウェア工学演習 ２

シ ス テ ム 設 計 ２

シ ス テ ム 設 計 演 習 ２

情 報 基 礎 数 学 ２

情 報 数 学 ２

デ ー タ ベ ー ス 入 門 ２

コンピュータネットワーク入門 ２

コンピュータネットワーク演習 ２

コンピュータネットワーク論 ２

ウ ェ ブ 入 門 ２

ウェブプログラミング ２

ウェブアプリケーション設計 ２

ウェブアプリケーション開発演習 ２

ウェブエンジニアリング ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

ウェブコンピューティング論 ２

プラットフォーム概論 ２

システムセキュリティ入門 ２

情 報 セ キ ュ リ テ ィ 論 ２

統 計 学 Ⅰ ２

統 計 学 Ⅱ ２

Ａ Ｉ 入 門 ２

Ａ Ｉ 概 論 ２

Ａ Ｉ 演 習 ２

データサイエンス基礎演習 ２

データサイエンス演習＜Ａ＞ ２

データサイエンス演習＜Ｂ＞ ２

データサイエンス演習＜Ｃ＞ ２

データサイエンス演習＜Ｄ＞ ２

データサイエンス論＜Ａ＞ ２

データサイエンス論＜Ｂ＞ ２

社 会 調 査 入 門 ２

社 会 調 査 Ⅰ ２

社 会 調 査 Ⅱ ２

社 会 調 査 演 習 ２

デ ジ タ ル 表 現 入 門 ２

デ ジ タ ル 表 現 ２

ウ ェ ブ デ ザ イ ン 演 習 ２

ＩＣＴ社会のビジネス ２

オフィスツールの活用 ２

色 彩 情 報 論 ２

色 彩 情 報 演 習 ２

情 報 英 語 Ⅰ ２

情 報 英 語 Ⅱ ２

情 報 倫 理 ２

社 会 情 報 学 概 論 ２

プロジェクト演習入門 ２

プ ロ ジ ェ ク ト 演 習 Ⅰ ２

プ ロ ジ ェ ク ト 演 習 Ⅱ ２

プ ロ ジ ェ ク ト 演 習 Ⅲ ２

ハ ッ カ ソ ン ２

卒 業 基 礎 研 究 ４

卒 業 研 究 ４

卒 業 基 礎 演 習 Ⅰ ２

卒 業 基 礎 演 習 Ⅱ ２

キャリアプランニング １

生 涯 学 習 論 ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

食物栄養科学部　食物栄養学科

基礎教育科目

初 期 演 習 Ⅰ １

初期演習Ⅱ（食物栄養学入門） １

食 物 栄 養 科 学 概 論 １

管 理 栄 養 士 論 １

基 礎 化 学 ２

基 礎 化 学 実 験 １

栄 養 学 の 基 礎 ２

食 品 素 材 学 ２

微 生 物 学 ２

食 文 化 論 ２

TOEIC Preparation Ⅰ １

TOEIC Preparation Ⅱ １

栄 養 学 英 語 Ⅰ ２

栄 養 学 英 語 Ⅱ ２

予 防 医 学 概 論 １

栄 養 統 計 学 ２

疫 学 １

食 事 調 査 法 演 習 １

食 事 摂 取 基 準 論 １

健 康 科 学 Ⅰ ２

専門教育科目

公 衆 衛 生 学 ２

公 衆 衛 生 学 実 習 １

環 境 科 学 ２

社 会 福 祉 概 論 ２

解 剖 生 理 学 Ⅰ ２

解 剖 生 理 学 Ⅱ ２

解 剖 生 理 学 実 習 １

生 化 学 Ⅰ ２

生 化 学 Ⅱ ２

生 化 学 実 験 １

臨 床 病 原 微 生 物 学 ２

臨 床 医 学 Ⅰ ２

臨 床 医 学 Ⅱ ２

臨 床 学 実 習 １

食 品 学 ２

食 品 学 実 験 １

食 品 加 工 学 実 験 １

食 品 機 能 学 ２

食 品 機 能 学 実 験 １

食 品 衛 生 学 ２

食 品 衛 生 学 実 験 １

調 理 学 ２

調 理 学 実 習 Ⅰ １

調 理 学 実 習 Ⅱ １

基 礎 栄 養 学 ２

基 礎 栄 養 学 実 験 １

応 用 栄 養 学 Ⅰ ２

応 用 栄 養 学 Ⅱ ２

応 用 栄 養 学 Ⅲ ２

応 用 栄 養 学 実 習 １

栄 養 教 育 論 Ⅰ ２

栄 養 教 育 論 Ⅱ ２

栄 養 教 育 論 Ⅲ ２

栄 養 教 育 論 実 習 Ⅰ １

栄 養 教 育 論 実 習 Ⅱ １

臨 床 栄 養 学 Ⅰ ２

臨 床 栄 養 学 Ⅱ ２

臨 床 栄 養 学 Ⅲ ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

臨 床 栄 養 学 Ⅳ ２

臨 床 栄 養 学 実 習 Ⅰ １

臨 床 栄 養 学 実 習 Ⅱ １

公 衆 栄 養 学 Ⅰ ２

公 衆 栄 養 学 Ⅱ ２

公 衆 栄 養 学 実 習 １

給 食 経 営 管 理 論 Ⅰ ２

給 食 経 営 管 理 論 Ⅱ ２

給 食 経 営 管 理 学 実 習 １

管 理 栄 養 総 合 演 習 Ⅰ １

管 理 栄 養 総 合 演 習 Ⅱ １

臨 地 実 習 Ⅰ １

臨 地 実 習 Ⅱ ２

臨 地 実 習 Ⅲ １

分 子 栄 養 学 ２

在 宅 栄 養 ケ ア 支 援 論 ２

リハビリテーション栄養学 １

健 康 ス ポ ー ツ 栄 養 学 ２

国 際 栄 養 学 演 習 ４

食 糧 経 済 学 ２

卒 業 英 語 演 習 Ⅰ １

卒 業 英 語 演 習 Ⅱ １

卒 業 研 究 方 法 論 １

卒 業 論 文 ６

�
���

���

 必修６
卒 業 演 習 ６

学校栄養教育・指導論Ⅰ ２

学校栄養教育・指導論Ⅱ ２

健 康 科 学 Ⅱ ２

プレプロフェッショナル教育 ２
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食物栄養科学部　食創造科学科

授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

基礎教育科目

初 期 演 習 Ⅰ １

初期演習Ⅱ（食創造の可能性） １

基 礎 化 学 ２

食 品 化 学 ２

食 品 化 学 実 験 １

食 物 栄 養 科 学 概 論 １

統 計 学 ２

実践ＴＯＥＩＣ演習Ⅰ １

実践ＴＯＥＩＣ演習Ⅱ １

専門教育科目

社 会 福 祉 概 論 ２

公 衆 衛 生 学 ２

解 剖 生 理 学 ２

解 剖 生 理 学 実 習 １

臨 床 医 学 ２

生 化 学 Ⅰ ２

生 化 学 Ⅱ ２

生 化 学 実 験 １

食 品 学 ２

食 品 学 実 験 １

食 品 加 工 学 ２

食 品 加 工 学 実 習 １

食 品 衛 生 学 ２

食 品 衛 生 学 実 験 １

基 礎 栄 養 学 ２

基 礎 栄 養 学 実 験 １

応 用 栄 養 学 Ⅰ ２

応 用 栄 養 学 Ⅱ ２

応 用 栄 養 学 実 習 １

臨 床 栄 養 学 概 論 ２

臨 床 栄 養 学 実 習 １

栄 養 教 育 論 Ⅰ ２

栄 養 教 育 論 Ⅱ ２

栄 養 教 育 論 実 習 Ⅰ １

栄 養 教 育 論 実 習 Ⅱ １

公 衆 栄 養 学 ２

調 理 学 ２

調 理 学 実 習 Ⅰ １

調 理 学 実 習 Ⅱ １

給 食 管 理 論 ２

給 食 管 理 学 実 習 ２

校 外 実 習 １

食 品 産 業 論 実 習 Ⅰ １

食 品 産 業 論 実 習 Ⅱ １

食 品 製 造 学 Ⅰ ２

食 品 製 造 学 Ⅱ ２

食 品 産 業 論 ２

異文化コミュニケーション論 ２

フードサイエンス英語Ⅰ ２

フードサイエンス英語Ⅱ ２

食 品 開 発 論 ２

栄 養 資 源 開 発 論 ２

調 理 科 学 ２

調 理 科 学 実 験 １

バイオテクノロジー概論 ２

食 品 機 能 学 ２

官 能 評 価 ・ 鑑 別 論 ２

食 品 安 全 学 Ⅰ ２

食 品 安 全 学 Ⅱ ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

食 品 安 全 学 実 験 １

グローバルレギュラトリーサイエンス ２

ＨＡＣＣＰ管理実践論 ２

マーケットリサーチ法 １

フ ー ド ビ ジ ネ ス 論 Ⅰ ２

フ ー ド ビ ジ ネ ス 論 Ⅱ ２

補 完 代 替 医 学 ２

比 較 食 文 化 論 ２

卒 業 英 語 演 習 Ⅰ １ ※選必

卒 業 英 語 演 習 Ⅱ １ ※選必

卒 業 論 文 ６ ※※選必

卒 業 演 習 ６ ※※選必

食 経 営 学 ２
※「卒業
英語演習
Ⅰ」、「卒
業英語演
習Ⅱ」、

「実践英
会話Ⅰ」
のうち２
単位必修。

フ ー ド デ ザ イ ン 演 習 １

メニュー企画・開発論 ２

メニュー企画・開発実習 １

食マーケティング演習Ⅰ １

食マーケティング演習Ⅱ １

インターンシップ（フードマネジメント） ２

食 品 機 器 分 析 学 ２ ※※「卒
業論文」、
「卒業演
習」、「卒
業演習

（国際イ
ンターン
シップ含
む）」の
うち６単
位必修。

食品機器分析学実験Ⅰ １

食品機器分析学実験Ⅱ １

実 験 計 画 法 演 習 １

インターンシップ（フードイノベーション） ２

グローバルフード研修事前演習 １

食 の 国 際 理 解 ２

グ ロ ー バ ル フ ー ド 学 ２

国 際 食 流 通 論 ２

国 際 食 科 学 ２

国 際 食 科 学 演 習 １

実 践 英 会 話 Ⅰ ２ ※選必

実 践 英 会 話 Ⅱ ２

実 践 英 会 話 Ⅲ ２

実 践 英 会 話 Ⅳ ２

実 践 英 会 話 Ⅴ ２

卒業演習（国際インターンシップ含む） ６ ※※選必
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

建築学部　建築学科

基礎教育科目

初 期 演 習 Ⅰ １

初期演習Ⅱ（建築入門） １

建 築 英 語 Ⅰ ２

建 築 英 語 Ⅱ ２

建 築 英 語 Ⅲ ２

建 築 英 語 Ⅳ ２

建 築 数 学 ２

建 築 物 理 ２

専門教育科目

空 間 表 現 演 習 Ⅰ ５

空 間 表 現 演 習 Ⅱ ５

建 築 設 計 演 習 Ⅰ ５

建 築 設 計 演 習 Ⅱ ５

建 築 設 計 演 習 Ⅲ ６

建 築 設 計 演 習 Ⅳ ６

建 築 設 計 演 習 Ⅴ ６

図学・情報基礎演習Ⅰ ２

図学・情報基礎演習Ⅱ ２

ＣＡＤ・ＣＧ応用演習Ⅰ ２

ＣＡＤ・ＣＧ応用演習Ⅱ ２

卒 業 研 究 ６

現 代 建 築 論 ２

建 築 設 計 計 画 Ⅰ ２

建 築 設 計 計 画 Ⅱ ２

建 築 設 計 計 画 Ⅲ ２

建 築 設 計 計 画 Ⅳ ２

日 本 建 築 史 ２

世 界 建 築 史 ２

近 代 建 築 史 ２

建 築 環 境 工 学 Ⅰ ２

建 築 環 境 工 学 Ⅱ ２

建 築 環 境 工 学 実 験 ２

建 築 環 境 工 学 Ⅲ ２ ※選必

建 築 設 備 Ⅰ ２

建 築 設 備 Ⅱ ２ ※選必

建 築 構 造 力 学 Ⅰ ２

建 築 構 造 力 学 Ⅱ ２

地 盤 ・ 振 動 論 ２ ※選必

建 築 一 般 構 造 Ⅰ ２

建 築 一 般 構 造 Ⅱ ２

建 築 各 種 構 造 ２ ※選必

建 築 材 料 ２

建 築 構 造 材 料 実 験 ２

建 築 生 産 ２

建 築 施 工 ２

建 築 法 規 Ⅰ ２

建 築 法 規 Ⅱ ２

都市計画・デザイン論 ２

造 園 学 ２ ※選必

測 量 実 習 ２

建築フィールドワークⅠＡ １

建築フィールドワークⅠＢ １

建築フィールドワークⅡＡ １
※選必か
ら８単位
を必修

建築フィールドワークⅡＢ １

建築フィールドワークⅢＡ １

建築フィールドワークⅢＢ １

建築フィールドワークⅣ １

海 外 研 修 ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

建築学部　景観建築学科

基礎教育科目

初 期 演 習 Ⅰ １

初期演習Ⅱ（景観建築入門） １

景 観 建 築 英 語 Ⅰ ２

景 観 建 築 英 語 Ⅱ ２

景 観 建 築 英 語 Ⅲ ２

景 観 建 築 英 語 Ⅳ ２

景 観 建 築 数 学 ２

景 観 建 築 物 理 ２

生 態 学 ２

専門教育科目

表 現 基 礎 演 習 ４

設 計 基 礎 演 習 ４

景 観 建 築 設 計 演 習 Ⅰ ４

景 観 建 築 設 計 演 習 Ⅱ ４

景 観 建 築 設 計 演 習 Ⅲ ６

景 観 建 築 設 計 演 習 Ⅳ ６

景 観 建 築 設 計 演 習 Ⅴ ６

景 観 映 像 情 報 基 礎 ２

測 量 学 実 習 ２

景 観 映 像 情 報 演 習 Ⅰ ２

景 観 映 像 情 報 演 習 Ⅱ ２

卒 業 研 究 ６

日 本 建 築 史 ２

世 界 建 築 史 ２

近 代 建 築 史 ２

建 築 計 画 ２

建 築 環 境 工 学 Ⅰ ２

建 築 環 境 工 学 Ⅱ ２ ※選必

建 築 設 備 ２

構 造 力 学 Ⅰ ２

構 造 力 学 Ⅱ ２

建 築 一 般 構 造 Ⅰ ２

建 築 一 般 構 造 Ⅱ ２

建 設 材 料 ２

建 築 生 産 ２

建 築 施 工 ２ ※選必

建 築 法 規 Ⅰ ２

建 築 法 規 Ⅱ ２ ※選必

測 量 学 ２

都 市 計 画 ２

環 境 職 業 倫 理 ２

土 質 力 学 ２ ※選必

水 理 学 ２ ※選必

自 然 環 境 保 全 学 ２

文 化 遺 産 保 全 学 ２ ※選必

流 域 保 全 学 ２ ※選必

日 本 庭 園 史 ２

世 界 庭 園 史 ２

景 観 建 築 原 論 ２

景 観 緑 地 計 画 論 ２

景 観 設 計 施 工 技 術 ２ ※選必

景 観 建 築 植 物 学 ２

景 観 建 築 植 物 実 習 Ⅰ １ ※選必

景 観 建 築 植 物 実 習 Ⅱ １ ※選必

建 築 都 市 緑 化 実 習 Ⅰ １ ※選必

建 築 都 市 緑 化 実 習 Ⅱ １ ※選必

建 築 都 市 緑 化 実 習 Ⅲ １ ※選必

建 築 都 市 緑 化 実 習 Ⅳ １ ※選必

景 観 建 築 特 別 実 習 Ⅰ １ ※選必
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

景 観 建 築 特 別 実 習 Ⅱ １ ※選必

景観建築フィールドワークⅠＡ １

景観建築フィールドワークⅠＢ １ ※選必か
ら14単位
を必修景観建築フィールドワークⅡＡ １

景観建築フィールドワークⅡＢ １

景観建築フィールドワークⅢＡ １

景観建築フィールドワークⅢＢ １

景観建築フィールドワークⅣ １
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

音楽学部　演奏学科

基礎教育科目

初 期 演 習 Ⅰ １

初期演習Ⅱ（音楽探求への誘い） １

２ 年 次 演 習 １

英 語 Ａ １

英 語 Ｂ １

Oral Communication ２

情 報 リ テ ラ シ ー Ⅰ ２

情 報 リ テ ラ シ ー Ⅱ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅰ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅱ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅲ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅳ ２

専門教育科目

主 専 実 技 Ⅰ Ａ ２

主 専 実 技 Ⅰ Ｂ ２

主 専 実 技 Ⅱ Ａ ２

主 専 実 技 Ⅱ Ｂ ２

主 専 実 技 Ⅲ Ａ ２

主 専 実 技 Ⅲ Ｂ ２

主 専 実 技 Ⅳ ２

卒 業 演 奏 ３

副 専 声 楽 実 技 Ⅰ Ａ １

副 専 声 楽 実 技 Ⅰ Ｂ １

副 専 ピ ア ノ 実 技 Ⅰ Ａ １

副 専 ピ ア ノ 実 技 Ⅰ Ｂ １

副 専 声 楽 実 技 Ⅱ Ａ １

副 専 声 楽 実 技 Ⅱ Ｂ １

副 専 ピ ア ノ 実 技 Ⅱ Ａ １

副 専 ピ ア ノ 実 技 Ⅱ Ｂ １

副 専 声 楽 実 技 Ⅲ Ａ １

副 専 声 楽 実 技 Ⅲ Ｂ １

副 専 ピ ア ノ 実 技 Ⅲ Ａ １

副 専 ピ ア ノ 実 技 Ⅲ Ｂ １

副 専 ピ ア ノ 実 技 Ⅳ Ａ １

副 専 ピ ア ノ 実 技 Ⅳ Ｂ １

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ⅰ Ａ ２

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ⅰ Ｂ ２

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ⅱ ４

和 声 法 Ａ ２

和 声 法 Ｂ ２

指 揮 法 Ⅰ １

指 揮 法 Ⅱ １

作 家 作 品 研 究 Ⅰ ２

作 家 作 品 研 究 Ⅱ ２

即 興 演 奏 Ａ ２

即 興 演 奏 Ｂ ２

作 ・ 編 曲 法 Ａ ２

作 ・ 編 曲 法 Ｂ ２

旋 律 と 和 声 Ａ ２

旋 律 と 和 声 Ｂ ２

教 育 伴 奏 法 ２

楽 曲 研 究 Ａ ２

楽 曲 研 究 Ｂ ２

電 子 楽 器 ２

音 楽 史 Ⅰ ４

音 楽 史 Ⅱ ４

合 唱 Ⅰ ２

合 唱 Ⅱ ２

合 唱 Ⅲ ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

学 内 演 奏 Ⅰ １

学 内 演 奏 Ⅱ １

学 内 演 奏 Ⅲ １

器 楽 合 奏 １

邦 楽 ２

副 科 器 楽 Ａ １

副 科 器 楽 Ｂ １

イ タ リ ア 語 表 現 演 習 ２

声 楽 演 奏 研 究 Ⅰ Ａ １

声 楽 演 奏 研 究 Ⅰ Ｂ １

声 楽 演 奏 研 究 Ⅱ Ａ １

声 楽 演 奏 研 究 Ⅱ Ｂ １

声 楽 演 奏 研 究 Ⅲ Ａ １

声 楽 演 奏 研 究 Ⅲ Ｂ １

演 技 演 習 ２

オ ペ ラ ２

合 唱 指 導 法 ２

協 奏 曲 Ⅰ ２

協 奏 曲 Ⅱ ２

伴 奏 法 ２

ピ ア ノ ア ン サ ン ブ ル ２

ピ ア ノ 指 導 法 ２

チ ェ ン バ ロ ２

重 奏 演 習 ２

合 奏 指 導 法 ２

合 奏 Ⅰ ２

合 奏 Ⅱ ２

合 奏 Ⅲ ２

合 奏 Ⅳ ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

音楽学部　応用音楽学科

基礎教育科目

初 期 演 習 Ⅰ １

初期演習Ⅱ（音楽探求への誘い） １

２ 年 次 演 習 １

英 語 Ａ １

英 語 Ｂ １

応 用 英 語 Ⅰ Ａ １

応 用 英 語 Ⅰ Ｂ １

応 用 英 語 Ⅱ Ａ １

応 用 英 語 Ⅱ Ｂ １

Oral Communication ２

情 報 リ テ ラ シ ー Ⅰ ２

情 報 リ テ ラ シ ー Ⅱ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅰ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅱ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅲ ２

ＴＯＥＩＣ認定英語Ⅳ ２

専門教育科目

ピ ア ノ 実 技 Ⅰ Ａ ２

ピ ア ノ 実 技 Ⅰ Ｂ ２

ピ ア ノ 実 技 Ⅱ Ａ ２

ピ ア ノ 実 技 Ⅱ Ｂ ２

ピ ア ノ 実 技 Ⅲ Ａ ２

ピ ア ノ 実 技 Ⅲ Ｂ ２

ピ ア ノ 実 技 Ⅳ Ａ ２

ピ ア ノ 実 技 Ⅳ Ｂ ２

声 楽 実 技 Ⅰ Ａ ２

声 楽 実 技 Ⅰ Ｂ ２

声 楽 実 技 Ⅱ Ａ ２

声 楽 実 技 Ⅱ Ｂ ２

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ⅰ Ａ ２

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ⅰ Ｂ ２

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ⅱ ４

和 声 法 Ａ ２

和 声 法 Ｂ ２

指 揮 法 Ⅰ １

指 揮 法 Ⅱ １

即 興 演 奏 Ａ ２

即 興 演 奏 Ｂ ２

作 ・ 編 曲 法 Ａ ２

作 ・ 編 曲 法 Ｂ ２

旋 律 と 和 声 Ａ ２

旋 律 と 和 声 Ｂ ２

教 育 伴 奏 法 ２

実 用 楽 器 入 門 ２

音 楽 史 Ⅰ ４

音 楽 史 Ⅱ ４

合 唱 Ⅰ ２

合 唱 Ⅱ ２

合 唱 Ⅲ ２

学 内 演 奏 Ⅰ １

学 内 演 奏 Ⅱ １

学 内 演 奏 Ⅲ １

イ タ リ ア 語 表 現 演 習 ２

楽 器 ・ 合 奏 指 導 法 ２

歌 唱 ・ 合 唱 指 導 法 ２

器 楽 合 奏 １

邦 楽 ２

演 習 ２

卒 業 論 文 ４
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

音 楽 療 法 論 Ⅰ ２

音 楽 療 法 論 Ⅱ ２

発 達 心 理 学 ２

音 楽 心 理 学 ２

臨 床 心 理 学 Ⅰ ４

臨 床 心 理 学 Ⅱ ２

社 会 福 祉 論 ２

障 害 児 教 育 ２

介 護 論 ２

レパートリーラーニング ２

ダ ン ス と 動 き ２

医 学 概 論 ２

音 楽 療 法 各 論 Ⅰ ２

音 楽 療 法 各 論 Ⅱ ２

音 楽 療 法 各 論 Ⅲ ２

臨 床 医 学 各 論 Ⅰ ２

臨 床 医 学 各 論 Ⅱ ２

音 楽 療 法 演 習 ４

音 楽 療 法 実 習 Ⅰ １

音 楽 療 法 実 習 Ⅱ ２

音 楽 療 法 実 習 Ⅲ ２

音 楽 療 法 実 習 Ⅳ ２

音 楽 療 法 研 究 法 ４

音 楽 療 法 総 論 １

音 楽 社 会 学 概 論 ４

音 楽 教 育 学 研 究 ４

環 境 と 音 楽 ４

生 涯 学 習 関 係 論 Ⅰ ２

生 涯 学 習 関 係 論 Ⅱ ２

音楽とマルチメディア ２

表 現 技 術 演 習 ４

音 楽 文 化 創 造 学 ４

音楽文化事業企画演習 ２

音 楽 活 用 実 習 ２

プレプロフェッショナル教育 ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

薬学部　薬学科

基礎教育科目

初 期 演 習 Ⅰ １

初期演習Ⅱ（薬の世界へ） １

Oral Communication Ⅰ １

Oral Communication Ⅱ １

基 礎 英 語 １

英 語 Ⅰ １

英 語 Ⅱ １

英 語 Ⅲ １

発 展 英 語 Ⅰ １

基 礎 化 学 ２

基 礎 生 物 ２

基 礎 数 学 ・ 物 理 ２

情 報 リ テ ラ シ ー Ⅰ ２

情 報 リ テ ラ シ ー Ⅱ ２

TOEIC 認 定 英 語 ２

専門教育科目

薬 学 へ の 招 待 ２

早 期 体 験 学 習 Ⅰ 0.5

早 期 体 験 学 習 Ⅱ 0.5

ヒ ュ ー マ ニ ズ ム 論 Ⅰ ２

ヒ ュ ー マ ニ ズ ム 論 Ⅱ ２

薬剤師のための生涯教育 １

医療コミュニケーション １

感 染 制 御 と が ん 医 療 １

医 薬 品 開 発 論 ２

医 療 保 険 と 地 域 医 療 ２

薬 事 関 係 法 規 ２

薬剤師のリスクマネジメント １

地域医療における薬剤師 １

物 理 化 学 Ⅰ ２

物 理 化 学 Ⅱ ２

物 理 化 学 Ⅲ ２

分 析 化 学 Ⅰ ２

分 析 化 学 Ⅱ ２

分 析 化 学 Ⅲ ２

医 薬 品 試 験 法 １

放 射 化 学 ２

有 機 化 学 Ⅰ ２

有 機 化 学 Ⅱ ２

有 機 化 学 Ⅲ ２

スペクトル構造解析学 ２

医 薬 品 化 学 ２

発 展 有 機 化 学 １

発 展 医 薬 品 化 学 １

薬 用 植 物 ・ 生 薬 学 ２

天 然 物 化 学 ２

生 化 学 ２

代 謝 生 化 学 ２

分 子 生 物 学 ２

免 疫 学 ２

細 胞 生 物 学 ２

病 原 微 生 物 学 ２

解 剖 学 ２

生 理 学 ２

生体恒常性のメカニズム １

薬 学 基 礎 演 習 Ⅰ １

薬 学 基 礎 演 習 Ⅱ １

薬 学 基 礎 演 習 Ⅲ １

薬 学 基 礎 演 習 Ⅳ １
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

公 衆 衛 生 学 ２

栄 養 ・ 食 品 衛 生 学 ２

環 境 衛 生 学 ２

臨 床 栄 養 学 １

国 民 衛 生 の 最 新 動 向 １

基 礎 薬 理 学 Ⅰ ２

基 礎 薬 理 学 Ⅱ １

臨 床 薬 理 学 Ⅰ ２

臨 床 薬 理 学 Ⅱ ２

臨 床 薬 理 学 Ⅲ ２

臨 床 薬 理 学 Ⅳ １

疾 患 か ら み た 薬 理 学 １

薬 物 動 態 学 Ⅰ ２

薬 物 動 態 学 Ⅱ ２

臨 床 統 計 学 Ⅰ ２

臨 床 統 計 学 Ⅱ １

物 理 薬 剤 学 ２

製 剤 学 ２

薬 物 代 謝 論 １

薬 物 送 達 シ ス テ ム 学 １

臨 床 薬 物 動 態 学 １

病 態・ 薬 物 治 療 学 Ⅰ ２

病 態・ 薬 物 治 療 学 Ⅱ ２

病 態・ 薬 物 治 療 学 Ⅲ ２

病 態・ 薬 物 治 療 学 Ⅳ ２

病 態・ 薬 物 治 療 学 Ⅴ ２

症 例 解 析 学 ２

医 薬 品 情 報 学 ２

漢 方 治 療 学 １

化 粧 品 学 概 論 １

実 践 治 療 学 １

薬 学 臨 床 実 習 概 論 ２

処 方 解 析 学 演 習 １

医 薬 品 の 適 正 使 用 Ⅰ １

医 薬 品 の 適 正 使 用 Ⅱ １

一 般 用 医 薬 品 総 論 １

薬 剤 師 の 職 能 と 業 務 １

臨 床 薬 学 基 本 実 習 Ⅰ １

臨 床 薬 学 基 本 実 習 Ⅱ １

臨 床 薬 学 基 本 実 習 Ⅲ １

薬 学 臨 床 実 習 20

薬 学 臨 床 演 習 １

有 機 化 合 物 を つ く る １

医 薬 品 を つ く る １

生薬・天然物医薬品を取扱う １

物 質 の 特 性 を 調 べ る １

物 質 を 解 析 す る １

生体成分と免疫を調べる １

体の成り立ちと働きを調べる １

薬 の 働 き を 調 べ る １

薬物を製剤化し体内動態を調べる １

人と環境への影響と細菌を調べる １

発 展 英 語 Ⅱ １

基 礎 薬 学 英 語 演 習 ２

薬 学 英 語 演 習 ４

卒 業 研 究 Ⅰ ２

卒 業 研 究 Ⅱ ２

総 合 演 習 Ⅰ ２

総 合 演 習 Ⅱ ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

卒 業 研 究 Ⅲ １

�
�

�
�

�

 必修１
総 合 演 習 Ⅲ １

プレプロフェッショナル教育 ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

薬学部　健康生命薬科学科

基礎教育科目

初 期 演 習 Ⅰ １

初期演習Ⅱ（薬科学への第一歩） １

健 康 生 命 薬 科 学 概 論 ２

実 験 基 礎 １

生 命 倫 理 学 ２

Oral Communication Ⅰ １

Oral Communication Ⅱ １

基 礎 薬 学 英 語 Ⅰ １

基 礎 薬 学 英 語 Ⅱ １

基 礎 数 学 ２

基 礎 生 物 学 ２

情 報 リ テ ラ シ ー Ⅰ ２

情 報 リ テ ラ シ ー Ⅱ ２

健 康 科 学 Ⅰ ２

Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ 認 定 英 語 ２

専門教育科目

薬 学 英 語 Ⅰ １

薬 学 英 語 Ⅱ １

薬 学 英 語 Ⅲ １

キ ャ リ ア 英 語 １

実 践 薬 学 英 語 ２

物 理 学 ２

地 学 ２

薬 学 化 学 Ⅰ ２

基 礎 物 理 化 学 ２

応 用 物 理 化 学 ２

基 礎 分 析 化 学 ２

応 用 分 析 化 学 ２

機 器 分 析 学 ２

バイオメディカル分析化学 ２

基 礎 有 機 化 学 ２

応 用 有 機 化 学 Ⅰ ２

応 用 有 機 化 学 Ⅱ ２

薬 品 合 成 化 学 ２

反 応 開 発 論 ２

薬 用 植 物 学 ２

天 然 物 化 学 ２

基 礎 生 化 学 ２

応 用 生 化 学 Ⅰ ２

応 用 生 化 学 Ⅱ ２

分 子 生 物 学 ２

微 生 物 学 ２

遺 伝 学 ２

細胞の情報伝達と疾患 ２

遺伝子情報リテラシー ２

免 疫 学 総 論 ２

基 礎 解 剖 生 理 学 ２

機 能 生 理 学 ２

基 礎 薬 理 学 ２

応 用 薬 理 学 ２

病 態 疾 病 学 ２

薬 物 動 態 学 ２

基 礎 統 計 学 ２

物理薬剤学・製剤学Ⅰ ２

物理薬剤学・製剤学Ⅱ ２

衛 生 薬 学 Ⅰ ２

衛 生 薬 学 Ⅱ ２

実 践 薬 物 治 療 学 ２

皮 膚 科 学 ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

化 粧 品 学 総 論 ２

化 粧 品 製 造 学 ２

実 践 化 粧 品 学 ２

東 洋 美 容 学 基 礎 ２

臨 床 化 粧 品 学 ２

応 用 化 粧 品 学 ２

臨 床 検 査 総 論 ２

臨 床 免 疫 学 ２

脳 神 経 科 学 ２

腫 瘍 生 物 学 ２

医 薬 品 開 発 論 ２

化 粧 品 開 発 論 ２

保 健 食 品 機 能 学 ２

健 康 サ ポ ー ト 論 ２

統 合 医 療 概 論 ２

薬 事 関 係 法 規 ２

医 薬 品 情 報 学 ２

物 理 学 実 験 １

地 学 実 験 １

臨 地 体 験 学 習 0.5

早 期 体 験 学 習 0.5

創 薬 体 験 学 習 Ⅰ １

創 薬 体 験 学 習 Ⅱ １

基 礎 有 機 化 学 実 験 １

生 化 学 実 験 Ⅰ １

化 粧 品 学 実 験 １

分 析 化 学 実 験 １

解 剖 生 理 学 実 験 １

衛 生 薬 学 実 験 １

薬 理 学 実 験 １

薬 剤 学 実 験 １

基 礎 薬 学 英 語 演 習 ２

卒 業 研 究 Ⅰ ２

卒 業 研 究 Ⅱ ８

健 康 科 学 Ⅱ ２

プレプロフェッショナル教育 ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

看護学部　看護学科

基礎教育科目

初 期 演 習 Ⅰ １

初期演習Ⅱ（生活と看護） １

医 学 英 語 ２

看 護 英 語 基 礎 １

情 報 活 用 の 基 礎 ２

看 護 応 用 統 計 学 ２

解 剖 生 理 学 Ⅰ ２

解 剖 生 理 学 Ⅱ ２

栄 養 代 謝 学 ２

臨 床 病 態 栄 養 学 ２

微 生 物 学 と 感 染 防 御 ２

看 護 薬 理 学 ２

疾 病 治 療 概 論 ２

リハビリテーション学 ２

保 健 医 療 福 祉 制 度 ２

チ ー ム 医 療 論 ２

疫 学 ２

専門教育科目

看 護 学 概 論 ２

看 護 援 助 論 ２

基 礎 看 護 技 術 演 習 Ⅰ ２

基 礎 看 護 技 術 演 習 Ⅱ ２

基 礎 看 護 技 術 演 習 Ⅲ ２

看護アセスメント演習 １

基 礎 看 護 学 実 習 Ⅰ １

基 礎 看 護 学 実 習 Ⅱ ２

在 宅 看 護 学 概 論 １

在 宅 看 護 学 Ⅰ ２

在 宅 看 護 学 Ⅱ １

地 域 看 護 学 ２

地域・在宅看護学実習 ２

成 人 看 護 学 概 論 １

成 人 看 護 学 Ⅰ Ａ ２

成 人 看 護 学 Ⅰ Ｂ ２

成人看護学Ⅱ（慢性期） １

成人看護学Ⅱ（急性期） １

サ ポ ー テ ィ ブ ケ ア １

成人看護学実習（慢性期） ３

成人看護学実習（急性期） ３

老 年 看 護 学 概 論 １

老 年 看 護 学 Ⅰ ２

老 年 看 護 学 Ⅱ １

アクティブエイジング １

老 年 看 護 学 実 習 ３

小 児 看 護 学 概 論 １

小 児 看 護 学 Ⅰ ２

小 児 看 護 学 Ⅱ １

チャイルドディベロップメンタルアプローチ １

小 児 看 護 学 実 習 ２

母 性 看 護 学 概 論 １

母 性 看 護 学 Ⅰ ２

母 性 看 護 学 Ⅱ １

ウィメンズヘルスケア １

母 性 看 護 学 実 習 ２

精 神 看 護 学 概 論 １

精 神 看 護 学 Ⅰ ２

精 神 看 護 学 Ⅱ １

グ ル ー プ ア プ ロ ー チ １

精 神 看 護 学 実 習 ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

統 合 看 護 学 実 習 ３

看 護 マ ネ ジ メ ン ト １

家 族 看 護 学 １

看 護 研 究 方 法 ２

卒 業 演 習 ２

災 害・ 国 際 看 護 論 １
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

経営学部　経営学科

基礎教育科目

初 期 演 習 Ⅰ １

初 期 演 習 Ⅱ（ 経 営 ） １

経 営 課 題 演 習 Ⅰ ２

経 営 課 題 演 習 Ⅱ ２

Oral Communication ２

Bus iness  Eng l i sh Ⅰ ２

Bus iness  Eng l i sh Ⅱ ２

情 報 リ テ ラ シ ー Ⅰ ２

情 報 リ テ ラ シ ー Ⅱ ２

経 営 学 入 門 ２

経 営 組 織 論 ２

ビジネスプラン構築論 ２

経 営 戦 略 論 入 門 ２

経 営 環 境 論 ２

労使コミュニケーション論 ２

協 働 プ ロ ジ ェ ク ト 論 ２

組 織 行 動 論 ２

会 計 入 門 ２

商 業 簿 記 Ⅰ ２

商 業 簿 記 Ⅱ ２

原 価 計 算 Ⅰ ２

原 価 計 算 Ⅱ ２

企 業 財 務 論 ２

マ ー ケ テ ィ ン グ 入 門 ２

マーケティングリサーチ ２

デジタルマーケティング ２

消費者思考の製品開発 ２

統 計 入 門 ２

統 計 解 析 ２

ネ ッ ト ビ ジ ネ ス 入 門 ２

ク ラ ウ ド 入 門 ２

企 業 情 報 シ ス テ ム Ⅰ ２

経 済 学 入 門 ２

ヴィジュアルマーチャンダイジング ２

パブリックマネジメント入門 ２

法 律 入 門 Ⅰ ２

法 律 入 門 Ⅱ ２

民 法 入 門 Ⅰ ２

民 法 入 門 Ⅱ ２

地 域 振 興 論 ２

中小企業イノベーション論 ２

企 業 の 社 会 連 携 論 ２

公 共 総 合 基 礎 演 習 Ⅰ ２

公 共 総 合 基 礎 演 習 Ⅱ ２

Ｃ Ｓ Ｒ ２

ビ ジ ネ ス シ ン キ ン グ ２

論 理 と 数 理 入 門 ２

消 費 者 行 動 論 ２

デ ザ イ ン 思 考 ２

ロ ジ カ ル シ ン キ ン グ ２

社 会 心 理 学 ２

キャリアデザイン特講Ⅰ ２

キャリアデザイン特講Ⅱ ２

実 践 へ の い ざ な い ２

イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅰ １ ※選必

イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅱ １ ※選必

イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅲ １ ※選必

サービスラーニングⅠ １ ※選必

サービスラーニングⅡ １ ※選必
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

サービスラーニングⅢ １ ※選必

フ ィ ー ル ド ワ ー ク Ⅰ １ ※選必

フ ィ ー ル ド ワ ー ク Ⅱ １ ※選必

フ ィ ー ル ド ワ ー ク Ⅲ １ ※選必

専門教育科目

経 営 管 理 論 ２ ※※選必

流 通 小 売 論 ２ ※※選必

財 務 会 計 論 Ⅰ ２ ※※選必

管 理 会 計 論 Ⅰ ２ ※※選必

経 営 戦 略 論 Ⅰ ２ ※※選必

マーケティング戦略論 ２ ※※選必

Ａ Ｉ 戦 略 論 ２ ※※選必

商 品 企 画 論 ２ ※※選必

ビ ジ ネ ス モ デ ル 論 ２ ※※選必

中 小 企 業 論 ２ ※※選必

財 務 会 計 論 Ⅱ ２ ※※選必

人 的 資 源 管 理 論 ２ ※※選必

対 人 関 係 論 ２ ※※選必

労 働 経 済 論 ２ ※※選必

ベンチャービジネス論 ２ ※※選必

企 業 情 報 シ ス テ ム Ⅱ ２ ※※選必

管 理 会 計 論 Ⅱ ２ ※※選必

経 営 戦 略 論 Ⅱ ２ ※※選必

デ ジ タ ル 戦 略 論 ２ ※※選必

パブリックリレーションズ ２ ※※選必

広告・セールスプロモーション ２ ※※選必

サプライチェーンマネジメント ２ ※※選必

上 級 財 務 会 計 論 ２ ※※選必

イノベーションプロセス論 ２ ※※選必

W r i t i n g ３ ※※※選必

R e a d i n g ３ ※※※選必

C o n v e r s a t i o n ３ ※※※選必

M i c r o e c o n o m i c s ２ ※※※選必

Financial Accounting ２ ※※※選必

Co r p o r a t e  F i n a n c e ２ ※※※選必

ビジネスライティング ２ ※※※選必

スピーチプレゼンテーション ２ ※※※選必

経験価値マネジメント ２ ※※※選必

グ ロ ー バ ル 経 営 論 ２ ※※※選必

グローバル製品開発論 ２ ※※※選必

ブ ラ ン ド 戦 略 論 ２ ※※※選必

企 業 の 投 資 意 思 決 定 ２ ※※※選必

Ｍ＆Ａと企業価値評価 ２ ※※※選必

新 興 国 企 業 論 ２ ※※※選必

パブリックマネジメント ２ ※※※※選必

産 学 教 育 連 携 論 ２ ※※※※選必

環 境 マ ー ケ テ ィ ン グ ２ ※※※※選必

公 共 政 策 論 ２ ※※※※選必

地 域 産 業 論 ２ ※※※※選必

地 方 財 政 論 ２ ※※※※選必

市 民 協 働 参 画 論 ２ ※※※※選必

行 政 法 ２ ※※※※選必

福 祉 経 営 論 ２ ※※※※選必

地 域 政 策 論 ２ ※※※※選必

情 報 政 策 論 ２ ※※※※選必

地 域 ブ ラ ン ド 論 ２ ※※※※選必

地 域 防 災 ・ 復 興 論 ２ ※※※※選必

※選必から4単位を必修　※※選必から12単位を必修　※※※選必から６単位を必修
※※※※選必から６単位を必修
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

美 容 業 界 論 ２ ※※※※※選必

健康ヘルスケア産業論 ２ ※※※※※選必

流 通 産 業 論 ２ ※※※※※選必

ファッション・アパレル業態論 ２ ※※※※※選必

情 報 通 信 産 業 論 ２ ※※※※※選必

ホテル・ホスピタリティ産業論 ２ ※※※※※選必

フードサービス産業論 ２ ※※※※※選必

レジャー・エンターテインメント産業論 ２ ※※※※※選必

専 門 演 習 Ⅰ ２

専 門 演 習 Ⅱ ２

専 門 演 習 Ⅲ ２

専 門 演 習 Ⅳ ２

卒 業 研 究 ４

※※※※※選必から４単位を必修
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履　　修　　方　　法　　（別表第１、第２の備考）

１．卒業までに修得すべき最低単位数

学生は、共通教育科目、基礎教育科目及び専門教育科目の中から124単位（建築学科・景観建

築学科は128単位、薬学科は190単位及び看護学科は127単位）以上を修得しなければならない。

ただし、下記の学部、学科においては、それぞれに規定する単位を含めて修得しなければならな

い。なお、編入学生の履修方法については、別に定める。

文学部　日本語日本文学科

１　�共通教育科目の中から16単位以上

２　�共通教育科目『基礎教養科目群』の中の「社会科学科目」、「自然科学科目」及

び『ジェンダー科目群』から合計４単位以上、『基礎教養科目群』の中の「国際

理解科目」、「現代トピック科目」及び『大学・初年次ゼミ』の中の「学び発見ゼ

ミ」から合計２単位以上、『言語・情報科目群』の中の「言語リテラシー科目」

から合計２単位以上、「情報リテラシー科目」から「データリテラシー・AI の基

礎」（２単位・必修）

３　基礎教育科目及び専門教育科目の中から64単位以上

４　学科指定外国語科目の中から８単位以上

文学部　英語文化学科

１　共通教育科目の中から14単位以上

２　�共通教育科目『基礎教養科目群』の中の「社会科学科目」、「自然科学科目」及

び『ジェンダー科目群』から合計４単位以上、『基礎教養科目群』の中の「国際

理解科目」、「現代トピック科目」及び『大学・初年次ゼミ』の中の「学び発見ゼ

ミ」から合計４単位以上、『言語・情報科目群』の中の「情報リテラシー科目」

から「データリテラシー・AI の基礎」（２単位・必修）

３　基礎教育科目の中から30単位以上

４　専門教育科目の中から60単位以上

教育学部　教育学科

１　共通教育科目の中から12単位以上

　（ただし、次の２の共通教育科目で修得した外国語の単位を含めることができる）

２　�共通教育科目、基礎教育科目及び専門教育科目の中から、外国語科目８単位以

上（英語Ⅰ・英語Ⅱの４単位を含む）

３　�共通教育科目『基礎教養科目群』の中の「自然科学科目」から２単位以上を含

み、『基礎教養科目群』から合計８単位以上、『言語・情報科目群』の中の「情報

リテラシー科目」から「データリテラシー・AI の基礎」（２単位・必修）

４　基礎教育科目及び専門教育科目から81単位以上
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心理・社会福祉学部　心理学科

１　共通教育科目の中から６単位以上

２　�共通教育科目『言語・情報科目群』の中の「情報リテラシー科目」から「デー

タリテラシー・AI の基礎」（２単位・必修）

３　基礎教育科目の中から８単位以上

４　専門教育科目の中から54単位以上

５　学科指定外国語科目の中から８単位以上

心理・社会福祉学部　社会福祉学科

１　共通教育科目の中から10単位以上

２　�共通教育科目『言語・情報科目群』の中の「情報リテラシー科目」から「デー

タリテラシー・AI の基礎」（２単位・必修）

３　基礎教育科目の中から16単位以上

４　専門教育科目の中から46単位以上

５　�学科指定外国語科目の中から８単位以上

健康・スポーツ科学部　健康・スポーツ科学科

１　共通教育科目の中から８単位以上

２　�共通教育科目『基礎教養科目群』、『ジェンダー科目群』、「学び発見ゼミ」から

合計６単位以上、『言語・情報科目群』の中の「情報リテラシー科目」から「デー

タリテラシー・AI の基礎」（２単位・必修）

３　基礎教育科目の中から12単位以上

４　専門教育科目の中から62単位以上

５　学科指定外国語科目の中から８単位以上

健康・スポーツ科学部　スポーツマネジメント学科

１　共通教育科目の中から８単位以上

２　�共通教育科目『言語・情報科目群』の中の「情報リテラシー科目」から「デー

タリテラシー・AI の基礎」（２単位・必修）

３　基礎教育科目の中から12単位以上

４　専門教育科目の中から62単位以上

５　学科指定外国語科目の中から８単位以上

生活環境学部　生活環境学科

１　共通教育科目の中から14単位以上

２　�共通教育科目『基礎教養科目群』の中の「人文科学科目」、「社会科学科目」、

『ジェンダー科目群』及び『大学・初年次ゼミ』の中の「学び発見ゼミ」から合

計４単位以上、『基礎教養科目群』の中の「国際理解科目」、「現代トピック科

目」から合計２単位以上、『言語・情報科目群』の中の「情報リテラシー科目」

から「データリテラシー・AI の基礎」（２単位・必修）

３　基礎教育科目の中から４単位以上
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４　専門教育科目の中から80単位以上

５　学科指定外国語科目の中から８単位以上

社会情報学部　社会情報学科

１　共通教育科目の中から16単位以上

２　�共通教育科目『言語・情報科目群』の中の「情報リテラシー科目」から「デー

タリテラシー・AI の基礎」（２単位・必修）

３　基礎教育科目の中から４単位以上

４　専門教育科目の中から80単位以上

５　�学科指定外国語科目の中から８単位以上

食物栄養科学部　食物栄養学科

１　共通教育科目の中から６単位以上

２　�共通教育科目『言語・情報科目群』の中の「情報リテラシー科目」から「デー

タリテラシー・AI の基礎」（２単位・必修）

３　基礎教育科目の中から25単位以上

４　専門教育科目の中から90単位以上

５　学科指定外国語科目の中から８単位以上

食物栄養科学部　食創造科学科

１　共通教育科目の中から６単位以上

２　�共通教育科目『言語・情報科目群』の中の「情報リテラシー科目」から「デー

タリテラシー・AI の基礎」（２単位・必修）

３　基礎教育科目12単位

４　専門教育科目の中から90単位以上

５　学科指定外国語科目の中から８単位以上

建築学部　建築学科

１　�共通教育科目６単位以上

２　�共通教育科目『基礎教養科目群』の中の「人文科学科目」及び「社会科学科

目」からそれぞれ２単位以上、『言語・情報科目群』の中の「情報リテラシー科

目」から「データリテラシー・AI の基礎」（２単位・必修）

３　基礎教育科目の中から14単位

４　専門教育科目の中から108単位以上

建築学部　景観建築学科

１　�共通教育科目６単位以上

２　�共通教育科目『基礎教養科目群』の中の「人文科学科目」及び「社会科学科

目」からそれぞれ２単位以上、『言語・情報科目群』の中の「情報リテラシー科

目」から「データリテラシー・AI の基礎」（２単位・必修）

３　基礎教育科目の中から16単位

４　専門教育科目の中から106単位以上
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音楽学部　演奏学科

１　共通教育科目の中から14単位以上

２　�共通教育科目『基礎教養科目群』の中の「社会科学科目」、「自然科学科目」、

『ジェンダー科目群』及び『大学・初年次ゼミ』の中の「学び発見ゼミ」から合

計２単位以上、『基礎教養科目群』の中の「国際理解科目」、「現代トピック科

目」から合計２単位以上、『言語・情報科目群』の中の「言語リテラシー科目」

（ドイツ語又はフランス語）から合計４単位以上及び「情報リテラシー科目」か

ら「データリテラシー・AI の基礎」（２単位・必修）

３　基礎教育科目の中から７単位以上

４　専門教育科目の中から80単位以上

５　�上記２のドイツ語又はフランス語の４単位以上を含む学科指定外国語科目の中

から８単位以上

音楽学部　応用音楽学科

１　共通教育科目の中から８単位以上

２　�共通教育科目『基礎教養科目群』の中の「社会科学科目」、「自然科学科目」、

『ジェンダー科目群』及び『大学・初年次ゼミ』の中の「学び発見ゼミ」から合

計２単位以上、『基礎教養科目群』の中の「国際理解科目」、「現代トピック科

目」から合計２単位以上、『言語・情報科目群』の中の「情報リテラシー科目」

から「データリテラシー・AI の基礎」（２単位・必修）

３　基礎教育科目の中から９単位以上

４　専門教育科目の中から80単位以上

５　学科指定外国語科目の中から８単位以上

薬学部　薬学科

１　共通教育科目の中から14単位以上

２　�共通教育科目『言語・情報科目群』の中の「情報リテラシー科目」から「デー

タリテラシー・AI の基礎」（２単位・必修）

３　基礎・専門教育科目の中から174単位以上

４　学科指定外国語科目の中から８単位以上

薬学部　健康生命薬科学科

１　共通教育科目の中から８単位以上

２　�共通教育科目『言語・情報科目群』の中の「情報リテラシー科目」から「デー

タリテラシー・AI の基礎」（２単位・必修）

３　基礎・専門教育科目の中から116単位以上

４　学科指定外国語科目の中から８単位以上

看護学部　看護学科

１　共通教育科目の中から21単位以上

２　�共通教育科目『基礎教養科目群』の中の「人文科学科目」、「社会科学科目」か
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ら合計４単位以上、『基礎教養科目群』の中の「自然科学科目」、「国際理解科目」、

「現代トピック科目」、『ジェンダー科目群』、『キャリアデザイン科目群』及び

『大学・初年次ゼミ』の中の「学び発見ゼミ」から合計６単位以上、『言語・情報

科目群』の中の「言語リテラシー科目」から合計５単位以上、『言語・情報科目

群』の中の「情報リテラシー科目」から「データリテラシー・AI の基礎（２単

位・必修）」、『健康・スポーツ科目群』から合計１単位以上

３　基礎教育科目31単位

４　専門教育科目の中から75単位以上

５　学科指定外国語科目の中から８単位以上

経営学部　経営学科

１　共通教育科目の中から16単位以上

２　�共通教育科目『基礎教養科目群』の中の「人文科学科目」、「社会科学科目」か

ら合計２単位以上、『基礎教養科目群』の中の「自然科学科目」、「国際理解科目」、

「現代トピック科目」から合計２単位以上、『ジェンダー科目群』、『キャリアデザ

イン科目群』から合計２単位以上、『言語・情報科目群』の中の「言語リテラ

シー科目」から合計４単位以上、『言語・情報科目群』の中の「情報リテラシー

科目」、『健康・スポーツ科目群』、『大学・初年次ゼミ』の中の「学び発見ゼミ」

から合計２単位以上、『言語・情報科目群』の中の「情報リテラシー科目」から

「データリテラシー・AI の基礎」（２単位・必修）

３　基礎教育科目の中から40単位以上

４　専門教育科目の中から50単位以上

５　学科指定外国語科目の中から８単位以上

２　教育職員免許状取得に必要な単位数

教育職員免許状を取得するためには、第27条の２に定められた要件を充足する必要がある。

また、各学科において定められた履修要項に従って、必要単位を修得しなければならない。
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別表第３

特別教育科目

１　全学プログラム

― 79 ―

区
分 授　業　科　目 授　業

時間数 備　考 区
分 授　業　科　目 授　業

時間数 備　考

教
　
養
　
講
　
座
　（
講
義
、
実
習
）

日 本 酒 入 門 2 選　択

高齢化社会と相続について 2 選　択

SDGs2「飢餓ゼロ」を目指して 2 選　択

日 本 酒 の 魅 力 と は 2 選　択

就活で役立つ企業の見方 2 選　択

内定が取れる就職活動講座 2 選　択

税務署の仕事と納税者サービス 2 選　択

国税庁の使命と税務署の仕事 2 選　択

若手行員による就活体験談 2 選　択

資
　
格
　
対
　
策
　
講
　
座

「日本語検定」２級に挑戦 2 選　択

保育士試験対策特別講座（子どもの保健） 2 選　択

保育士試験対策特別講座（子ども家庭福祉） 2 選　択

保育士試験対策特別講座（保育原理） 2 選　択

保育士試験対策特別講座（社会福祉） 2 選　択

保育士試験対策特別講座（子どもの食と栄養） 2 選　択

保育士試験対策特別講座（教育原理） 2 選　択

保育士試験対策特別講座（社会的養護） 2 選　択

保育士試験対策特別講座（保育実習理論） 2 選　択

保育士試験対策特別講座（保育の心理学） 2 選　択

キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

教員採用試験対策をはじめよう 2 選　択

教員採用選考試験対策（英語面接指導） 12 選　択

教員採用選考試験対策（実技） 44 選　択

教員採用選考試験対策（個人面接） 96 選　択

教員採用選考試験対策（集団討論） 32 選　択

教員採用選考試験対策（模擬授業） 16 選　択

教員採用選考試験対策（模擬授業、個人面接） 120 選　択

教員採用選考試験対策（個人面接他） 60 選　択

キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

教員・保育士等採用試験音楽実技対策講座 12 選　択

教員・保育士等採用試験音楽実技対策講座 10 選　択

教員・保育士等採用試験音楽実技対策講座 2 選　択
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２　学科プログラム

授　業　科　目 授　業
時間数 備　考 授　業　科　目 授　業

時間数 備　考

― 78 ―

（日本語日本文学科）

予 備 演 習 Ⅰ 4 選　択

予 備 演 習 Ⅱ 4 選　択

卒 業 演 習 6 選　択

研 究 へ の い ざ な い 4 選　択

入 学 前 教 育 8 選　択

（英語文化学科）

英語科教員採用試験対策講座Ⅰ 18 選　択

英語科教員採用試験対策講座Ⅱ 18 選　択

入 学 前 教 育 8 選　択

（教育学科）

小学校教員採用試験対策講座 2 選　択

幼・ 保 採 用 試 験 対 策 講 座 4 選　択

幼稚園教員採用試験対策講座 4 選　択

入 学 前 教 育 8 選　択

（心理・社会福祉学科）

「 心 理 実 習 」 事 前 指 導 2 選　択

「心理演習」履修ガイダンス 2 選　択

ゼミ配属説明会（心理コース） 2 選　択

ゼミ配属説明会（福祉コース） 2 選　択

公 務 員 対 策 講 座 20 選　択

卒 業 論 文 6 選　択

卒 業 論 文 中 間 報 告 会 6 選　択

卒 業 論 文 予 備 演 習 6 選　択

卒 業 論 文 最 終 審 査 会 6 選　択

国 家 試 験 ガ イ ダ ン ス 4 選　択

国 家 試 験 対 策 冬 合 宿 20 選　択

国 家 試 験 対 策 夏 合 宿 20 選　択

国家試験対策（模試講評） 6 選　択

特 別 ガ イ ダ ン ス 2 選　択

福祉実習オリエンテーション 2 選　択

進 路 ガ イ ダ ン ス 2 選　択

心 理 学 研 究 法 演 習 2 選　択

入 学 前 教 育 8 選　択

（健康・スポーツ科学科）

健康・スポーツ科学予備演習Ⅱ 4 選　択

健康・スポーツ科学予備演習１ 2 選　択

健康・スポーツ科学予備演習２ 2 選　択

健康・スポーツ科学予備演習３ 2 選　択

健康・スポーツ科学予備演習４ 2 選　択

健康・スポーツ科学予備演習５ 2 選　択

健康・スポーツ科学予備演習６ 2 選　択

健康・スポーツ科学予備演習７ 2 選　択

健康・スポーツ科学予備演習８ 2 選　択

健康・スポーツ科学予備演習９ 2 選　択

健康・スポーツ科学予備演習10 2 選　択

健康・スポーツ科学予備演習11 2 選　択

健康・スポーツ科学予備演習12 2 選　択

健康・スポーツ科学予備演習13 2 選　択

健康・スポーツ科学予備演習14 2 選　択

健康・スポーツ科学予備演習15 2 選　択

健康・スポーツ科学予備演習16 2 選　択

健康・スポーツ科学予備演習17 2 選　択

健康・スポーツ科学予備演習18 2 選　択
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授　業　科　目 授　業
時間数 備　考 授　業　科　目 授　業

時間数 備　考

― 81 ―

健康・スポーツ科学予備演習19 2 選　択

健康・スポーツ科学予備演習20 2 選　択

健康・スポーツ科学予備演習21 2 選　択

健康・スポーツ科学予備演習22 2 選　択

健康・スポーツ科学予備演習23 2 選　択

健康・スポーツ科学予備演習24 2 選　択

健康・スポーツ科学予備演習25 2 選　択

健康・スポーツ科学予備演習26 2 選　択

健康・スポーツ科学予備演習27 2 選　択

健康・スポーツ科学予備演習28 2 選　択

健 康・ ス ポ ー ツ 科 学 演 習 8 選　択

健康運動実践指導者試験対策ⅠＡ 2 選　択

健康運動実践指導者試験対策ⅠＣ 4 選　択

健康運動実践指導者試験対策ⅡＡ 4 選　択

健康運動実践指導者試験対策ⅡＢ 4 選　択

健康運動実践指導者試験対策ⅡＣ 4 選　択

健康運動実践指導者試験対策ⅡＤ 4 選　択

健康運動実践指導者試験対策ⅡＥ 4 選　択

健康運動実践指導者試験対策ⅡＦ 4 選　択

健康運動実践指導者試験対策ⅡＧ 4 選　択

健康運動実践指導者試験対策ⅡＨ 4 選　択

健康運動指導士試験対策Ａ 2 選　択

健康運動指導士試験対策Ｂ 2 選　択

健康運動指導士試験対策Ｃ 2 選　択

健康運動指導士試験対策Ｄ 2 選　択

健康運動指導士試験対策Ｅ 2 選　択

健康運動指導士試験対策Ｆ 2 選　択

健康運動指導士試験対策Ｇ 2 選　択

健康運動指導士試験対策Ｈ 2 選　択

卒業論文・研究発表のプレゼンＡ 4 選　択

卒業論文・研究発表のプレゼンＢ 4 選　択

卒業論文・研究発表のプレゼンＣ 4 選　択

卒業論文・研究発表のプレゼンＤ 4 選　択

卒業論文・研究発表のプレゼンＥ 4 選　択

卒業論文・研究発表のプレゼンＦ 4 選　択

卒業論文・研究発表のプレゼンＧ 4 選　択

卒業論文・研究発表のプレゼンＨ 4 選　択

卒業論文・研究発表のプレゼンＩ 4 選　択

卒業論文・研究発表のプレゼンＪ 4 選　択

卒業論文・研究発表のプレゼンＫ 4 選　択

卒業論文・研究発表のプレゼンＬ 4 選　択

卒業論文・研究発表のプレゼンＭ 4 選　択

卒業論文・研究発表のプレゼンＮ 4 選　択

卒業論文・研究発表のプレゼンＯ 4 選　択

卒業論文・研究発表のプレゼンＰ 4 選　択

卒業論文・研究発表のプレゼンＱ 4 選　択

卒業論文・研究発表のプレゼンＲ 4 選　択

卒業論文・研究発表のプレゼンＳ 4 選　択

卒業論文・研究発表のプレゼンＴ 4 選　択

卒業論文・研究発表のプレゼンＵ 4 選　択

卒業論文・研究発表のプレゼンＶ 4 選　択

卒業論文・研究発表のプレゼンＷ 4 選　択

卒業論文・研究発表のプレゼンＸ 4 選　択

教員採用試験対策講座（水泳実技編） 4 選　択

教員採用試験対策講座（武道実技編） 16 選　択

教員採用試験対策講座（器械運動編） 24 選　択

教員採用試験対策講座（バスケットボール編） 32 選　択

教員採用試験対策講座（ハードル編） 32 選　択

教員採用試験専門教養対策講座Ｂ 32 選　択

日ス協公認ＡＴ資格対策講座Ａ 6 選　択
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授　業　科　目 授　業
時間数 備　考 授　業　科　目 授　業

時間数 備　考

― 80 ―

入 学 前 教 育 8 選　択

（生活環境学科）

キ ッ ズ ド リ ー ム ウ エ ア 12 選　択

卒 業 研 究 特 別 演 習 18 選　択

生 活 環 境 特 別 演 習 12 選　択

生 活 環 境 特 別 演 習 18 選　択

入 学 前 教 育 8 選　択

（食物栄養学科）

卒 業 演 習 基 礎 演 習 Ⅰ 2 選　択

卒 業 演 習 基 礎 演 習 Ⅱ 4 選　択

国家試験対策ガイダンスⅠ 2 選　択

国家試験対策ガイダンスⅡ 2 選　択

国家試験対策ガイダンスⅢ 2 選　択

基 礎 学 力 向 上 演 習 Ⅰ 2 選　択

基 礎 学 力 向 上 演 習 Ⅱ 4 選　択

卒業研究論文演習 FS 分野1 12 選　択

卒業研究論文演習 FS 分野2 12 選　択

卒業研究論文演習 FS 分野3 12 選　択

卒業研究論文演習 FS 分野4 12 選　択

卒業研究論文演習 FS 分野5 12 選　択

卒業研究論文演習 FS 分野6 12 選　択

卒業研究論文演習 FS 分野7 12 選　択

卒業研究論文演習 FS 分野8 12 選　択

卒業研究論文演習 FS 分野9 12 選　択

卒業研究論文演習 NCM 分野1 12 選　択

卒業研究論文演習 NCM 分野2 12 選　択

卒業研究論文演習 NCM 分野3 12 選　択

卒業研究論文演習 NCM 分野4 12 選　択

卒業研究論文演習 NCM 分野5 12 選　択

卒業研究論文演習 NCM 分野6 12 選　択

卒業研究論文演習 NCM 分野7 12 選　択

卒業研究論文演習 NCM 分野8 12 選　択

卒業研究論文演習 NCM 分野9 12 選　択

卒業研究論文演習 NCM 分野10 12 選　択

卒業研究論文演習 NS 分野1 12 選　択

卒業研究論文演習 NS 分野2 12 選　択

卒業研究論文演習 NS 分野3 12 選　択

卒業研究論文演習 NS 分野4 12 選　択

卒業研究論文演習 NS 分野5 12 選　択

卒業研究論文演習 NS 分野6 12 選　択

卒業研究論文演習 NS 分野7 12 選　択

卒業研究論文演習 NS 分野8 12 選　択

卒業研究論文演習 NS 分野9 12 選　択

卒業研究論文演習 NS 分野10 12 選　択

卒業研究論文演習 PN 分野1 12 選　択

卒業研究論文演習 PN 分野2 12 選　択

卒業研究論文演習 PN 分野3 12 選　択

卒業研究論文演習 PN 分野4 12 選　択

卒業研究論文演習 PN 分野5 12 選　択

卒業研究論文演習 PN 分野6 12 選　択

卒業研究論文演習 PN 分野7 12 選　択

卒業研究論文演習 PN 分野8 12 選　択

卒業研究論文演習 PN 分野9 12 選　択

国家試験受験ガイダンスⅠ 2 選　択

国家試験受験ガイダンスⅡ 2 選　択

国家試験受験ガイダンスⅢ 2 選　択

国 試 対 策・ 公 衆 栄 養 学１ 2 選　択

国 試 対 策・ 公 衆 衛 生 学１ 2 選　択
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授　業　科　目 授　業
時間数 備　考 授　業　科　目 授　業

時間数 備　考
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国 試 対 策・公 衆 衛 生 学２ 2 選　択

国 試 対 策・基 礎 栄 養 学１ 2 選　択

国 試 対 策・基 礎 栄 養 学２ 2 選　択

国 試 対 策・応 用 栄 養 学１ 2 選　択

国 試 対 策・応 用 栄 養 学２ 2 選　択

国 試 対 策・栄 養 教 育 論１ 2 選　択

国 試 対 策・栄 養 教 育 論２ 2 選　択

国 試 対 策・栄 養 教 育 論３ 2 選　択

国 試 対 策・生 化 学 １ 2 選　択

国 試 対 策・生 化 学 ２ 2 選　択

国試対策・病原微生物学１ 2 選　択

国試対策・給食経営管理学１ 2 選　択

国試対策・給食経営管理学２ 2 選　択

国 試 対 策・臨 床 医 学 １ 2 選　択

国 試 対 策・臨 床 医 学 ２ 2 選　択

国 試 対 策・臨 床 医 学 ３ 2 選　択

国 試 対 策・臨 床 栄 養 学１ 2 選　択

国 試 対 策・臨 床 栄 養 学２ 2 選　択

国 試 対 策・解 剖 生 理 学１ 2 選　択

国 試 対 策・解 剖 生 理 学２ 2 選　択

国 試 対 策・調 理 科 学 １ 2 選　択

国 試 対 策・調 理 科 学 ２ 2 選　択

国 試 対 策・調 理 科 学 ３ 2 選　択

国 試 対 策・食 品 加 工 学１ 2 選　択

国 試 対 策・食 品 加 工 学２ 2 選　択

国 試 対 策・食 品 学 １ 2 選　択

国 試 対 策・食 品 学 ２ 2 選　択

国 試 対 策・食 品 学 ３ 2 選　択

国 試 対 策・食 品 衛 生 学１ 2 選　択

国 試 対 策・食 品 衛 生 学２ 2 選　択

国 試 対 策（ 夏 季 ） 2 選　択

国試対策（直前対策模試Ⅰ） 2 選　択

栄養士免許申請ガイダンス 2 選　択

栄養士実習事前ガイダンス 4 選　択

管栄国家試験申請ガイダンス 2 選　択

管理栄養総合演習事前演習Ⅰ 2 選　択

管理栄養総合演習事前演習Ⅱ－1 4 選　択

管理栄養総合演習事前演習Ⅱ－2 4 選　択

管理栄養総合演習事前演習Ⅱ－3 4 選　択

管理栄養総合演習事前演習Ⅱ－4 4 選　択

管理栄養総合演習事前演習Ⅱ－5 4 選　択

管理栄養総合演習事前演習Ⅱ－6 4 選　択

管理栄養総合演習事前演習Ⅱ－7 4 選　択

管理栄養総合演習事前演習Ⅱ－8 4 選　択

管理栄養総合演習事前演習Ⅱ－9 4 選　択

管理栄養総合演習事前演習Ⅱ－10 4 選　択

管理栄養総合演習事前演習Ⅱ－11 4 選　択

管理栄養総合演習事前演習Ⅱ－12 4 選　択

管理栄養総合演習事前演習Ⅱ－13 4 選　択

管理栄養総合演習事前演習Ⅱ－14 4 選　択

管理栄養総合演習事前演習Ⅱ－15 4 選　択

管理栄養総合演習事前演習Ⅱ－16 4 選　択

管理栄養総合演習事前演習Ⅱ－17 4 選　択

管理栄養総合演習事前演習Ⅲ 4 選　択

管理栄養総合演習事前演習Ⅳ－1 4 選　択

管理栄養総合演習事前演習Ⅳ－2 4 選　択

入 学 前 教 育 8 選　択

（食創造科学科）

栄養士実習事前ガイダンス 4 選　択
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入 学 前 教 育 8 選　択

（情報メディア学科）

入 学 前 教 育 8 選　択

（建築学科）

「 建 築 材 料 」 補 習 4 選　択

「 建 築 材 料 実 験 」 補 習 2 選　択

「 建 築 法 規 Ⅱ 」 補 習 4 選　択

「 建 築 生 産 」 補 習 2 選　択

「 建 築 設 計 演 習 Ⅲ 」 補 習 6 選　択

「 建 築 設 計 演 習 Ⅳ 」 補 習 6 選　択

「 建 築 設 計 演 習 Ⅴ 」 補 習 6 選　択

「 建 築 構 造 力 学 Ⅰ 」 補 習 4 選　択

「 建 築 構 造 力 学 Ⅱ 」 補 習 4 選　択

「 建 築 法 規 Ⅰ 」 補 習 4 選　択

「 建 築 環 境 工 学 Ⅰ 」 補 習 2 選　択

「 建 築 環 境 工 学 Ⅱ 」 補 習 2 選　択

「建築環境工学実験」補習 2 選　択

「 建 築 英 語 Ⅲ 」 補 習 2 選　択

「 建 築 設 計 演 習 Ⅰ 」 補 習 10 選　択

「 建 築 設 計 演 習 Ⅱ 」 補 習 6 選　択

「 建 築 設 計 計 画 Ⅱ 」 補 習 4 選　択

「都市計画・デザイン論」補習 2 選　択

「ＣＡＤ・ＣＧ応用演習Ⅰ」補習 6 選　択

「ＣＡＤ・ＣＧ応用演習Ⅱ」補習 6 選　択

修士設計・修士論文発表会１ 4 選　択

修士設計・修士論文発表会２ 4 選　択

修士設計・修士論文発表会３ 4 選　択

修士設計・修士論文発表会４ 4 選　択

卒 業 研 究 発 表 会 １ 4 選　択

卒 業 研 究 発 表 会 ２ 4 選　択

卒 業 研 究 発 表 会 ３ 4 選　択

卒 業 研 究 発 表 会 ４ 4 選　択

数 学 演 習 16 選　択

物 理 ゼ ミ 16 選　択

物 理 演 習 16 選　択

特 別 学 期 ガ イ ダ ン ス 2 選　択

入 学 前 教 育 8 選　択

（景観建築学科）

「 世 界 庭 園 史 」 補 習 2 選　択

「 建 築 計 画 」 補 習 4 選　択

「 景 観 建 築 原 論 」 補 習 4 選　択

「 景 観 建 築 英 語 Ⅲ 」 補 習 2 選　択

「景観建築設計演習Ⅰ」補習 6 選　択

「景観建築設計演習Ⅱ」補習 6 選　択

「景観映像情報演習Ⅰ」補習 6 選　択

「景観映像情報演習Ⅱ」補習 6 選　択

「 構 造 力 学 Ⅱ 」 補 習 2 選　択

「 自 然 環 境 保 全 学 」 補 習 4 選　択

「 近 代 建 築 史 」 補 習 2 選　択

修士設計・修士論文発表会１ 4 選　択

修士設計・修士論文発表会２ 4 選　択

修士設計・修士論文発表会３ 4 選　択

修士設計・修士論文発表会４ 4 選　択

特 別 学 期 ガ イ ダ ン ス 2 選　択

入 学 前 教 育 8 選　択
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（演奏学科、応用音楽学科）

応 用 音 楽 へ の 誘 い Ⅰ 2 選　択

応 用 音 楽 へ の 誘 い Ⅱ 2 選　択

音 楽 療 法 士 試 験 対 策 4 選　択

音楽療法士（補）試験に向けて 4 選　択

音 楽 科 模 擬 授 業 演 習 6 選　択

入 学 前 教 育 8 選　択

（薬学科、健康生命薬科学科）

卒 論 発 表 会 へ の 参 加 8 選　択

基 礎 薬 学 入 門 32 選　択

研 究 の 手 引 き 24 選　択

薬 学 化 学 入 門 30 選　択

薬 学 生 物 入 門 30 選　択

薬 学 科 １ 年 次 の ま と め 14 選　択

薬 学 科 ２ 年 次 の ま と め 14 選　択

薬 学 科 ３ 年 次 の ま と め 28 選　択

入 学 前 教 育 8 選　択

（看護学科）

国 際 看 護 学 2 選　択

災 害 看 護 学 2 選　択

第１回国試オリエンテーション 2 選　択

第２回国試オリエンテーション 2 選　択

第３回国試オリエンテーション 4 選　択

第４回国試オリエンテーション 4 選　択

第５回国試オリエンテーション 2 選　択

入 学 前 教 育 8 選　択

（経営学科）

入 学 前 教 育 8 選　択

D12877-74002951-05.indd   84 2022/04/14   11:38:14

―学則―85―



― 84 ―

３　ボランティア活動
ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 （注） 選 択

（注）ボランティア活動30時間に対して１単位を認定する。修得した単位は卒業要件の単位に含めない。

４　インターンシップ活動
イ ン タ ー ン シ ッ プ 活 動 （注） 選 択

（注）インターンシップ活動30時間に対して１単位を認定する。修得した単位は卒業要件の単位に含めない。
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別表第４
教育職員免許状
　（中学校・高等学校教諭、栄養教諭　教育職員免許法施行規則第66条の6「日本国憲法」）

免許法施行規則に定める科目
法
定
最
低

修
得
単
位

本学の開設授業科目
単
位
数

中
一
種
免

必
修
単
位

高
一
種
免

必
修
単
位

備考

日本国憲法 2 日本国憲法 2 2 2

　【履修方法】
（1）�その他の教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目（本学では「教職基礎科目」と称する。）については、別表第1・別表第2よ

り履修すること。

　（中学校・高等学校教諭「各教科の指導法」）
免許法施行規則に定める科目 法

定
最
低

修
得
単
位

本学の開設授業科目
単
位
数

中
一
種
免

必
修
単
位

高
一
種
免

必
修
単
位

備考左の科目に含めることが
必要な事項

第二欄 教科及び教
科の指導法
に関する科
目

・各教科の指導法（情報通信技術の活
用を含む。）

中
8
・
高
4

国語科指導法Ⅰ 2 2 2 各自が取得す
る免許状の教
科に応じて修
得すること

国語科指導法Ⅱ 2 2 2

国語科指導法Ⅲ 2 2 2

国語科指導法Ⅳ 2 2 2

書道科指導法Ⅰ 2
―

2

書道科指導法Ⅱ 2 2

英語科指導法Ⅰ 2 2 2

英語科指導法Ⅱ 2 2 2

英語科指導法Ⅲ 2 2 2

英語科指導法Ⅳ 2 2 2

家庭科指導法Ⅰ 2 2 2

家庭科指導法Ⅱ 2 2 2

家庭科指導法Ⅲ 2 2 2

家庭科指導法Ⅳ 2 2 2

情報科指導法Ⅰ 2
―

2

情報科指導法Ⅱ 2 2

音楽科指導法Ⅰ 2 2 2

音楽科指導法Ⅱ 2 2 2

音楽科指導法Ⅲ 2 2 2

音楽科指導法Ⅳ 2 2 2

理科指導法Ⅰ 2 2 2

理科指導法Ⅱ 2 2 2

理科指導法Ⅲ 2 2 2

理科指導法Ⅳ 2 2 2

合計

中
8
・
高
4

計 ８ ８

　【履修方法】
（1）「各教科の指導法」の科目を履修するために必要な手続きの詳細は別に定める。
（2）上表の科目のうち、各自が取得する免許状の教科に応じて8単位（書道科指導法・情報科指導法は4単位）を修得すること。
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　（中学校・高等学校教諭「教育の基礎的理解に関する科目等」）
免許法施行規則に定める科目 法

定
最
低

修
得
単
位

本学の開設授業科目
単
位
数

中
一
種
免

必
修
単
位

高
一
種
免

必
修
単
位

備考左の科目に含めることが
必要な事項

第三欄 教育の基礎
的理解に関
する科目

・教育の理念並びに教育に関する歴史
及び思想

10

教育原理 ２ 2 2

教育史 2

・教職の意義及び教員の役割・職務内容
（チーム学校運営への対応を含む。）

教職入門 2 2 2

・教育に関する社会的、制度的又は経
営的事項（学校と地域との連携及び
学校安全への対応を含む。）

教育行政学 2 2 2

・幼児、児童及び生徒の心身の発達及
び学習の過程

教育心理学 2 2 2

発達心理学 2

・特別の支援を必要とする幼児、児童
及び生徒に対する理解

特別支援教育論 2 2 2

・教育課程の意義及び編成の方法（カ
リキュラム・マネジメントを含む。）

教育課程総論 2 2 2

第四欄 道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

・道徳の理論及び指導法

中
10
・
高�
8

道徳教育指導論 2 2 ―

・総合的な学習の時間の指導法
・特別活動の指導法

総合的な学習の時間と特別活動 2 2 2

・教育の方法及び技術 教育方法の理論と実践 1 1 1

・情報通信技術を活用した教育の理論
及び方法

ICT活用の理論と実践 1 1 1

・生徒指導の理論及び方法
・進路指導及びキャリア教育の理論及
び方法

生徒指導・進路指導 2 2 2

・教育相談（カウンセリングに関する
基礎的な知識を含む。) の理論及び
方法

教育相談の理論と方法 2 2 2

第五欄 教育実践に
関する科目

・教育実習
中
5
・
高�
3

教育実習事前指導（中高） 1 1 1

教育実習事前事後指導（中高） 1 1 1 事前事後指導

教育実習Ⅰ（中高） 2 2

教育実習Ⅱ（中高） 2 2 2

・教職実践演習 2 教職実践演習（中高） 2 2 2

合計

中
27
・
高
23

計 34 30 26

　【履修方法】
（1）「教育の基礎的理解に関する科目等」の科目を履修するために必要な手続きの詳細は別に定める。
（2）�上表の「免許法施行規則に定める科目区分」ごとに指定されている必修単位数を含んで中学校教諭30単位以上、高等学校教諭26単位

以上。
（3）�「教育実習事前事後指導（中高）」「教育実習Ⅰ（中高）」「教育実習Ⅱ（中高）」「教職実践演習（中高）」については、その履修要件を

充足すること。当該履修要件についての詳細は別に定める。
（4）「道徳教育指導論」は、高等学校教諭においては「大学が独自に設定する科目」として開設する。
（5）�「教育の基礎的理解に関する科目等」として修得した単位数のうち中学校教諭27単位、高等学校教諭23単位を超えて修得した単位数を
「大学が独自に設定する科目」の修得単位数に含めることができる。
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免許法施行規則に
定める科目

法
定
最
低

修
得
単
位

算入可能な科目　及び
本学の開設授業科目

単
位
数

中一種免 高一種免
備考

必修 選択 必修 選択

大学が独自に
設定する科目

中４
・
高12

①

中学校教諭：28単位を超
えて修得した「教科及び
教科の指導法に関する科
目」・27単位を超えて修
得した「教育の基礎的理
解に関する科目等」

いずれかの単位で、
中学校教諭4単位以
上、高等学校教諭12
単位以上修得するこ
と

高等学校教諭：24単位を
超えて修得した「教科及
び教科の指導法に関する
科目」・23単位を超えて
修得した「教育の基礎的
理解に関する科目等」

② 道 徳 教 育 指 導 論 2 ― 2

　【履修方法】
（1）�「大学が独自に設定する科目」②の科目を履修するために必要な手続きの詳細は別に定める。
（2）上表の①②いずれかの単位で、中学校教諭4単位以上、高等学校教諭12単位以上。
（3）「道徳教育指導論」は、中学校教諭においては「教育の基礎的理解に関する科目等」として開設する。

（中学校・高等学校教諭「大学が独自に設定する科目」）
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　（栄養教諭「教育の基礎的理解に関する科目等」）

免許法施行規則に定める科目 法
定
最
低

修
得
単
位

本学の開設授業科目 単位数

栄
教
一
種
免

必
修
単
位

備考
左の科目に含めることが必要な事項

第三欄 教育の基礎
的理解に関
する科目

・教育の理念並びに教育に関する歴史
及び思想

8

教育原理＊ 2 2

・教職の意義及び教員の役割・職務内
容（チーム学校運営への対応を含む。） 教職入門＊ 2 2

・教育に関する社会的、制度的又は経
営的事項（学校と地域との連携及び
学校安全への対応を含む。）

教育行政学＊ 2 2

・幼児、児童及び生徒の心身の発達及
び学習の過程 教育心理学＊ 2 2

・特別の支援を必要とする幼児、児童
及び生徒に対する理解 特別支援教育論＊ 2 2

・教育課程の意義及び編成の方法（カ
リキュラム・マネジメントを含む。） 教育課程総論＊ 2 2

第四欄 道徳、総合
的な学習の
時間等の内
容及び生徒
指導、教育
相談等に関
する科目

・道徳、総合的な学習の時間及び特別
活動に関する内容

6

道徳教育指導論＊ 2 2

総合的な学習の時間と特別
活動＊ 2 2

・教育の方法及び技術（情報機器及び
教材の活用を含む。）

教育方法の理論と実践＊ 1 1
ICT活用の理論と実践＊ 1 1

・生徒指導の理論及び方法 生徒指導の理論と方法 2 2
・教育相談（カウンセリングに関する
基礎的な知識を含む。)　の理論及び
方法

教育相談の理論と方法＊ 2 2

第五欄 教育実践に
関する科目 ・栄養教育実習 2

栄養教育実習事前事後指導 1 1 事前事後指導
栄養教育実習（学校現場） 1 1

・教職実践演習 2 教職実践演習（栄教） 2 2
合計 18 計 26 26

　【履修方法】
（1）「教育の基礎的理解に関する科目等」の科目を履修するために必要な手続きの詳細は別に定める。
（2）上表の「免許法施行規則に定める科目区分」ごとに指定されている必修単位数を含んで26単位以上。
（3）�「栄養教育実習（学校現場）」「教職実践演習（栄教）」については、その履修要件を充足すること。当該履修要件についての詳細は別

に定める。
（4）＊の科目は、中学校・高等学校教職課程と共通開設。
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別表第５

図書館司書専門教育科目

司 書図書館法施行規則
に規定する科目

必 要
単位数 左記に相当する本学の開講科目 単位数

必修 選択

生涯学習概論 １ 生涯学習概論 ２ ２

図書館概論 ２ 図書館概論 ２ ２

図書館経営論 １ 図書館経営論 ２ ２

図書館サービス論 ２ 図書館サービス論 ２ ２

情報サービス概説 ２ 情報サービス概説 ２ ２

レファレンスサービス演習 １ レファレンスサービス演習 １ １

情報検索演習 １ 情報検索演習 １ １

図書館資料論 ２ 図書館資料論 ２ ２

専門資料論 １ 専門資料論 ２ ２

資料組織概説 ２ 資料組織概説 ２ ２

資料組織演習Ⅰ １ １
資料組織演習 ２

資料組織演習Ⅱ １ １

児童サービス論 １ 児童サービス論 ２ ２

図書及び図書館史 図書及び図書館史 ２

資料特論 資料特論 ２

コミュニケーション論 ２ コミュニケーション論 ２ ３ ６

情報機器論 情報機器論 ２

図書館特論 図書館特論 １

20 計 31 25 ６

【履修方法】

�１ 図書館司書専門教育科目を履修するために必要な手続きの詳細は別に定める。

�２ 上表の「図書館法施行規則に規定する科目」ごとに指定されている必修単位数を含んで25単位以上。

別表第６

学校図書館司書教諭専門教育科目
学校図書館司書教諭講習規程に定める科目 必要単位数 左記に相当する本学の開講科目 単位数 司書教諭必修

学校経営と学校図書館 ２ 学校経営と学校図書館 ２ ２

学校図書館メディアの構成 ２ 学校図書館メディアの構成 ２ ２

学習指導と学校図書館 ２ 学習指導と学校図書館 ２ ２

読書と豊かな人間性 ２ 読書と豊かな人間性 ２ ２

情報メディアの活用 ２ 情報メディアの活用 ２ ２

10 計 10 10

【履修方法】

�１ 学校図書館司書教諭専門教育科目を履修するために必要な手続きの詳細は別に定める。

�２ 上表の「学校図書館司書教諭講習規程に定める科目」ごとに指定されている必修単位数を含んで10単位以上。

別表第５

図書館司書専門教育科目

図書館法施行規則
に規定する科目

必　要
単位数

左記に相当する
本学の開講科目 単位数 必　修

単　位

生涯学習概論 ２ 生涯学習概論 ２ ２

図書館概論 ２ 図書館概論 ２ ２

図書館制度・経営論 ２ 図書館制度・経営論 ２ ２

図書館情報技術論 ２ 図書館情報技術論 ２ ２

図書館サービス概論 ２ 図書館サービス概論 ２ ２

情報サービス論 ２ 情報サービス論 ２ ２

児童サービス論 ２ 児童サービス論 ２ ２

情報サービス演習 ２
情報サービス演習Ⅰ １ １

情報サービス演習Ⅱ １ １

図書館情報資源概論 ２ 図書館情報資源概論 ２ ２

情報資源組織論 ２ 情報資源組織論 ２ ２

情報資源組織演習 ２
情報資源組織演習Ⅰ １ １

情報資源組織演習Ⅱ １ １

図書館基礎特論

２

図書館基礎特論 ２

４

図書館サービス特論 図書館サービス特論 ２

図書館情報資源特論 図書館情報資源特論 ２

図書・図書館史 図書・図書館史 ２

図書館実習 図書館実習 １

図書館施設論 ―
図書館総合演習 ―

24 計 31 26

【履修方法】
⑴　図書館司書専門教育科目を履修するために必要な手続きの詳細は別に定める。
⑵　上表の「図書館法施行規則に規定する科目」ごとに指定されている必修単位数を含んで26単位以上。
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別表第５

図書館司書専門教育科目

司 書図書館法施行規則
に規定する科目

必 要
単位数 左記に相当する本学の開講科目 単位数

必修 選択

生涯学習概論 １ 生涯学習概論 ２ ２

図書館概論 ２ 図書館概論 ２ ２

図書館経営論 １ 図書館経営論 ２ ２

図書館サービス論 ２ 図書館サービス論 ２ ２

情報サービス概説 ２ 情報サービス概説 ２ ２

レファレンスサービス演習 １ レファレンスサービス演習 １ １

情報検索演習 １ 情報検索演習 １ １

図書館資料論 ２ 図書館資料論 ２ ２

専門資料論 １ 専門資料論 ２ ２

資料組織概説 ２ 資料組織概説 ２ ２

資料組織演習Ⅰ １ １
資料組織演習 ２

資料組織演習Ⅱ １ １

児童サービス論 １ 児童サービス論 ２ ２

図書及び図書館史 図書及び図書館史 ２

資料特論 資料特論 ２

コミュニケーション論 ２ コミュニケーション論 ２ ３ ６

情報機器論 情報機器論 ２

図書館特論 図書館特論 １

20 計 31 25 ６

【履修方法】

�１ 図書館司書専門教育科目を履修するために必要な手続きの詳細は別に定める。

�２ 上表の「図書館法施行規則に規定する科目」ごとに指定されている必修単位数を含んで25単位以上。

別表第６

学校図書館司書教諭専門教育科目
学校図書館司書教諭講習規程に定める科目 必要単位数 左記に相当する本学の開講科目 単位数 司書教諭必修

学校経営と学校図書館 ２ 学校経営と学校図書館 ２ ２

学校図書館メディアの構成 ２ 学校図書館メディアの構成 ２ ２

学習指導と学校図書館 ２ 学習指導と学校図書館 ２ ２

読書と豊かな人間性 ２ 読書と豊かな人間性 ２ ２

情報メディアの活用 ２ 情報メディアの活用 ２ ２

10 計 10 10

【履修方法】

�１ 学校図書館司書教諭専門教育科目を履修するために必要な手続きの詳細は別に定める。

�２ 上表の「学校図書館司書教諭講習規程に定める科目」ごとに指定されている必修単位数を含んで10単位以上。

別表第７

博物館学芸員専門教育科目

博物館法施行規則
に規定する科目

必　要
単位数

左記に相当する
本学の開講科目 単位数 必　修

単　位

生涯学習概論 ２ 生涯学習概論 ２ ２

博物館概論 ２ 博物館概論 ２ ２

博物館経営論 ２ 博物館経営論 ２ ２

博物館資料論 ２ 博物館資料論 ２ ２

博物館資料保存論 ２ 博物館資料保存論 ２ ２

博物館展示論 ２ 博物館展示論 ２ ２

博物館教育論 ２ 博物館教育論 ２ ２

博物館情報・メディア論 ２ 博物館情報・メディア論 ２ ２

博物館実習 ３
博物館実習Ａ ２ ２

博物館実習Ｂ １ １

19 計 19 19

【履修方法】
⑴ 博物館学芸員専門教育科目を履修するために必要な手続きは別に定める。
⑵ 上表の「博物館法施行規則に規定する科目」ごとに指定されている必修単位数を19単位取得。
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別表第８（第39条関係）
令和５年度の入学生

費　目

学部・学科
入
※１

学検定料 入 学 金
学　 　費（年�額）

授�業�料 教育充実費 実験実習費 実務実習費

文
学
部

日本語日本文学科
1年次 35,000� 200,000� 895,000� 200,000� ――― ―――
2～4年次 ――― ――― 935,000� 200,000� ――― ―――

英 語 文 化 学 科
1年次 35,000� 200,000� 895,000� 200,000� ――― ―――
2～4年次 ――― ――― 975,000� 200,000� ――― ―――

教
育

学
部 教 育 学 科

1年次 35,000� 200,000� 995,000� 230,000� ――― ―――
2～4年次 ――― ――― 1,035,000� 240,000� ――― ―――

心
理
・

社
会
福
祉
学
部

心 理 学 科
1年次 35,000� 200,000� 995,000� 230,000� ――― ―――
2～4年次 ――― ――― 1,035,000� 230,000� ――― ―――

社 会 福 祉 学 科
1年次 35,000� 200,000� 995,000� 230,000� ――― ―――
2～4年次 ――― ――― 1,035,000� 230,000� ――― ―――

健
康
・

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

健康・スポーツ科学科
1年次 35,000� 200,000� 995,000� 230,000� 2

※2
6,000 ―――

2～4年次 ――― ――― 1,035,000� 270,000� 2
※2
6,000 ―――

スポーツマネジメント学科
1年次 35,000� 200,000� 995,000� 230,000� 2

※2
6,000 ―――

2～4年次 ――― ――― 1,035,000� 270,000� 2
※2
6,000 ―――

生
活
環

境
学
部

生 活 環 境 学 科
1年次 35,000� 200,000� 995,000� 250,000� ――― ―――
2～4年次 ――― ――― 1,035,000� 250,000� ――― ―――

社
会
情

報
学
部

社 会 情 報 学 科
1年次 35,000� 200,000� 990,000� 180,000� ――― ―――
2～4年次 ――― ――― 1,060,000� 250,000� ――― ―――

食
物
栄
養
科
学
部

食 物 栄 養 学 科
1年次 35,000� 200,000� 995,000� 250,000� 50,000� ―――
2～4年次 ――― ――― 1,035,000� 350,000� 50,000� ―――

食 創 造 科 学 科
1年次 35,000� 200,000� 995,000� 250,000� 50,000� ―――
2～4年次 ――― ――― 1,035,000� 350,000� 50,000� ―――

建
築
学
部

建 築 学 科
1年次 35,000� 200,000� 1,120,000� 300,000� 80,000� ―――
2～4年次 ――― ――― 1,160,000� 400,000� 80,000� ―――

景 観 建 築 学 科
1年次 35,000� 200,000� 1,120,000� 300,000� 80,000� ―――
2～4年次 ――― ――― 1,160,000� 400,000� 80,000� ―――

音
楽
学
部

演 奏 学 科
1年次 35,000� 200,000� 1,370,000� ₃₃₀,₀₀₀  ――― ―――
2～4年次 ――― ――― 1,440,000� ₃₃₀,₀₀₀  ――― ―――

応 用 音 楽 学 科
1年次 35,000� 200,000� 1,370,000� ₃₃₀,₀₀₀  ――― ₂₀,₀₀₀ 
2～4年次 ――― ――― 1,440,000� ₃₃₀,₀₀₀  ――― ₀ 

薬
学
部

薬 学 科
1年次 35,000� 200,000� 1,502,000� ₃₆₂,₀₀₀  0� ―――
2～6年次 ――― ――― 1,532,000� ₃₉₄,₀₀₀  96,000� ―――

健康生命薬科学科
1年次 35,000� 200,000� 1,130,000� ₃₇₀,₀₀₀  0� ―――
2～4年次 ――― ――― 1,170,000� ₃₇₀,₀₀₀  160,000� ―――

看
護

学
部 看 護 学 科

1年次 35,000� 200,000� 1,347,000� 328,000� ――― ―――
2～4年次 ――― ――― 1,367,000� 328,000� ――― ―――

経
営

学
部 経 営 学 科

1年次 35,000� 200,000� 800,000� 200,000� ――― ―――
2～4年次 ――― ――― 1,000,000� 200,000� ――― ―――

※１　出願方法、出願回数に応じた割引金額とする。
※２　野外実習費　１・２年次のみ
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令和４年度の入学生

費　目

学部・学科
入
※１

学検定料 入 学 金
学　 　費（年�額）

授�業�料 教育充実費 実験実習費 実務実習費

文
学
部

日本語日本文学科
1年次 35,000

円
200,000

円
895,000

円
200,000

円
―――

円
―――

円

2～4年次 ――― ――― 935,000 200,000 ――― ―――

英 語 文 化 学 科
1年次 35,000 200,000 895,000 200,000 ――― ―――

2～4年次 ――― ――― 975,000 200,000 ――― ―――

心理・社会福祉学科
1年次 35,000 200,000 995,000 230,000 ――― ―――

2～4年次 ――― ――― 1,035,000 230,000 ――― ―――

教
育

学
部 教 育 学 科

1年次 35,000 200,000 995,000 230,000 ――― ―――

2～4年次 ――― ――― 1,035,000 240,000 ――― ―――
健
康
・

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

健康・スポーツ科学科
1年次 35,000 200,000 995,000 230,000 2

※2
6,000 ―――

2～4年次 ――― ――― 1,035,000 270,000 2
※3
6,000 ―――

生
活
環
境
学
部

生 活 環 境 学 科
1年次 35,000 200,000 995,000 250,000 ――― ―――

2～4年次 ――― ――― 1,035,000 250,000 ――― ―――

情報メディア学科
1年次 35,000 200,000 995,000 250,000 ――― ―――

2～4年次 ――― ――― 1,035,000 250,000 ――― ―――
食
物
栄
養
科
学
部

食 物 栄 養 学 科
1年次 35,000 200,000 995,000 250,000 50,000 ―――

2～4年次 ――― ――― 1,035,000 350,000 50,000 ―――

食 創 造 科 学 科
1年次 35,000 200,000 995,000 250,000 50,000 ―――
2～4年次 ――― ――― 1,035,000 350,000 50,000 ―――

建
築
学
部

建 築 学 科
1年次 35,000 200,000 1,120,000 300,000 80,000
2～4年次 ――― ――― 1,160,000 400,000 80,000 ―――

景 観 建 築 学 科
1年次 35,000 200,000 1,120,000 300,000 80,000
2～4年次 ――― ――― 1,160,000 400,000 80,000 ―――

音
楽
学
部

演 奏 学 科
1年次 35,000 200,000 1,370,000 330,000 ――― ―――
2～4年次 ――― ――― 1,440,000 330,000 ――― ―――

応 用 音 楽 学 科
1年次 35,000 200,000 1,370,000 330,000 ――― 20,000

2～4年次 ――― ――― 1,440,000 330,000 ――― ―――

薬
学
部

薬 学 科
1年次 35,000 200,000 1,502,000 362,000 0 ―――

2～6年次 ――― ――― 1,532,000 394,000 96,000 ―――

健康生命薬科学科
1年次 35,000 200,000 1,130,000 370,000 0 ―――

2～4年次 ――― ――― 1,170,000 370,00₀ 160,000 ―――

看
護

学
部 看 護 学 科

1年次 35,000 200,000 1,347,000 328,00₀ ――― ―――

2～4年次 ――― ――― 1,367,000 328,000 ――― ―――

経
営

学
部 経 営 学 科

1年次 35,000 200,000 800,000 200,00₀ ――― ―――
2～4年次 ――― ――― 1,000,000 200,000 ――― ―――

※１　出願方法、出願回数に応じた割引金額とする。
※２　野外実習費
※３　野外実習費　２年次のみ
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令和２～３年度の入学生

費　目

学部・学科

学　 　費（年�額）

授�業�料 教育充実費 実験実習費 実務実習費

文
学
部

日本語日本文学科
1年次 895,000

円
200,000

円
―――

円
―――

円

2～4年次 935,000 200,000 ――― ―――

英 語 文 化 学 科
1年次 895,000 200,000 ――― ―――

2～4年次 975,000 200,000 ――― ―――

心理・社会福祉学科
1年次 995,000 230,000 ――― ―――

2～4年次 1,035,000 230,000 ――― ―――

教
育

学
部 教 育 学 科

1年次 995,000 230,000 ――― ―――

2～4年次 1,035,000 240,000 ――― ―――
健
康
・

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

健康・スポーツ科学科
1年次 995,000 230,000 2

※1
0,000 ―――

2～4年次 1,035,000 270,000 2
※2
0,000 ―――

生
活
環
境
学
部

生 活 環 境 学 科
1年次 995,000 250,000 ――― ―――

2～4年次 1,035,000 250,000 ――― ―――

情報メディア学科
1年次 995,000 250,000 ――― ―――

2～4年次 1,035,000 250,000 ――― ―――
食
物
栄
養
科
学
部

食 物 栄 養 学 科
1年次 995,000 250,000 50,000 ―――

2～4年次 1,035,000 350,000 50,000 ―――

食 創 造 科 学 科
1年次 995,000 250,000 50,000 ―――

2～4年次 1,035,000 350,000 50,000 ―――

建
築
学
部

建 築 学 科
1年次 1,100,000 300,000 60,000

2～4年次 1,140,000 340,000 60,000 ―――

景 観 建 築 学 科
1年次 1,100,000 300,000 60,000
2～4年次 1,140,000 340,000 60,000 ―――

音
楽
学
部

演 奏 学 科
1年次 1,370,000 330,000 ――― ―――
2～4年次 1,440,000 330,000 ――― ―――

応 用 音 楽 学 科
1年次 1,370,000 330,000 ――― 20,000

2～4年次 1,440,000 330,000 ――― ―――

薬
学
部

薬 学 科
1年次 1,502,000 362,000 0 ―――

2～6年次 1,532,000 394,000 96,000 ―――

健康生命薬科学科
1年次 1,130,000 370,000 0 ―――

2～4年次 1,170,000 370,00₀ 160,000 ―――

看
護

学
部 看 護 学 科

1年次 1,347,000 328,00₀ ――― ―――

2～4年次 1,367,000 328,000 ――― ―――

経
営

学
部 経 営 学 科

1年次 800,000 200,00₀ ――― ―――
2～4年次 1,000,000 200,000 ――― ―――

※１　野外実習費
※２　野外実習費　２年次のみ
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令和元年度の入学生

費　目

学部・学科

学　 　費（年�額）

授�業�料 教育充実費 実験実習費 実務実習費

文
学
部

日本語日本文学科
1年次 895,000

円
200,000

円
―――

円
―――

円

2～4年次 935,000 200,000 ――― ―――

英 語 文 化 学 科
1年次 895,000 200,000 ――― ―――

2～4年次 975,000 200,000 ――― ―――

心理・社会福祉学科
1年次 995,000 230,000 ――― ―――

2～4年次 1,035,000 230,000 ――― ―――

教
育

学
部 教 育 学 科

1年次 995,000 230,000 ――― ―――

2～4年次 1,035,000 240,000 ――― ―――
健
康
・

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

健康・スポーツ科学科
1年次 995,000 230,000 2

※1
0,000 ―――

2～4年次 1,035,000 270,000 2
※2
0,000 ―――

生
活
環
境
学
部

生 活 環 境 学 科
1年次 995,000 250,000 ――― ―――

2～4年次 1,035,000 250,000 ――― ―――

食 物 栄 養 学 科
1年次 995,000 250,000 50,000 ―――

2～4年次 1,035,000 350,000 50,000 ―――

情報メディア学科
1年次 995,000 250,000 ――― ―――

2～4年次 1,035,000 250,000 ――― ―――

建 築 学 科
1年次 1,100,000 300,000 60,000

2～4年次 1,140,000 340,000 60,000 ―――

音
楽
学
部

演 奏 学 科
1年次 1,370,000 330,000 ――― ―――

2～4年次 1,440,000 330,000 ――― ―――

応 用 音 楽 学 科
1年次 1,370,000 330,000 ――― 20,000

2～4年次 1,440,000 330,000 ――― ―――

薬
学
部

薬 学 科
1年次 1,502,000 362,000 0 ―――

2～6年次 1,532,000 362,000 96,000 ―――

健康生命薬科学科
1年次 1,130,000 370,000 0 ―――

2～4年次 1,170,000 370,00₀ 160,000 ―――

看
護

学
部 看 護 学 科

1年次 1,347,000 328,00₀ ――― ―――

2～4年次 1,367,000 328,000 ――― ―――

※１　野外実習費
※２　野外実習費　２年次のみ
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平成30年度の入学生

費　目

学部・学科

学　 　費（年�額）

授�業�料 教育充実費 学生研修費 実験実習費 実務実習費

文
学
部

日本語日本文学科 895，000
円

200，000
円

―――
円

―――
円

―――
円

英語文化学科 895，000 200，000 ――― ――― ―――

教　育　学　科 995，000 230，000 ――― ――― ―――

心理・社会福祉学科 995，000 230，000 ――― ――― ―――

健
康
・

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

健康・スポーツ科学科 995，000 230，000 ――― 2
※１
0，000 ―――

生
活
環
境
学
部

生活環境学科 995，000 250，000 ――― ――― ―――

食物栄養学科 995，000 250，000 ――― 46，000 ―――

情報メディア学科 995，000 250，000 ――― ――― ―――

建 築 学 科 1，100，000 300，000 ――― 60，000 ―――

音
楽
学
部

演 奏 学 科 1，370，000 330，000 ――― ――― ―――

応用音楽学科 1，370，000 330，000 ――― ――― 2
※２
0，000

薬
学
部

薬 学 科
１年次 ₁，₅₀₂，₀₀₀ ₃₆₂，₀₀₀ ――― ₀ ―――

２～６年次 ₁，₅₀₂，₀₀₀ ₃₆₂，₀₀₀ ――― ₉₆，₀₀₀ ―――

健康生命薬科学科
１年次 ₁，₁₃₀，₀₀₀ ₃₇₀，₀₀₀ ――― ₀ ―――

２～４年次 ₁，₁₃₀，₀₀₀ ₃₇₀，₀₀₀ ――― ₁₆₀，₀₀₀ ―――

看
護

学
部 看 護 学 科 1，347，000 ₃₀₀，₀₀₀ ₃，₀₀₀ ――― ―――

※１　野外実習費。１年次、２年次のみ
※２　１年次のみ
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平成26～29年度の入学生

費　目

学部・学科

学　 　費（年�額）

授�業�料 教育充実費 学生研修費 実験実習費 実務実習費

文
学
部

日本語日本文学科 895，000
円

175，000
円

3，000
円

―――
円

―――
円

英語文化学科 895，000 175，000 3，000 ――― ―――

教　育　学　科 995，000 205，000 3，000 ――― ―――

心理・社会福祉学科 995，000 205，000 3，000 ――― ―――

健
康
・

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

健康・スポーツ科学科 995，000 205，000 3，000 2
※１
0，000 ―――

生
活
環
境
学
部

生活環境学科 995，000 225，000 3，000 ――― ―――

食物栄養学科 995，000 225，000 3，000 46，000 ―――

情報メディア学科 995，000 225，000 3，000 ――― ―――

建 築 学 科 1，100，000 275，000 3，000 60，000 ―――

音
楽
学
部

演 奏 学 科 1，370，000 305，000 3，000 ――― ―――

応用音楽学科 1，370，000 305，000 3，000 ――― 2
※２
0，000

薬
学
部

薬 学 科
１年次 ₁，₅₀₂，₀₀₀ ₃₃₇，₀₀₀ ₃，₀₀₀ ₀ ―――

２～６年次 ₁，₅₀₂，₀₀₀ ₃₃₇，₀₀₀ ₃，₀₀₀ ₉₆，₀₀₀ ―――

健康生命薬科学科
１年次 ₁，₁₃₀，₀₀₀ ₃₄₅，₀₀₀ ₃，₀₀₀ ₀ ―――

２～４年次 ₁，₁₃₀，₀₀₀ ₃₄₅，₀₀₀ ₃，₀₀₀ ₁₆₀，₀₀₀ ―――
看
護

学
部 看 護 学 科 ₁，₃₄₇，₀₀₀ ₃₀₀，₀₀₀ ₃，₀₀₀ ――― ―――

※１　野外実習費。１年次、２年次のみ
※２　１年次のみ

・看護学部看護学科は平成27年度開設
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平成25年度以前の入学生

費　目

学部・学科

学　 　費（年�額）

授�業�料 教育充実費 学生研修費 実験実習費 実務実習費

文
　
学
　
部

日本語日本文学科 895，000
円

150，000
円

3，000
円

―――
円

―――
円

英語文化学科 895，000 150，000 3，000 ――― ―――

教　育　学　科 995，000 180，000 3，000 ――― ―――

心理・社会福祉学科 995，000 180，000 3，000 ――― ―――

健
康
・

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

健康・スポーツ科学科 995，000 180，000 3，000 2
※１
0，000 ―――

生
活
環
境
学
部

生活環境学科 995，000 200，000 3，000 ――― ―――

食物栄養学科 995，000 200，000 3，000 46，000 ―――

情報メディア学科 995，000 200，000 3，000 ――― ―――

建 築 学 科 1，100，000 250，000 3，000 60，000 ―――

音
楽
学
部

演 奏 学 科 1，370，000 280，000 3，000 ――― ―――

応用音楽学科 1，370，000 280，000 3，000 ――― 2
※２
0，000

薬
学
部

薬 学 科
（平成23年度以前の入学生） ₁，₅₀₂，₀₀₀ ₃₂₀，₀₀₀ ₃，₀₀₀ ――― ₈₀，₀₀₀

薬 学 科
（平成24・25年度の入学生）

１年次 ₁，₅₀₂，₀₀₀ ₃₂₀，₀₀₀ ₃，₀₀₀ ₀ ―――

２～６年次 ₁，₅₀₂，₀₀₀ ₃₂₀，₀₀₀ ₃，₀₀₀ ₉₆，₀₀₀ ―――

健康生命薬科学科
（平成23年度以前の入学生） ₁，₂₅₀，₀₀₀ ₃₂₀，₀₀₀ ₃，₀₀₀ ――― ―――

健康生命薬科学科
（平成24・25年度の入学生）

１年次 ₁，₁₃₀，₀₀₀ ₃₂₀，₀₀₀ ₃，₀₀₀ ₀ ―――

２～４年次 ₁，₁₃₀，₀₀₀ ₃₂₀，₀₀₀ ₃，₀₀₀ ₁₆₀，₀₀₀ ―――

※１　野外実習費。１年次、２年次のみ
※２　１年次のみ
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別表第９（第56条関係）

別表第10（第57条関係）

区　 　分 金　 　額 備　 　考

科
目
等
履
修
生

選 考 料 10，000円 本学卒業生は免除

登 録 料 15，000円 本学卒業生は半額

履 修 料

１単位　30，000円
ただし、薬学部基礎・専門教育科目のうち講義科目

１単位　60，000円
「臨床薬学基本実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の履修料は

１単位　60，000円
「薬学臨床実習」の履修料は750，000円

健康生命薬科学科卒業生の薬剤師国家試験
受験資格取得に関する経過措置対応のため

単位不要の場合は半額

区　 　分 金　 　額 備　 　考

研
　
究
　
生

研 究 料

日本語日本文、英語文化� 月額�　25，000円
教育学部、健康・スポーツ科学部、
心理・社会福祉 � 月額�　29，000円

生活環境学部、食物栄養科学部� 月額�　29，000円

建築学部� 月額�　32，000円

音楽学部� 月額�　39，000円

薬学� 月額�　43，000円

健康生命薬科� 月額�　32，000円

経営学部� 月額�　23，000円
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変更事項を記載した書類 

 
１．変更の事由 

令和５年４月、心理・社会福祉学部、社会情報学部及び健康・スポーツ科学部スポー

ツマネジメント学科を設置する。また同時に文学部心理・社会福祉学科及び生活環境学

部情報メディア学科の学生募集を停止する。以上に伴い、学則の一部を変更する。 
（１）新設する学部・学科 
心理・社会福祉学部  心理学科      入学定員 150 人 収容定員 600 人 
心理・社会福祉学部  社会福祉学科    入学定員 70 人  収容定員 280 人 
社会情報学部     社会情報学科    入学定員 180 人 収容定員 720 人 
健康・スポーツ科学部スポーツマネジメント学科 入学定員 100 人 収容定員 400 人 

（２）学生募集を停止する学部・学科 
文学部 心理・社会福祉学科 入学定員 160 人 3 年次編入学定員 17 人 

収容定員 674 人 
 生活環境学部 情報メディア学科 入学定員 150 人 収容定員 600 人 

 

２．変更点 

（１）第 5 条（学部・学科及び収容定員）、第 5 条の２（目的）、第 27 条の 2（教育

職員免許状）、第 27 条の 8（社会福祉士、精神保健福祉士）において、新設す

る学部・学科の記載を加える。また、募集停止する学部・学科の記載を削る。 

 

（２）附則において施行日を明確にし、完成年度までの移行措置を追加する。 

 

（３）別表第１（共通教育科目の授業科目及びその単位数）、別表第 2（基礎教育科目

及び専門教育科目）、履修方法において、新設する学部・学科の記載を加える。

また、募集停止する学部・学科の記載を削る。 

 

（４）別表第 8（入学検定料・入学金及び学費）において、新設する学部・学科の記載

を加える。また、募集停止する学部・学科の記載を削る。 

 

３．変更の時期 

令和５年４月１日 
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第5条　本学に置く学部・学科及び収容定員は、次のとおりとする 第5条　本学に置く学部・学科及び収容定員は、次のとおりとする

第５条の２　各学部・学科の目的は次のとおりとする。 第５条の２　各学部・学科の目的は次のとおりとする。

２　文学部は、人間の本質と文化的所産を人文諸科学の観点と方法により探
究し、探究の過程と成果に基づき、時代と社会の要請に応じうる有為な女性を
育成することを目的とする。

２　文学部は、人間の本質と文化的所産を人文諸科学の観点と方法により探
究し、探究の過程と成果に基づき、時代と社会の要請に応じうる有為な女性を
育成することを目的とする。

（略） （略）

（削除）

(3) 心理・社会福祉学科は、実力あるこころの専門家、福祉のスペシャリストを
養成することにより、共に生きる人びとに共感できるやさしさと強さをあわせも
ち、人・社会の幸福の実現に寄与することのできる実力のある女性の育成を目
的とする。

武庫川女子大学学則　変更部分の新旧対照表

新（変更案） 旧（現行）

（略） （略）

４　心理・社会福祉学部は、幅広い教養と豊かな人間性を備えるとともに、来る
べき人間中心社会の担い手として、「誰一人取り残さない (leave no one
behind) 世界」の実現に向けて、社会が抱えるさまざまな課題の解決や新たな
価値創造のために、心理学や社会福祉学の知識とスキルを積極的に活用して
「持続可能な社会」の実現に向けて、自ら考え行動する力、他者と共に生きる
社会の共同的な価値を創造する力、社会の多様性や異質性を理解し社会的な
課題に立ち向かうことができる力を備えた人材の育成を目的とする。

（新設）

(1) 心理学科は、自身の理想を探求・追求し、社会の一員としての自覚を持ち、
人びとの幸福に貢献することを目指して、心理学の諸領域における専門的知
識と方法論を習得するとともに、個人・社会的問題および学術的課題を主体的
に発見し、その解決過程を他者と協働しながら実践的に学ぶことによって、課
題発見力と実践力を身につけ、多様な課題に想像力と柔軟性をもって取り組む
ことができる人材を養成することを目的とする。

（新設）

(2) 社会福祉学科は、一人ひとりの個性とその人らしく生きる権利を尊重し、支
援を必要としている人たちと共に自らも、さらには地域や社会もエンパワメントし
ていけるよう、グローバルな社会の一員としてさまざまな領域で活躍することを
目指し、人間中心社会の理念を理解し、持続可能な包摂的社会の実現に向け
地域市民として、また福祉専門職として、他者と共に生きる社会における共同
的な価値の創造を希求し、社会の多様性、異質性に謙虚に向き合い、社会的
な課題の解決に向けて実践することができる人材を養成することを目的とす
る。

（新設）

５　健康・スポーツ科学部は、幅広い専門知識並びに豊かな人間性と倫理観を
養い、学校や企業、地域社会で活躍できる優れた健康・スポーツの実践者・指
導者・管理者となる有為な女性を育成することを目的とする。

４　健康・スポーツ科学部健康・スポーツ科学科は、科学的知識に裏づけられ
た体育・スポーツの研究とその実践を通して、心身の健康並びに体力の保持
増進について指導的役割を担う、幅広い分野の健康・スポーツに関わる指導
者、保健体育に関わる教育者を養成することを目的とする。

（1）　健康・スポーツ科学科は、科学的知識に裏づけられた体育・スポーツの研
究とその実践を通して、心身の健康並びに体力の保持増進について指導者的
役割を担う、幅広い分野の健康・スポーツに関わる指導者、保健体育に関わる
教育者を養成することを目的とする。

（新設）

（2）　スポーツマネジメント学科は、健康スポーツ科学の優れた知見と実践を広
く学び、多角的な視点からスポーツマネジメントやビジネスに対する理解を深
め、多様な社会的課題の解決やダイバーシティの推進に資するマネジメント力
と創造性を有する女性を育成することを目的とする。

（新設）

―学則―102―



新（変更案） 旧（現行）

６　生活環境学部生活環境学科は、衣服、インテリア、住居、建築から、街・都
市空間、地球環境までを連続した生活環境としてとらえ、さらにこれに関わる歴
史や生活文化的視点も取り入れながら、理系と文系の考え方を融合させた幅
広い視野に立って、新しい時代に対応できる人間性豊かな、専門性と創造的
能力を持った有為な女性を育成することを目的とする。

５　生活環境学部は、人間が生活空間において生き、情報を利用して多様な生
活を選び、さらに快適で美的な生活環境を築く知識と知恵を生み出すことので
きる有為な女性を育成することを目的とする。

（削除）

(1)　生活環境学科は、衣服、インテリア、住居、建築から、街・都市空間、地球
環境までを連続した生活環境としてとらえ、さらにこれに関わる歴史や生活文
化的視点も取り入れながら、理系と文系の考え方を融合させた幅広い視野に
立って、新しい時代に対応できる人間性豊かな、専門性と創造的能力を持った
有為な女性を育成することを目的とする。

（削除）

(2)　情報メディア学科は、個人の生活に及ぼす情報の力が増大する高度情報
化社会において、さまざまな情報を利用・活用して最も適切な生活行動を設計
し、他人と協働しながら社会的な営みに積極的・主体的に参画し、個性を活か
しつつ、自立して人生を切り開くために、知識と技術と感性と行動力を身に付け
た有為な女性を育成することを目的とする。

７　社会情報学部社会情報学科は、情報化社会を超えるデータ駆動の新しい
世界に向けて、社会科学と情報科学を両翼とし、これをデータサイエンスで結
合する実践的教育研究体系によって、コンピュータネットワークがもたらす仮想
空間においても、人間性をいかんなく発揮できる知恵と技術をそなえた人材を
育成することを目的とする。

（新設）

８～13（略） ６～１１（略）

第27条の２　教育職員免許状授与の所要資格を得ようとする者は、第35条の
規定によるほか、教育職員免許法及び同法施行規則に定める所定の単位を、
別表第１、第２及び履修方法（別表第１、第２の備考）、並びに別表第４に従い
修得しなければならない。

第27条の２　教育職員免許状授与の所要資格を得ようとする者は、第35条の
規定によるほか、教育職員免許法及び同法施行規則に定める所定の単位を、
別表第１、第２及び履修方法（別表第１、第２の備考）、並びに別表第４に従い
修得しなければならない。

２～３（略） ２～３（略）

４　本学において当該所要資格を取得できる学部学科、教員免許状の種類及
び免許教科又は領域を次のとおりとする。

４　本学において当該所要資格を取得できる学部学科、教員免許状の種類及
び免許教科又は領域を次のとおりとする。

第27条の８ 心理・社会福祉学部社会福祉学科の学生で、社会福祉士国家試
験受験資格を得ようとする者は、第35条の規定によるほか、社会福祉士及び
介護福祉士法並びに同法施行規則に定める所定の単位を修得しなければな
らない。

第27条の８　文学部心理・社会福祉学科社会福祉コースの学生で、社会福祉
士国家試験受験資格を得ようとする者は、第35条の規定によるほか、社会福
祉士及び介護福祉士法並びに同法施行規則に定める所定の単位を修得しな
ければならない。

２　心理・社会福祉学部社会福祉学科の学生で、精神保健福祉士国家試験受
験資格を得ようとする者は、第35条の規定によるほか、精神保健福祉士法に
定める所定の単位を修得しなければならない。

２　文学部心理・社会福祉学科社会福祉コースの学生で、精神保健福祉士国
家試験受験資格を得ようとする者は、第35条の規定によるほか、精神保健福
祉士法に定める所定の単位を修得しなければならない。

３　心理・社会福祉学部社会福祉学科の定員は70名である。 ３　文学部心理・社会福祉学科社会福祉コースの定員は70名である。

４　心理・社会福祉学部社会福祉学科の、社会福祉士の指定養成施設として
の定員は70名である。

４　文学部心理・社会福祉学科社会福祉コースの、社会福祉士の指定養成施
設としての定員は70名である。

５　心理・社会福祉学部社会福祉学科の、精神保健福祉士の指定養成施設と
しての定員は40名である。

５　文学部心理・社会福祉学科社会福祉コースの、精神保健福祉士の指定養
成施設としての定員は30名である。

（略）

附　則 （新設）

１　この学則は、令和５年４月１日から施行する。

２　第５条に規定する心理・社会福祉学部心理学科及び社会福祉学科の収容
定員は令和５年度から令和７年度までの間、次のとおりとする。

３　文学部心理・社会福祉学科は、令和５年３月３１日に当該学科に在学する
者が、当該学科に在学しなくなるまでの間、存続するものとする。
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新（変更案） 旧（現行）

別表第１ 別表第１

共通教育科目 共通教育科目

単位数 単位数

必修 選択 必修 選択

基礎教養科目群　人文科学科目 基礎教養科目群　人文科学科目

（削除） 日本語の世界 2

（削除） 英語圏の文学・文化 2

（削除） 建築と歴史 2

（削除） 生活の中の心理学 2

（削除） ヨーロッパの名歌歌唱法 1

（削除） 英語を学問する―理論と実践 2

日本の文化Ⅰ 2 日本の文化Ⅰ 2

日本の文化Ⅱ 2 日本の文化Ⅱ 2

神話・伝説の世界から 2 神話・伝説の世界から 2

平安朝文学の世界 2 平安朝文学の世界 2

鎌倉時代の文学への誘い 2 （新設）

平安時代の文学への誘い 2 （新設）

（削除） 芭蕉をめぐる人々 2

（削除） 雨月物語に込められた情念 2

（削除） 芭蕉と旅 2

（削除） 「心中天網島」の女房「おさん」 2

現代フランスの音楽事情 2 現代フランスの音楽事情 2

先端芸術表現 1 先端芸術表現 1

ミュージカル歌唱法 1 ミュージカル歌唱法 1

（削除） 日本舞踊に学ぶ着付けと作法 1

自己発見アート 1 自己発見アート 1

未来造形 1 未来造形 1

日常生活からの哲学入門 2 日常生活からの哲学入門 2

（削除） 音楽の科学 2

歌舞伎鑑賞入門 2 歌舞伎鑑賞入門 2

遊びの人類学 2 遊びの人類学 2

（削除） 心理学入門 2

（削除） 人間関係の心理学 2

（削除） 日本近代文学の魅力Ⅰ 2

（削除） 日本近代文学の魅力Ⅱ 2

ＳＮＳから日本語を見る 2 ＳＮＳから日本語を見る 2

音楽の科学 2 （新設）

（削除） 日本語と英語の比較 2

（削除） 建築文化論 2

フランスの音楽と芸術文化 2 フランスの音楽と芸術文化 2

授業科目 備考 授業科目 備考

４　第５条に規定する健康・スポーツ科学部スポーツマネジメント学科の収容定
員は令和５年度から令和７年度までの間、次のとおりとする。

５　第５条に規定する社会情報学部社会情報学科の収容定員は令和５年度か
ら令和７年度までの間、次のとおりとする。

６　生活環境学部情報メディア学科は、令和５年３月３１日に当該学科に在学
する者が、当該学科に在学しなくなるまでの間、存続するものとする。

７　第５条の２第４項、第５項及び第７項の規定にかかわらず、令和４年度以前
の入学生については、なお従前のとおりとする。

11　第35条の規定にかかわらず、令和4年度以前の入学生の卒業の要件につ
いては、なお従前のと おりとする。

８　第26条第４項の規定にかかわらず、令和４年度以前の入学生の基礎教育
科目及び専門教育科目の授業科目並びにその単位数（別表第２）について
は、なお、従前のとおりとする。

９　第27条の２第４項の規定にかかわらず、令和４年度以前の入学生について
は、なお
従前のとおりとする。

10　第27条の８の規定にかかわらず、令和４年度以前の入学生については、な
お従前のとおりとする。
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新（変更案） 旧（現行）

基礎教養科目群　社会科学科目 基礎教養科目群　社会科学科目

（削除） 現代の教育・保育事情 2

（削除） 建築と社会 2

（削除） 聴覚障害者の理解と手話言語 2

（削除） カウンセリングの実際 2

（削除） 実践カウンセリング 2

現代世界の教育 2 （新設）

子育てと家族関係 2 子育てと家族関係 2

子育てと母性の気づき 2 子育てと母性の気づき 2

福祉レクリエーションの実際 2 福祉レクリエーションの実際 2

差別と暴力のない世界をめざして 2 差別と暴力のない世界をめざして 2

生涯福祉論 2 生涯福祉論 2

社会福祉とボランティア 2 社会福祉とボランティア 2

（削除） 「ふつう」を考える社会学 2

（削除） 現代世界の教育 2

消費者生活論 2 消費者生活論 2

メディアに映る女性 2 （新設）

（削除） 日本経済のしくみ 2

（削除） 外国から見た日本社会のしくみ 2

女性と子どものヘルスケア 2 女性と子どものヘルスケア 2

英語で学ぶやさしい経済学 2 英語で学ぶやさしい経済学 2

英語で学ぶお金の知識 2 英語で学ぶお金の知識 2

（削除） 情報化と教育 2

現代社会と憲法 2 現代社会と憲法 2

我々のくらしと日本の産業 2 我々のくらしと日本の産業 2

環境心理学入門 2 環境心理学入門 2

教養としての法律 2 教養としての法律 2

暮らしと法律 2 暮らしと法律 2

メディア技術と文字デザイン 2 メディア技術と文字デザイン 2

まちづくりと地方自治の役割 2 まちづくりと地方自治の役割 2

基礎教養科目群　自然科学科目 基礎教養科目群　自然科学科目

（削除） はたらく細胞とくすり 2

（削除） 身近にある科学 2

（削除） 発達障害の理解とリエゾン支援 2

文化を創造する数学 2 （新設）

生命科学入門 2 （新設）

（削除） エコロジーと私たちのくらし 2

（削除） 健康を支える仕組み 2

（削除） 環境問題の歴史 2

（削除） 科学技術の歩み 2

（削除） 生命科学の基礎 2

（削除） 色彩情報 2

（削除） 生命科学入門 2

生活の中の物理学 2 生活の中の物理学 2

最先端物理学が描く宇宙 2 最先端物理学が描く宇宙 2

微生物がつくる発酵食品の不思議 2 （新設）

（削除） 科学から考える衣服と生活 2

（削除） 数や図形の科学 2

（削除） 科学への入門 2

（削除） 生活習慣と脳と心と身体の科学 2

薬とからだ 2 薬とからだ 2

（削除） 健康生活とライフステージ 2

医薬品概論 2 医薬品概論 2

薬の歴史と未来 2 薬の歴史と未来 2

基礎教養科目群　国際理解科目 基礎教養科目群　国際理解科目

（削除） 音楽から見る人と世界 2

韓国文化の理解 2 韓国文化の理解 2

（削除） 韓流ブーム 2

世界の中の日本人 2 世界の中の日本人 2

（削除） World English Ⅰ 2

（削除） World English Ⅱ 2

中国文化論 2 中国文化論 2

国際協力入門 2 国際協力入門 2
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新（変更案） 旧（現行）

基礎教養科目群　現代トピック科目 基礎教養科目群　現代トピック科目

（削除） 現代社会と保健医療 2

（削除） 心理学トピックス 2

（削除） 社会福祉の学び 2

（削除） スポーツツーリズムと地域創生 2

（削除） 大学生活入門 2

モラルジレンマから考える私 2 モラルジレンマから考える私 2

女性のためのマーケティング 2 女性のためのマーケティング 2

（削除） テレビ映像と現代社会 2

Current Affairs in Japan Ⅰ 2 Current Affairs in Japan Ⅰ 2

Current Affairs in Japan Ⅱ 2 Current Affairs in Japan Ⅱ 2

ジェンダー科目群 ジェンダー科目群

セクシュアリティ入門 2 （新設）

（削除） セクシュアリティ入門Ⅰ 2

（削除） セクシュアリティ入門Ⅱ 2

（削除） 女性と教育 2

（削除） ジェンダーとアイデンティティー 2

（削除） ジェンダーと社会 2

女性の身体とセクシュアリティ 2 女性の身体とセクシュアリティ 2

メディアに見るジェンダー 2 メディアに見るジェンダー 2

女性が輝く社会づくり 2 女性が輝く社会づくり 2

キャリアデザイン科目群 キャリアデザイン科目群

（削除） 教員から見た社会人基礎力 2

（削除） ベンチャービジネス概論 2

（削除） ビジネスプラン構築概論 2

（削除） SOAR 人生100年をきり拓く力 2

（削除） ヒューマンスキル入門 2

女性のためのライフプランニング 2 女性のためのライフプランニング 2

自己アピールトレーニング 2 自己アピールトレーニング 2

（削除） パーソナルコミュニケーション 2

（削除） キャリアと学び 2

（削除） 仕事力を考える 2

（削除） 企業の見方 2

（削除） 卒業生が語る仕事と人生 2

（削除） 企業での女性活躍と働き方改革 2

（削除） 企業で役に立つ情報収集と企画力 2

（削除） グローバル化と企業の海外展開 2

（削除） 文章表現の基礎 2

（削除） プレゼンテーションの基礎 2

（削除） チームで学ぶ課題解決 2

キャリアビジョンと人物評価 2 キャリアビジョンと人物評価 2

（削除） 公務員の魅力 2

言語・情報科目群　言語リテラシー科目 言語・情報科目群　言語リテラシー科目

（削除） 海外演習Ⅰ（韓国） 1

（削除） 海外演習Ⅰ（台湾） 1

（削除） 海外演習Ⅰ（タイ） 1

（削除） 海外演習Ⅰ（豪州） 1

（削除） 海外演習Ⅱ（韓国） 2

（削除） 海外演習Ⅱ（台湾） 2

（削除） 海外演習Ⅱ（タイ） 2

（削除） 海外演習Ⅱ（豪州） 2

特別英語演習Ⅰ 4 特別英語演習Ⅰ 4

特別英語演習Ⅱ 4 特別英語演習Ⅱ 4

（削除） 特別英語演習Ⅷ 2

特別ハングル演習Ⅰ 4 特別ハングル演習Ⅰ 4

特別ハングル演習Ⅱ 4 特別ハングル演習Ⅱ 4

（削除） ハングル検定演習 1

特別中国語演習Ⅰ 2 特別中国語演習Ⅰ 2

特別中国語演習Ⅱ 2 特別中国語演習Ⅱ 2

（削除） Reading & Structure Ⅰ 1

（削除） Reading & Structure Ⅱ 1

Current Events Ⅰ 1 （新設）

Current Events Ⅱ 1 （新設）

（削除） Current Events 1

（削除） Leadership Development 1

（削除） Global Issues Ⅰ 1

（削除） Global Issues Ⅱ 1

Grammar for Communication 1 （新設）

Reading ＆ Writing 1 （新設）

Reading ＆ Critical Thinking　 1 Reading & Critical Thinking 1
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新（変更案） 旧（現行）

English for Careers 1 English for Careers 1

Reading ＆ Discussion 1 Reading & Discussion 1

Career Workshop 1 Career Workshop 1

Speaking ＆ Listening Ⅰ 1 Speaking ＆ Listening Ⅰ 1

Speaking ＆ Listening Ⅱ 1 Speaking ＆ Listening Ⅱ 1

Basics for Presentation Ⅰ 1 Basics for Presentation Ⅰ 1

Basics for Presentation Ⅱ 1 Basics for Presentation Ⅱ 1

Speaking ＆ Listening Ⅲ 1 Speaking ＆ Listening Ⅲ 1

Writing　Ⅰ 1 Writing　Ⅰ 1

Writing　Ⅱ 1 Writing　Ⅱ 1

Global CommunicationⅠ 1 （新設）

Global CommunicationⅡ 1 （新設）

Presentation 1 Presentation 1

ドイツ語Ⅰ 2 ドイツ語Ⅰ 2

ドイツ語Ⅱ 2 ドイツ語Ⅱ 2

フランス語Ⅰ 2 フランス語Ⅰ 2

フランス語Ⅱ 2 フランス語Ⅱ 2

中国語Ⅰ 2 中国語Ⅰ 2

中国語Ⅱ 2 中国語Ⅱ 2

スペイン語Ⅰ 2 スペイン語Ⅰ 2

ハングルⅠ 2 ハングルⅠ 2

ハングルⅡ 2 ハングルⅡ 2

フランス語ⅠA 1 フランス語ⅠＡ 1

フランス語ⅠB 1 フランス語ⅠＢ 1

英語コミュニケーションⅠ 2 英語コミュニケーションⅠ 2

英語コミュニケーションⅡ 2 英語コミュニケーションⅡ 2

英語コミュニケーションⅢ 1 英語コミュニケーションⅢ 1

英語コミュニケーションⅣ 1 英語コミュニケーションⅣ 1

英語リーディングⅠ 1 英語リーディングⅠ 1

英語リーディングⅡ 1 英語リーディングⅡ 1

英語ライティングⅠ 1 英語ライティングⅠ 1

英語ライティングⅡ 1 英語ライティングⅡ 1

ＴＯＥＩＣ演習Ⅰ 1 ＴＯＥＩＣ演習Ⅰ 1

ＴＯＥＩＣ演習Ⅱ 1 ＴＯＥＩＣ演習Ⅱ 1

ＴＯＥＩＣ演習Ⅲ 1 ＴＯＥＩＣ演習Ⅲ 1

ＴＯＥＦＬ演習 1 ＴＯＥＦＬ演習 1

TOEIC(初級） 1 TOEIC(初級） 1

イタリア語ⅠA 1 イタリア語ⅠA 1

イタリア語ⅠB 1 イタリア語ⅠB 1

日本語初級A 3 日本語初級A 3

日本語初級B 3 日本語初級B 3

日本語初級C 3 日本語初級C 3

日本語初級D 3 日本語初級D 3

日本語中級A 3 日本語中級A 3

日本語中級B 3 日本語中級B 3

日本語中級C 3 日本語中級C 3

日本語中級D 3 日本語中級D 3

日本語・上級Ⅰ 2 日本語・上級Ⅰ 2

日本語・上級Ⅱ 2 日本語・上級Ⅱ 2

日本語・上級Ⅲ 2 日本語・上級Ⅲ 2

日本語・上級Ⅳ 2 日本語・上級Ⅳ 2

言語・情報科目群　情報リテラシー科目 言語・情報科目群　情報リテラシー科目

データリテラシー・AIの基礎 2 データリテラシー・AIの基礎 2

（削除） データリテラシー・AI入門 2

Accessデータベース基礎 2 Accessデータベース基礎 2

情報社会を生きる技術 2 情報社会を生きる技術 2

Webデザイン基礎 2 Webデザイン基礎 2

Webデザイン応用 2 Webデザイン応用 2

Scratchによるプログラミング 2 Scratchによるプログラミング 2

グラフィックデザイン基礎 2 グラフィックデザイン基礎 2

フォトレタッチ基礎 2 フォトレタッチ基礎 2

データサイエンスの基礎とExcel 2 データサイエンスの基礎とExcel 2

データサイエンスの応用とExcel 2 （新設）

健康・スポーツ科目群　健康・スポーツ科学科目 健康・スポーツ科目群　健康・スポーツ科学科目

生涯スポーツ論 2 生涯スポーツ論 2

スポーツと栄養 2 スポーツと栄養 2

スポーツと現代社会 2 スポーツと現代社会 2

（削除） 知っておきたい応急処置 2
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新（変更案） 旧（現行）

健康・スポーツ科目群　スポーツ実技科目 健康・スポーツ科目群　スポーツ実技科目

（削除） スポーツ実技（フットサル） 1

スポーツ実技（テニス） 1 スポーツ実技（テニス） 1

スポーツ実技（ゴルフ） 1 スポーツ実技（ゴルフ） 1

スポーツ実技（バレーボール） 1 スポーツ実技（バレーボール） 1

スポーツ実技（バドミントン） 1 スポーツ実技（バドミントン） 1

スポーツ実技（ジャズダンス） 1 （新設）

スポーツ実技（エアロビクス） 1 スポーツ実技（エアロビクス） 1

スポーツ実技（軽スポーツ） 1 スポーツ実技（軽スポーツ） 1

スポーツ実技（ヨガ） 1 スポーツ実技（ヨガ） 1

からだと気づきと姿勢法 1 からだと気づきと姿勢法 1

スポーツ実技（水泳） 1 （新設）

スポーツ実技（スリムエアロ） 1 スポーツ実技（スリムエアロ） 1

スポーツ実技（ダンスエアロ） 1 スポーツ実技（ダンスエアロ） 1

スポーツ実技（サッカー） 1 （新設）

（削除） スポーツ実技（バンジーエクササイズ） 1

（削除） スポーツ実技（エアリアルワーク） 1

スポーツ実技（スタイルジャズ） 1 スポーツ実技（スタイルジャズ） 1

（削除） 大学学び発見ゼミ 2

単位互換協定科目 単位互換協定科目

（削除） 近代建築の歴史を辿る 2

（削除） グローバル食糧生産の裏側を探る 2

（削除） 音楽ア・ラ・カルト 2

（削除） ムーヴメントとダンスの探究 2

5　学科指定外国語科目の中から8単位以上

健康・スポーツ科学部　スポーツマネジメント学科 （新設）

1　共通教育科目の中から8単位以上

2　共通教育科目『言語・情報科目群』の中の「情報リテラシー科目」から「デー
タリテラシー・AIの基礎」（2単位・必修）

3　基礎教育科目の中から12単位以上

4　専門教育科目の中から62単位以上

2　共通教育科目『言語・情報科目群』の中の「情報リテラシー科目」から「デー
タリテラシー・AIの基礎」（2単位・必修）

3　基礎教育科目の中から16単位以上

4　専門教育科目の中から46単位以上

5　学科指定外国語科目の中から8単位以上

4　専門教育科目の中から54単位以上

5　学科指定外国語科目の中から8単位以上

心理・社会福祉学部　社会福祉学科

3　基礎教育科目の中から16単位以上

4　専門教育科目の中から46単位以上

1　共通教育科目の中から10単位以上

心理・社会福祉学部　心理学科 （新設）

5　学科指定外国語科目の中から8単位以上

1　共通教育科目の中から6単位以上

2　共通教育科目『言語・情報科目群』の中の「情報リテラシー科目」から「デー
タリテラシー・AIの基礎」（2単位・必修）

3　基礎教育科目の中から8単位以上

（新設）

履修方法（別表第1、第2の備考） 履修方法（別表第1、第2の備考）

（略） （略）

（削除） 文学部　心理・社会福祉学科

1　共通教育科目の中から10単位以上

2　共通教育科目『言語・情報科目群』の中の「情報リテラシー科目」から「デー
タリテラシー・AIの基礎」（2単位・必修）
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新（変更案） 旧（現行）

別表第８（第39条関係） 別表第８（第39条関係）

令和５年度の入学生 （新設）

4　専門教育科目の中から80単位以上

5　学科指定外国語科目の中から8単位以上

（新設）社会情報学部　社会情報学科

1　共通教育科目の中から16単位以上

2　共通教育科目『言語・情報科目群』の中の「情報リテラシー科目」から「デー
タリテラシー・AIの基礎」（2単位・必修）

5　学科指定外国語科目の中から8単位以上

3　基礎教育科目の中から4単位以上

（削除） 生活環境学部　情報メディア学科

1　共通教育科目の中から14単位以上

2　共通教育科目『基礎教養科目群』の中の「人文科学科目」、「社会科学科
目」、『ジェンダー科目群』及び『大学・初年次ゼミ』の中の学び発見ゼミ」から合
計4単位以上、『基礎教養科目群』の中の「国際理解科目」、「現代トピック科
目」から合計2単位以上、『言語・情報科目群』の中の「情報リテラシー科目」か
ら「データリテラシー・AIの基礎」（2単位・必修）

3　基礎教育科目の中から4単位以上

4　専門教育科目の中から80単位以上
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○武庫川女子大学学部教授会規程

平成２年３月26日 

規程第２号 

改正 平成３年４月１日 

平成４年４月１日 

平成５年４月１日 

平成７年４月１日 

平成10年４月１日 

平成18年４月１日 

平成19年４月１日 

平成27年４月１日 

令和３年４月１日 

（目的） 

第１条 この規程は、武庫川女子大学学則第55条の規定に基づき、武庫川女子大学学部教

授会（以下「教授会」という。）の運営に関し、必要な事項を定める。 

（構成） 

第２条 教授会は、当該学部の教授をもって構成する。ただし、学部長が必要と認めたとき

は、准教授、講師及び助教を加えることができる。 

（審議事項） 

第３条 教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものと

する。 

(1) 学生の入学、卒業及び課程の修了に関する事項

(2) 学位の授与に関する事項

(3) 前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴く

ことが必要なものとして学長が定めるもの 

２ 教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び学部長（以下この項において「学長等」

という。）がつかさどる教育研究に関する事項について審議し、及び学長等の求めに応じ、

意見を述べることができる。 

（招集） 

第４条 教授会は、学部長が招集し、その議長となる。学部長に事故あるとき、又は学部長

が欠けたときは、学部長があらかじめ指名した者が、その職務を代理し、又はその職務を

―学則―110―



行う。 

（定足数及び議決） 

第５条 教授会の定足数は、委任状の提出者を含め構成員の３分の２以上とし、議事は、出

席者の過半数でこれを決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

２ 休職中の者その他長期にわたって出席できない者は、前項の定足数から除く。 

３ 議長は、教授会構成員に直接の利害関係のある事項について審議するときは、当該構成

員を議決に加えないことができる。 

（非構成員の出席） 

第６条 議長は、必要があるときは、構成員以外の者を出席させて意見を求めることができ

る。 

（守秘義務） 

第７条 人事に関する事項及び学生の個人情報に関する事項の審議内容については、秘密を

漏らしてはならない。 

（議事録） 

第８条 議事録は、中央キャンパス大学事務室又は学部事務室職員が作成し、学長の確認を

得なければならない。ただし、前条に定める事項の議事録は公開しない。 

（庶務） 

第９条 教授会の庶務は、中央キャンパス大学事務室又は学部事務室が担当する。 

（改廃） 

第10条 この規程の改廃は、評議会の意見を聴いて、学長が決定する。 

（その他） 

第11条 学部長は、この規程に定めるもののほか、必要な事項を定めることができる。 

附 則 

１ この規程は、平成２年４月１日から施行する。 

２ 武庫川女子大学・武庫川女子大学短期大学部教授会規程（昭和45年４月１日）は、こ

れを廃止する。 

附 則 

この規程は、平成３年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成４年４月１日から施行する。 

附 則 
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この規程は、平成５年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成７年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成10年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成18年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成19年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成27年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、令和３年４月１日から施行する。 
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○武庫川女子大学評議会規程 

平成２年３月26日 

規程第４号 

改正 平成10年４月１日 

平成21年４月１日 

平成27年４月１日 

平成31年４月１日 

（目的） 

第１条 この規程は、武庫川女子大学学則第55条の規定に基づき、武庫川女子大学評議会（以下「評議

会」という。）の運営に関し、必要な事項を定める。 

（構成） 

第２条 評議会は、開設する学部・学科を代表する者を含む次に掲げる評議員をもって構成する。 

(1) 学長 

(2) 副学長 

(3) 各学部長 

(4) 共通教育部長 

(5) 各学科長 

(6) 教育研究所長 

(7) 附属図書館長 

(8) その他、学長が必要と認めた者 

（任命） 

第３条 評議員は、学長の申請に基づき理事長が任命する。 

（審議事項） 

第４条 評議会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものとする。 

(1) 学則に基づく規程の制定改廃に関する事項 

(2) 学務に関する全般的事項 

(3) 学生の入学及び卒業の基準に関する事項 

(4) 教育課程の編成に関する全学的な方針の策定、検証、評価等に関する事項 

(5) 教育、研究に関する全般的事項 

(6) その他学長が評議会の意見を聴くことが必要と定める事項 

（招集） 

第５条 評議会は、学長が招集し、その議長となる。学長に事故あるとき、又は学長が欠けたときは、

学長があらかじめ指名した者が、その職務を代理し、又はその職務を行う。 
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（定足数及び議決） 

第６条 評議会の定足数は、構成員の３分の２以上とし、議事は、出席者の過半数でこれを決し、可否

同数のときは、議長の決するところによる。 

２ 休職中の者その他長期にわたって出席できない者は、前項の定足数から除く。 

３ 議長は、評議会構成員に直接の利害関係のある事項について審議するときは、当該構成員を議決に

加えないことができる。 

（非構成員の出席） 

第７条 議長は、必要があるときは、構成員以外の者を出席させて意見を求めることができる。 

（議事録） 

第８条 議事録は、教務部教務課長が作成し、学長の確認を得なければならない。 

２ 議事録は、評議会の了承を得ないで外部に漏らしてはならない。 

（庶務） 

第９条 評議会の庶務は、教務部教務課が担当する。 

（改廃） 

第10条 この規程の改廃は、評議会の意見を聴いて、学長が決定する。 

（その他） 

第11条 学長は、この規程に定めるもののほか、必要な事項を定めることができる。 

附 則 

この規程は、平成２年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成10年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成21年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成27年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成31年４月１日から施行する。 
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設置の趣旨等を記載した書類 

１．設置の趣旨及び必要性 

武庫川女子大学（以下「本学」という。）の歴史は、学校法人武庫川学院の創設者・

公江喜市郎が昭和 14年に開設した武庫川高等女学校に端を発する。本学は、「武庫川学

院立学の精神に基づき、女子に広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究

し、高い知性と善美な情操と高雅な徳性を兼ね具えた有為な日本女性を育成して、平和

的世界文化の向上に貢献する」（学則第 1条）ことを目的に、戦後間もない昭和 24年に

開学した。当初は学芸学部のみであったが、常に時代や社会の要請に応え得る進取の精

神と学問探究の姿勢を堅持しつつ、教育研究体制の整備と充実に邁進してきた結果、令

和 3年度現在で大学には文学部、教育学部、健康・スポーツ科学部、生活環境学部、食

物栄養科学部、建築学部、音楽学部、薬学部、看護学部、経営学部の 10 学部 17 学科、

大学院には文学研究科、臨床教育学研究科、健康・スポーツ科学研究科、生活環境学研

究科、食物栄養学研究科、建築学研究科、薬学研究科及び看護学研究科の 8 研究科 14

専攻を有する全国最大規模の女子総合大学へと発展を遂げている。 

既設の文学部心理・社会福祉学科では、この度、次項の理由及び必要性から、文学部

心理・社会福祉学科を改組発展させ、兵庫県西宮市の武庫川女子大学中央キャンパスに

「心理・社会福祉学部（心理学科・社会福祉学科）」を令和 5 年 4 月に開設すべく計画

した。 

【資料 1：令和４年度武庫川女子大学教学組織図】 

(1) 設置の理由及び必要性

文学部心理・社会福祉学科の歴史は、昭和 61 年に文学部教育学科初等教育専攻の中

に開設された人間関係コースに遡る。その後、ストレス社会や少子高齢化社会への移行

に伴うニーズの高まりを受け、平成 6年に人間関係学科として教育学科より発展的に分

離した。さらに平成 12 年に人間科学科として改組転換され、人間を考究するうえで欠

くことのできない「心」と「対人援助」の視点を明確に打ち出し、心理学と社会福祉学

の２コース体制とした。そして、平成 17 年には、学科名を心理・社会福祉学科に改め

て現在に至っている。 

文学部心理・社会福祉学科では、人間関係を築き自己実現を目指すために欠かせない

心理学と社会福祉学に関する知識と技術を学ぶことにより、社会の一員として、幸福で

かつ豊かな人生を創造するための具体的な見識を持つ人材の養成に取り組み、現在に至 

っている。この学科の教育目標を達成するために、コース別に入学者選抜を実施せず、

１年次は心理学と社会福祉学のどちらも学ぶことにより、興味のある学問領域と進みた

い将来の方向性を見極めたうえで、心理コースまたは社会福祉コースのいずれかを選択
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し、2年次より対人援助のスペシャリストを目指して、より専門性の高い学問を学ぶ体

制をとっている。 

①開設時期

○心理・社会福祉学部

近年の社会の変化には非常に大きいものがある。我が国が目指すべき未来の姿として、

第５期科学技術基本計画において、Society 5.0が提唱された。これは、サイバー空間

（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、経済

発展と社会的課題の解決を両立する人間中心の社会を指している。この Society 5.0で

実現する社会は、「IoT(Internet of Things)ですべての人とモノがつながり、様々な知

識や情報が共有され、今までにない新たな価値を生み出すことで、これらの課題や困難

を克服」し、「社会の変革（イノベーション）を通じて、これまでの閉塞感を打破し、

希望の持てる社会、世代を超えて互いに尊重し合える社会、一人ひとりが快適で活躍で

きる社会」である。 

2015 年の国連サミットでも、「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」（SDGs）が

採択され、「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現のため

に、2030年までを期限とする「普遍性」、「包摂性」、「参画型」、「統合性」、「透明性」の

5つの特徴をもつ 17の国際目標を定めた。この SDGs は、目標実現のための３つの柱と

なる方策を本質部分として内包している。第一に、2030 年のありたい姿から今を考え

るという「バックキャスティング」、第二に、異なるアクターのつながりによる変革を

目指すという「マルチステークホルダー」、第三に、内発的動機に基づくアクションと

しての「自分ごととしての行動」である。 

以上のような意識変革を伴う劇的な社会変革の渦中にあって、大学は何を目指し、何

を今行うべきかを考えたとき、大きな変革期に生き、持続可能な発展を牽引する当事者

として活躍できる人材の育成が最大の課題であり、できるだけ早期にこうした期待に応

える教育課程編成を行うことが求められている。その社会の要請に応えるべく、令和５

年４月に、本学が長きにわたり培ってきた心理学と社会福祉学の教育・研究の実績をも

とに、心理学科、社会福祉学科の２学科を擁する「心理・社会福祉学部」（以下「本学

部」という）の設置を構想するに至った。 

○心理学科

Society 5.0において学びの内容や環境が様変わりし、従来型の教育では社会を牽引

する人材の輩出が難しくなるという強い危機感は、文部科学省、経済産業省を中心に導

入を推し進めている「STEAM教育」にも反映されている。「STEAM」（Science、Technology、

Engineering、Arts、Mathematics）では、各教科を座学で学ぶ教科学習だけではなく、

実社会での課題解決のために、教科横断的に創造的に学んでいくことが推進されている。

また、これまで連綿と受け継がれてきた、親から子へ、先人から後人、教師から学生へ



という一方向的な知識の伝達が難しくなり、基本的に同じパターンの知識の再生産ルー

プという、これまでの知識伝達パラダイムが機能しなくなることが予想される。知識伝

達においてはたしてきた「経験値」の役割が低下し、教育もこれまでのような知識の「実

装」に終始するのではなく、知識の利用や活用のための能力開発、すなわち「探求型の

学び」が必要となる。 

 既設の心理・社会福祉学科心理コースでは、人間の心について学び、心の専門家であ

る公認心理師、あるいは製造業や小売業、情報通信業、サービス業、公務員など多岐に

渡る現場で活躍できる人材を育成してきた。しかし、文学部という枠の中では、哲学の

流れを汲む心理学にやや主流が置かれ、心理臨床家としての支援技術だけでなく、社会

生活に広く応用できる多様な知識の習得は限られてきた。すなわち、心理学の特徴であ

る多様な分野にわたる心理学の習得機会が設定できていない。Society 5.0 における

「STEAM教育」を踏まえて、論理的思考を含めたアカデミック・スキル、データ解析や

社会調査などのリサーチ・スキル、心理学と親和性の高い AI やデータサイエンスの習

得が求められている。 

○社会福祉学科

近年社会的問題となっている虐待、貧困、子育て、介護、孤独死、障害児・障害者差

別等の問題を解決するためには、地域社会における保健、医療、教育と福祉が連携しな

がら協働することを目指す社会福祉実践（ソーシャルワーク）の充実が必要である。本

学科では、文学部人間科学科であった平成 14 年から、人権擁護の理念や原理、価値を

備えた人材養成を目的とした社会福祉専門教育に取り組んできている。特に、社会福祉

の専門性を有する人材の養成に貢献しながらも社会福祉教育は、グローバル化が進む中

では、国際的視野と多文化共生意識を備える人材養成への期待が高まっている。外国籍

を保有する市民やマイノリティーという言われる人々の人権を擁護し生活を支援する

ためには、自治体行政及び NGO・NPO 団体と協働し、必要に応じて顕在化しつつあるニ

ーズに対応するためのサービスを起業するソーシャルビジネスが期待される分野とな

りつつある。 

②社会的要請

○心理・社会福祉学部

これまで述べてきた、来るべき Society 5.0におけるパラダイムシフトを視程に入れ

ると、人材養成の要として、心理学教育及び社会福祉学教育への大きな変化が社会から

求められている。Society 5.0 では、働き方も大きく変わる。働き方が変われば、求め

られる人材像、求められる能力も変わる。人工知能（AI）により、必要な情報が必要な

時に提供され、自動化技術も普及し、ビジネスの世界を中心に「デジタル変革（デジタ

ルトランスフォーメーション：DX）」が浸透する。このようなこれからの社会に生きる

社会人として必要な能力を、経済産業省は「新・社会人基礎力」としている。これまで
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の社会人基礎力として挙げられていた「前に踏み出す力（主体性、働きかけ力、実行力）」、

「考え抜く力（課題発見力、計画力、想像力）」、「チームで働く力（発信力、傾聴力、柔

軟性、情況把握力、規律性、ストレスコントロール力）」に、「何を学ぶか【学び】」、「ど

のように学ぶか【組合せ】」、「どう活躍するか【目的】」という３つの視点が加えられて

いる。働き手である個人とその働き手を受け入れる企業・組織がこの３つの視点を共有

し、個人は主体性・モチベーションの向上を図り、企業側はエンゲージメントの向上を

図り、個人の成長と企業の成長のベクトルをすり合わせることにより、新しい社会にお

ける生産性の向上が実現可能になるものと考えられている。人の心と、人と人とのネッ

トワークにより構築される社会にかかわる諸課題を俯瞰的かつ総合的に捉えて、課題を

発見し、解決への道筋を切り開く人材が求められている。 

○心理学科

サイバー空間とフィジカル空間を高度に融合させながらも、人間を中心とする

Society 5.0では、人間の心の働きを、思索や内省だけでなく、エビデンスとして把握

し分析することが求められ、「デジタル変革」の中では、人間と AI の共存、あるいは、

その相補関係を理解した心の専門家が必要になる。また、コロナ禍による情勢変化によ

り、新たな日常の構築に向けて、人の心を理解し支援することによって、持続可能で強

靭な社会への変革、知の創造、新たな社会に対応できる人材の養成が、ますます期待さ

れている。 

○社会福祉学科

生活困難を抱える人々への支援あるいは解決方策を導き出す社会福祉実践は、戦後の

民主主義国家の成立以降、その専門性の向上が期待されている。社会福祉専門職の国家

資格化以降は行政、医療、保健、教育といった幅広分野で、市民の健康で文化的な生活

の保持及び増進に貢献する人材が活躍を見せるようになっている。その一方で、人口減

少社会によって地域社会の結びつきが弱まり、高齢者や子育て家庭の孤立化、マイノリ

ティーの排除等様々な問題が顕在化し、多文化共生を目指す我が国の方向性と併せて、

これらの課題解決が急務となっている。 

③地域的要請

○心理・社会福祉学部

本学は兵庫県東部の阪神地区に位置し大阪市、神戸市の中間点にあり、多くの学生は

兵庫県内、大阪府、奈良県、和歌山県、四国 4県、北陸３県から入学している。 

○心理学科

本学が立地する兵庫県は、神戸市を代表とする都市地域や、丹波地方を代表とする山

間地域、淡路島などの島嶼地域などを抱え、多様な心の健康増進に対する社会的ニーズ

が存在する。心理学を専門に学ぶことができる大学は西宮市内にも複数あるが、エビデ

ンスに基づき、人間と AI の共存、あるいは、その相補関係を理解した心の専門家、及
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び心の健康の増進に寄与できる公認心理師への需要は高く、本学もこうした需要に応え

る社会的責務があると考えられる。 

○社会福祉学科

近畿圏、阪神間は古くから海外との交流も盛んであり、外国籍の市民も多く生活を

営んでいる。その一方で生活格差も広がり生活困窮世帯の増加、児童虐待、孤立高齢

者、外国籍市民の生活困難等の問題が顕在化している。兵庫県、大阪府、神戸市をは

じめとする近隣自治体はこういった社会的問題に対応するために社会福祉専門職の採

用を増やしており、併せて医療機関、社会福祉協議会等でも国家資格を有する専門職

の採用が行われている現状がある。社会福祉の専門性を基盤としながら多文化共生の

社会づくりに貢献する人材の養成には、近隣自治体を含め専門機関からも強い期待が

寄せられている。 

(2) 養成する人材像

○心理・社会福祉学部

本学が掲げる立学の精神と教育推進宣言に則り、平和で民主的な社会の形成者として、

幅広い教養と豊かな人間性を備えるとともに、本学部では、来るべき人間中心社会の担

い手として、「誰一人取り残さない (leave no one behind) 世界」の実現に向けて、社

会が抱えるさまざまな課題の解決や新たな価値創造のために、心理学や社会福祉学の知

識とスキルを積極的に活用して「持続可能な社会」の実現に貢献できる人材を養成する。 

本学部では、「自身の理想を探求し、追求できる人を養成する」（自己実現）と「社会

の一員としての自覚を持ち、人々の幸福に貢献できる人を養成する」（社会貢献）とい

う２つを教育目標として設定し、「通時的な知の尊重」、「共時的な知の尊重」、「公共的

な知の尊重」という「３つの知の尊重」というビジョンを掲げ、その達成を目指す人材

を養成する。 

「通時的な知の尊重」とは、先人の知の営みを尊重し、さらなる学問的な知の高みを

目指すことで、この達成のため、科学的知識と科学的方法論に基づく思考と判断ができ

る人材の養成というミッションを課す。「共時的な知の尊重」とは、自己と他者の経験

知を尊重し、社会における共同的な価値の創造を目指すことで、この達成のため、人び

とや社会の多様性、異質性に謙虚に向き合い、それにかかわっていくことができる人材

の養成、様々な課題に想像力と柔軟性をもって取り組むことができる人材の養成という

ミッションを課す。「公共的な知の尊重」とは、知の主体としての自己の存在を尊重し、

自ら考え、行動し、その達成の説明責任を果たすことを目指すことで、自らの考えを自

ら表現したいという欲求をもち、それを実現するスキルをもった人材の養成というミッ

ションを課す。

○心理学科

心理学科では、以下の人材を養成する。



1. 科学的知識と科学的方法論に基づく思考と判断ができる人材

2. 人々や社会の多様性、異質性に謙虚に向き合い、かかわっていくことができる人材

3. 様々な課題に想像力と柔軟性をもって取り組むことができる人材

4. 自らの考えを自ら表現したいという欲求をもち、それを実現するスキルをもった人

材

心理学分野における研究方法を理解し、適切な方法で収集したデータを適切な方法

で分析するスキルは、様々な場面で応用できる。また、心理学は「ヒト」を理解する

のみならず、対人関係や集団、社会をも研究対象とする。幅広い知識を身につけるこ

とが、様々な場面で問題を発見する能力にもつながると期待される。一方、今日で

は、多様な国籍、人種など様々な属性を持つ人たちが共に生活をしている。多様性の

ある社会では、お互いの価値観を理解し、受け入れ、尊重することが必要となる。そ

のためのコミュニケーション力を備えた人材が必要である。しかしながら、問題や課

題の大小を問わず、我々の取り組みが必ず成功するわけではない。直面した問題や課

題に応じて、マニュアル化された対応だけでなく、おかれた状況を適切に把握し、そ

の効果を想像しながら柔軟な対応策を考えられる力も備えるように養成したい。最終

的には、考えた対応策を、責任をもって実行できるスキルを養成する。自らの考えを

他者に伝え、ときには、他者と協力しながら解決していく力を身につけ、実践した経

験を次に活かしていける力を備えた人材を養成する。 

○社会福祉学科

社会福祉学科では、以下の人材を養成する。

1. 論理的思考力、問題解決力、コミュニケーション能力、課題探求力、表現能力など、

現代社会において必要となる社会人基礎力をもつ人材

2. 人の個性とその人らしく生きる権利を尊重しながら新たなコミュニティを築くこと

ができる人材

3. 修得した知識やスキルを活用し、問題解決に向けて新たな提案をするなど、想像力

を持って創造的に考え行動できる人材

4. 社会福祉士及び精神保健福祉士として、国及び地方公共団体の福祉専門職として活

躍する、あるいは、ソーシャルビジネスを起業できる人材

一人ひとりの個性とその人らしく生きる権利を尊重し、支援を必要としている人たち

と共に、自らも、さらには地域や社会もエンパワメントしていけるように、多文化共生

を目指す社会の一員としてさまざまな領域で活躍できる人を育成する。人権尊重の理念

を理解し、持続可能な包摂的社会の実現に向け地域市民として、また福祉専門職として、

他者と共に生きる社会における共同的な価値の創造を希求し、社会の多様性、異質性に

謙虚に向き合い、社会的な課題の解決に向けて実践することができる福祉専門職を養成

する。また、社会福祉士及び精神保健福祉士の国家試験資格を生かし、国及び地方公共

団体の福祉職をはじめ社会福祉協議会や医療機関、各種福祉施設・事業所での福祉専門
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職に就く人材、様々な社会的課題の解決に向けた NPO・NGO 団体での勤務やソーシャル

ビジネスを起業し、多文化共生社会の実現ができる人材を養成する。 

(3) 学位授与の方針(ディプロマポリシー)

○心理・社会福祉学部

本学の立学の精神には「高い知性と善美な情操と高雅な徳性」を兼ね具えた有為な

女性の育成が謳われている。心理・社会福祉学部及び心理学科では、この立学の精神

に基づいて、ディプロマ・ポリシーを以下の通り定めている。 

本学部では、本学の定める修業年限以上在学し、共通教育科目・基礎教育科目及び

専門教育科目を所定の履修方法に従って124単位以上を修得する。心理学科、社会福祉

学科のそれぞれが定める能力・資質を備えた者、つまり心理学科にあっては、心理学

的知識と方法論を駆使して、自身の自己実現を追求するのみならず、社会の一員とし

ての強い自覚のもと人類社会の幸福を希求できる者、社会福祉学科にあっては、社会

福祉の理念、価値、原理を基盤として現代社会における人々の生活上の困難及び地域

社会の課題の解決に貢献できる者に対し、教授会の意見を聴いて、学長が卒業を認定

する。卒業が認定された心理学科の者には、学士（心理学）、卒業が認定された社会福

祉学科の者には、学士（社会福祉学）の学位を授与する。 

○心理学科

1. 知識・態度

1-1. 心理学に関する専門的知識を有している。

1-2. 心理学の方法論を理解している。

1-3. 人間の心理や行動を科学的に捉えることができる。

2. 技能・表現

2-1. 心理学的方法論に基づいて情報を収集・分析することができる。

2-2. 他者と協働するための基礎的なコミュニケーション能力を有している。

2-3. 自身の考えを分かりやすくプレゼンテーションできる能力を有している。

3. 思考・判断

3-1. 課題を発見しその課題の解決策を立案できる。

3-2. 他者と協働／協力することができる。

3-3. 論理的に説明することができる。

○社会福祉学科

1. 知識・理解

1-1. 社会福祉学に関する基礎的・専門的知識を有している。

1-2. (Society5.0がめざす)人間中心社会の理念を理解し、持続可能な包摂的社会の実

現に向けて活動する地球市民として求められる行動規準について理解している。

2. 技能・表現



2-1. 論理的思考により、社会実装をめざした建設的な方策が提案できる。

2-2. 自らの考えを他者に伝えられるコミュニケーション能力及びプレゼンテーション

能力を有している。

2-3. 他者との円滑な関係を構築し、それを維持しながら多様な人々と協働することが

できる。

3. 思考・判断

3-1. 知の主体としての自己の存在を尊重し、自ら考え、行動し、その達成の説明責任

を自らに課すことができる。

3-2. 自己の経験知の尊重と相対化により、他者と共に生きる社会における共同的な価

値の創造を希求することができる。

3-3. 必要な情報を収集・整理し、あらたな問題を発見することができる。

3-4. 倫理的ジレンマに惑わされることなく、問題に対する解決策を立案し、冷静・柔

軟に公正な判断のもとに実行することができる。

3-5. 多様な人々の生活課題を社会的な背景や構造、さらにはコミュニティと結びつけ

て思考することができる。

4. 態度・志向性

4-1. 社会の多様性、異質性に謙虚に向き合い、学び合いの精神で、“Cool head but

warm heart”（冷静な頭脳と温かい心）をもって社会的な課題に立ち向かうことがで

きる。

4-2. 自ら考えを自ら表現したいという欲求をもち、適切な場面でそれを実現するスキ

ルをもっている。

4-3. 人々の生活とコミュニティにおける課題を自ら発見し、解決しようとする積極的

で前向きな姿勢をもっている。

4-4. 社会的な課題について、社会福祉の考え方とソーシャルビジネスも視野に入れた

手法を用いて、解決に向けて取り組むことができる。

4-5. グローバルな社会の一員としての役割を見いだし、こころもからだも健康に、暮

らしやすい社会の実現に向けて行動することができる。

(4) 研究対象とする中心的な学問分野

本学部が研究対象とする中心的な学問分野は、「心理学」と「社会福祉学」である。

その中でも、心理学科は「発達心理学」、「臨床心理学」、「実験心理学」、「社会心理

学」、「消費者心理学」、「認知心理学」等、社会福祉学科は「ソーシャルワーク概論」、

「現代社会と福祉」、「ソーシャルワーク論」、「児童・家庭福祉論」、「精神保健福祉

学」、「精神保健福祉の原理」、「精神障害リハビリテーション」、「精神保健」、「多文化

共生社会学」、「多文化社会とソーシャルワーク」、「ソーシャルビジネス概論」等を含

む。これらの分野は心理学、社会福祉学を教育・研究する上で中核となる分野である

－設置等の趣旨（本文）－9－ 



と同時に、それぞれが密接に関連しあっている。そのため、分野を超えた学際的研究

も視野に入れている。 

２．学部・学科等の特色 

○心理・社会福祉学部

本学は、学則第 1条（目的）において「本学は、武庫川学院立学の精神に基づき、女

子に広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、高い知性と善美な情操

と高雅な徳性を兼ね具えた有為な日本女性を育成して、平和的世界文化の向上に貢献す

ること」を目的として掲げており、社会の要請に応じて、女性として最大限の能力が発

揮できる人材育成を行ってきた。これは本学創設以来の特色であり、本学部の設置もそ

の一環である。 

本学部の特色として、以下の 3点を挙げることができる。 

1.高度専門職業人としての心の専門家・福祉のスペシャリストの養成

平成 17 年『我が国の高等教育の将来像』の中央教育審議会答申には、高等教育の多

様な機能と個性・特色の明確化において、大学等の目指すべき具体的目標として、1. 世

界的研究・教育拠点、2. 高度専門職業人養成、3. 幅広い職業人養成、4. 総合的教養

教育、5. 特定の専門的分野の教育・研究、6. 地域の生涯学習機会の拠点、7. 社会貢

献機能（地域貢献、産学官連携、国際交流等）の 7点が示されている。 

心理・社会福祉学部は、心理学、社会福祉学の知識・技能を体得し、心の専門家、福

祉のスペシャリストとして、人類社会の幸福と平和に貢献できる人材の輩出を目指して

いる。その教育内容は高度専門職業人の養成を念頭においたものであり、「2. 高度専門

職業人養成」を学部の主たる特色として、「3. 幅広い職業人養成」、「4. 総合的教養教

育」、「5. 特定の専門的分野の教育・研究」、「7. 社会貢献機能（地域貢献、産学官連携、

国際交流等）」の特色も併せ持っている。 

上記に掲げた人材養成を実質化するために必要な知識と技術を身に付けるには、講義

で学んだことを実験や実習で体験し、理解をより深めることが重要となる。知識の実践

の場である実験や実社会における貢献を想定に入れた実習の学習効果を高めるため、充

実した設備・施設と幅広い専門領域を持つ教員による教育が本学部の特色でもある。 

2.３つの＜知の尊重＞というビジョンを掲げ、実践的な知の獲得を目指す 

これからの社会がどのような様相を示すかは極めて流動的であり、誰も確固たるイメ 

ージを描けるわけではない。しかし、その社会がどのような社会であろうと、Society 

5.0 にかかわる諸課題を俯瞰的かつ総合的に捉えて、課題を発見し、解決への道筋を切

り開く人材には、「実践的な知」が求められる。実践的な知とは、社会のどのような分

野においても活用でき、どのようなキャリア形成においても有効に機能する汎用的な能

力であり、そこには大きく「個人の能力」と「対人能力」が含まれる。本学部は、思弁
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的な思考習慣を身につけ科学的な方法論を駆使することにより、様々な知の社会実装を

実現できる人材を養成するために、この２つの能力の開発に注力する。 

3.社会との接続を常に意識した学修を行う

大学は一つの文化装置として社会に埋め込まれている。大学は社会に対して開かれて

おり、「閉じた」存在であってはならない。したがって、大学における教育内容も、常

に社会との接続、連携を意識したものでなくてはならない。 

本学部のカリキュラム編成や教育内容は、常に上記の「社会との接続」を視程におい

ており、そこで展開される学修は、常にそれを意識したものとなる。 

○心理学科

心理学科では、上述の心理・社会福祉学部の特色に加え、課題の解決方法を学ぶので

はなく、解決方法を生み出す力を養成することを目指す。すなわち、「心理学を、研

究、実用、臨床の側面から学ぶ」、「身近なケースを題材に、自ら課題を発見し、解決

方法を生み出す」、「日常における様々な場面での課題解決に向けて、自らの考えを発

信し、実社会で挑戦するフィールドワークを経験する」ことを特色とする。 

○社会福祉学科

社会福祉学科では、上述の心理・社会福祉学部の特色に加え、コミュニティと多文化共

生、ソーシャルビジネスといった価値、理念形成と実践力の習得を目指す。すなわち、

「学生自らの生活を捉え直し、生活の豊かさを追求する思考を養う」、「困難を抱える他

者の生活に関心を持ち、社会的問題として分析する力を養う」、「困難状況に置かれてい

る人への支援のあり方と同時に、地域と地域を取り巻く社会的環境をより豊かな方向に

変容、変革する方法を習得する」、「多文化共生社会における新しい社会福祉の考え方を

実践的に学び、活かされることを志向する」ことを特色とする。また、コミュニティに

存在する多様な課題の解決に取り組むためには、資金調達を含め、団体や組織の運営や

経営の仕方が問われる。財源調達の方法（ファンドレイジング）や組織の運営管理を学

び、実際に運営・経営していくためには、ソーシャルビジネスの理論と方法の獲得も本

学科の新たな取り組みとして特筆できる。 

３．学部・学科等の名称及び学位の名称 

(1) 学部・学科の名称

学部名称は、学部を構成する２つの学科の名称を学部名称にも反映させることが本学

部の独自性とアイデンティティを的確に表すものと判断し、「心理・社会福祉学部」と

する。学科名称は、現行の心理・社会福祉学科を構成する２つのコースの名称を採用す

ることにより、過去からの教育の連続性を表現し、かつ、よって立つ学問領域の専門性

を担保できると考え、「心理学科」と「社会福祉学科」とする。また、学部・学科の英語

名称については、国際的な通用性を考慮し、「心理・社会福祉学部」は“School of 
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Psychology and Social Welfare”、「心理学科」は“Department of Psychology”「社会

福祉学科」は“Department of Social Welfare”とする。 

この英語名称については、海外では University of California Berkeley校（➡社会

福祉学科の英語表記のみ）や、日本で同分野の学科を設置している神戸学院大学や昭和

女子大学でもこの名称を使用しており、国際的な通用性に考慮している。 

【学部名称】心理・社会福祉学部  School of Psychology and Social Welfare 

【学科名称】心理学科     Department of Psychology 

 社会福祉学科  Department of Social Welfare 

(2) 学位に付記する専攻分野の名称

学位の名称は、組織として研究対象とする学問分野をより具体的に反映させるために、

本学では学科の名称と連動させている。従って、学位の名称は、「心理学科」では「学

士（心理学）」、英語名称は ”Bachelor of Psychology”、「社会福祉学科」では「学士

（社会福祉学）」、英語名称は “Bachelor of Social Welfare” とする。 

【心理学科の学位名称】 学士（心理学）Bachelor of Psychology 

【社会福祉学科の学位名称】学士（社会福祉学）Bachelor of Social Welfare 

４．教育課程の編成の考え方及び特色 

(1) 教育課程編成の基本方針（カリキュラム・ポリシー）

○心理・社会福祉学部

本学部では、本学が掲げる立学の精神、教育目標、教育推進宣言に則り、心理学科、

社会福祉学科の養成する人材像、ディプロマ・ポリシーによって定めた資質・能力を有

する人材育成が、卒業時に達成できるように教育課程を編成する。そのためのカリキュ

ラム・ポリシーを次のとおり策定している。また、対人支援の現場についてより広い視

野と知識を習得するため、学部共通科目をおく。教育課程の編成にあたっては、開講学

年・配当学期・科目ナンバリングを予め示すことで、科目間の順次性・体系性を確保す

る。 

○心理学科

心理学科では、心理・社会福祉学部のカリキュラム・ポリシーのもと、自身の理想を

探求・追求し、社会の一員としての自覚を持ち、人びとの幸福に貢献できる人材の養成

を目指す。このため、本学科では、「基礎教育科目」は、学びの基礎となる知識を習得

するために、心理学の諸領域における専門的知識と方法論を主体的に習得できる科目で

編成する。「専門教育科目」では、心理学に関する専門的知識を幅広く習得するための
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科目、自ら課題を発見し問題解決に取り組む科目を設置し、社会で活躍するための実践

力を高める。「専門教育科目」は、「コア科目」、「臨床系科目」、「実用系科目」及び「研

究系科目」に区分し、学生が自ら重点目標を定め、学ぶことができるよう科目を配置す

る。「コア科目」は、心理学の基礎的な知識を学ぶ科目により編成する。「コア科目」で

学んだ基礎的な知識を、「臨床系科目」、「実用系科目」、「研究系科目」それぞれの科目

へ発展させる。「臨床系科目」では、臨床現場での実務に関する知識と技能を習得する

ための科目、「実用系科目」では、より実践的な専門知識とスキルを習得させる科目、

「研究系科目」では、心理学における研究方法やデータ解析に関する知識とスキルを習

得する科目を置く。そうして得られた学識と能力とを駆使して、最終学年では卒業研究

に結実させる。 

なお、本学科では、公認心理師の国家試験受験資格として大学で必要な科目を習得す

ることができる教育課程を編成する。また、所定の授業科目を習得することで、認定心

理士資格及び社会調査士資格の申請が可能になる教育課程を編成する。 

○社会福祉学科

社会福祉学科では、ディプロマ・ポリシーに掲げる資質・能力を身につけた人材を育

成するために、体系的かつバランスのとれた教育課程を編成し、主体的積極的な学びを

促す。「共通教育科目」、「基礎教育科目」、「専門教育科目」にわたって計画的に履修し、

一つ一つの科目の学びがもたらす意義を自覚し、知識・技能・判断力が修得できるよう

に科目を設置する。「基礎教育科目」では、専門教育への導入的役割を担う科目、「専門

教育科目」では、専門知識を修得し、さらにその知識を体系的に統合して実践的に応用

する科目を設置する。そうして得られた学識と能力とを駆使して、最終学年では卒業論

文に結実させる。 

(2) 科目区分の設定及びその理由、各科目区分の科目構成とその理由

①科目区分の設定及びその理由

心理・社会福祉学部の教育課程は、科目区分、その区分内の科目構成、科目の種類、

配当年次などについて詳細な検討を行い、体系的なカリキュラムを実現している。本学

部のカリキュラムは、全学の方針に従い「共通教育科目」、「基礎教育科目」及び「専門

教育科目」から編成される。 

共通教育科目は、思想や学問について広く基礎を学び、変化の激しい現代社会におい

て的確に判断できる知性及び知識、技能を修得すること、真摯な学習と実践を通じて、

思いやりと心の豊かな感性をもつ自律的な個人を確立することを目指している。さらに、

専攻した学部及び学科での専門教育と有機的な連携し、卒業後、様々な分野で社会をリ

ードする女性を育成することも目的としている。 

 これに対して、基礎教育科目及び専門科目は、心理学科及び社会福祉学科が独自に設

定する科目である。基礎教育科目は、専門知識の習得に必要な基礎知識への理解を図る
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ことを目標に配置し、専門教育科目では、心理学科及び社会福祉学科における専門知識

を修得し、さらにその知識を体系的に統合して実践的に応用する能力を養うための科目

を配置する。 

②各科目区分の科目構成とその理由

ａ．共通教育科目 

 共通教育科目では、目的達成のため、以下の教育目標（ＭＷ教養コア）にもとづき、

大きく 5つの科目群に分類される幅広い科目を設定している。 

1. 人文、社会、自然の各分野における人間理解に関する広い知識と学ぶ態度の修得

2. 心身の健康のための運動習慣の形成と生命の尊さや倫理に関する知識・態度の向上

3. ジェンダーの視点の理解と主体的な判断力・行動力の獲得

4. 自らの生涯にわたるライフデザインに資するキャリア形成能力の育成

5. 異文化を理解し、グローバルな視点で活躍するためのリテラシーと基礎知識の習得

「基礎教養科目群」は、文学、歴史、芸術、哲学など人間の文化全般について学ぶ人

文科学科目、社会生活を営むために必要な生活習慣・様式、制度の成り立ち・仕組みを

学ぶ社会科学科目、身の回りの自然現象や自然の成り立ちに関する客観的な考え方と論

理的思考の基礎を学ぶ自然科学科目、諸外国の文化、政治、経済の実情を知り、文化・

価値観の多様性を学ぶ国際理解科目、全世界で話題となっている近年の事象を様々な視

点から学ぶ現代トピック科目から構成される。「ジェンダー科目群」は、過去から現在

に至る性差に関わる諸問題について男女共同参画時代を踏まえて多面的に学ぶ科目、

「キャリアデザイン科目群」は、社会人に必要なビジネスマナーやコミュニケーション

スキルを磨き、企業の仕組みや職業などの知識を学ぶとともに、将来の夢の実現のため

に、今何を学び、いかに自らの能力を伸ばすのかを考える科目から構成される。「言語・

情報リテラシー科目群」は、英語、ドイツ語、フランス語、中国語、イタリア語、スペ

イン語、ハングルなどの言語リテラシーを習得する言語リテラシー科目、情報機器を使

って、様々な学習活動や社会生活で活用するための情報リテラシーを修得する情報リテ

ラシー科目から構成される。「健康・スポーツ科目群」は、健康の概念や健康を保つた

めの知識と健康な身体を維持する考え方や方法を学ぶ健康・スポーツ科学科目、様々な

スポーツ実技を通して、その種目のルールや運動の特性を知り、身体を動かす楽しみや

充実感を味わい、生涯にわたってスポーツを楽しむ能力と態度を養うスポーツ実技科目

から構成される。「初年次ゼミ」は、様々なテーマについて、ゼミ仲間でのディスカッ

ション、グループワークなどを通じ、主体的に学び、関わる力を養う科目で構成される。

ｂ．基礎教育科目 

○心理・社会福祉学部

基礎教育科目は、学修の基礎となる科目群で構成される。本学部では心理、社会福祉



の両学科の複数の専門科目を学科横断的に学修できるよう教育プログラムを編成する。

このプログラムを「HEART プログラム」と称し、「福祉を学んだ心の専門家」及び「心理

を学んだ福祉のスペシャリスト」の養成を強みとする本学部の人材養成の基盤をなすプ

ログラムとする。1 年次に両学科共通の必修科目として「人間と社会（HEART プログラ

ムコア）」を設置し、両学科における 4 年間の学修の方向づけを行うとともに、心理学

と社会福祉学という学問の共通性と独自性の両面を学べるようにする。なお、この HEART

プログラムでは、両学科共通の「人間と社会」以外に、各学科の複数の専門科目を学科

横断的に学修できるように開放し、「福祉を学んだ心の専門家」、「心理を学んだ福祉の

スペシャリスト」を強みとする本学部の人材養成の基盤をなすプログラムとする。

○心理学科

全学で実施される「初期演習Ⅰ」、「初期演習Ⅱ」をはじめ、心理学の諸領域における

専門的知識と方法論を主体的に習得できるように、専門教育科目の学びの基礎となる知

識を習得するための科目を置く。 

○社会福祉学科

全学で実施される「初期演習Ⅰ」、「初期演習Ⅱ」をはじめ、専門教育への導入的役割

を担う授業を開講する。学生が主体的に学び実践する姿勢を身につけるとともに、コミ

ュニケーション能力を高め、学生相互の豊かで円滑な人間関係の構築を目指す。専門教

育科目の学びの基礎となる知識を修得し、倫理感を育成するための科目を置く。 

c．専門教育科目 

○心理・社会福祉学部

心理学科、社会福祉学科の教育目的を実現するために、専門教育科目は、それぞれの

学科において、自らのキャリアプランに即して履修することで幅広い教養と専門的知識

に基づく思考力や判断力を養い、人びとの健康で安心できる人間関係さらには社会の構

築を目指すために必要な熱意や責任感、そして技能を身につけることを目指す専門的か

つ体系的な教育課程とする。 

 また、心理学科及び社会福祉学科の専門教育科目には、学部共通科目として各学科か

ら提供される乗り入れ科目を設定している。各学科での学びに加え、お互いに近接する

学問領域について、共に学び機会を提供することは、それぞれの専門性を客観的にとら

える機会にもなる。また、社会福祉士や精神保健福祉士、公認心理師は、同じ現場で協

働することもあり、相互に理解を深めることは有益であると考えられる。 

○心理学科

心理学科では、学科の教育目標に対応した「コア科目」に加えて、公認心理師受験に

必要な科目を中心に臨床現場での活躍を想定したスキルを学ぶ「臨床系科目」、企業・

社会で役立つスキルを学ぶ「実用系科目」、心理学分野で研究を行うためのスキルを学

ぶ「研究系科目」の３領域科目群を設定する。 
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○社会福祉学科

社会福祉学科では、学科の教育目標に対応し、社会福祉士国家資格取得に必要な「コ

ア科目」に加えて、精神保健福祉士国家資格取得に必要な「アドバンス１科目」、国際

貢献・国際協力の理論と実践を学ぶ「アドバンス２科目」の２領域科目群を設定する。 

③必修科目・選択科目の構成とその理由

○心理・社会福祉学部

心理・社会福祉学部の教育課程では、共通教育科目における「データリテラシー・AI

の基礎」（2単位）、基礎教育科目における「初期演習Ⅰ」（1単位）、「初期演習Ⅱ」（1単

位）、「英語Ⅰ」（2 単位）、「英語Ⅱ」（2 単位）、「人間と社会（HEART プログラムコア）」

（2単位）を必修科目とする。専門教育科目では、「専門演習ⅠA」（1単位）、「専門演習

ⅠB」（1単位）、「専門演習ⅡA」（1単位）、「専門演習ⅡB」（1単位）、「卒業研究」または

「卒業論文」（6単位）を必修科目とする。 

 共通教育科目における「データリテラシー・AIの基礎」、及び基礎教育科目における

「初期演習Ⅰ」、「初期演習Ⅱ」は、全学における必修科目である。「データリテラシー・

AI の基礎」では、AI・データサイエンスに関して興味・関心を持ち、AI 時代に身に付

けておくべき素養を習得し、日常や仕事の場で使いこなせるようになることを目的とし

ている。「初期演習Ⅰ」では、本学で修得すべきことは何かを理解し、自主的に学び新

たな発見を導きだせる力を身につけること、「初期演習Ⅱ」では、「初期演習Ⅰ」で培っ

た力をさらに発展させ、学院の教育理念、立学の精神もとづいた、本学学生としての誇

りと自覚を持ち、大学生にふさわしい主体性・論理性・実行力を培うことを目的として

いる。 

 「英語Ⅰ」、「英語Ⅱ」は、国際化の進む社会において必要な語学力を養う目的から必

修科目とする。また、「人間と社会（HEARTプログラムコア）」は、本学部ディプロマ・

ポリシーにもとづき、将来を見据えた人と社会をテーマに Society 5.０、SDGs を念頭

におき、社会が抱えている問題に気づく力、解決しようとする態度を身につけることを

目的した科目であるため、必修科目とした。本学部及び学科にかかわらず、学生各自の

知的好奇心と探究心によって、基礎思考力等、基礎的な実践能力を育成し、専門分野だ

けに限定されない広い視野と柔軟な思考力の育成を目指すため、共通教育科目及び基礎

教育科目における他の科目は、選択科目とした。 

専門教育科目では、心理学科または社会福祉学科での４年間の学びから得られた学識

と能力の結実として、卒業研究または卒業論文を置くため、その準備を行うゼミ授業と

して、「専門演習ⅠA」、「専門演習ⅠB」、「専門演習ⅡA」、「専門演習ⅡB」、さらに成果と

して「卒業研究」または「卒業論文」をいずれの学科でも必修科目とした。 

○心理学科

心理・社会福祉学部における必修科目にもとづき、心理学科では、共通教育科目につ



いては、「データリテラシー・AIの基礎」以外の科目を選択科目として 6単位以上を修

得させる。専門教育科目では、「心理学概論」（2単位）、「臨床心理学概論」（2単位）を

必修科目とする。「心理学概論」、「臨床心理学概論」はいずれも、心理学について、基

本的な考え方と方法論を理解することを目的とする。 

○社会福祉学科

心理・社会福祉学部における必修科目にもとづき、社会福祉学科では、共通教育科目

については、「データリテラシー・AI の基礎」以外の科目を選択科目として 10 単位以

上を修得させる。基礎教育科目では、「ソーシャルワーク概論Ａ」（2単位）、「ソーシャ

ルワーク概論Ｂ」（2 単位）、「多文化社会概論」（2単位）、「心理学概論」（2単位）、専門

教育科目では、「NGO・NPO概論」（2単位）、「ソーシャルビジネス概論」（2単位）、「フィ

ールド調査の基礎」（2 単位）、「フィールドワーク演習 I」（1単位）、「フィールドワーク

演習Ⅱ」（1単位）を必修科目とする。「ソーシャルワーク概論Ａ」及び「ソーシャルワ

ーク概論Ｂ」では、社会福祉士及び精神保健福祉士の法的な位置づけと求められる今日

的役割、ソーシャルワークの実践基盤となる価値・倫理、相談援助専門職の概念につい

て理解する。「多文化社会概論」では、多文化社会の歴史的、社会的背景について概観

し、社会問題に関わることの意義を実感し行動に移すことを目指している。「NGO・NPO

概論」では、NGO・NPOの歴史、仕組みを学び、「ソーシャルビジネス概論」では、ソー

シャルビジネスという考え方、仕組み、CSR(企業の社会的責任）や CSV(共通価値の創

造）を学ぶ。「フィールド調査の基礎」、「フィールドワーク演習 I」、「フィールドワーク

演習Ⅱ」では、フィールドワークにおいて、人を調査するということによって生じる問

題について理解し、ソーシャルビジネスに関する実践について具体的に考えること、ソ

ーシャルビジネスの立ち上げに関する実践的な事柄について学ぶことを目的としてい

る。いずれも、社会福祉学科において養成すべき人材の基本的能力に関わるため、必修

科目とする。 

④履修順序（配当年次）の考え方

○心理・社会福祉学部

本学では、全科目を 8セメスター（４年間、前期及び後期）に分割し、配置している。

後期の終了後、翌年度の前期開始までには、第３の学期として「特別学期」も開講され

るが、この第３の学期には、国家資格等の資格に関連する「特別教育・資格関係科目」

及び卒業論文審査会等の限られた科目のみが開講される。 

本学部では、各科目の授業内容の水準は、学年と学期が進むに従って難度が高まり、

学修段階と講義・実習・演習といった授業形態をもとに分類した科目ナンバリングに従

い、履修順序を設定している。具体的には、2年次で基礎教育科目の配当が終了し、3年

次以降は、専門教育科目を展開するように構成される。また、一部の専門教育科目の中

でも一般的・基礎的知識・技能の修得を要する科目は１年次から配当し、必修科目とし
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て、科目配当学年及び学期での履修登録を義務づけ、難易度順、習熟度順に学修できる

ように展開している。 

○心理学科

心理学科では、１年次は「コア科目」、２年次から「臨床系科目」、「実用系科目」、「研

究系科目」の３領域科目から、自由に選択できる。 

○社会福祉学科

社会福祉学科では、「コア科目」は国家資格である社会福祉士受験資格取得を目的と

した科目、「アドバンス１科目」は国家資格である精神保健福祉士受験資格取得を目的

とした科目、「アドバンス２科目」は多文化共生社会における社会起業等を目指すソー

シャルビジネス系の科目を設定する。社会福祉学科の学生は、「コア科目」を基礎とし

て、社会福祉士と精神保健福祉士の両資格取得を目指す「コア科目」と「アドバンス１

科目」、社会福祉士とソーシャルビジネスを学ぶ「コア科目」と「アドバンス２科目」

が選択できる。 

【資料２：心理学科カリキュラムツリー】 

【資料３：社会福祉学科カリキュラムツリー】 

５．教育方法，履修指導方法及び卒業要件 

(1) 授業内容に応じた授業の方法、学生数、配当年次の設定について

○心理学科

心理学科では、1年次には、基礎教育科目及び専門教育科目における「コア科目」を

中心に履修し、専門的な学びの基礎となる力と心理学の初歩的な知識を修得させる。講

義科目においても、「心理学概論」、「臨床心理学概論」は履修必修科目として設定し、

履修登録を義務づける。また、幅広い知識と教養力を修得させるため、共通教育科目を

自主的な知的関心にもとづき自由に選択させる。 

2 年次には、専門教育科目の講義科目を中心に学修させ、心理学の専門的知識と技能

の基礎を修得させる。また、実習科目において、基礎的な実験・観察・調査を行い、詳

細なレポートを作成し実験方法や調査方法を学修する。 

3年次には、更なる専門知識の理解を深めるため、「臨床系科目」、「実用系科目」、「研

究系科目」から選択して専門的な講義を学修する。また、各自が「卒業研究」に取り組

むためのゼミ配属を行い、「専門演習ⅠA」、「専門演習ⅠB」の履修登録を義務づける。

さらに、心理専門職である公認心理師養成に向けて、「心理演習」等の心理学的な支援

の知識を修得する科目の学修及び演習も行う。 

 4 年次には、4年間の学修の集大成として「卒業研究」に取り組むために、「専門演習 

ⅡA」、「専門演習ⅡB」、「卒業研究」の履修を義務づける。また、公認心理師養成に向け
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て、医療・教育・福祉・司法などの学外施設において、「心理実習」を修得させ、心理専

門職の役割を理解させる。 

 講義科目では、履修する学生数に制限は設けない。「心理学実験」等の実習科目では、

１教室における履修学生数を最大 50 名程度とし、「専門演習」及び「卒業研究」では、

１教室における履修学生数を最大 15 名程度とする。なお、公認心理師受験資格に必要

となる「心理演習」、「心理実習」、「心理実習指導」については、あらかじめ希望者を募

り、最大 30名程度の履修学生数とする。 

○社会福祉学科

社会福祉学科では、1年次は、基礎教育科目を中心に、ソーシャルワーク、精神保健

福祉、多文化共生の基礎的な学びを履修する。「コア科目」、「アドバンス１科目」、「ア

ドバンス２科目」では、社会福祉の専門職あるいは社会起業家等を目指すために必要な

基礎的学問を履修する。これらの科目は、2年次以降に、社会福祉士、精神保健福祉士、

またはソーシャルビジネスのいずれを中心に学ぶかを選択する場合の履修要件となる。 

 2 年次では、「コア科目」（社会福祉士受験資格）の専門教育を通して、「アドバンス１

科目」または「アドバンス２科目」を選択できる。また、「ソーシャルワーク実習Ⅰ」、

「ソーシャルワーク実習指導Ⅰ」として、相談援助に係る知識と技術について具体的か

つ実際的に理解し実践的な技術等を学ぶ。 

 3 年次の「コア科目」では、講義科目とともに、現場実習と実習指導として、「ソーシ 

ャルワーク実習Ⅱ」、「ソーシャルワーク実習指導Ⅱ」を履修する。「コア科目」を 3 年

間履修し単位が認定されることによって、社会福祉士国家試験受験資格を得ることがで

きる。また、精神保健福祉士を選択した場合には、「アドバンス１科目」の「ソーシャ

ルワーク実習Ⅲ」、「ソーシャルワーク実習指導Ⅰ」が演習形式と講義形式を交えて提供

される。ソーシャルビジネスを選択した場合には、「アドバンス２科目」として「フィ 

ールドワーク実習指導Ⅱ」により、ビジネスマネジメントの実践への導入が図られる。

また、各自が「卒業論文」に取り組むためのゼミ配属を行い、「専門演習ⅠA」、「専門演

習ⅠB」の履修登録を義務づける。 

 4年次では、4年間の学修の集大成として「卒業論文」に取り組むために、「専門演習 

ⅡA」、「専門演習ⅡB」、「卒業研究」の履修を義務づける。また、「アドバンス１科目」

では、「ソーシャルワーク実習Ⅳ」を軸として、「ソーシャルワーク実習指導Ⅳ」と「ソ 

ーシャルワーク演習（専門）B/C」といった演習、講義科目が展開される。これらの科

目を全て受講することで、学生は精神保健福祉士受験資格を取得することができる。「ア

ドバンス２科目」では、「ソーシャルビジネス計画演習」、「NPO・NGO マネジメント演習」

によりソーシャルビジネスの展開方法を学内で学びながら、NPO等の団体で行われる「フ 

ィールドワーク実習」に挑み、ソーシャルビジネスの実践的方法の習得を目指す。 

 講義科目では、履修する学生数に制限は設けないが、社会福祉士または精神保健福祉

士の受験資格を得る上で必要な演習・実習等の実習科目では、１教室における履修学生
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数は最大 20とする。「専門演習」及び「卒業論文」では、１教室における履修学生数を

最大 20 名程度とする。また、ソーシャルビジネスを学ぶ「フィールドワーク実習」で

は、30 名程度の履修学生数とする。 

(2) 履修指導方法

〇心理・社会福祉学部 

本学では、全学的に「クラス担任制」を採っている。心理学科では、入学定員 150名

に対して３クラス（１クラス 50 名）、社会福祉学科では入学定員 70 名に対して２クラ

ス（1クラス 35名）を編成し、それぞれに専任教員 1名を担任として配置する。「基礎

教育科目」、「専門教育科目」の授業については、原則として、クラス単位の時間割を編

成して実施し、少人数教育を実現する。 

本学では、履修指導は入学時オリエンテーション、１年次は「初期演習Ⅰ」を通じて

実施される。２年次以降も、前学期及び後学期の授業開始までに、ガイダンスを実施す

るとともに、教員のオフィスアワーを活用して学生への個別指導や助言を行っている。

学生への履修指導は主に担任が担っているが、教務部をはじめとする事務局とも密接な

連携を図り、学生の履修計画を実現している。また、学生が履修登録した科目のうち、

卒業非算入科目を除く科目については、成績の平均を数値で表した GPA（Grade Point 

Average）を算出し、学生自らが学業成績の状況を把握し適切な履修計画を立てるとと

みに、それにもとづいて取り組むことができるようにしている。 

なお本学では、履修規程として授業出席ならびに定期試験の受験資格にについて、次

のとおり規定し、効果的な学修の達成を目指している。 

・授業出席

「講義・演習・実験・実習及び実技においては、毎回出席、欠席、遅刻、早退の調

査を受けなければならない。」と規定し、学生の授業への出席を義務づけ、全ての授

業において厳格な出席確認を実施している。

・定期試験の受験資格

基礎教育科目及び専門教育科目の前期・後期の定期試験を受けるための受験資格に

ついて、「週 1回の各期 15回の開講科目では、その欠席回数が 4回以下の者のみ受

験資格を与える。」と規定しており、受講（履修）科目で 4回を超える欠席があった

者は、当該科目の定期試験は受験できない。

なお、本学部の各学年の履修の登録単位数の上限(CAP制)は、全学的なルールに従い、

年間 50 単位未満（前期 25 単位以下、後期 25 単位以下）とする。ただし、２年次以上

で履修登録時までの累計 GPAが 3.00以上の学生は、当該学期については 30 単位まで履

修登録することができる。 

 以上の全学的な履修指導にもとづき、各学科では学生の履修計画を支援するために、

履修モデルを策定する。 
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〇心理学科 

 科目区分、科目編成、必修の考え方、履修順序(配当年次)などを考慮し、本学科が養

成する人材像として、「心理臨床」と「心理総合」の履修モデルを策定し、具体的な系

統履修として学生に提示する。 

【資料４：心理学科 履修モデル】  

〇社会福祉学科 

 科目区分、科目編成、必修の考え方、履修順序(配当年次)などを考慮し、本学科が養

成する人材像として、「グローバルコミュニティで福祉を活かして活躍できる人材」、

「社会福祉・精神保健福祉の専門領域でエキスパートとして活躍できる人材」、「福祉

関連ビジネスや起業を通してコミュニティを変革できる人材」を目指す履修モデルを策

定し、具体的な系統履修として学生に提示する。 

【資料５：社会福祉学科 履修モデル】  

(3) 卒業要件

〇心理学科 

 4 年以上在学し、共通教育科目は、「データリテラシー・AI の基礎」（2 単位）を含め

て 6単位以上、基礎教育科目から 8 単位以上、専門教育科目から 54 単位以上を修得し、

合計 124単位以上を修得しなければならない。また、外国語科目として、共通教育科目

の言語リテラシー科目（科目によって１単位から 4 単位）、基礎教育科目の「英語Ⅰ」

（2単位）、「英語Ⅱ」（2単位）、「Oral Communication Ⅰ」（1単位）、「Oral Communication 

Ⅱ」（1 単位）、及び専門教育科目で開講される「心理学英語文献講読」（2 単位）から、

合計 8 単位以上を修得しなければならない。なお、TOEICのスコアに応じて単位（2～8

単位）を基礎教育科目として認定する。 

 専門教育科目では、3年次に配属されるゼミごとに開講される「専門演習ⅠA」、「専門

演習ⅠB」において、「卒業研究」のための研究テーマの決定、研究計画を開始し、3年

次終了時に中間報告会での発表を義務づける。4年次には、「専門演習ⅡA」、「専門演習 

ⅡB」、および「卒業研究」を受講し、こうした研究の成果を、4年次後期には卒業論文

として提出することが求められる。さらに、卒業論文提出後には最終審査会を課す。以

上の学修内容を踏まえ、「卒業研究」は 6単位とする。 

〇社会福祉学科 

 4 年以上在学し、共通教育科目は、「データリテラシー・AIの基礎」（2単位）を含め

て 10 単位以上、基礎教育科目から 16 単位以上、専門教育科目から 46 単位以上、合計

124 単位以上を修得しなければならない。また、外国語科目として、共通教育科目の言

語リテラシー科目（科目によって１単位から 4単位）、基礎教育科目の「英語Ⅰ」（2 単

位）、「英語Ⅱ」（2 単位）、「Oral Communication Ⅰ」（1単位）、「Oral Communication 

Ⅱ」（1単位）から、合計 8 単位以上を修得しなければならない。なお、TOEIC のスコア
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に応じて単位（2～8 単位）を基礎教育科目として認定する。

 3年次に配属されるゼミごとに開講される「専門演習ⅠA」、「専門演習ⅠB」において、

「卒業論文」の研究テーマの決定、研究計画を開始し、3年次終了時に中間報告会での

発表を義務づける。4年次には、「専門演習ⅡA」、「専門演習ⅡB」、および「卒業論文」

を受講し、こうした研究の成果を、4年次後期には卒業論文として提出することが求め

られる。さらに、卒業論文提出後には最終審査会を課す。以上の学修内容を踏まえ、「卒

業論文」は 6 単位とする。

６．多様なメディアを高度に利用して，授業を教室以外の場所で履

修させる場合の具体的計画 

（１）学則における規定

武庫川女子大学学則第 28 条の 2（多様なメディアを高度に利用した学修）において

「文部科学大臣が別に定めるところにより、前条に規定する講義、演習、実験、実習及

び実技による授業を、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の

場所で履修させることができる。」と規定している。 

（２）実施方法

本学科では、共通教育科目必修科目「データリテラシー・ＡＩの基礎」を、遠隔授業

にて実施する。遠隔授業では「Google Meet」を使用し、授業ごとにクラスルーム（ク

ラウド機能）を設置する。クラスルームでは、ライブ、オンデマンド両方の配信が可能

であり、必要に応じてライブ・対面の両方を取り入れたハイブリッドの授業展開も可能

である。またクラスルームを通じて講義資料の配信（受講生のみ共有）や受講生からの

課題提出が可能である。本学の全学生は Google Meet の活用を既に習得しており、学生

は一人一台のノートパソコン又はタブレットを保有し、オンライン授業に取り組むこと

が可能である。また、大学敷地内には Lavy Spot（Wi-Fi）を設置し、教室以外の図書館

等の共用施設でもオンライン（ライブ、オンデマンド）授業の視聴が可能な体制を整備

している。 

なお、当該システムの利用による遠隔授業の実施は、文部科学省告示の要件である「同

時かつ双方向」の遠隔授業を実現している。また、柔軟で密度の濃い指導の実行を可能

とし、豊かな教育研究環境を提供することによって、より質の高い指導ができることを

見込む。 

専門教育科目では、講義、演習、実習指導の科目で遠隔授業を固定化させたカリキュ

ラムは計画されていない。しかしながら、科目により学部共通開講、あるいは受講学生

が複数年次にわたる可能性もあるため、状況に応じた遠隔授業を取り入れることは想定

している。また実習指導及びゼミ単位による卒業論文指導の際の個別指導は、コロナ感
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染拡大防止の観点から、研究室等での長時間指導は避けるべきであり、遠隔授業を取り

入れる可能性がある。社会福祉学科では、ソーシャルワーク現場実習の際に巡回指導と

並行して行われる個別指導等にオンラインが積極的に活用されている。 

７．実習の具体的計画 

○心理学科

心理学科では、国家資格である公認心理師の受験資格取得に必要となる「心理実習」

が４年次に配置されている。 

ア．実習の目的

保健医療、福祉、教育、司法・犯罪、産業・労働分野の主要５分野の施設における実

習を通して、①心理に関する支援を要する者へのチームアプローチについて身につける、

②実習施設の見学等の実習を通して、多職種連携及び地域連携の実際について体験的に

理解を深める、③公認心理師としての職業倫理及び法的義務への理解を体験的に学ぶ、

ことが目的である。具体的には、各施設職員(実習指導者)から利用者への対応、施設の

設置目的や専門性等について学ぶことにより、公認心理師として求められる上記の知識、

技能について、実習生自身が考え、対人援助に必要な事項についての理解を深めること

が企図されている。 

イ. 実習先確保の概要

保健医療分野 2施設、福祉分野 8施設、教育分野 5施設、司法・犯罪分野 1施設、産

業・労働分野 1施設の実習先を確保している。 

【資料６：心理実習 実習施設一覧】 

【資料７：心理実習 実習受入承諾書】 

ウ. 実習先との契約内容

実習先と取り交わす実習契約書の内容は、実習先によって若干異なることがあるが、

共通に含まれている項目は、「実習期間及び時間の取り決め」、「カリキュラムの合議決

定の方針」、「実習費の提示」、「機密情報、個人情報の保護の誓約」、「実習生の諸規定の

服務の誓約」、「実習生側の原因で発生した実習生の負傷や疾病罹患に対する大学側の責

任の確認」、「実習生の故意又は過失によって実習先に損害を与えた場合の大学側の賠償

責任とその保険対応の確認」、「実習の中止に関する確認」である。 

エ. 実習水準の確保の方策

3年次には「心理演習」を配置し、前期は具体的な場面を想定したロールプレイング

や事例検討などの方法を用いて公認心理師に求められる基礎的素養を修得させたうえ

で、後期にはディスカッションなどにより実習先の固有性や専門性の理解を深める。「心

理演習」の受講には、2年次までの取得単位数や修得科目に一定の条件を課し、学生の

受入可能人数は上限 30 名に設定する。「心理演習」の受講希望者が 30 名を超えた場合



は、GPAの上位順に選抜を行う。 

4年次の「心理実習」を受講する学生には、同時に開講される「心理実習指導」を受

講することを義務づける。実習に参加しながら、「心理実習指導」として、前回の実習

の振り返りと次回の実習の目標の設定を行う。 

「心理演習」及び「心理実習指導」では、前期、後期それぞれに 3 名の専任教員を配

置し、教員１名につき担当する学生数は 10 名以内に収める。 

オ. 実習先との連携体制

本学科では、実習先ごとに実習科目を担当する専任教員を配置する。専任教員は、実

習前に実習施設の受け入れ担当者と入念に事前打ち合わせを実施し、実習時期、実習内

容等について調整を行う。実習実施中は、基本的に実習施設の実習指導者に指導を委ね

るが、専任教員は緊急時の連絡に備えて待機する。また、学科内に設置されている「心

理実習指導室」が、緊急時を含めた学科と実習先の連絡調整を行う。 

新型コロナウィルス感染拡大対策の措置により、一部施設では実習の停止、実習期間

の延長等の措置が取られる場合がある。この場合も、同一施設での実習が継続できるよ

うに実習期間の調整を実習施設と行う。 

カ. 実習前の準備状況（感染予防対策・保険等の加入状況）

新型コロナワクチンの接種は原則としている。ただし、体調等の理由で、接種困難な

場合は、学内指導教員に相談することになっている。 

キ. 事前・事後における指導計画

実習施設ごとに、専任教員の指導のもと、学生は「実習計画書」を作成する。実習計

画書は、実習生が実習期間中に何を学びたいかを明確にし、それを文章にして実習施設

に提出するものである。実習生個人票、実習計画書、実習施設の実情等をふまえて、実

習施設が実習指導プログラムを決定する。 

実習開始前には、「心理実習指導」の中で学外施設での実習に必要な知識や技能の習

得及び態度について学び、実習期間中は、グループによるディスカッション及びスーパ 

ービジョンを受ける。 

 実習のすべてのプログラムが終了した時期には、「心理実習報告会」を開催する。実

習生たちにとっては実習の総まとめの場であり、下級生たちにとっては、実習に対する

具体的なイメージを構築し、公認心理師への関心を高める場になると期待される。 

 新型コロナウィルス感染拡大対策の措置により、対面による巡回指導、帰校日指導に

困難な事態が生じた場合には、オンラインによる個別指導の機会も設定する。 

【資料８：心理実習の手引き】 

ク. 教員及び助手の配置並びに巡回指導計画

実習科目を担当する専任教員は、実習先ごとに 1名を配置する。実習施設を見学する

際には、担当の教員が必ず引率し、実習に同行する。参加型実習の間は、実習科目を担

当する専任教員が 1〜2回の巡回指導を実施する。 

－設置等の趣旨（本文）－24－ 
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本学では、専任教員が週あたりに担当する授業時間数は、標準 14時間（７科目相当）

に設定されており、実習科目を担当する専任教員に過度な負担とならないように配慮さ

れている。また、実習施設はすべて大学近隣に位置するため、遠隔地まで巡回する負担

はない。 

ケ. 実習施設における指導者の配置計画

実習施設における実習指導者は、「公認心理師法（平成 27 年法律第 68 号）第２条各

号に掲げる行為の業務に５年以上従事し、又は従事した経験を有する者」で、本学が適

当と認める者とし、１施設につき 1名～２名に依頼する。施設を見学する実習では、公

認心理師ないし臨床心理士の有資格者であるとともに、上記の臨床経験を 5年以上有す

る者に実習指導を依頼する。 

コ. 成績評価体制及び単位認定方法

 本学科の心理実習は「心理実習」(1単位)と「心理実習指導」(1単位)から構成され、

これら 2科目を履修してはじめて、公認心理師法に基づく心理実習が履修されたことに

なる。「心理実習」、「心理実習指導」ともに 100点満点で評価され、ぞれぞれ 60点以上

をもって単位を認定する。 

 「心理実習」では、実習科目を担当する専任教員が、実習計画書、実習記録、実習総

括報告書等に対する評価、参加型実習施設の実習指導者による評価、施設を見学した際

の質疑応答や実習態度、実習レポート等を考慮し、総合的に評価する。なお、実習生は

実習前と実習後にチェックリストを用いた自己評価を行い、実習の前後での自分自身の

成長や課題を意識化できるようになっている。 

 「心理実習指導」では、事前指導・事後指導における取り組み姿勢、心理実習指導の

内容に関するレポートと発表の総合評価から、専任教員が総合的に評価する。 

サ．その他特記事項

本学科では、大学卒業後には大学院に進学し、さらに公認心理師として必要な講義・

演習・実習科目を受講することを想定して、「心理実習」の指導を実施している。本学

大学院文学研究科臨床心理学専攻では、公認心理師受験資格に求められる実習の一環と

して、本学併設の心理相談室において、カウンセリングや子どもへのセラピーなどの心

理臨床実践を担当する。そのため、４年次に受講する「心理実習」では、精神科医療機

関などにおける見学実習だけでなく、保育所・認定こども園、小・中学校において、保

育士や教諭の業務を補助し子どもを支援する参加型実習を行い、「心理実習指導」とし

て、ディスカッションなどにより実習内容の理解を深めるようにカリキュラムを組んで

いる。 

○社会福祉学科

社会福祉学科では、社会福祉士国家試験受験資格取得のために必要な現場実習 240時

間を確保するために、2年次に「ソーシャルワーク実習Ⅰ」40時間、3年次に「ソーシ
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ャルワーク実習Ⅱ」200時間、精神保健福祉士国家試験受験資格取得のために必要な現

場実習 210時間を確保するために、3年次に「ソーシャルワーク実習Ⅲ」75時間、4年

次に「ソーシャルワーク実習Ⅳ」90 時間を配置する。 

ア．実習の目的

実習は、大学における座学とアクティブ・ラーニングによる知的学習と実践による実

地の学びを統合させるための、社会福祉教育には不可欠な総括的な学習の段階に位置づ

けられる。学生は、福祉施設と相談機関で展開されるソーシャルワークを実地に学びな

がら、社会福祉士及び精神保健福祉士に求められる資質、技能、倫理、自己覚知等の理

解を深める。 

イ. 実習先確保の概要

 「ソーシャルワーク実習Ⅰ」及び「ソーシャルワーク実習Ⅱ」は、近畿圏または学生

の帰省先に位置する社会福祉施設（児童、高齢、障害等）、市区町村社会福祉協議会、

市区町村自治体（福祉事務所、児童相談所）、病院の協力を得て行う。承諾を得ている

実習先は「ソーシャルワーク実習Ⅰ」37 箇所、「ソーシャルワーク実習Ⅱ」39 箇所で、

社会福祉士国家試験受験資格取得を希望する学生 70名の受入れが可能である。 

 「ソーシャルワーク実習Ⅲ」及び「ソーシャルワーク実習Ⅳ」は、近畿圏を中心に精

神科医療機関（精神科病院、精神科クリニック）、地域活動支援センターの協力を得て

行う。承諾を得ている実習先は各「ソーシャルワーク実習Ⅲ」19施設、ソーシャルワー

ク実習Ⅳ」23施設（合計 42箇所）となり、精神保健福祉士国家試験受験資格取得を希

望する学生 40名の受入れが可能である。 

【資料９：ソーシャルワーク実習 実習施設一覧】 

【資料１０：ソーシャルワーク実習 実習受入承諾書】 

ウ. 実習先との契約内容

実習先の受入人数、実習期間を明記した依頼状及び必要な検査等に関する調査票を

送付する。実習施設が承諾書を返送した時点で実習受入の契約が成立する。なお実習

依頼時に実習施設からの要望に応じて、個人情報の保護、服務規程の遵守等に関する

誓約書（学生と実習施設）を取り交わす。 

エ. 実習水準の確保の方策

 「ソーシャルワーク実習」の受講には、実習ごとに、実習開始の前年度までに開講さ

れる「基礎教育科目」及び「専門教育科目」において、取得単位数や修得科目に一定の

条件を課し、実習事前ガイダンス及び直前オリエンテーションを受講することを義務づ

ける。また、それぞれの「ソーシャルワーク実習」を受講する学生には、同時に開講さ

れる「ソーシャルワーク実習指導」を受講することを義務づける。実習に参加しながら、

「ソーシャルワーク実習指導」として、それまでの実習の振り返りと次回の実習の目標

の設定を行う。 

「ソーシャルワーク実習Ⅰ」及び「ソーシャルワーク実習Ⅱ」では、学生 70 名に対



して 4名以上の専任教員、「ソーシャルワーク実習Ⅲ」及び「ソーシャルワーク実習Ⅳ」

では、学生 40 名に対して 2 名以上の専任教員を配置し、教員１名につき担当する学生

数は 20 名以内に収める。なお、「ソーシャルワーク実習Ⅲ」及び「ソーシャルワーク実

習Ⅳ」の受講希望者が 40 名を超えた場合は、選抜を行う。選抜方法は成績と面談の総

合評価で実施し、その方法は履修便覧等で明示する。選抜方法は成績と面談の総合評価

で実施し、その方法は履修便覧等で明示する。 

オ. 実習先との連携体制

本学科では、実習先ごとに実習科目を担当する専任教員を配置する。実習施設（機関

を含む）には、前年度中に専任教員が実習受け入れを依頼し、本学科と実習目的、実習

内容等の共通理解を図る。また、「ソーシャルワーク実習Ⅰ」及び「ソーシャルワーク

実習Ⅱ」では、実習を受ける候補学生が決定した段階で当該学生が実習施設に事前訪問

を行い、実習受け入れについて、実習施設の実習指導者と専任教員の間で協議し決定す

る。「ソーシャルワーク実習Ⅲ」及び「ソーシャルワーク実習Ⅳ」では、実習を受ける

候補学生は、施設概要と専門性等について実習先より文書等を通じて指導を受ける。ソ 

ーシャルワーク実習に臨む全ての学生は、実習先から伝えられる事前準備を含めた実習

計画書を専任教員の指導を受けながら作成し、実習開始前に実習先に送付する。 

実習期間中は、実習施設ごとに担当する専任教員 1 名が巡回指導を実施し、実習学生

の課題やスーパービジョンの内容等について、実習施設の実習指導者と共有し、緊急時

の連絡にも備えて待機する。また、学科内に設置されている「ソーシャルワーク実習指

導室」が、緊急時を含めた学科と実習先の連絡調整を行う。 

新型コロナウィルス感染拡大対策の措置により、一部施設では実習の停止、実習期間

の延長等の措置が取られる場合がある。この場合も、同一施設での実習が継続できるよ

うに実習期間の調整を実習施設と行う。 

カ. 実習前の準備状況（感染予防対策・保険等の加入状況）

学校保健安全施行規則に規定する学校伝染病の予防対策に努める。各学年の初めに

本学にて実施する「定期健康診断」において、胸部エックス線撮影、内科健診、身体

測定、視力検査を行う。異常がある場合は、再検査等を勧める。また、検便（検査項

目はサルモネラ、O-157等）等の指示がある実習施設で実習を行う学生は、実習前に保

健所等で検査を受ける。なお実習施設により新型コロナワクチンの接種が原則となる

場合がある。ただし、体調等の理由で、接種困難な場合は、学内指導教員に相談する

こととする。 

キ. 事前・事後における指導計画

事前・事後指導は、「ソーシャルワーク実習ガイドブック」を用いて、実習の目的

と意義を理解し、実習を行う上で必要となる基礎的・予備的な知識や技能の習得をめ

ざすとともに事前課題について指導を行う。 

事前指導は、「ソーシャルワーク実習」開始前に実施される実習事前ガイダンス及
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び直前オリエンテーション、「ソーシャルワーク実習」と同時に開講される「ソーシ

ャルワーク実習指導」において行う。「ソーシャルワーク実習Ⅰ」では実習先の情報

収集、「ソーシャルワーク実習Ⅱ」、「ソーシャルワーク実習Ⅲ」、「ソーシャルワ

ーク実習Ⅳ」では実習計画等を交えた実習課題の指導を行う。 

事後指導は、「ソーシャルワーク実習Ⅰ」では実習日誌の提出、「ソーシャルワー

ク実習Ⅱ」では実習報告書の作成等を通じて、社会福祉士の専門性、地域共生社会づ

くりの課題、自己覚知等の学びを深め、社会福祉士としての専門性の滋養を図る。

「ソーシャルワーク実習Ⅲ」、「ソーシャルワーク実習Ⅳ」では実習の総括等の提

出、実習報告書の作成、実習報告会への準備を行い、精神保健福祉ソーシャルワーク

の専門性、自己覚知等の整理を行い、精神保健福祉士としての専門性の滋養を図る。 

【資料１１：ソーシャルワーク実習の手引き】 

ク. 教員及び助手の配置並びに巡回指導計画

本学科の専任教員が、ソーシャルワーク実習指導に携わる。これらの専任教員は、

厚生労働省が求める実習指導者の要件を満たしている。 

社会福祉士及び精神保健福祉士の受験資格に必要な実習期間中は、7実習日以内に専

任教員による指導及び助言を受けることが義務付けられている（実習スーパービジョ

ン）。そのため、「ソーシャルワーク実習Ⅰ」では巡回指導１回、「ソーシャルワーク実

習Ⅱ」では巡回指導 2 回と帰校日指導 2 回、「ソーシャルワーク実習Ⅲ」及び「ソーシ 

ャルワーク実習Ⅳ」では、巡回指導１回のと帰校日指導１回を実施する。巡回指導と帰

校日指導（又はオンラインによる個別指導）は、実習施設と協議の上決定する。巡回指

導に当たる専任教員は、実習開始前に実習生と個別面談を行い、実習施設の特徴や実習

内容、実習計画を共有し、巡回指導の日程も確認する。巡回指導では、実習指導者と学

生の実習態度、知識や技能の修得度等を確認し、学生との個別面談を 1 時間程度行う。 

本学では、専任教員が週あたりに担当する授業時間数は、標準 14時間（７科目相当）

に設定されており、実習科目を担当する専任教員に過度な負担とならないように配慮さ

れている。 

実習施設によっては、学生の帰省先に位置する遠隔地に位置するが、それらの施設へ

の巡回指導を単独の専任教員が担当することがないように、分担することによって教員

の負担軽減を図る。 

ケ. 実習施設における指導者の配置計画

 「ソーシャルワーク実習Ⅰ」及び「ソーシャルワーク実習Ⅱ」では社会福祉士国家資

格取得者、「ソーシャルワーク実習Ⅲ」及び「ソーシャルワーク実習Ⅳ」では精神保健

福祉士国家資格取得者であり、厚生労働省が定める社会福祉士・精神保健福祉士実習指

導者講習会を受講し、実習指導者と認定された職員が、実習指導者として配置される。

実習指導者は、実習生の定期的な個別指導、実習場面における学生の質問への対応、ス 

ーパービジョン、実習日誌の確認を行うため、実習日程は、実習指導者の勤務日時に対

－設置等の趣旨（本文）－28－ 



応できるようにする。 

コ. 成績評価体制及び単位認定方法

2年次に「ソーシャルワーク実習Ⅰ」1単位、3年次に「ソーシャルワーク実習Ⅱ」5

単位、3年次に「ソーシャルワーク実習Ⅲ」3単位、4年次に「ソーシャルワーク実習

Ⅳ」2単位が設定されている。 

 成績は、それぞれの「ソーシャルワーク実習」ごとに、実習施設の実習指導者から

提出される評価、実習日誌、実習総括書、実習報告書の評価をもとに、専任教員が総

合的に評価する。100点満点で評価され、ぞれぞれ60点以上をもって単位を認定する。 

サ. その他特記事項

特になし 

８．企業実習（インターンシップを含む）や海外語学研修等の学外実

習を実施する場合の具体的計画 

○心理学科

心理学科では、近畿圏の企業・団体への見学実習として、本学卒業生の OG 訪問を含

めた「社会実践実習Ⅱ」を 3年後期（9月～12月）に実施する。 

ア．実習先の確保の状況

近畿圏を中心に、本学卒業生が勤務する地域の企業・団体の協力を得て実習を行う。

承諾を得ている実習先は３箇所であり、「社会実践実習Ⅱ」を選択する学生のうち、最

大 90 名の受入れが可能である。 

【資料１２：社会実践実習Ⅱ 実習施設一覧】 

【資料１３：社会実践実習Ⅱ 実習受入承諾書】 

イ．実習先との連携体制

実習開始までに、見学実習受け入れ先との間で、見学内容及びスケジュールを協議し、

決定する。実習先に対しては、本学科の実習の方針ならびに内容の理解をはかる。 

 学生は、実習開始までに担当教員指導のもと、見学実習受け入れ先企業や団体に関す

る情報を収集し、事前に自分なりの問題意識を持つように指導する。実習先での指導は、

実習先に本学の卒業生が勤務する場合は、卒業生に指導を依頼し、事後指導として、大

学での学びをどのように企業での勤務に活かせると考えるか、プレゼンテーション等を

含めた報告としてまとめる指導を行う。 

ウ．成績評価体制及び単位認定方法

社会実践実習Ⅱ（1 単位）は、3 年後期に開講する。見学実習とインターンシップに

加え、事前及び事後の指導時間を含む 30 時間の履修をもって 1 単位とする。成績評価

は、学内教員による事前・事後指導および実習先での指導者からの評価をもとに行う。
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エ. その他特記事項

特になし。 

○社会福祉学科

社会福祉学科では、国際的な視野と多文化共生の知識と技能をもち、社会起業も視野

に入れたソーシャルビジネスを実地に学ぶ「フィールドワーク実習」を４年次に配置し

ている。実習では、NPO団体の実践に参加し、地域社会に存在する社会的課題の解決に

向けた取り組みを観察する。 

ア. 実習先の確保の状況

 近畿圏を中心に、地域で活動する NPO/NGO団体、社会福祉法人（福祉施設等）の協力

を得て実習を行う。承諾を得ている実習先は 12箇所であり、「アドバンス２科目」を選

択する学生のうち、最大 30名の受入れが可能である。 

【資料１４：フィールドワーク実習 実習施設一覧】 

【資料１５：フィールドワーク実習 実習受入承諾書】 

イ. 実習先との連携体制

 実習施設には、前年度中に実習指導を担当する専任教員が実習の受け入れを依頼し、

実習目的、実習内容等の共通理解を図る。 

 「フィールドワーク実習」を受講する学生は、3年次に「フィールドワーク実習指導 

Ⅰ」を受講し、実習先の希望を提出する。また、「フィールドワーク実習」と同時に開

講される「フィールドワーク実習指導Ⅱ」、「フィールドワーク実習指導Ⅲ」を受講する

ことを義務づける。学生は実習前に事前訪問を行い、実習施設の特徴を把握し、実習計

画の立案に役立てる。実習計画は実習指導を担当する専任教員、施設の実習指導者、学

生が情報共有しながら立案する。 

ウ. 成績評価体制及び単位認定方法

「フィールドワーク実習」は1単位である。成績は、実習施設の実習指導者から提出

される評価、実習日誌、実習総括書、実習報告書の評価をもとに、専任教員が総合的

に評価する。100点満点で構成され、これらを科目担当教員が総合的に評価する。100

点満点で評価され、ぞれぞれ60点以上をもって単位を認定する。 

エ. その他特記事項

 新型コロナウィルス感染拡大対策の措置により、一部施設では実習の停止、実習期間

の延長等の措置が取られる場合がある。この場合も、同一施設での実習が継続できるよ

う実習期間の調整を実習施設と行う。 

９．取得可能な資格 

心理・社会福祉学部で取得可能な資格は以下のとおりである。なお、資格取得は卒業
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の要件とはしていない。

○心理学科

資格名
国家資格・

民間資格

受験資格取得・資

格取得
卒業要件・追加履修の必要性

認定心理士 民間資格 資格取得
卒業要件に含まれる科目の履

修のみで取得可能

社会調査士 民間資格 資格取得
卒業要件に含まれる科目の履

修のみで取得可能

 なお、公認心理師国家試験受験資格は、学部等卒業のみでは受験資格を得られず、学

科在籍中に指定科目をすべて履修した後、大学院修了あるいは実務経験を経ることが必

要となる。これについては、履修便覧に明記することにより学生へ周知する。 

○社会福祉学科

資格名 
国家資格・

民間資格 

受験資格取得・資

格取得 
卒業要件・追加履修の必要性 

社会福祉士 国家資格 受験資格取得可能 
卒業要件単位に含まれる科目

の履修のみで取得可能 

精神保健福祉士 国家資格 受験資格取得可能 
卒業要件単位に含まれる科目

の履修のみで取得可能 

 社会福祉士及び精神保健福祉士は国家資格であり、国家試験受験のための手続きは社

会福祉学科が一括して行う。社会福祉士及び精神保健福祉士国家試験受験資格を得るた

めの条件として、社会福祉士は社会福祉士法及び介護福祉士法、精神保健福祉士は精神

保健福祉士法にもとづき次の⒜～(b)の条件を満たす必要がある。 

⒜本学卒業の要件を満たすこと。

⒝国家試験受験資格取得に必要な所定科目（文部科学省令・厚生労働省令で定める指

定科目）の単位をすべて修得していること。

10．入学者選抜の概要 

（1）学生受入れの方針（アドミッション・ポリシー）

○心理・社会福祉学部

本学部は、「立学の精神」とそれに基づく「教育目標」に賛同し、社会が抱える課題

の解決や新たな価値創造のために、知識とスキルを積極的に学び、社会の幸福と平和の

実現に貢献しようという高い志と強い意志を有する女性を求める。さらに各学科が定め

る卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程編成・実施の方針

（カリキュラム・ポリシー）に定める教育を受けるために必要な、各学科が掲げる知識
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や技能、意欲を備えた女性を求める。 

知識と技能については、高等学校で履修する教科・科目を幅広く修得し、大学で学ぶ

ための基礎学力を有する者を求める。態度・志向性については、本学部がその学問対象

の中心に据える人間の営為及び人間が作り出す社会の諸問題に強い関心をもち、その学

問的探究に積極的に取り組む姿勢と意欲を有する者を求める。 

○心理学科

心理学科は、次に掲げる知識や技能、意欲を備えた女性を求める。

人を支援することに高いモチベーションを有し、公認心理師、認定心理士、社会調査

士などになることや、これらに必要な資質や能力を高めることによって、社会の一員と

しての自覚を持ち、人びとの幸福に貢献しようとする者を受け入れる。そのためには、

あらゆる場面で知識を活用し思考する力を問われる。したがって、文系・理系という狭

い枠にとらわれず、国語、英語、地理歴史、公民のほか、数学、物理、化学、生物とい

った科目をできる限り幅広く履修し、確かな基礎知識を備えておくことを求める。 

○社会福祉学科

社会福祉学科は、次に掲げる知識・技能・資質・意欲を備えた女性を求める。

人を支援することに高いモチベーションを有し、社会福祉士、精神保健福祉士などの

専門職になることやその知識を活かしたソーシャルビジネスの起業にも関心を持ち、こ

れらに必要な資質や能力を高めることによって、多様性を活かした豊かな社会の実現に

貢献しようとする者を受け入れる。多様性に富む豊かな社会の実現に貢献するためには、

あらゆる場面で知識を活用し思考する力を問われる。したがって、文系・理系という狭

い枠にとらわれず、国語、英語、地理歴史、公民のほか、数学、物理、化学、生物とい

った科目をできる限り幅広く履修し、確かな基礎知識を備えておくことも求める。また

グローバルな社会における経済活動にも関心を持ち、社会福祉・精神保健福祉分野にお

いてもその手法を活かすアイデアを模索しようとする女性に期待する。 

（2）選抜方法

入学者選抜は、文部科学省通知「大学入学者選抜実施要項」に基づき、本学が定める

入学者選抜試験により実施する。本学部が求める知識と技能、意欲等を多様な角度から

評価し、さらには受験生のニーズに応えるために、一般選抜Ａ(前期)ならびに一般選抜

Ｂ(中期)では３科目型と２科目型を実施する。一般選抜Ａ(前期)の３科目型、一般選抜

Ｃ（後期）、一般選抜Ｄ（大学入学共通テスト利用型）、公募制推薦入試（前期及び後期）

では同一配点方式や高得点傾斜配点方式による入試を実施する。また指定校推薦入試・

附属高校推薦入試及び社会人特別選抜入試も実施する。なお志願者の便宜を図るために

複数回の受験機会を設ける。 

学生募集については、ホームページをはじめキャンパスガイド、学生募集要項の配布

等の多様な広報活動を展開し、さらには高校での出張講義等を積極的に行い、アドミッ
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ション・ポリシーに適合する情熱・意欲ある優秀な女子学生を確保する。

出願方法は、インターネットによる出願方式を採用し、複数回の受験機会をまとめて

出願する場合は入学検定料の併願割引制度などの利便性を図るとともに、一般選抜Ｄ

（大学入学共通テスト利用型））において、入学試験成績優秀者には奨学金（年間授業

料の半額～最大 50万円）を給付する。 

○令和５年度 実施案（心理学科・社会福祉学科共通）

・公募制推薦入試（前期）

試験科目：２科目型 

国語(1)・英語から１科目及び数学(1)・数学(2)・化学・生物から 1 科

目（あるいは国語(1)と英語の２科目） 

試験実施：11月上旬、合格発表：11月中旬、 

募集人員：心理学科 35人、社会福祉学科 14人 

・公募制推薦入試（後期）

試験科目：公募制推薦入試（前期）と同じ 

試験実施：11月下旬、合格発表：12月上旬 

募集人員：心理学科 12人、社会福祉学科 7人 

・一般選抜Ａ（前期）

試験科目：・３科目型：英語及び国語(1)または国語(2)・数学(1)または数学(2)・ 

 世界史・日本史・化学・生物から１科目 

・２科目型：国語(1)または国語(2)・英語・数学(1)または数学(2)・

 世界史・日本史・化学・生物から１科目 

試験実施：１月下旬、合格発表：２月上旬 

募集人員：心理学科 45人、社会福祉学科 21人 

・一般選抜Ｂ（中期）

試験科目：一般入試Ａ（前期）と同じ 

試験実施：２月中旬、合格発表：２月下旬 

募集人員：心理学科 20人、社会福祉学科 8人 

・一般選抜Ｃ（後期）

試験科目：２科目型 

国語(1)・英語から１科目及び数学(2)・化学・生物から 1科目 

 （あるいは国語(1)と英語の２科目） 

試験実施：３月上旬、合格発表：３月中旬 

募集人員：心理学科 3人、社会福祉学科 3人 

・一般選抜Ｄ（大学入学共通テスト利用型）

試験科目：３科目型 
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４教科以上受験した場合は、高得点の３教科を判定に採用する。ただし、

『数学』の教科について①、②から２科目受験した場合、および『地理歴

史』、『公民』の教科について２科目受験した場合、高得点の 1 科目をそ

の教科の得点とする。『理科』の教科については、基礎を付した科目２科

目のみ受験の場合は、２科目の合計得点を判定に採用する。基礎を付し

た科目 2 科目および基礎を付さない科目 1 科目を受験の場合は、基礎を

付した 2 科目の合計得点と基礎を付さない科目の得点を比較し高得点の

ものを判定に使用する。基礎を付さない科目を 2 科目受験した場合は、

高得点の科目を判定に使用する。 

試験実施：１月下旬、合格発表：２月上旬 

募集人員：心理学科 5人、社会福祉学科 2人 

・指定校推薦入試・附属高校推薦入試

試験科目：学校長の推薦、書類審査、口頭試問 

試験実施 

指定校推薦入試：10月下旬、合格発表：11月上旬 

 附属高校推薦入試：11月上旬、合格発表：2月上旬 

募集人員：心理学科 30人、社会福祉学科 15人 

・社会人特別選抜入試

試験科目：筆記試験（国語(1)・数学(1)・英語から１科目及び小論文）、口頭試問、 

 書類審査 

試験実施：11月上旬、合格発表：11月中旬 

募集人員：心理学科 若干名、社会福祉学科 若干名 

（※各科目の出題範囲） 

国語(1)：国語総合（現代文のみ）、現代文Ｂ 

国語(2)：国語総合、現代文Ｂ、古典Ｂ（いずれも漢文を除く） 

英語：コミュニケーション英語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、英語表現Ⅰ、Ⅱ 

数学(1)：数学Ⅰ、数学Ａの全範囲 

数学(2)：数学Ⅰ・Ⅱの全範囲、数学Ａの全範囲、Ｂ（数列・ベクトル） 

世界史：世界史Ｂ 

日本史：日本史Ｂ 

化学：「化学基礎」の全範囲及び「化学」（「高分子化合物の性質と利用」を除く）の

全範囲 

生物：「生物基礎」の全範囲及び「生物」（「生体と環境」、「生物の進化と系統」を除

く）の全範囲 



(3) 合格者決定手続き

合格者の決定は、本学「入学者選抜規程」に基づき、各入学者選抜試験終了後に開催

するアドミッション協議会（判定会議）を実施し、学部教授会を経て学長が行う 

(4) 科目等履修生の受け入れ

科目等履修生の受け入れについては、演習・実習系科目以外に限定し、かつ、正規入

学生に対する教育活動に支障のない範囲で、若干名受け入れるにとどめる。 

11．教員組織の編制の考え方及び特色 

(1) 教員配置の考え方

心理・社会福祉学部の専任教員は、心理学科 17 名（教授 6 名、准教授 5 名、講師 4

名、助教 2 名）、社会福祉学科 12名（教授 6名、准教授 3名、講師 2名、助教 1 名）で

構成される。大学設置基準に定める専任教員数（基準数）は、心理学科 10 名、社会福

祉学科 12名であり、基準を満たしている。収容定員数に対する学生数（ST比）は、心

理学科 35.2 名、社会福祉学科 23.3 名、専任教員の男女比は、心理学科は、男性 8 名、

女性 9 名、社会福祉学科は、男性 5名、女性 7名である。 

専任教員は、本書類の「１．設置の趣旨及び必要性」「２．学部・学科等の特色」

「４．教育課程の編成の考え方及び特色」で示す本学の理念や養成する人材像を具現

化するための教育課程を実践する人材によって構成されている。心理学科の専任教員

は、11 名が心理学に関連する学術領域での博士学位、6名が修士学位を有する。社会

福祉学科の専任教員は、8 名が社会福祉学または精神保健学に関連する学術領域での

博士学位、4名が修士学位を有する。 

(2) 中心となる研究分野、研究体制

心理学科では、専任教員は、臨床心理学、発達心理学、社会心理学、認知心理学、デ 

ータ解析を含む心理学領域の研究者である。このうち、公認心理師有資格者は 9 名であ

り、社会福祉施設、医療機関、教育委員会などにおいて実務経験またはスーパーバイザ 

ー等を務める経験をもち、心理実習および臨床系科目において、心理臨床の実践力を培

う教育及び研究が実施できる。また、社会心理学、認知心理学領域を専門とする専任教

員を中心に、心理学の知識を活かし、社会問題の解決に向けた実践的な教育及び研究を

実施する。 

社会福祉学科では、専任教員は、児童・家庭福祉、高齢者福祉、障害者福祉、社会保

障、保健医療、精神保健、多文化社会に関連するソーシャルワークに精通した研究者で

ある。このうち、社会福祉士または精神保健福祉士の有資格者は 6 名である。いずれの

専任教員も、社会福祉施設、市区町村社会福祉協議会、医療機関、NPO・NGO 団体などに
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おいて実務経験やスーパーバイザー等を務める経験をもち、ソーシャルワーク実習やフ

ィールドワーク実習において、現場に精通した実学を基盤とした実践力を培う教育がで

きる。また、スクールソーシャルワーク、家族ソーシャルワーク、権利擁護制度、地域

共生社会活動、子どもの貧困、児童虐待の予防と再発防止、社会的不利益と当事者研究、

多文化共生社会など、社会問題の解決に向けた地域を基盤とする教育及び研究を実施す

る。 

心理学科及び社会福祉学科では、個々の専任教員が研究を推進するのみならず、研究

テーマに応じて複数の専任教員が研究チームを組織し、学外の有識者や企業の研究員な

どを加えたチームによる研究体制を構築する。 

(3) 年齢構成

専任教員の年齢構成は次頁の表のとおりである。本学では、武庫川学院職員就業規則

第 15 条において満 66 歳に達した年度末をもって定年退職となることが定められてい

るが、心理学科では 3名、社会福祉学科では１名の専任教員が、完成年度の 3月末時点

で定年年齢を超える。いずれの学科においても、研究者、実践者として十分な経験と実

績を積んだ教員を配置することが必要であり、結果として完成年度までに退職年齢を超

える教員を配置することになったが、教育研究水準の維持向上及び教育研究の活性化に

支障はないと考えられる年齢構成である。 

完成年度以降の教員組織については、大学、学部、学科の将来計画に則り、退職者が

専門とする教育と研究分野での退職者補充を図る。社会福祉学科では、年齢構成の低年

齢化、特に 30歳代の積極的な採用に取り組む。また、心理学科、社会福祉学科ともに、

専任教員全員に対して、教育方法の工夫や改善、教材開発など教育上の能力向上と、研

究活動の支援をを行い、次代を担う教授、准教授へとつながる後継者育成にも力を注い

でいく。 

【資料１６  定年に関する規定】 

○心理学科 専任教員の年齢構成（完成年度終了時点：令和 9年 3月末）

職位 39歳以下 40～49歳 50～59 歳 60～66 歳 67歳以上 計 

教授 － － 1 2 3 6 

准教授 － 1 3 1 － 5 

講師 1 2 1 － － 4 

助教 1 1 － － － 2 

合計 
2 4 5 3 3 17 

11.8% 23.5% 29.4% 17.6% 17.6% 100% 
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○社会福祉学科 専任教員の年齢構成（完成年度終了時点：令和 9年 3月末）

職位 39歳以下 40～49歳 50～59 歳 60～66 歳 67歳以上 計 

教授 － － 3 2 1 6 

准教授 － 3 － － － 3 

講師 － － 2 － － 2 

助教 － 1 － － － 1 

合計 
－ 4 5 2 １ 12 

－ 33.3% 41.7% 16.7% 8.3% 100% 

12. 施設、設備等の整備計画

(1) 校地、運動場の整備計画

 本学は、併設する武庫川女子大学短期大学部と校地を共有し教育研究活動を行ってい

ることから、現有校舎面積が大学設置基準及び短期大学設置基準で定める校舎基準の合

算になる。令和５年度に予定している学部設置・収容定員変更により、設置基準上必要

となる校地・校舎面積（本学及びキャンパスを共用している併設の武庫川女子大学短期

大学部の合計）は、校地 112,400 ㎡、校舎 80,136 ㎡であるが、開設時の面積は校地

237,032.44 ㎡（校舎敷地 146,569.35 ㎡、運動場用地 90,463.09 ㎡）、校舎 191,559.06

㎡といずれも設置基準の 2倍を上回る十分な面積を有しており、収容力においても機能

面にもいて不足は生じない。 

 大学設置基準第 34 条に定められる「学生が休息その他に利用するのに適当な空地」

については、中央キャンパス内には既に、噴水、35周年記念庭園、もみの木広場が整備

され、その周辺には各種のオブジェ、植樹、休憩用ベンチ等も配置され、学生の憩いの

場となっている。 

 大学設置基準第 35 条に定められる運動場については、中央キャンパス隣接の鳴尾・

池開グラウンド、上田テニスコート、浜甲子園キャンパス隣接の浜甲子園グラウンド、

中央キャンパスからスクールバスで南に約 10 分の場所にある総合スタジアムがあり、

十分な面積を有している。敷地面積や運動用設備の概要は以下の通り。 

・総合スタジアム：大学・短大共用(敷地面積:44,213.00㎡)

施設概要：400m 陸上トラック 6 コース、ソフトボール場 1 面、ラクロス・サッカー

場 1面、ビーチバレーコート 1面

※スタンドにトレーニング室、更衣室、シャワー室、部室、倉庫等あり

・上田テニスコート：大学・短大共用(敷地面積: 3,218.58 ㎡)

施設概要：テニスコート 4面

※併設の武道館に更衣室、シャワー室等あり

・浜甲子園グラウンド：大学・短大共用(敷地面積: 10,801.52㎡)



施設概要：ソフトボール・ラクロス・タッチフットボールの多目的コート 

※敷地内にクラブ棟あり

・池開グラウンド： (敷地面積: 1,846.34㎡)

・鳴尾グラウンド： (敷地面積: 5,812.65㎡)

(2) 校舎等施設の整備計画

○心理・社会福祉学部

心理・社会福祉学部では、既存の文学部心理・社会福祉学科で使用している施設・設

備をすべて移管することになるが、既存学科では、収容定員 620 名であったのに対し、

心理・社会福祉学部では収容定員が 880名に増加するため、既存の校舎を改修し、研究

室や演習室を新設し、施設・設備の充実を図る予定である。また、教員の研究室、学科

準備室、は、既存学科の研究室が設置されている中央図書館棟 11 階を利用するととも

に、10 階に新設する。 

○心理学科

心理学科が主に利用する教室として、文学 1号館３階の 80名規模の教室 1室、60名

規模の教室１室、25名規模の教室１室、文学２号館４階の 40名規模の教室１室、中央

図書館棟６階の 60 名規模の教室１室が想定されている。文学 1 号館３階には、心理学

実験実習準備室、TA（ティーチング・アシスタント）が待機し、心理学領域の参考文献

を配架した学習支援室、4名から 8名規模で利用できる小実験室９室、防音暗室１室も

配置し、学生の自主学習及び卒業研究と心理学実験のデータ収集のための環境を整備す

る。心理学科で開講する科目のうち、講義科目と演習科目については他学部他学科と共

同利用の教室、公認心理師養成に関連する演習科目については、総合心理科学館に配置

されている大学院文学研究科臨床心理学専攻の教室を利用する。 

○社会福祉学科

社会福祉学科が主に利用する教室として、文学２号館４階の 100 名規模の教室１室、

80 名規模の教室 1 室、70 名規模の教室１室、小集団授業及び学生の自主学習を行うた

めの演習室３室、東館５階の 80名規模の教室１室、40名規模の教室１室が想定されて

いる。また、文学２号館４階には、学外実習の手続きに関する指導と学生が主体的に実

習施設の情報を入手できるように、ソーシャルワーク実習指導室と実習支援室を配置す

る。自主学習のための DVD 視聴機材の配置、国家試験対策講義資料等を豊富に配置し、

学生の協働学習が促される環境を整備する。社会福祉学科で開講する科目のうち、講義

科目と演習科目については他学部他学科と共同利用の教室を利用する。 

【資料１７：心理学科 時間割】 

【資料１８：社会福祉学科 時間割】 
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(3) 図書等の資料及び図書館の整備計画

本学附属図書館は、中央キャンパスの「中央図書館」、上甲子園キャンパスの「甲子

園会館分室」、浜甲子園キャンパスの「薬学分館」から構成されており、中央図書館が

管理・運営の中心となって連携し、図書館システムを活用して図書資料の相互貸借業務

を行っており、全学の学生が各キャンパスの図書資料を利用できる。 

授業開講期は毎日 8時 30分から 20時まで開館しており、学生の学習意欲にこたえて

いる。館内にはアクティブ・ラーニングや実習・演習に役立つラーニング・コモンズの

設置、インターネット Wi-Fi環境、マルチスクリーン、音響設備、貸出用ノートパソコ

ン、TV会議システム等、多彩なメディアが利用できる環境を整備し、学生の学習活動の

サポート及び教員の教育・研究活動の支援を行っている。

データベースは、国立情報学研究所、国立教育政策研究所等が作成する文献検索デー

タベースのほか、「医中誌 Web」、「Academic Search Premier」、「PubMed」、「MEDLINE」、

「Web of Science」といった専門データベースを完備している。電子ジャーナルについ

ては、「SpringerLink」、「ScienceDirect」、「Wiley Online Library」等のコア・ジャー

ナルを購入し、新聞についても「聞蔵Ⅱビジュアル」、「日経テレコン」、「毎索」、「ヨミ

ダス歴史館」等の各紙電子版を購入し、リンクリゾルバ「SFX」からは電子ジャーナル、

電子ブックについて、書誌情報から検索して本文利用ができるように整備している。 

図書館全体の閲覧座席数は 1,740席あり、大学院・大学・短大学生総数 9,766 人（令

和 3年 5月 1日現在）に対して、座席率は 17.8%となっている。本学で所蔵していない

資料については、24 時間いつでもウェブ上で文献複写と貸借の申込みができる。ほか

にも「E-CatsLibrary」の「マイライブラリ」機能では、直接利用者が貸出・予約状況の

確認と延長処理ができ、自身の研究・学習分野に関係のあるインターネット・サイトを

集めたオリジナルリンク集の作成や、研究分野に応じた電子ジャーナルリンク集の作成、

SDI（Selective Dissemination Information）サービスの登録・確認、複数のデータベ

ースを利用した横断検索ができるようになっている。仮に開館時間内に来館することが

難しい状況であっても、ウェブ・ベースの利点を活かして通常と変わらぬ学習環境を提

供している。 

国公私立の大学図書館協会、私立短期大学図書館協議会、兵庫県下の大学図書館協議

会はもとより、日本医学図書館協会、国立国会図書館、各公共図書館等あらゆる関係諸

機関との連携強化を図り、相互利用サービスを推進している。これらは国立情報学研究

所の ILLシステムに参加することによって料金の支払いが簡便になり、図書の貸借、文

献複写の相互協力業務の効率化を図っている。 

令和 3 年 5 月時点で、本学附属図書館に所蔵する図書は 700,104 冊(うち外国書

163,545冊)、学術雑誌は 9,552種(うち外国雑誌 1,956種)、視聴覚資料は 11,241 点で

ある。その内、心理学・哲学領域の図書は 29,408冊、学術雑誌 217種、視聴覚資料 155

点、福祉・社会事業領域の図書は 20,057 冊、学術雑誌 203 種、視聴覚資料 49 点であ



る。 

○心理学科

心理学系の図書・雑誌は、授業概要やシラバスで紹介されている教科書・参考書だけ

でなく、科目概要や教員の推薦等にもとづいて選書・収集を行っている。本学附属図書

館に所蔵する心理学・哲学領域の図書・学術雑誌以外にも、医学系図書 1,975 冊、学術

雑誌 284 種、生理学系図書 735 冊、学術雑誌 8 種、教育系図書 16,828 冊、学術雑誌

1,261 種など、豊富な蔵書となっている。また、本学附属図書館で提供される文献検索

データベースの中でも、「PsycINFO」、「PsycARTICLES」、電子ジャーナルについては、

「SpringerLink」、「ScienceDirect」、「Wiley Online Library」を通じて、心理学と社

会科学の周辺領域の最新の学術論文を検索し、収録誌を閲覧することが可能であるため、

教育研究に支障はない。 

○社会福祉学科

社会福祉系の図書・雑誌は、授業概要やシラバスで紹介されている教科書・参考書だ

けでなく、社会福祉士、精神保健福祉士の国家資格受験に関連する教科書及び資料の選

書・収集を行い、学生の自主学習を支援している。本学附属図書館に所蔵する福祉・社

会事業領域の図書・学術雑誌以外にも、社会学系図書 8,664冊、学術雑誌 234 種、視聴

覚資料 24点、行政領域の図書 1588冊、学術雑誌 11 種など、豊富な蔵書となっている。

本学附属図書館で提供される文献検索データベースの中でも、「e-Gov 法令検索」、

「WestLaw Japan」などの法規・法令を検索するデータベース、政府の統計ポータルサ

イト「e-Stat」、電子ジャーナルについては、「メディカルオンライン」、「KinoDen」、

「MARUZEN eBook Library」などを通じて、社会福祉に関連する法規・法令、社会統計、

学術論文を閲覧することができる。 

【資料１９：主な図書等の購入リスト】 

13．管理運営 

(1) 教授会

本学では、学部ごとに「学部教授会」（以下、教授会という）を置いており、心理・社

会福祉学部設置後は、「心理・社会福祉学部教授会」を組織する。学則及び武庫川女子

大学学部教授会規程に定める審議事項、構成員、役割は以下のとおり。なお、学部教授

会の議事概要については大学ホームページに掲載し、情報公表にも配慮している。 

（役割） 

平成 27年 4 月 1日改正の学校教育法第 93条で、教授会の役割について明確されたこ

とを受け、本学においても学則、学部教授会規程を改正し、「学長が教育研究に関する

重要な事項について決定を行うに当たり意見を述べる」「学長及び学部長等がつかさど
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る教育研究に関する事項について審議し、及び学長及び学部長等の求めに応じ、意見を

述べることができる」機関であることを明確にしており、適切に運用している。 

（構成員） 

当該学部の専任教授をもって構成する。ただし、学部長が必要と認めたときは、専任

の准教授、講師及び助教を加えることができる。 

（開催頻度） 

月 1回程度の頻度で開催し、学部長が議長にあたる。 

（審議事項） 

(1) 学生の入学、卒業及び課程の修了に関する事項

(2) 学位の授与に関する事項

(3) 前 2 号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を

聴くことが必要なものとして学長が定めるもの

2 教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び学部長（以下この項において「学

長等」という。）がつかさどる教育研究に関する事項について審議し、及び学長等の

求めに応じ、意見を述べることができる。 

(2) 関連する委員会等

①共通教育部教授会

全学を横断した共通教育を展開する共通教育部に、共通教育部所属の専任教授等で構

成される「共通教育部教授会」を置いている。共通教育部は学部以外の教員組織であり、

学生の入学・卒業や学位授与等に関する事項についての審議は行われないが、その他の

審議事項や構成員、開催頻度、役割等は学部教授会に準じている。 

②大学評議会

学部教授会や共通教育部教授会の上位機関として、大学全体の重要事項を審議する

「大学評議会」を設置している。学則 52、53、54 条及び武庫川女子大学評議会規程を

根拠とし、学長、副学長、各学部長、共通教育部長、各学科長、教育研究所長、附属図

書館長、その他学長が必要と認めた者によって構成され、毎月 1回 学長が議長となっ

て、以下の事項を審議している。建築学部設置後は、本学部より学部長、学科長が大学

評議会評議員として出席する。 

評議会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当り意見を述べるものとする。 

（１）学則に基づく規程の制定改廃に関する事項

（２）学務に関する事項

（３）学生の入学及び卒業の基準に関する事項

（４）教育、研究に関する全般的事項



（５）その他学長が評議会の意見を聴くことが必要と定める事項

③教学局各種委員会

教学事項を執行する機関として「教学局」を設けている。教学局には、教務部、入

試センター、学生部、学生相談センター、キャリアセンター、学校教育センター、国

際センター、外国語教育推進室、研究開発支援室及び教育研究社会連携推進室で組織

される。 

各部署には、専任教員の中から学長によって任命される部長職、次長職及び常任委

員と事務職の管理職で構成される常任委員会を設置している。常任委員会では、議案

の事前協議、自部署の運営方針の企画立案及び業務計画に関すること等を審議。常任

委員会で検討された事項が、それぞれの委員会に提案されるシステムとなっている。

これらの委員会には、各学部・学科から推薦された専任教員が委員として参加し、そ

れぞれ当該部署の課題について、各学部・学科の意見を参考にしながら、全学的な視

点で審議している。審議結果は、委員がそれぞれの所属学科に持ち帰り、学科会議に

提案・報告され、所属の全専任教員に周知して、全学的な調整を図っている。 

この教学局には、教学局長を置き、定例で毎月1回、教学局全体の問題や教学局各部

署の業務と各部署の連携を密にするために、教学局会議を開催している。 

④人事委員会

教員人事に関しては、理事会の諮問に応じるため、武庫川女子大学人事委員会規程を

根拠に、学院長、学長、副学長及び全学部の専任教授によって構成される「人事委員会」

を置き、教授・准教授・講師・助教及び助手の任用並びに昇格等に関する事項を審議し

ている。 

14．自己点検・評価 

(1) 実施体制と取り組み

本学では、学則第４条に「本学は、その教育研究水準の向上を図り、大学の目的及び

社会的使命を達成するため、教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行い、

教育研究の改善に努める。」と定め、大学自己評価委員会及び開設する学部ごとに学部

自己評価委員会や共通教育部自己評価委員会を組織している。 

これまでの主な取り組みは、学部・学科の教育理念の明確化、学生による授業アンケ 

ートの実施とその結果を受けた授業改善、シラバスの改訂・充実、教員業績のデータベ 

ース化とともに、認証評価機関からの評価結果に対する改善改革の方策や学生満足度ア

ンケート調査や卒業生アンケート調査の結果分析と改善改革方策の策定などについて

の自己点検・評価活動を行っている。 

－設置等の趣旨（本文）－42－ 



－設置等の趣旨（本文）－43－ 

また平成 10 年度には、（財）大学基準協会による「相互評価」を、さらに平成 20 年

度及び平成 27 年度には同協会による「大学評価」を受け、大学評価基準に適合してい

るとの認定（期間は、平成 28年 4月から令和 5年 3月まで）を受けている。 

なお現在、令和 4年度に認証評価受審を控え、各学部・研究科の自己点検・評価をも

とに、全学の自己点検評価活動を進め、報告書の作成及び必要なデータの整理を行って

いる。 

【資料２０：大学自己評価委員会規則】 

【資料２１：学部自己評価委員会規程】 

(2) 点検・評価項目

大学基準協会が示す 10の大学基準の項目に従って点検・評価を実施する。 

(1)理念･目的、(2)内部質保証、(3)教育研究組織、(4)教育課程・学習成果、(5)学生の

受け入れ、(6)教員・教員組織、(7)学生支援、(8)教育研究等環境、(9)社会連携・社会

貢献、(10)大学運営・財務である。 

(3) 結果の活用・公表及び評価項目等

自己点検・評価結果や認証評価結果をもとにを、本学の内部質保証推進組織である「教

学マネジメント委員会」を中心として本学の問題点の改善・改革を推進する。 

自己点検・評価報告書、認証評価結果、評価結果に対する改善・改革の取り組み、改

善報告書をはじめ、卒業を控えた学生に対し、立学の精神やディプロマ・ポリシーの修

得度についてアンケートを実施し、その結果や浮かび上がった課題についてホームペー

ジで公開している。 

15．情報の公表 

本学は、学校法人としての公共性に鑑み、社会に対する社会的説明責任を果たすため

に、主としてインターネットホーページを通して広く社会に教育研究活動等の情報を公

表している。本学ホームページ内の「大学情報の公表」において、学校教育法施行規則

に定められる 9項目を中心に積極的に公表している。 

（https://www.mukogawa-u.ac.jp/gakuin/announce/kouhyou.html） 

（武庫川女子大学 ホームページトップ＞総合案内＞大学情報の公表） 

【掲載内容】 

ア 教育研究上の目的

教育理念、大学院・大学・短期大学部の教育目的、３つのポリシー 
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イ 教育研究上の基本組織

教学組織図、事務組織図、大学の学部学科一覧、短期大学部の学科一覧 

大学院と専攻科の研究科専攻一覧、研究所一覧、 

学部教授会・研究科委員会   議事録 

ウ 教員情報

教員一覧【教員業績】、教員数、資格別・男女別教員数、実数及び設置基準数 

年齢構成、外部団体から依頼のあった委員委嘱等 

エ 入学者受け入れと学生数、卒業者数、進路等の情報

アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）、入試情報、収容定員

収容定員充足率、募集人員、入学検定料、入試結果、入学者数、学生数、 

社会人学生数、退学者数及び中退率、卒業生の進路、大学・短大学位授与者数、

大学院修了者数、大学院進路、留年数（卒業延期者数）、編入学、編入学者数 

オ 授業科目・内容、授業計画

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）、カリキュラム（大学）

カリキュラム（短大）、カリキュラム（大学院）、シラバス

カ 評価及び卒業の基準、取得学位

ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）、履修便覧、成績評価 

大学院学位授与状況 

キ 施設・設備、教育環境

校地・校舎等の概要、施設管理規程・利用料、キャンパスマップ、交通アクセス 

食堂、売店 

ク 入学金・授業料等

学費（大学・短大）、学費（大学院）、学寮の寮費 

ケ 学生の支援

学生支援部署一覧、進路支援の概要、派遣・受入留学生のサポート 

コ その他

学校法人武庫川学院ホームページ 

（http://www.mukogawa-u.ac.jp/~kohoj/index.html）では、 

武庫川女子大学（大学院を含む）に対する大学評価結果ならびに認証評価結果、

自己点検・評価のために実施した卒業生アンケート調査の結果を掲載している。 

文部科学省に提出した、研究科・専攻、学部・学科の設置や収容定員変更等に

関する認可申請・届出書及び学則変更申請・届出書の抜粋を公表している。 

「認証評価」 

http://www.mukogawa-u.ac.jp/gakuin/evaluation/hyouka.html 

（武庫川女子大学 ホームページトップ＞総合案内＞認証評価） 



「自己点検・自己評価」 

http://www.mukogawa-u.ac.jp/gakuin/evaluation/saiten.html 

（武庫川女子大学 ホームページトップ＞総合案内＞自己点検・自己評価） 

「設置申請・届出関係情報」 

http://www.mukogawa-u.ac.jp/~kohoj/application.html 

（学校法人武庫川学院ホームページ＞設置申請・届出関係情報） 

16．教育内容等の改善を図るための組織的な研修等 

本学では、授業の内容及び方法の改善を図るための全学的な組織（FD推進委員会）を

整備するとともに、大学の教育研究活動等の適切、かつ効果的な運営を図るために必要

な知識・技能を習得させるとともに、必要な能力及び資質を向上させる組織（SD推進委

員会）も整備し、以下の取り組みを行っている。 

(1) 授業内容の及び方法の改善を図るための組織的な研修の計画

「武庫川女子大学 FD 推進委員会」は、本学の教育理念及び学部等の教育目標の実現

を目指し、社会に役立つ有為な人材を育成するために、教員の資質向上や、主体的・恒

常的に行う授業の内容及び方法の改善に資することを主たる目的とし、“学生の主体性・

論理性・実行力を培う教育”を推進する。各学部学科及び事務部門から選出された委員

で構成され、本学部開設以降もこの取り組みを継続して実施する計画である。 

【資料２２：ＦＤ推進委員会規程】 

FD 推進委員会を中心とした主な活動を以下に紹介する。 

①FD研修・勉強会の企画・実施

授業改善の取組みや、能動的学修に関する事例の紹介及び勉強会やこれからの大学教

育に求められる教育の内部質保証システムの構築に関する研修会等を中心に企画して

いる。令和３年度については、「情報交換会の企画」「学生を含めた企画」「遠隔授業コ

ンテンツ企画」の３つのグループがワーキングを行い、それぞれ、授業改善の具体的取

組についての教員間でのヨコ展開、学生自身の学びの環境づくり、Afterコロナにおい

ても有効な遠隔授業の方法やコンテンツについて検討した。 

②授業公開

本学では全ての授業について本学教職員、附属中高教職員を対象に公開することとし

ており、「他の教員の授業を参考に、自身の授業運営や授業方法の改善・向上を図る」

「他学科における教育活動の理解を促進し、学科間での連携、総合大学としての一体感

を高める」ことを目的に、授業公開・参観を促進している。 
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③「授業改善のための工夫・失敗事例」の収集

教員が授業において試みた様々な工夫・失敗事例を取りまとめ、冊子として発行し

ている。授業形態、開講学科、学年、受講者数、必修・選択等の科目条件及び、工夫し

たポイント等の条件で、事例を検索出来るシステムも構築している。 

④「FD ニュースレター」発行

FD に関する様々な情報を掲載した冊子を定期的に発行している。全教職員に配付す

ることで FD の重要性についての啓蒙に努めている。 

以上の活動のほか、就任１年目教員を対象に「新任教員研修プログラム」を実施して

いる。本学は昭和 61 年度から、就任後１年が経過した専任教員全員を対象に、本学の

教育の特質の理解を深め、学生への教育・研究指導や生活指導の向上を図ることを目的

とした研修会を毎年実施してきた。平成 29 年度からは就任初年度の４～７月の毎週水

曜日の 2 時限目を「新任教員研修プログラム」の時間とし、本学に関する知識の定着、

授業設計、教育方法、教育評価、授業運営、提案資料作成等のテーマについて、合計 15

回の集合研修を外部講師も招いて実施している。 

【資料２３：新任教員研修プログラム】 

(2) 大学職員に必要な知識・技能の習得及び向上の取組み

平成 29 年 4 月の大学設置基準の改正によるスタッフ・ディベロップメント（SD）の

義務化を受け、本学では「SD推進委員会」を設置し、大学等の運営に必要な知識・技能

を身に付け、能力・資質を向上させることを目指している。従来から事務職員を対象と

した研修を行っており、教職協働を実現させる職員の育成のため、体系的な研修体系を

構築している。具体的には、キャリアに応じて新任職員、中堅職員、管理職、監督職を

対象に「階層別研修」を実施し、その内容はビジネスマナーやパソコン知識、データリ

テラシー、ロジカルシンキングといった汎用的なものから、大学職員として必要な知識

である教育関係の法令や諸規則といった専門的スキルの修得まで多岐に及ぶ。 

また、令和元年度からは、新任職員研修を充実させ、新任職員向けの 3年間の体系的

な研修プログラム「新任職員育成制度 Rising3」をスタートさせた。このプログラム

では、大学職員としての基礎知識習得はもちろんのこと、教職協働で授業運営に参画し

たり幅広い視野・専門性を高める機会を設けている。 

【資料２４：ＳＤ推進委員会規程】 

【資料２５：職員研修体系図】 
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17．社会的・職業的自立に関する指導等及び体制 

(1) 教育課程内の取組みについて

○心理・社会福祉学部

心理・社会福祉学部は、来るべき Society 5.0に社会から求められる人材として、持

続可能な発展を牽引する当事者として活躍できる「新・社会人基礎力」を備え、人の心

と、人と人とのネットワークにより構築される社会にかかわる諸課題を俯瞰的かつ総合

的に捉えて、課題を発見し、解決への道筋を切り開く人材の育成を目指す。この点で、

各学科の教育課程編成では、社会的・職業的な自立を涵養することを意識して科目を設

置している。また、各学科には、本学部の人材養成の基盤をなすプログラムとして HEART

プログラムを置き、学部共通科目として「人間と社会（HEART プログラムコア）」（必修

科目）及び各学科の複数の専門科目（選択科目）を学科横断的に学修できるように開放

する。 

本学では、全学部学科で基礎教育科目として「初期演習 I」（必修科目）が開設され

る。この中では、本学で修得すべきことは何かを理解し、自主的に学び新たな発見を導

きだせる力を身につけるだけでなく、それぞれの学部学科の専門性に基づく知識と社会

人基礎力の修得の必要性を理解し、各自のキャリアパスを自ら構築することを目的とし

ている。また共通教育科目は、社会人に必要なビジネスマナーやコミュニケーションス

キルを磨き、企業の仕組みや職業などの知識を学ぶとともに、将来の夢の実現のために、

今何を学び、いかに自らの能力を伸ばすのかを考える「キャリアデザイン科目群」を設

けている。「女性のためのライフプランニング」、「キャリアと学び」、「卒業生が語る仕

事と人生」、「自己アピールトレーニング」などの科目が含まれており、学生の興味と意

欲によって、自由に選択することができる。 

○心理学科

心理学科では、「コア科目」に加えて、「臨床系科目」、「実用系科目」、「研究系科目」

の３領域科目群を設定している。「臨床系科目」は公認心理師など臨床現場で活躍する

進路、「実用系科目」は企業で活躍する進路を想定しており、これらの科目群では学外

での実習をカリキュラムに含めている。また、「研究系科目」では、企業でのデータ分

析や開発で活躍する進路を想定し、そのための能力・技能の習得を目的としている。こ

れらの科目の受講を通じて、学生は自己の社会的・職業的に自立するために求められる

能力・技能を身につけるとともに、希望する進路について自己分析することができる。 

○社会福祉学科

社会福祉学科では、「コア科目」に加えて、「アドバンス１科目」、「アドバンス２科目」

の２領域科目群を設定している。「コア科目」は社会福祉士国家資格を取得し、ソーシ 

ャルワーカーとして活躍する進路、「アドバンス１科目」は精神保健福祉士国家資格も

取得し、メンタルヘルスソーシャルワーカーとして活躍する進路、「アドバンス２科目」
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は NPO や NGO を含めたソーシャルビジネスの分野で活躍する進路を想定している。いず

れの科目群においても、学外での実習をカリキュラムに含めており、講義・演習科目だ

けでなく実習科目を通じて、学生は社会的・職業的に自立するために求められる能力・

技能を身につけるとともに、希望する進路について自己分析することができる。 

(2) 教育課程外の取組について

本学では、学生が自発的・主体的に実習や研修的な就業体験をすることにより、就職

先の選択も含めた将来設計を考える機会として、事前･事後の研修を行い、レポートの

提出を義務付けたインターンシップの活動を推奨している。当該活動は、卒業要件単位

に非算入であるが、所定の手続きにより特別単位（卒業までに８単位まで）を認定する。 

 また社会福祉学科では、「大阪府福祉職場体験学習」、「京都府北部福祉フィールドワ 

ーク事業」、「丹波フィールドワーク研修」などの自治体や民間法人等と連携したインタ 

ーンシップを学生に提供する。この活動は、卒業要件単位に非算入であるが、社会福祉

学科と実習受け入れ先機関との間で実施内容、実施方法を検討し実施するものであり、

体験学習として「ソーシャルワーク実習」、「フィールドワーク実習」と連携した位置づ

けになっている。 

(3) 適切な体制の整備について

本学では学生のキャリア支援の部署として「キャリアセンター」（中央キャンパス、

日下記念マルチメディア館 2階）を置き、入学直後から継続的に進路選択に関し、専門

のキャリアカウンセラーを配置し、進路･就職全般への就職、インターンシップを担当）

をサポートしている。全学部・学科には 1 人ずつ「キャリア対策委員」の教員を置き、

学生のキャリア支援を行う体制が整備されている。全学部・学科のキャリア対策委員に

よる「キャリア対策委員会」を組織し、全学横断的に学生のキャリア支援を行っている。 

その他、ＪＲ東京駅前に「武庫川女子大学東京センター」を開設して専門スタッフを

常駐させ、企業の本社機能が集中する首都圏における学生の就職先企業の開拓や、就職

活動のために上京した学生のサポートを行う体制を整備している。 
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１　実習の意義と目的
　本学における実習は、ソーシャルワーク実習（実習と略す）とソーシャルワーク実習指導（実習
指導と略す）を意味します。実習及び実習指導は、ソーシャルワーク概論、ソーシャルワーク論、
またソーシャルワーク演習といった教科と連動し、社会福祉士受験資格の取得に必要です。
　社会福祉士は、日々の社会の中で生活している個々人が社会生活上遭遇する諸困難を解決・軽減
することで人々がよりよい社会生活が営めるように、その主体性を最大限に尊重しながら支援する
ための活動を行います。その実践活動を支えるのは、人間や社会に対する深い理解と、社会福祉制
度や関連領域に関する幅広い知識であり、また、専門的援助技術と社会福祉実践を方向づける福祉
価値・倫理の習得です。これらを学習するためには、まず、社会福祉士指定科目の講義や演習によっ
てその基礎を固めることが必要です。
　しかし、学内での基礎学習だけでは実際のソーシャルワーク実践を行うことは困難です。大学に
おいて学んだ理論・知識・援助技術・専門職倫理を、一人ひとりの援助を必要とする人々（利用者
と略す）の状態にあわせて応用できるようになるためには、種々の福祉現場に接して観察したり実
践のためのトレーニングを受ける機会を持つことが必要です。これらの実践体験を通じて、はじめ
て、理論や知識が実務にどのように適用可能かを理解できるようになるわけです。また、ソーシャ
ルワーク実践は専門的援助関係を媒介にして展開されますが、そのような関係をつくりあげる技術
も、実際に利用者と接する機会を持たないと体得できるものではありません。この専門的援助関係
をつくるためには、援助者自身の自己覚知が大きな意味を持ってきますが、これも、福祉現場で利
用者とのコミュニケーションを通じてはじめて気づくことが多いのです。
　このように、実習は、大学における知的学習と福祉現場での実践体験とを結びつけるために必要
かつ有効な学びの機会であるといえます。それは、また、それまでの学習の成果を、福祉現場にお
ける実践体験を通じて一つに統合するための、社会福祉専門教育には不可欠な総括学習の段階に位
置づけられています。

２　実習科目の学習課題と学習方法
【実習関連科目の構成】

　本学科における実習に関連する科目の種類とその構成は、次の表のとおりです。
　⑴　学内における実習指導のための科目

科目名 配当年次 配当時間数 科目の位置づけ

ソーシャルワーク
実習指導Ⅰ

２年生
前期・後期

45時間以上

実習オリエンテーション、見学実習、
現場体験学習他
ソーシャルワーク実習のための事前学
習

ソーシャルワーク
実習指導Ⅱ

３年生
前期・後期

45時間以上
ソーシャルワーク実習の事前指導
ソーシャルワーク実習の事後指導と実習
総括のための報告会及び報告書の作成

－設置等の趣旨（資料）－170－



－　－2

　⑵　指定施設・機関における配属実習のための科目

科目名 配当年次 配当時間数 科目の位置づけ
ソーシャルワーク
実習Ⅰ

２年生
冬休み・特別学期

40時間以上
福祉現場における配属実習による体験学習と教
員による巡回訪問指導及び帰校日指導を受ける。

ソーシャルワーク
実習Ⅱ

３年生
夏休み・特別学期

200時間以上
（１日7.5時間）

福祉現場における配属実習による体験学習と教
員による巡回訪問指導及び帰校日指導を受ける。

【ソーシャルワーク実習指導Ⅰ】（注１）

［授業の回数］30回
［時間数（単位数）］45時間（１単位）
［配当学年・時期］２年・通年
［必修・選択］選択
［授業の目的・ねらい］
　１．ソーシャルワーク実習の意義について理解する。
　２．ソーシャルワーカーとして求められる役割と姿勢を養う。
　３．ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団指導を通して、ソーシャルワーク機能を発

揮するための知識と技術について具体的かつ実際的に理解し、体得する。
　４．実習や見学を介して得られた具体的な体験や援助活動を、専門的援助技術として概念化及び

理論化して体系立てて考えることができる能力を涵養する。
［授業全体の内容の概要］
次に掲げる事項について、個別指導及び集団指導を行うものとする。

　①　実習及び実習指導の意義（スーパービジョンを含む）
　②　多様な施設や事業所における現場体験学習や見学実習
　③　実際に実習を行う実習分野（利用者理解含む。）と施設・機関、地域社会等に関する基本的
な理解

　④　実習先で関わる他の職種の専門性や業務に関する基本的な理解
　⑤　実習先で必要とされるソーシャルワークの価値規範と倫理・知識及び技術に関する理解
　⑥　実習における個人のプライバシーの保護と守秘義務等の理解
　⑦　実習記録への記録内容及び記録方法に関する理解
　⑧　実習生、実習担当教員、実習先の実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画の作成及び実

習後の評価
　⑨　巡回指導
　⑩　実習体験や実習記録を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作成
　⑪　実習の評価及び全体総括会
［授業修了時の達成課題（到達目標）］
　１．実習の意義および目的について理解した上で、利用者、実習現場、専門職、関連制度等に関

する基本的理解をする。
　２．実習生としての自覚を促し、主体的に学習する態度を身につける。
　３．実習の事前学習に積極的にのぞみ、自ら配属先についての学習課題を設定・整理することが

（注１）ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ、ソーシャルワーク実習の下線部分は厚生労働省の通知に示されている内容
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できる。
［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
　コマ数
　１　実習指導Ⅰ前期オリエンテーション：現場実習・実習指導の意義と位置づけ
　２　ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習指導における個別指導および集団指導の意義
　３　専門職の価値・倫理の理解と実習（記録方法と守秘義務に関する事項を含む）
　４　現場体験学習および見学実習に関する指導（レポート作成指導を含む）
　５　実習分野に関わる利用者理解および施設・機関・団体・地域社会等に関する基本的理解、分

野別基礎学習（児童家庭福祉分野）①
　６　分野別基礎学習（児童家庭福祉分野）②
　７　分野別基礎学習（障害者福祉分野）①
　８　分野別基礎学習（障害者福祉分野）②
　９　分野別基礎学習（高齢者福祉分野）①
　10　分野別基礎学習（高齢者福祉分野）②
　11　分野別基礎学習（地域福祉分野）①
　12　分野別基礎学習（地域福祉分野）②
　13　分野別基礎学習（公的機関）
　14　分野別基礎学習（保健医療機関）
　15　実習施設・機関の配属決定、前期総括
　16　実習指導Ⅰ後期オリエンテーション、現場体験学習・見学実習レポート提出
　17　現場体験学習・見学実習報告会
　18　現場実習の配属先に係る事前学習・見学①
　19　現場実習の配属先に係る事前学習・見学②
　20　実習における契約と保険
　21　実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解
　22　実践技術論①
　23　実践技術論②
　24　実践技術論③
　25　実践と実習の関連：実習報告会への参加
　26　事前学習の課題と学習レポート作成（実習分野での事前ボランティア活動等を含む）
　27　事前学習成果の発表とディスカッション①
　28　事前学習成果の発表とディスカッション②
　29　利用者理解、施設・機関、制度・政策の理解、実践に関する知識・技術等の整理
　30　実習指導Ⅰ全体総括
［参考文献］
　『ソーシャルワーク実習』ミネルヴァ書房
［単位認定の方法及び基準］
　（試験やレポートの評価基準など）
　・レポート（80点）・平常点等（20点）平常点等配点内訳：授業への積極的参加度（20点）
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【ソーシャルワーク実習指導Ⅱ】

［授業の回数］30回
［時間数（単位数）］45時間（１単位）
［配当学年・時期］３年・通年
［必修・選択］選択
［授業の目的・ねらい］
　１．ソーシャルワーク実習の意義について理解する。
　２．ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団指導を通して、ソーシャルワークに係る知

識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。
　３．社会福祉士として求められる役割を理解し、価値と倫理に基づく専門職としての姿勢を養う。
　４．ソーシャルワークに係る知識と技術について具体的かつ実践的に発揮するための基礎的な能

力を習得する。
　５．実習を振り返り、実習で得た具体的な体験や援助活動を専門的援助技術として概念化し理論

化し体系立てていくことができる総合的な能力を涵養する。
［授業全体の内容の概要］
　次に掲げる事項について、個別指導及び集団指導を行うものとする。
　①　実習及び実習指導の意義（スーパービジョンを含む）
　②　多様な施設や事業所における現場体験学習や見学実習
　③　実際に実習を行う実習分野（利用者理解含む。）と施設・機関、地域社会等に関する基本的
な理解

　④　実習先で関わる他の職種の専門性や業務に関する基本的な理解
　⑤　実習先で必要とされるソーシャルワークの価値規範と倫理・知識及び技術に関する理解
　⑥　実習における個人のプライバシーの保護と守秘義務等の理解
　⑦　実習記録への記録内容及び記録方法に関する理解
　⑧　実習生、実習担当教員、実習先の実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画の作成及び実

習後の評価
　⑨　巡回指導
　⑩　実習体験や実習記録を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作成
　⑪　実習の評価及び全体総括会
［授業修了時の達成課題（到達目標）］
　１．配属先についての事前学習を主体的におこない、学習課題を整理したうえで、実習計画書を

作成することができる。
　２．実習計画書に基づいた現場実習を円滑におこない、実習前・実習中・実習後に必要な指導を

受けることができる。
　３．現場実習を通して、専門職に必要とされる基本的価値・倫理、知識、技術について理解し、

実習体験の成果と課題を整理・共有し、報告することができる。
　４．実習を通して具体的体験を通して、理論と実践を結びつけながら、ソーシャルワークの専門

性について考察することができる。
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［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
　コマ数
　１　前期オリエンテーションおよび社会福祉専門職のあり方
　２　実習における個人のプライバシーと守秘義務の理解
　３　実習生、実習担当教員、配属先の実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画の作成と実習

関連書類の作成について
　４　実習生、実習担当教員、配属先の実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画の作成とその

指導①
　５　実習生、実習担当教員、配属先の実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画の作成とその

指導②
　６　実習生、実習担当教員、配属先の実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画の作成とその

指導③
　７　実習計画書および関連書類の提出
　８　実習計画書に基づいた分野別事前訪問・学習指導①
　９　実習計画書に基づいた分野別事前訪問・学習指導②
　10　「実習記録ノート」への記録内容および記録方法に関する理解①
　11　「実習記録ノート」への記録内容および記録方法に関する理解②、書類管理について
　12　巡回指導について
　13　現場実習における医学知識
　14　現場実習直前指導
　15　実習指導II 前期総括
　16　実習指導II 後期オリエンテーション、実習総括レポートの作成について
　17　実習体験報告、個別課題の整理指導、実習総括レポートの作成指導①
　18　実習体験報告、個別課題の整理指導、実習総括レポートの作成指導②
　19　実習総括レポートの作成に関する個別指導
　20　実習総括レポートの作成に関する個別指導および提出
　21　実習記録等の事後指導およびスーパービジョン①
　22　実習記録等の事後指導およびスーパービジョン②
　23　実習記録等の事後指導およびスーパービジョン③
　24　実習記録や実習体験をふまえた課題の整理（分野別）①
　25　実習記録や実習体験をふまえた課題の整理（分野別）②
　26　実習の自己評価・相互評価（実習生、実習担当教員、実習指導者との三者協議を踏まえた
実習後の評価）①

　27　実習の自己評価・相互評価（実習生、実習担当教員、実習指導者との三者協議を踏まえた
実習後の評価）②

　28　実習報告会
　29　実習の評価全体総括会：実習成果の整理・共有と継続研究について
　30　専門職への道～国家試験、進路選択、職能団体について
［単位認定の方法及び基準］
　（試験やレポートの評価基準など）
　・レポート（50点）
　・平常点等（50点） 平常点等配点内訳：授業への積極的参加度20点、自主学習記録30点
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【ソーシャルワーク実習Ⅰ】

［単位数］１単位
［配当学年］２年
［必修・選択］選択
［授業の目的・ねらい］
　１．ソーシャルワークの実践に必要な各科目の知識と技術を統合し、社会福祉士としての価値と

倫理に基づく支援を行うための実践能力を養う。
　２．支援を必要とする人や地域の状況を理解し、その生活上の課題（ニーズ）について把握する。
　３．生活上の課題（ニーズ）に対応するため、支援を必要とする人の内的資源やフォーマル・イ

ンフォーマルな社会資源を活用した支援計画の作成、実施及びその評価を行う。
　４．施設・機関等が地域社会の中で果たす役割を実践的に理解する。
　５．総合的かつ包括的な支援における多職種・多機関、地域住民等との連携のあり方及びその具

体的内容を実践的に理解する。
［授業全体の内容の概要］
　授業は次に掲げる事項について、実習指導者による指導を受けるものとする。
　①利用者やその関係者（家族・親族、友人等）、施設・事業者・機関・団体、住民やボランティ

ア等との基本的なコミュニケーションや円滑な人間関係の形成。
　②　利用者やその関係者（家族・親族、友人等）との援助関係の形成。
　③　利用者や地域の状況を理解し、その生活上の課題（ニーズ）の把握、支援計画の作成と実施

及び評価。
　④　利用者やその関係者（家族・親族、友人等）への権利擁護活動とその評価。
　⑤　多職種連携及びチームアプローチの実践的理解。
　⑥　当該実習先が地域社会の中で果たす役割の理解及び具体的な地域社会への働きかけ。
　⑦　地域における分野横断的・業種横断的な関係形成と社会資源の活用・調整・開発に関する理

解。
　⑧　施設・事業者・機関・団体等の経営やサービスの管理運営の実際（チームマネジメントや人

材管理の理解を含む）。
　⑨　社会福祉士としての職業倫理と組織の一員としての役割と責任の理解。
　⑩　ソーシャルワーク実践に求められる技術（アウトリーチ、ネットワーキング、コーディネー
ション、ネゴシエーション、ファシリテーション、プレゼンテーション、ソーシャルアクショ
ン）の実践的理解。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］
　１．施設・機関の機能および社会福祉施策・制度や利用者の抱える生活上の諸問題を総合的に理

解する。
　２．利用者およびその家族、関係者等を理解し、関係形成をはかりながら、利用者のニーズを把

握・分析する基本的能力を身につける。
　３．観察や体験を通じて、ソーシャルワークに関する価値・知識・技術を理解し、施設・機関に

おいて必要とされる生活支援や援助・介助の実際を学ぶ。
　４．施設や機関内外の社会福祉専門職や関連分野の専門職の職務内容を理解し、効果的な連携の

あり方について学ぶ。
　５．自らの実習体験を客観的、具体的に記録化し、現状と課題について考察することができる。
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　６．地域社会における施設・機関の位置づけ、機能と役割、関係機関との連絡・調整について理
解する。

　７．事例検討を通して各種記録の意義について学び、一連の専門的支援過程の方法を具体的に理
解する。

　８．ケースカンファレンスや各種会議を体験し、事例研究とチームアプローチの重要性を学ぶ。
［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
　巡回指導等を通して、実習事項について学生および実習指導者との連絡調整を密に行い、学生
の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を十分に行う。

　ア　実習現場に関する基本的理解、実習中のリスクマネジメント、実習計画の確認・調整
　イ　利用者やその関係者、施設・事業者・機関・団体等の職員、地域住民やボランティア等との

基本的なコミュニケーションや人との付き合い方などの円滑な人間関係の形成
　ウ　利用者理解と支援計画の作成
　エ　利用者やその関係者（家族・親族・友人等）との援助関係の形成
　オ　利用者や地域の状況を理解し、その生活上の課題（ニーズ）の把握と実習における観察力・

洞察力の習得
　カ　実習記録についての具体的理解と技能の習得
　キ　援助・支援に必要な各種記録についての理解
　ク　実習現場におけるサービス内容、方法に関する理解
　ケ　実習計画における達成課題の確認とふりかえり
　コ　実習前半におけるスーパービジョン
　サ　実習前半における課題の整理と後半に向けての実習課題の見直し
　シ　実習後半の実習課題および実習内容に関する確認
　ス　実習現場における事例検討の方法、各種会議への出席
　セ　利用者理解とその需要の把握および支援計画の作成
　ソ　インテーク・アセスメント・支援計画立案・モニタリング・効果測定・終結とアフターケア

などソーシャルワーク実践の展開過程に関する具体的理解
　タ　利用者やその関係者（家族・親族・友人等）への権利擁護活動とその評価
　チ　多職種連携をはじめとする支援におけるチームアプローチの実践的理解
　ツ　当該実習先が地域社会の中で果たす役割の理解及び具体的な地域社会への働きかけ
　テ　地域における分野横断的・業種横断的な関係形成と社会資源の活用・調整・開発に関する理

解
　ト　施設・事業者・機関・団体等の経営やサービスの管理運営の実際（チームマネジメントや人

材管理の理解を含む。）
　ナ　社会福祉士としての職業倫理（施設・事業者・機関・団体等の職員の就業などに関する規定

への理解）と組織の一員としての役割と責任の理解
　ニ　施設・事業者・機関・団体等の経営やサービス管理運営の実際
　ヌ　ソーシャルワーク実践に求められるアウトリーチ、ネットワーキング、社会資源の活用・調

整・開発に関する理解、コーディネーション、ネゴシエーション、ファシリテーション、プレ
ゼンテーション、ソーシャルアクションに関する理解

　ネ　ソーシャルワーク専門職の価値基盤と実践についての総合的理解
［単位認定の方法及び基準］
　（試験やレポートの評価基準など）
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　・平常点等（100点）平常点等配点内訳：実習課題の遂行、実習記録、実習への積極的参加度を
総合的に判断する

【ソーシャルワーク実習Ⅱ】

［単位数］５単位
［配当学年］３年
［必修・選択］選択
［授業の目的・ねらい］
　１．ソーシャルワークの実践に必要な各科目の知識と技術を統合し、社会福祉士としての価値と

倫理に基づく支援を行うための実践能力を養う。
　２．支援を必要とする人や地域の状況を理解し、その生活上の課題（ニーズ）について把握する。
　３．生活上の課題（ニーズ）に対応するため、支援を必要とする人の内的資源やフォーマル・イ

ンフォーマルな社会資源を活用した支援計画の作成、実施及びその評価を行う。
　４．施設・機関等が地域社会の中で果たす役割を実践的に理解する。
　５．総合的かつ包括的な支援における多職種・多機関、地域住民等との連携のあり方及びその具

体的内容を実践的に理解する。

［授業全体の内容の概要］
　授業は次に掲げる事項について、実習指導者による指導を受けるものとする。
　①　利用者やその関係者（家族・親族、友人等）、施設・事業者・機関・団体、住民やボランティ

ア等との基本的なコミュニケーションや円滑な人間関係の形成。
　②　利用者やその関係者（家族・親族、友人等）との援助関係の形成。
　③　利用者や地域の状況を理解し、その生活上の課題（ニーズ）の把握、支援計画の作成と実施

及び評価。
　④　利用者やその関係者（家族・親族、友人等）への権利擁護活動とその評価。
　⑤　多職種連携及びチームアプローチの実践的理解。
　⑥　当該実習先が地域社会の中で果たす役割の理解及び具体的な地域社会への働きかけ。
　⑦　地域における分野横断的・業種横断的な関係形成と社会資源の活用・調整・開発に関する理

解。
　⑧　施設・事業者・機関・団体等の経営やサービスの管理運営の実際（チームマネジメントや人

材管理の理解を含む）。
　⑨　社会福祉士としての職業倫理と組織の一員としての役割と責任の理解。
　⑩　ソーシャルワーク実践に求められる技術（アウトリーチ、ネットワーキング、コーディネー

ション、ネゴシエーション、ファシリテーション、プレゼンテーション、ソーシャルアクショ
ン）の実践的理解。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］
　１．施設・機関の機能および社会福祉施策・制度や利用者の抱える生活上の諸問題を総合的に理

解する。
　２．利用者およびその家族、関係者等を理解し、関係形成をはかりながら、利用者のニーズを把

握・分析する基本的能力を身につける。
　３．観察や体験を通じて、ソーシャルワークに関する価値・知識・技術を理解し、施設・機関に
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おいて必要とされる生活支援や援助・介助の実際を学ぶ。
　４．施設や機関内外の社会福祉専門職や関連分野の専門職の職務内容を理解し、効果的な連携の

あり方について学ぶ。
　５．自らの実習体験を客観的、具体的に記録化し、現状と課題について考察することができる。
　６．地域社会における施設・機関の位置づけ、機能と役割、関係機関との連絡・調整について理

解する。
　７．事例検討を通して各種記録の意義について学び、一連の専門的支援過程の方法を具体的に理

解する。
　８．ケースカンファレンスや各種会議を体験し、事例研究とチームアプローチの重要性を学ぶ。
［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］                                
　巡回指導等を通して、実習事項について学生および実習指導者との連絡調整を密に行い、学生の

実 習状況についての把握とともに実習中の個別指導を十分に行う。

　ア　実習現場に関する基本的理解、実習中のリスクマネジメント、実習計画の確認・調整
　イ　利用者やその関係者、施設・事業者・機関・団体等の職員、地域住民やボランティア等との

基本的なコミュニケーションや人との付き合い方などの円滑な人間関係の形成
　ウ　利用者理解と支援計画の作成
　エ　利用者やその関係者（家族・親族・友人等）との援助関係の形成
　オ　利用者や地域の状況を理解し、その生活上の課題（ニーズ）の把握と実習における観察力・

洞察力の習得
　カ　実習記録についての具体的理解と技能の習得
　キ　援助・支援に必要な各種記録についての理解
　ク　実習現場におけるサービス内容、方法に関する理解
　ケ　実習計画における達成課題の確認とふりかえり
　コ　実習前半におけるスーパービジョン
　サ　実習前半における課題の整理と後半に向けての実習課題の見直し
　シ　実習後半の実習課題および実習内容に関する確認
　ス　実習現場における事例検討の方法、各種会議への出席 
　セ　利用者理解とその需要の把握および支援計画の作成
　ソ　インテーク・アセスメント・支援計画立案・モニタリング・効果測定・終結とアフターケア

などソーシャルワーク実践の展開過程に関する具体的理解
　タ　利用者やその関係者（家族・親族・友人等）への権利擁護活動とその評価
　チ　多職種連携をはじめとする支援におけるチームアプローチの実践的理解
　ツ　当該実習先が地域社会の中で果たす役割の理解及び具体的な地域社会への働きかけ
　テ　地域における分野横断的・業種横断的な関係形成と社会資源の活用・調整・開発に関する理

解
　ト　施設・事業者・機関・団体等の経営やサービスの管理運営の実際（チームマネジメントや人

材管理の理解を含む。）
　ナ　社会福祉士としての職業倫理（施設・事業者・機関・団体等の職員の就業などに関する規定

への理解）と組織の一員としての役割と責任の理解
　ニ　施設・事業者・機関・団体等の経営やサービス管理運営の実際
　ヌ　ソーシャルワーク実践に求められるアウトリーチ、ネットワーキング、社会資源の活用・調
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整・開発に関する理解、コーディネーション、ネゴシエーション、ファシリテーション、プレ
ゼンテーション、ソーシャルアクションに関する理解

　ネ　ソーシャルワーク専門職の価値基盤と実践についての総合的理解
［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］
　（試験やレポートの評価基準など）
　・平常点等（100点） 平常点等配点内訳：実習課題の遂行、実習記録、実習への積極的参加度を
総合的に判断する

３　実習事前学習と実習計画書の作成
⑴　事前学習について

　配属実習には、学内における実習指導講義・演習、視聴覚教材や福祉機器等を活用した自主学習
などを含めた、事前の準備学習が必要です。
　もちろん、実習は、これまでに学んだ社会福祉の理論・知識・援助技術・専門職倫理を社会福祉
の実践現場でソーシャルワークの視点に立って学び直すための体験学習です。したがって、実習の
事前学習とは、広義にとらえるならば、実習生のこれまでのすべての学習や経験を意味することに
なります。
　限られた期間内で、福祉現場や専門的知識・技術の実際をよりよく学ぶには、実習指導の講義や
演習を受ける以外に、各自の努力として、つぎのような事前学習に対する積極的な姿勢が求められ
ます。

　①　実習生各自が実習の意義や学習課題を明確にする。
　②　①を達成するための具体的課題や学習方法を検討する。
　③　①、②を通じて各自の実習計画をできるだけ具体的に立案し、実習に対する問題意識を焦点

化していく。

　その上で、つぎのような項目にそって、事前学習を進めることが必要です。尚、教科書・参考文
献・授業中の学習・自主学習・ボランティア活動など、学習方法には種々のものが考えられます。
　①　実習目的をよく理解する。
　　 実習の意義と目的、ソーシャルワーク実習のそれぞれのねらい、実習内容・達成課題を十分に
整理しておく。

　②　実習先施設・機関をよく知る。実習先アセスメント／施設・機関分析をおこなう。
　　 各自の配属先となる実習先について実情をよく知り、実習生として望まれる態度や心構え、利
用者への対応の仕方について学んでおく。実習前のボランティア活動、先輩たちの実習報告会へ
の参加、実習指導室にある各実習先の資料や実習報告書などを活用して、具体的な実習先の理解
につとめる。

　③　問題意識を深める。
　実習計画書の作成にむけて、各自の実習先を含む福祉分野の理解へと視野を広げて学ぶ。また、
社会福祉理論や援助技術など、既に学んだ教科を復習することによって問題意識を深め、実習生
各自のもつ実習に対する課題意識・関心との結合を試みる。具体的には、つぎのような学習内容
が考えられる。
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　　　ａ．社会福祉の基礎知識を復習・整理する。
　　　ｂ．各自の実習先を含む福祉分野に関して理解する。
　　　ｃ．実習先の施設・機関についての知識を広げる。
　　　ｄ．現場で必要とされる社会福祉援助技術や介護技術について学ぶ。

⑵　実習計画書について

　次に実習計画書の作成について説明します。実習計画書は、実習生が実習期間中に何を学びたい
かを明確にし、それを文章化して実習先に提出するものです。実習先では、個々の実習生がどのよ
うな問題意識を持ち、実習を通じて何を学ぼうとしているのか、それをどのような方法で学ぼうと
しているのか、具体的にどのような実習課題に関心を持っているのか、などを実習計画書をもとに
して読み取っていきます。そして、実習生個人票の情報、実習計画書に表現される実習生としての
コンピテンス、実習先施設・機関の実情などを重ねあわせ、実習指導プログラムが決定されます。
この実習指導プログラムは、事前訪問指導を受ける際に実習生に示され、実習期間中はこのプログ
ラムに従って日々の実習が展開されることになります。実習生、施設・機関の個別性によって、実
習指導プログラムは異なります。場合によっては、実習生の実習計画書から、個々人の意向や学習
課題に沿うようにプログラムを検討してくださることもあります。実習生の学びに対する意欲と熱
意が伝わるような実習計画書の作成が期待されます。

　実習計画書の作成には、次の点に留意して下さい。
　　①　事前の学習をしっかり積み重ねて、自分にしか書けない実習計画を立てる。
　　②　実習計画書に含まれる、実習テーマ・実習中の課題目標・方法の内容については、はっき

りと具体化し焦点化したものを書く。
　　③　実習テーマは、目指している実習において、自分自身が中心的に学びたい内容や、目標と

したいことをあげる。限られた実習期間、自分自身の問題意識、事前学習の状況などを考慮
して、実現可能な内容のものを選択すること。

　　④　実習の課題目標は、目指している実習の期間中に、限られた時間の中で実習テーマを習得
するための具体的課題と考えることができる。どのような課題を、どのような学習方法を用
いて、どのような関係で習得するのかも整理しておく。

　　⑤　守秘義務の遵守などの点から、実現困難と思われる実習課題の設定は避け、実習先の事情
を十分に理解して実習計画を検討することが望ましい。「もし可能ならば～したい」という
表現を使って希望を伝えてみるのもよい。

　　⑥　事前学習についての記述によって、実習生の意欲や予備知識を実習先に伝えることができ
る。実習関連教科に限定されず大学での講義や演習・自主学習・ボランティア活動について
書き、関心を持ったことなどについては簡潔な所見を付記することが望ましい。
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４　実習におけるスーパービジョン

　スーパービジョンは、社会福祉・保健・医療等の領域において、熟練した実践家が新人職員や実
習生を養成する際の養成方法の一種です。
　一般的に、スーパービジョンには、①支持的機能　②教育的機能　③管理的機能の３種類の機能
があります。①は、新人職員や実習生が仕事への意欲を持つことができるように精神的に支える働
きであり、②は、彼らが職務を遂行するにあたって必要な知識や技術を提供することです。③は、
組織の一員として彼らが適切な行動や仕事が達成できるように、その環境を整えるための支援を提
供する働きをいいます。なお、関連領域の専門家から必要な情報提供や助言を受けることは、コン
サルテーションと呼ばれ、スーパービジョンとは区別されます。
　実習生に対するスーパービジョンは、実習前、実習期間中、実習後を通じて行われます。たとえ
ば、実習前のスーパービジョンの一例としては、実習先となる施設や機関における業務内容につい
て情報提供を受けること、また、利用者との関わりに関する基本的注意事項やトラブル発生時の対
応の仕方についての指導を受けることなどが含まれます。また、実習中のスーパービジョンの具体
例では、実習計画書や実習日誌の内容に基づいて、具体的な助言や評価を受けることが、その代表
例といえます。実習後のスーパービジョンとしては、「実習の総括」「実習反省会」の場を持ち、実
習指導担当職員から助言や評価を受けることなどが該当します。また、学内指導教員との間で行わ
れる実習総括を含めた将来の進路等に関する実習生の個別的問題の相談なども含まれます。
　スーパービジョンの形式は、さまざまな形で展開されます。たとえば、実習生個人に対して直接
行われるものの他に、複数の実習生を対象とするグループ・スーパービジョンの形式で行われるも
の、個別の事例を取り上げて参加者全員で討議するもの（ケース会議やケース・カンファレンスと
呼ぶ）もあります。
　スーパービジョンの方法もさまざまで、その主なものとして次のような方法をあげることができ
ます。

　①　実習記録や実習計画書などのような「記録」を媒介にして行われるスーパービジョン
　②　実習生が疑問や心配や実習中のトラブルなどを話す場面において、「話す」というコミュニ
ケーションを通じて展開されるスーパービジョン

　③　ライブ・スーパービジョンと呼ばれる方法で、利用者の生活場面や面接場面等における実習
生の対応が適切であるかどうかを、その場面場面で判断しながら実習生をサポートしていく
スーパービジョン

　④　個別事例を取り上げて全員で討議するケース・カンファレンスを媒介にしたスーパービジョン
　⑤　特定の事例やインシデント（場面）を想定したロールプレイを媒介にしたスーパービジョン
　⑥　スーパーバイザーが実際にやってみせるデモンストレーション
　⑦　VTR等を活用して行われるスーパービジョン
などがあります。
　実習中のスーパービジョンは、多忙な福祉現場の業務を遂行しながら行われるため、改まった形
で行われるよりも、日常業務の中で意識しないうちに既に行われていることも多く見られます。注
意深く、実習先で出会う方々の言動を受け止め、その意味を理解するよう努めて下さい。
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５　実習記録と実習関連書類
⑴　実習記録の意義

　実習では、実習生が体験し観察したことをまとめ、考察を加えて記録に残す必要があります。「実
習記録」に毎日記録し、実習先の指示に応じて、日々提出します。これは実習内容を自己点検する
ことにも役立ち、実習指導担当者からスーパービジョンを受ける際にも不可欠なものです。また、
実習記録や関連書類の作成を通じて、福祉実践に不可欠な「記録すること」への能力を育てること
ができます。つまり、実習の記録は、実習生自身の成長のために重要な役割を担うものといえます。
　実習記録の内容としては、大別すると、次のようなものがあります。
　①　実習生が体験し、観察した業務・援助方法や、内容等の客観的事実とそれに基づく考察をま

とめる方法によるもの。
　②　実習中に感動したことや肌で感じた印象などのような、実習生の素直な気持ちを表現する方

法によるもの（反省や感想）。

⑵　実習記録の留意点

　記録に際しては、概ね以下のような点について留意する必要があります。
　①　諸施設・機関の実態を捉えた内容
　　　利用者の実態、職員との関わり、人間関係等についての観察や考察。
　②　実習生と利用者との関わり

　実習生と利用者に対する働きかけと反応、実習指導者からの助言、指導等。また、利用者と
の関わりをとおして見えてきた自分自身のことで分かったこと（自己覚知）についても記録を
する。

　③　疑問・質問や失敗事項
　疑問・質問や失敗したことについては、実習指導担当職員から口頭で教示を受けた内容を記
録してまとめるか、実習記録に質問事項を書き出しておき、実習指導担当職員から回答を書い
ていただく。

　④　実習生自身の実践を中心に捉えて記述する。
　実習についての感想はあくまでも実習生自身の実践を中心に捉えて書く。いたずらに施設の
歴史や現状を無視した批判的内容は慎む。

⑶　表現の方法

　実習記録を含む実習先への提出物は、実習指導担当職員以外の施設関係者も目を通し、フィード
バックをくださる可能性があります。そこで、次の表現の方法についての注意事項に気を付けましょ
う。
　①　記録内容は、分かりやすい表現を用い、丁寧な文字で書く。誤字や脱字にも注意する。
　②　利用者のプライバシーの保護に留意して記録する（たとえば、利用者の氏名や住所などの記

載の方法など）。
　③　記録は、ボールペンまたは万年筆を用いて書き、鉛筆書きは避ける。
　④　公的な記録であることの自覚を持ち、流行語・省略語、また文章表現等に留意する。

－設置等の趣旨（資料）－182－



－　－14

⑷　提出の留意点

　実習記録は指定された日時に確実に提出します。

⑸　実習記録の書き方

　本学で採用する実習記録の様式にしたがって、各項目にどのような記録を記載すればよいか、そ
の目安となる内容を以下に示します。

　①　本日の目標
　日々の実習は、実習プログラムにそって展開されるが、同じプログラムによる実習であって
も、毎日の具体的な実習の目標は実習生一人ひとりで異なってくる。それまでに受けてきたスー
パービジョンの内容やその日の実習の反省などを踏まえて、今日の自分の実習目標を考えて記
録することになる。目標を立てる際の留意点は、毎日の目標が当該実習の実習目標と何らかの
繋がりをもっていることで、日々の目標の一つ一つは、当該実習目標に到達するための一里塚
の位置づけを持つことを忘れないことである。当日の実習記録を書く時に、翌日の目標を立て
ることが望ましい。

　②　日課
　日課のあげ方は、福祉施設の場合と福祉機関の場合とでは異なることがある。また、同じ種
別の施設や機関であっても実習先によってそれぞれ違ってくることが多い。さらに、実習内容
によっても日々異なってくるものである。細かく日課を記入できる場合もあれば、午前・午後
とひとくくりになる場合もある。時間的経過にそって、その１日の実習内容を反映できるよう
に記録するよう心がけることが望ましい。

　③　具体的な実習内容
　ここでは、その日どのように実習を展開し、どのような出来事があり、どのような体験をし、
何を学習したかなどについて客観的事実の要点のみを書く。もし、講義を受けた場合には、こ
こにはその要点のみを書き、講義内容に関する考察・意見・所感などは、④の項目にまわすと
よい。観察実習や体験実習の場合は、事実の展開と観察の要点をできるだけ客観的事実に基づ
いて書く。実習生として利用者にどのような場面でどのように接し、どのように働きかけどの
ような反応があったかなどについて書く。この事実についての反省や考察や所感は、④の項目
の中で捉えなおし、しっかり考えてみることが大切である。
　その場にいなかった職員の方や教員の誰もが、その場面を理解できるような事実の記載が望
ましい。分量が多くなり記録する実習内容の取捨選択をしなければならないような場合には、
実習目標にもとづいて大事であると思われるものや、強く印象に残ったものを優先するのもひ
とつの考え方である。

　④　実習の考察（意見・感想・疑問）
　実習内容の中で、特に印象に残った事実を取り上げ、その事実についての考察・意見・感想
をまとめたり、そのことに関してどのようなスーパービジョンをもらったか、スーパービジョ
ンを受けての感想はどうであったか、などをまとめる。
　また、その日１日を振り返っての感想・意見・疑問などを書く。たとえば、その日の実習の
目標やプログラムのねらいがどのように具体化され、その結果はどうであったか、その日１日
何を学んだか、何が疑問として残ったか、などである。疑問点やわからないことは、その日の
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うちに質問や記録を通じて言語化し、実習指導担当職員の方や他の職員の方にスーパービジョ
ンを受けるよう心がけることが大切である。もし、口頭で回答をもらった場合には、実習記録
の中に記載しておくこと。
　最後にその日の実習の中で印象に残る場面では、実習生としての感情の動きや思いを体験す
ることも多い。きちんと自分の気持ちを整理し、なぜそのような気持ちになったのか自己覚知
に努めるよう心がけること。

　⑤　明日への課題
　１日を振り返り、冷静に自己評価するとともに、今、自分にとって学ぶべき課題は何かにつ
いても考えてみる。その中で、明日の具体的な実習目標を定め、それを記録しておく。

⑹　その他の実習関連書類の取扱いについて

　実習では、その全過程を通じて、多種類の記録や書類の作成が求められます。実習生として各自
の意見や考えを表現するために、正確な情報伝達の手段として活用するために、あるいは実習の一
つひとつの過程と向き合って自分自身の体験を客観化するために、さまざまな様式の記録や書類を
作成していきます。本学で使用する、以下の関連書類の取り扱いについては、随時、授業中または
掲示によって連絡していきます。

　①　フィールド・インストラクターの講義記録
　記録を１週間以内に完成させて、その都度、学内指導教員に提出する。返却されたものは、
「実習ファイル」に綴っておく。

　②　見学実習記録
　　　 指示に従って、期日までに学内指導教員に提出する。返却されたものは、「実習ファイル」

に綴っておく。
　③　福祉現場体験学習報告書
　　　福祉現場体験について、所定の内容を記録して、期日までに学内指導教員に提出する。
　④　事前ボランティア報告書

　事前ボランティアについて、所定の内容を記録して、期日までに学内指導教員に提出する。
返却されたものは、「実習ファイル」に綴っておく。

　⑤　実習施設・機関の地図
　事前に実習生各自が自宅から実習先までの交通機関を確認し、原本を実習指導室に提出する。
また、大学から実習先までの交通機関を調べ、地図等を完成して、指示された期日までに学内
指導教員に提出する。

　⑥　実習生個人票
　　　学内指導教員の助言を得ながら作成し、指示された期日までに学内指導教員に提出する。
　⑦　実習計画書

　学内指導教員の指導を受けて原案を作成し、指示された期日までに学内指導教員に提出する。
事前訪問指導時の指導で実習先より計画の修正を求められた場合は、帰学後、再度作成しなお
すことも必要となる。

　⑧　誓約書
　　　指示に従って、期日までに学内指導教員に提出する。
　⑨　実習出勤簿と実習生評価表（実習先評価表のみ）

－設置等の趣旨（資料）－184－



－　－16

　「実習ファイル」を受取った後、必要事項を記入して、期日までに学内指導教員に提出する。
　⑩　実習プログラム・事前訪問記録
　　　実習先での指導後、速やかに作成し、「実習ファイル」に綴っておく。
　⑪　「実習ファイル」と「実習の総括」の提出と受理

　実習最終日の記録の完成後、速やかに「実習の総括」を作成して、「実習ファイル」を完成
し、それを実習先の指示に従って提出し、実習生各自で返却をうけて、学内指導教員に提出す
る。「実習出勤簿」「実習生評価表」は、実習先より直接大学に返却されることになる。「実習
ファイル」の実習先への提出は、実習最終日の翌日、返却日については、各自が実習先からの
指示を受けること。実習ファイルは実習先からの返却の後、学内指導教員に提出する。

　⑫　巡回指導・帰校日指導のふりかえり
　巡回指導時・帰校日には必ず持参すること。尚、帰校日の日程については別途指示する。
　巡回指導・帰校日指導を受けた際に記入をし、期日までに学内指導教員に提出する。

６　実習事後指導と実習報告書の作成
⑴　事後指導

　実習先での実習が終了すると、実習指導体系としての「実習のまとめ」の作業を展開して、体験
学習の成果をさらに深めていきます。これには主に、記録を用いる方法とグループ討議の場を活用
する方法があります。
　 「記録」を用いる実習のまとめは、実習終了後に作成する、それぞれの「実習の総括」レポート
が含まれ、また、すべての現場実習終了後に作成する「実習報告書」がこれに含まれます。
　クラスでグループ討議を重ねたり、実習生全員が参加して行われる「実習報告会」は、「討議」
を活用した「実習のまとめ」に該当します。いずれの方法も、学内指導教員の個別・集団によるスー
パービジョンを受けながら展開します。
　記録を用いる場合と討議の場を活用する場合とでは、その成果と学習の方法が異なってきます。
　記録を用いる実習の総括の場合は、実習計画書と実習記録の記事を突合せながら、実習目標や課
題の達成度を振り返っていくことが多く、自己評価を深め実習の反省と成果を次の実習に生かすた
めの効果的な学びの場になります。
　グループ討議による実習反省会や全体実習報告会の学習効果には、次のようなものが含まれます。
　　①　実習生がお互いの実習体験から学びあえること。
　　②　実習の成果や意義を整理しなおせること。
　　③　実習を通じて得た新たな学習課題のさらなる学びの出発点になりうること。
　などです。
　特に、同じ種類の施設で実習した実習生のグループや施設・機関の種別は異なっていても同じ分
野で実習した実習生グループの討議は、大変実り豊かな内容となります。たとえば、実習生各自が
自らの実習体験を整理しなおしたり、実習生への理解を深めたり、実習中に気づかなかったことを
新たに気づかせてくれるのに役立ちます。その結果、他の分野における実習の理解が可能となり、
実習に臨むにあたって求められる反省や成果を今後の実習に生かすことが可能になります。また、
さまざまな福祉分野での実習体験報告を聴くことが、多岐にわたる福祉現場・福祉実践の現状や課
題に対する理解につながることは、いうまでもありません。
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⑵　「実習の総括」レポート

　次に実習を総括するためのレポートの作成について説明します。
　実習の終了時に、「実習の総括」レポートを作成します。本学では、実習のまとめのポイントを
あらかじめ５項目にわたって定めていますので、それらの項目に添ったレポートをどのように書く
ことができるか、標準モデルを次に示しておきます。
　①　実習先の特徴

　組織運営面への理解を整理する方法として、運営上の理念とその理念の実現にむけてどのよ
うな実践的展開が観察できたかをまとめる。その他、利用者と職員の関係、職員のチームワー
ク関係、利用者の人間関係などが実習先施設・機関の運営にどのように関わりを持っているか
などを考察する。

　②　実習の内容
　実習プログラムに添って、実習内容の主なものをまとめる。いつからいつまで、どの部署で
どのような業務に従事したかを列挙する。

　③　実習目標（課題）とその達成度
　どのような事前学習を準備したかを含めて、実習計画書に基づいて、そのねらいや達成目標
との関連から実習がどのようなものであったかを自ら評価する。達成度が不十分と思われる場
合には、なぜそうなったのかを考える。

　④　実習で学んだこと新しく発見した課題
　実習を通じて学んだことをまとめるとともに、今回は取り上げることのできなかった新たな
課題を見出した場合や、次の実習につなげたいと反省される課題とそう思われる理由を考察す
る。

　⑤　その他感想
　「実習の総括」では表現できなかったことで、実習中に印象に残ったことや各自の実習体験
にもとづいて感じたこと等について自由に書く。実習生各自の独自性を発揮できる項目である。

　実習中の実習指導担当職員からのコメントや実習後のレポートの作成、個別指導やグループ討議
を通じての課題達成度の評価、自らの問い直しの作業は、実習生各自の社会福祉専門職としての知
識・技術を育て、福祉職としてのコンピテンスを育てるのに役立ちます。その意味で、実習の事後
学習は事前学習と同様に意義深いものといえます。

⑶　実習報告会

　実習指導Ⅰ、実習指導Ⅱ、実習におけるすべての実習の総まとめの学習段階として、「実習報告会」
の機会を持ち、実習生全体での相互学習の場を設定します。実習報告会への参加を通じて、実習生
は各自の実習を反省し総括するとともに、同じ分野の他施設で実習を行った実習生の報告や他分野
における他の実習生の報告を聞くことによって、より広い視野に立って実習のまとめを試みます。

⑷　実習報告書

　「実習報告書」は、一定の様式と作成要項に従って学生自身がワープロ原稿を作成し、そのまま、
それをもとに製本して作ります。この「実習報告書」は、学科、図書館、実習指導室で保管し実習
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教育資料として公開すると同時に、実習施設・機関に配布してその後の実習指導に役立ててもらう
ことになります。
　 「実習報告書」の内容・様式・作成要項・枚数等については、実習指導Ⅱにて連絡・指導します。
必ず指示された「見本」・「様式」・「作成要項」に従い、提出期限を厳守し実習生全員の協力のもと
に報告書を完成させて、後輩の実習に役立つ資料を提供できるよう努めてください。

７　実習の評価

　実習にあたって、学生は実習計画書を作成します。この計画書には主に、実習生一人ひとりの実
習テーマ、課題目標と方法が含まれるものです。実習の評価は、この計画に基づいて展開される実
習内容について、①実習生自身による自己評価、②実習施設・機関の実習指導担当者による評価、
③大学の学内指導教員による判定　という形で行われることになります。

○評価の時期と方法
　評価の時期と方法における主要な点は次のとおりです。

⑴　実習前
　「実習計画書」の内容をもとに、大学での事前教育（自主学習を含む）の場を中心として行われる評価
　　評価のポイント
　　①　実習の意義と目標・テーマの明確化
　　②　実習施設・機関の機能等についての基本的な理解
　　③　学生自身の実習課題の適切な設定
　　④　実習において必要な基本的援助技術の理解

⑵　実習中
　実習期間中の日々の「実習記録」をもとに、実習施設・機関での指導を中心として行われる評価
　　評価のポイント
　　実習評価表の内容項目による

⑶　実習後
　「実習の総括レポート」、「実習報告書」及び大学での事後指導等を通じて行われる評価
　　評価のポイント
　　①　実習課題の達成内容
　　②　現場実習を通じて学んだこと
　　③　反省し今後の課題とすべきこと

８　実習の準備と留意事項

　実習の履修に際しては、以下のような綿密な準備が必要です。
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⑴　実習施設等での実習事前ボランティア

　実習生は、実習先が決定したら、冬季休暇もしくは特別学期期間中に実習先に伺い、事前ボラン
ティアを行います。
　実習事前ボランティアについては、p71～73を参照してください。

⑵　実習施設等との事前打ち合わせ（事前訪問指導）

　実習生が、事前に実習先に伺い、確認のうえ準備する主な項目は以下のとおりです。
　　①　施設への事前訪問

　実習前の施設訪問は実習先から指示のある場合のみ行うが、その場合は少なくとも２週間
前までに、電話連絡等によってアポイントを取り、次の目的をもって行く。また、同一実習
先で複数の学生が実習をする場合は、代表学生がアポイントを取り、実習生全員が揃って行
くこと。

　　　　ａ．実習生として施設への挨拶と指導のお願いをする。
　　　　ｂ．実習日程・内容の打ち合わせをする。
　　　　ｃ．施設の概況を知る（施設見学を含む）。
　　　　ｄ．実習に必要な物品・準備すべき事項の確認をする。
　　　　ｅ．必要な事前学習について確認する。
　　　　ｆ．実習中の留意事項を伺う
　　　　ｇ．健康診断書と腸内細菌検査証明書を提出する。
　　②　事前訪問において確認する事項
　　　　ａ．実習時の服装・履き物について
　　　　ｂ．実習時の食事について
　　　　ｃ．実習にかかる費用（食事代など）とその支払い方法について
　　　　ｄ．宿泊実習について（期日、準備品）
　　　　ｅ．提出書類などについて
　　　　　 （健康診断書・腸内細菌検査証明書以外に、施設が求める書類の有無の確認）
　　　　ｆ．実習初日の集合場所と開始時刻について
　　　　ｇ．交通手段について
　　　　ｈ．実習出勤簿の扱いについて
　　　　ｉ．日々の実習記録の提出方法について

⑵　必要な携行品について

　携行品は実習施設によって異なるので、各施設の指示に従ってください。事前訪問指導がない施
設では、実習指導担当者に電話をして確認してください。実習においては以下のものを準備してく
ださい。（下線部は宿泊実習時に必要と思われるもの）
　　①　学習用品
　　　ａ．実習の手引き　ｂ．実習日誌　ｃ．メモ用紙　ｄ．国語辞典　ｅ．参考書
　　　ｆ．筆記用具（ボールペン、鉛筆、消しゴム、修正液等）
　　②　実習用品
　　　ａ．上履き　ｂ．下履き　ｃ．その他指示のあったもの
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　　③　生活用品
　　　ａ．洗面用具　ｂ．洗濯用具　ｃ．着替え　ｄ．目覚まし時計　ｅ．ねまき
　　　ｆ．シーツ・枕カバー（特に指示があった場合） 　ｇ．コップ　ｈ．箸　ｉ．タオル
　　　ｊ．ティッシュ　ｋ．ハンカチ　ｌ．爪切り
　　④　必要経費
　　　ａ．食費　ｂ．宿泊費　ｃ．施設への往復にかかる費用
　　⑤　その他
　　　ａ．印鑑　ｂ．健康保険証（または写し）
　　　ｃ．常備薬（必要な場合）

⑶　実習期間中の通学定期の取り扱いについて

　実習期間中、学割を必要とする場合は事前に手続きをとることが必要です。詳細は『STUDENT 
GUIDE－For Campus Life』に記載されている「実習生通学定期券」の項目を参考のこと。定期券
利用の場合は、実習開始1.5ヶ月前頃までの申請書の提出が必要です（電鉄会社によって申請手続
き期間が異なることに留意のこと）。

９　実習生の心得

　実習先は社会の現場であり、実習生には社会人としての言動が必要とされます。実習先では、職
員の方々が日常の業務に加えて実習生教育の責任をも引き受けておられることをよく認識し、謙虚
かつ積極的な実習態度で臨むことが求められます。

⑴　施設・機関の方針に従うこと

　実習中は、実習先の定めた計画に従い、その運営及び指導方針を尊重し、実習生としての自覚を
もって積極的に行動してください。

⑵　実習先の運営規定に従うこと

　　①　定刻に遅れないようにし、「実習出勤簿」に押印する。勤務時間とはその時間になれば、
勤務を始める時間です。定刻の15分前には実習先に着き、心の準備をすること。

　　②　止むを得ない事情で欠席、遅刻、早退をするときには、必ず事前に実習指導担当職員に連
絡し、承諾を受けること。

　　③　実習中の欠席や、予定していた実習期間を止むを得ない事情で中断しなければならない時、
または実習期間に変更が生じた時は、必ず実習指導室まで連絡し、相談の上、決定すること。

　　④　職員、利用者に対して、自ら率先して心をこめて挨拶をすること。
　　⑤　実習期間中は無断で実習場所を離れないこと。
　　⑥　施設の物品を使用する場合は、必ず定められた手続きをとること。
　　⑦　使用した諸物品は速やかに所定の場所へ返却すること。
　　⑧　実習先の状況、また利用者について知ったことを口外しないこと（秘密保持）。
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　　⑨　個人情報が書かれた文書を実習先から持ち出さないこと（個人情報の保護）。

⑶　利用者との関係

　　①　常に、利用者の側に立ち、利用者の人格を尊重する態度で臨む。また、明朗、穏和、公正
な態度を保つこと。

　　②　できるかぎり早い時期に、利用者の名前を覚え、信頼関係の確立をはかる。利用者の呼び
方については、「～さん」とする。ただし、実習先によって呼び方が異なる場合もあるので、
実習先の指示に従うこと。

　　③　利用者の気持ちを理解し、利用者の立場でものごとを考えること。
　　④　事故を起こさぬよう安全に留意すること。ただし、万一事故が発生した場合は直ちに実習

指導担当職員に連絡をすること。同時に本学の実習指導室にも連絡をとること。
　　⑤　利用者に金品を渡さないこと、また受け取らないこと。
　　⑥　利用者に対して実習生の住所や電話番号を知らせないこと。
　　⑦　実習をとおして、内なる偏見、先入観の自覚に心がけ、それらをコントロールする努力を

惜しまないこと。
　　⑧　自分で判断に迷う場合は、些細なことでも職員の助言や指導を求めること。

⑷　職員との関係について

　　①　何事にも謙虚に助言を受け入れる態度を保つこと。
　　②　疑問点や不明確な点があれば、率直に質問し、積極的な姿勢で実習に臨むこと。
　　③　実習先にはそれぞれの方針があるので、重要なことは必ず実習指導担当者の指示を受け行

動に移すこと。
　　④　依頼されたことは最後まで責任をもって果たすこと。

⑸　健康管理について

　日ごろの健康管理に加え、実習開始１ヶ月前頃に事前の健康チェックを行います。また、必要に
応じ検査を受け体調を整えて実習に臨む。以下のことに留意してください。
　　①　栄養、睡眠など健康には十分留意し、とくに伝染性疾患、上気道感染にかからぬようにす

る。実習前の旅行（とくに海外）は極力さけるようにし、また、実習直前に体調の異常（発
熱、嘔吐、下痢等）が出現した場合は、必ず医療機関を受診し実習が可能か否か診断しても
らう。

　　②　持病のある学生は事前に受診し、実習期間中の悪化防止につとめ、実習が無事に終了する
よう心がける。実習先に持病服薬の有無を伝えておくことが重要です。

　　③　万一、実習中に病気に罹患した場合は、直ちに実習指導職員に申し出る。また、本学の実
習指導室に速やかに連絡をする。

　　④　実習中のアルバイトは体調を崩しやすく、実習先に多大の迷惑を掛ける場合が多い。また、
実習をしながらアルバイトも行うなどという、中途半端な考えはスペシャリストを目指す学
生にあるまじき態度である。したがって、実習中のアルバイトは全面禁止とする。
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⑹　服装・身だしなみ

　　①　実習中の服装は、実習先の雰囲気に適したものを着用すること。基本的には華美にならず、
活動しやすく、清潔な服装を心がける。

　　②　実習中の化粧は健康的なものにし、装身具（ピアス、イヤリング等）は用いない。爪は短
く切り、マニキュアはしない。

　　③　頭髪は清潔に短くまとめる。

⑺　実習中の勤務時間外の諸注意等

　これは主として宿泊実習の場合ですが、通勤実習の場合にもこれに準じます。
　　①　特定の利用者と特別な関わりをもったり、実習指導職員の了解もなく利用者の居室への出

入りをしない。また、実習生の居室に利用者を入れない。
　　②　止むを得ない事情で外出する場合には、必ず実習指導職員にその理由、行き先、帰着時刻

等を告げ、許可を得て外出し、定刻には必ず戻ること。帰着時には、実習指導職員にその旨
を報告すること。

　　③　自由時間や休憩時間であっても実習中であることを自覚し、友人・知人等との面会や携帯
電話での連絡を控える。

　　④　夜間は静粛を心がけ、その日の実習内容の反省や考察の時間を設ける。就寝は、翌日の実
習に備えて、できるかぎり早くする。

　　⑤　何事についても、常に常識のある行動をとる（食事の態度、トイレや浴室の使用方法、廊
下の歩き方、スリッパの脱ぎ方、実習生の居室の整理整頓等）。

　　⑥　必要以上に金銭を所持しない。また貴重品は実習先へは持ち込まない。宿泊をともなう実
習においては、貴重品（特に金銭）は実習初日に事務所に預ける等、所持品の保管には細心
の注意を払う。

10　実習終了時の留意事項

　諸施設・機関の職員にとって、実習生を受け入れ、指導を行うことは日々の業務に加えて相当の
負担を強いられるものです。実習生は実習を終えるにあたり、実習指導担当職員はもとより、その
他お世話になった方々、利用者に対する感謝の気持ちを忘れてはなりません。
　感謝の気持ちを表現するためには、最低でも以下のことに留意しましょう。

⑴　お礼の挨拶
　諸施設・機関の長、実習指導担当職員、その他お世話になった方々へお礼の挨拶をする。

⑵　清掃・後片付け
　控え室や宿泊室など実習生が使用した部屋の掃除と後片付けを行う。（借用物品の返却、忘れ物
がないように確認する）
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⑶　実習経費の支払い
　食費や宿泊費などの経費を支払う。

⑷　実習記録等関係書類の提出と受領
　必要書類を実習先へ提出し、大学へ実習生が提出しなければならない書類を受け取る。提出期限
を厳守のこと。

⑸　お礼状の送付
　実習終了後速やかに（１週間以内）、諸施設・機関の長、実習指導担当職員、お世話になった方 
々にお礼状を出す。（利用者の方々には原則として出さない）

11　健康診断と腸内細菌検査の受診

　健康診断書や腸内細菌検査（検便）結果の提出が必要となります。本学では実習へ行く人全員に
健康診断を受けるようにしています。それは実習施設や機関から求められていなくても、万一、Ｏ
‒157などが発生した場合、実習生自身を守るためです。事前訪問指導で実習先に伺う時か、遅く
とも実習初日までに提出しなければなりません。診断書発行までに要する期間（最低１週間）を考
慮し、実習初日の1.5～１ヶ月前の受診が必要です。健康診断や腸内細菌検査に関する詳細な情報は、
学内指導教員より随時お知らせします。

⑴　健康診断の方法

　　①　毎年学内で実施する健康診断のうち、胸部Ｘ線検査の結果は、学内の保健センターで交付
する。

　　②　保健センターで医師による内科検診を実施する場合については、詳細はその都度知らせる。
　　③　大学の指定医療機関である明和病院で受診する方法。
　　④　西宮保健所他、最寄りの保健所にて一般健康診査を受診する方法。
　　⑤　持病などがあってかかりつけの医師がいる場合には、健康診断とともに実習参加への所見

をもらっておく。

　　　※ ①～③の詳細と自己負担額はその都度学生に知らせます。④と⑤については、各自で連絡
をとり情報収集のうえ受診して下さい。必要経費は全額自己負担となります。

⑵　腸内細菌検査の方法

　費用は全額自己負担となります。大学から実習生に伝える情報を各自でしっかり確認してくださ
い。また、検査証明書の発行には６～８日程度の期間が必要です。検査受診の方法としては、最寄
りの保健所の利用が望ましいと思われます。ちなみに西宮市保健所の腸内細菌検査について、例示
しておきます。
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西宮市保健所３階　　
西宮市江上町３－26　 （ＴＥＬ 0798-26-3680）
阪神西宮下車　北東徒歩約10分，JR西宮下車　北西徒歩約12分

食品衛生課
衛生検査チーム

　　　①　検査の種類
　　　　ａ．法定伝染病（赤痢・腸チフス・パラチフス）
　　　　ｂ．サルモネラ菌
　　　　ｃ．腸管出血大腸菌
　　　②　受付　　月・火・水の９：00～12：00、13：00～15：00（但しサルモネラは月・火のみ）
　　　③　証明書の発行は月曜日受付分は木曜日13時以降、火・水曜日受付分は金曜日13時以降。
　　　④　原則個人受診で、10人以上になる場合は要予約となる。
　　　⑤　料金や検体受付日は変更の可能性があるので、事前に電話にて確認をとること。

⑶　予防接種等

　　①　はしかの抗体検査が陰性であるものは事前に医療機関に行き、実習に備えること。
　　②　その他の予防接種や各種検査については実習先の指示に従うこと。

12　賠償責任保険等について

　実習期間中の万一の事故発生については、対人・対物事故に対して、大学を保険加入者として賠
償責任保険に加入しています。内容については別途指導します。

13　ソーシャルワーク・スタディルーム、ソーシャルワーク・ラボラト
リーⅠ／介護コーナー＆Ⅱ、ソーシャルワーク実習指導室の活用

　本学では、実習における学内実習指導を円滑かつ効果的に行うために、ソーシャルワーク・スタ
ディルーム、ソーシャルワーク・ラボラトリーⅠ／介護コーナー＆Ⅱ、ソーシャルワーク実習指導
室を開設しています。学生は、開室時間にあわせて各自の都合のよい時間帯に、これらの部屋を自
由に利用することができます。ただし、実習指導等の授業のために使用中の場合は、学生の立ち入
りは出来ません。
　開室時間帯については、学生の利用可能な曜日と時間帯に合うよう調整のうえ、授業中または掲
示を通じて随時連絡します。

⑴　ソーシャルワーク・スタディルーム（L2- 46）及びソーシャルワーク・ラボ
ラトリーⅠ／介護コーナー＆Ⅱ（L2- 47、L1- 401）

　ソーシャルワーク・スタディルーム及びソーシャルワーク・ラボラトリーでは、実習先施設・機
関となる福祉現場やソーシャルワークの実際を理解するために、集団および個人で行う視聴覚学習、
実習のために役立つ雑誌類の閲覧、福祉機器・福祉用具の活用、簡単な介護実習が可能です。これ
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らを活用して、自主学習を進めて下さい。視聴覚教材、雑誌、書籍、福祉機器・用具等を利用する
場合はソーシャルワーク実習指導室に申し出てください。

⑵　ソーシャルワーク実習指導室（文学２号館４階　L2- 45）

　実習に関する学生指導の窓口として、ソーシャルワーク実習指導室を開設しています。これは、
実習を円滑に行うため、実習に関するあらゆる相談を受付け、また、学生に必要な情報や指導を提
供するための第一線の相談窓口としての役割を担っているところです。
　実習に関する学生相談窓口としての役割の他に、ソーシャルワーク実習指導室では、学生のニー
ズに応えられるよう次のような業務を担当します。
　①　実習施設・機関に関する情報や資料の提供
　②　実習施設・機関との連絡調整
　③　実習手順の展開方法に関する指導
　④　実習関連書類の取り扱い
　⑤　実習に関連する書類・資料・雑誌の閲覧
　⑥　ソーシャルワーク・スタディルーム及びソーシャルワーク・ラボラトリーⅠ／介護コーナー＆Ⅱの運

営・管理
　⑦　実習に関連する学生への連絡事項の掲示とその管理

⑶　実習に関する連絡先

　実習前・実習中・実習後を通して、実習に関する連絡先は、次のようになります。

〈実習に関する連絡先〉

〒663-8558　西宮市池開町６番46号　武庫川女子大学文学部心理・社会福祉学科

○ソーシャルワーク実 習 指 導 室 
Ｔ Ｅ Ｌ
Ｆ Ａ Ｘ　0798-45-9046（内線5435）

○学　科　気　付 TEL 0798-45-9811（内線5403）
 FAX 0798-45-3554
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１　精神保健福祉援助実習を行うにあたって
　精神保健福祉士とは、「精神保健福祉士の名称を用いて、精神障害者の保健及び福祉に関する専
門的知識及び技術をもって、精神科病院その他の医療施設において精神障害の医療を受け、又は精
神障害者の社会復帰の促進を図ることを目的とする施設を利用している者の社会復帰に関する相談
に応じ、助言、指導、日常生活への適応のために必要な訓練その他の援助を行うこと（以下「相談
援助」という。）を業とする者をいう」と規定されています。
　精神保健福祉士は、精神科ソーシャルワーカーという名称で1950年代より精神科医療機関を中
心に医療チームの一員として導入された歴史のある専門職です。社会福祉学を学問的基盤として、
精神障害者の抱える生活問題や社会問題の解決のための援助や、社会参加に向けての支援活動を通
して、その人らしいライフスタイルの獲得を目標としています。
　精神保健福祉士の仕事は、単なる理論や知識だけでできるものではありません。実際に援助を必
要としている人びとと関わり、それらの人びとが本当に必要としていることを把握し、その人が必
要としている支援を適切に提供することが求められます。そして、これこそが社会福祉学を基盤と
した精神保健福祉士の実践活動といえるのです。
　その精神保健福祉士の国家試験受験資格を取得するための指定科目は22科目あります。その中に
は、225時間以上（ソーシャルワーク実習受講者は165時間以上）の「精神保健福祉援助実習」が
含まれています。
　実習に臨むにあたって、実習の意義と目的を十分に理解しておく必要があります。その中で、「私
自身の進むべき道として、私は本当に対人援助職を目指しているのだろうか。精神保健福祉援助実
習に行く覚悟はできているのだろうか？」ということを、今一度、自分自身に問い直さなくてはな
りません。自分を見つめる中で、実習に向けて勉学に励み、十分な準備と覚悟をもって実習に臨み
ましょう。

２　精神保健福祉援助実習の概要
⑴　教育における位置づけ

　本学では、次世代のソーシャルワークを担える教育を目指し、社会福祉士とは別に精神保健福祉
士資格課程を設けてます。この精神保健福祉士資格課程は、選抜制として、国家試験受験資格取得
を希望する学生の中から30名を選抜し、少人数で質の高い資格課程として設置しています。精神保
健福祉士資格課程は、大学３年生から４年生にかけて行われるものであり、大学教育の集大成を形
作るものになります。

⑵　精神保健福祉援助実習の目標

　①　 精神保健福祉援助実習を通して、精神保健福祉援助並びに障害者等の相談援助に係る専門的
知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

　②　 精神保健福祉援助実習を通して、精神障害者のおかれている現状を理解し、その生活実態や
生活上の課題について把握する。

　③　 精神保健福祉士として求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握等、総合的
に対応できる能力を習得する。
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　④　 総合的かつ包括的な地域生活支援と関連分野の専門職との連携のあり方及びその具体的内容
を実践的に理解する。

＊ 精神保健福祉援助実習の目標は、厚生労働省障害保健福祉部長通知として示された、「精神保健
福祉士養成施設等の設置及び運営に係る指針について（障発0805第３号；H23年８月５日）」に
準拠しています。

⑶　実習科目の学習内容

　①　精神保健福祉援助実習A
　配当学年　４年
　単位　３
　科目目的Course Objectives 
　　１． 精神保健福祉援助実習を通して、精神保健福祉援助ならびに障害者等の相談援助に係る専

門的知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。
　　２． 精神保健福祉援助実習を通して、精神障害者のおかれている現状を理解し、その生活実態

や生活上の課題について把握する。
　　３． 精神保健福祉士として求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握等、総合

的に対応できる能力を習得する。
　　４． 総合的かつ包括的な地域生活支援と関連分野の専門職との連携のあり方およびその具体的

内容を実践的に理解する。
　到達目標Class Goal
　　地域の障害福祉サービス事業を行う施設等の実習を通して、下記の視点を学ぶ。
　　　⑴　 利用者やその関係者等との基本的なコミュニケーションや人との付き合い方などの円滑

な人間関係の形成
　　　⑵　支援計画の作成
　　　⑶　利用者やその関係者との支援関係の形成
　　　⑷　利用者やその関係者への権利擁護および支援とその評価
　　　⑸　精神医療・保健・福祉に係る多職種連携の実際
　　　⑹　精神保健福祉士としての職業倫理と法的義務への理解
　　　⑺　 施設・機関・事業者・団体等の職員の就業などに関する規定への理解と組織の一員とし

ての役割と責任への理解
　　　⑻　施設・機関・事業者・団体等の経営やサービスの管理運営の実際
　　　⑼　 地域社会への働きかけとしてのアウトリーチ、ネットワーキング、社会資源の活用・調

整・開発に関する理解
　授業内容The Content of the Course 
　　 以下のねらいを満たすため、地域の障害福祉サービス事業所等への実習に際し、実習前・実習
中・実習後を通して適切なタイミングでのスーパービジョンを実施し、現場実習が円滑に進めら
れるように学生を指導する。
　・ 実習を通して、精神保健福祉士としてのソーシャルに係る専門的知識と技術の理解に基づき精

神保健福祉現場での試行と省察の反復により実践的な技術等を体得する。
　・ 精神疾患や精神障害、メンタルヘルスの課題をもつ人びとのおかれている現状に関する知識を
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もとに、その生活実態や生活上の課題について実習を行う実習先において調査し具体的に把握
する。

　・ 実習指導者からのスーパービジョンを受け、精神保健福祉士として求められる資質、技能、倫
理、自己に求められる課題把握等、総合的に対応できる能力を習得する。

　・ 総合的かつ包括的な地域生活支援と関連分野の専門職との連携のあり方及びその具体的内容を
実践的に理解する。

　授業計画Class Plan
　　 学生は、障害福祉サービス事業所や行政機関等の実習を通して、次に掲げる事項をできる限り
経験し、実習先の実習指導者による指導を受けるものとする。
　　ア　 利用者やその関係者、施設・機関・事業者・団体・住民やボランティア等との基本的なコ

ミュニケーションや人との付き合い方などの円滑な人間関係の形成
　　イ　利用者理解と相談支援ニーズの把握及び相談支援計画の作成
　　ウ　利用者やその関係者（家族・友人・近隣住民等）との相談支援関係の形成
　　エ　 利用者やその関係者（家族・友人・近隣住民等）への権利擁護及び相談支援（エンパワメ

ントを含む。）とその評価
　　オ　 精神医療・保健・福祉に係る多職種連携をはじめとする相談支援におけるチームアプロー

チへの参加
　　カ　精神保健福祉士としての職業倫理と法的義務の意味の考察と遵守
　　キ　 施設・機関・事業者・団体等の職員の就業などに関する規定の遵守と組織の一員としての

役割と責任への自覚
　　ク　施設・機関・事業者・団体等の経営やサービスの管理運営の観察
　　ケ　 当該実習先が地域社会で果たす役割の考察と具体的な地域社会への働きかけとしてのアウ

トリーチ、ネットワーキング、社会資源の活用・調整・開発場面の観察
　　コ　 実習先施設・機関や所属地域における精神保健福祉向上のための課題発見と政策提言に関

する考察
　　サ　 実習体験及び学習成果の考察と記述、プレゼンテーション 実習総括と精神保健福祉士と

しての学習課題の明確化、及び研鑽計画の立案
　※　 学生は、実習体験と考察を記録し、実習指導者によるスーパービジョンと、実習指導担当教

員による巡回指導及び帰校日指導等を通して、実習事項について個別指導や集団指導を受ける。
　※　 実習指導担当教員は、巡回指導等を通して実習指導者との連絡調整を密に行い、学生の実習

状況についての把握とともに実習中の個別指導を十分に行うものとする。
　授業方法Class Method
　　学外施設において実習を行い、適時教員が学外施設の実習指導者と共に学生の個別指導を行う。

　②　精神保健福祉援助実習B
　配当学年　４年
　単位　２
　科目目的Course Objectives 
　　１． 精神保健福祉援助実習を通して、精神保健福祉援助ならびに障害者等の相談援助に係る専

門的知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。
　　２． 精神保健福祉援助実習を通して、精神障害者のおかれている現状を理解し、その生活実態

や生活上の課題について把握する。
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　　３． 精神保健福祉士として求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握等、総合
的に対応できる能力を習得する。

　　４． 総合的かつ包括的な地域生活支援と関連分野の専門職との連携のあり方およびその具体的
内容を実践的に理解する。

　到達目標Class Goal
　　１．精神科病院において実習を行う学生は、下記の項目について実践できる。
　　　⑴　入院時または急性期の患者およびその家族への相談援助
　　　⑵　退院または地域移行・地域支援に向けた、患者およびその家族への相談援助
　　　⑶　多職種や病院外の関係機関との連携を通じた援助
　　２．精神科診療所において実習を行う学生は、下記の項目について実践できる。
　　　⑴　治療中の患者およびその家族への相談援助
　　　⑵　日常生活や社会生活上の問題に関する、患者およびその家族への相談援助
　　　⑶　地域の精神科病院や関係機関との連携を通じた援助
　授業内容The Content of the Course
　　 以下のねらいを満たすため、精神科病院、診療所の実習に際し、実習前・実習中・実習後を通
して適切なタイミングでのスーパービジョンを実施し、現場実習が円滑に進められるよう学生を
指導する。
　・ ソーシャルワーク実習を通して、精神保健福祉士としてのソーシャルに係る専門的知識と技術

の理解に基づき精神保健福祉現場での試行と省察の反復により実践的な技術等を体得する。
　・ 精神疾患や精神障害、メンタルヘルスの課題をもつ人びとのおかれている現状に関する知識を

もとに、その生活実態や生活上の課題についてソーシャルワーク実習を行う実習先において調
査し具体的に把握する。

　・ 実習指導者からのスーパービジョンを受け、精神保健福祉士として求められる資質、技能、倫
理、自己に求められる課題把握等、総合的に対応できる能力を習得する。

　・ 総合的かつ包括的な地域生活支援と関連分野の専門職との連携のあり方及びその具体的内容を
実践的に理解する。

　授業計画Class Plan
　　①　 学生は、精神科病院等の病院での実習において、患者への個別支援を経験するとともに、

次に掲げる事項を経験し、実習先の実習指導者による指導を受けること。
　　　ア　受診前や入院時又は急性期の患者及びその家族への相談援助
　　　イ　退院又は地域移行・地域定着支援に向けた、患者及びその家族への相談援助
　　　ウ　入院患者と外来患者及びそれらの家族への多職種連携による支援
　　　エ　病院外の関係機関・団体及び地域住民との連携を通じたソーシャルワーク
　　②　 学生は、精神科診療所での実習において患者への個別支援を経験するとともに、次に掲げ

る事項を経験し、実習先の実習指導者による指導を受けること。
　　　ア　受診前や治療中の患者及びその家族への相談援助
　　　イ　日常生活や社会生活上の問題に関する、患者及びその家族への相談援助
　　　ウ　外来患者及びそれらの家族への多職種連携による支援
　　　エ　地域の精神科病院や関係機関・団体及び地域住民との連携を通じたソーシャルワーク
　※　学生は、上記①あるいは②を選択する。
　※　 学生は、実習体験と考察を記録し、実習指導者によるスーパービジョンと、実習指導担当教

員による巡回指導及び帰校日指導等を通して、実習事項について個別指導や集団指導を受ける。
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　※　 実習指導担当教員は、巡回指導等を通して実習指導者との連絡調整を密に行い、学生の実習
状況についての把握とともに実習中の個別指導を十分に行うものとする。

　授業方法Class Method 
　　学外施設において実習を行い、適時教員が学外施設の実習指導者と共に学生の個別指導を行う。

⑷　実習に絡む指定科目と開講科目

　（精神保健福祉士指定科目と本学開講科目の対比表）
〈社会福祉コース〉
（精）　精神保健福祉士の資格取得を希望する者は、下記の指定科目を修得し、国家試験に合格し

なければならない。
社会福祉コース（定員70名）における精神保健福祉士養成課程の定員は30名である。
なお、「平成24年精神障害者の保健及び福祉に関する科目を定める省令」（指定科目）の規
定に従い、本学における開講科目を次のとおりとする。

厚生労働省告示で定める指定科目 本学における開講科目
科　目　名 単位 科　目　名 単位

精神疾患とその治療 ４
精 神 医 学 Ａ （精）２
精 神 医 学 Ｂ （精）２

精神保健の課題と支援 ４
精 神 保 健 学 Ａ （精）２
精 神 保 健 学 Ｂ （精）２

精神保健福祉の理論と相談援助の展開
４

精神科リハビリテーション学Ａ （精）２
精神科リハビリテーション学Ｂ （精）２

４
精神保健福祉援助技術各論Ａ （精）２
精神保健福祉援助技術各論Ｂ （精）２

精神保健福祉に関する制度とサービス ４
精 神 保 健 福 祉 制 度 論 Ａ （精）２
精 神 保 健 福 祉 制 度 論 Ｂ （精）２

精神障害者の生活支援システム ２ 精神障害者の生活支援システム （精）２

現代社会と福祉 ４
現 代 社 会 と 福 祉 A （精）２
現 代 社 会 と 福 祉 B （精）２

地域福祉の理論と方法 ４
地 域 福 祉 論 Ａ （精）２
地 域 福 祉 論 Ｂ （精）２

社会保障 ４
社 会 保 障 論 Ａ （精）２
社 会 保 障 論 Ｂ （精）２

低所得者に対する支援と生活保護制度 ２ 公 的 扶 助 論 （精）２
福祉行財政と福祉計画 ２ 福 祉 行 財 政 と 福 祉 計 画 （精）２
保健医療サービス ２ 保 健 医 療 サ ー ビ ス （精）２
障害者に対する支援と障害者自立支援制度 ２ 障 害 者 福 祉 論 （精）２
権利擁護と成年後見制度 ２ 権 利 擁 護 と 成 年 後 見 制 度 （精）２

精神保健福祉相談援助の基盤（基礎） ２
ソーシャルワーク概論Ａ（注） 必修２
ソーシャルワーク概論Ｂ（注） 必修２

精神保健福祉相談援助の基盤（専門） ２ 精神保健福祉援助技術総論 （精）２

精神保健福祉援助演習（基礎） ２

ソーシャルワーク演習ⅠＡ（注） （精）２
ソーシャルワーク演習ⅠＢ（注） （精）２
ソーシャルワーク演習ⅡＡ（注） （精）２
ソーシャルワーク演習ⅡＢ（注） （精）２

精神保健福祉援助演習（専門） ４
精 神 保 健 福 祉 援 助 演 習 Ⅰ （精）２
精 神 保 健 福 祉 援 助 演 習 Ⅱ （精）２
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１　実習事前学習と実習計画書の作成
⑴　事前学習について

　配属実習には、学内における実習指導講義・演習、視聴覚教材や福祉機器等を活用した自主学習
などを含めた、事前の準備学習が必要です。
　もちろん、実習は、これまでに学んだ社会福祉の理論や知識・援助・技術・専門職倫理を社会福
祉の実践現場でソーシャルワークの視点に立って学び直すための体験学習です。したがって、実習
の事前学習とは、広義にとらえるならば、実習生のこれまでのすべての学習や経験を意味すること
になります。
　限られた期間内で、医療・保健福祉現場や専門的知識・技術の実際を、よりよく学ぶには、実習
指導の講義や演習を受ける以外に、各自のどのような努力が求められるでしょうか。
　まず、つぎのような事前学習に対する積極的な関わりへの姿勢が必要です。

　①　実習生各自が実習の意義や学習課題を明確にする。
　②　①を達成するための具体的課題や学習方法を検討する。
　③ 　①、②を通じて各自の実習計画をできるだけ具体的に立案し、実習に対する問題意識を焦点

化していく。
　その上で、つぎのような項目にそって、事前学習を進めてみましょう。
　①　実習目的をよく理解する。
　　 実習の意義と目的、精神保健福祉援助実習のそれぞれのねらい、実習内容・達成課題を十分に
整理しておく。
　②　実習先施設・機関をよく知る。実習先アセスメント／施設・機関分析をおこなう。
　　 各自の配属先となる実習先について実情をよく知り、実習生として望まれる態度や心構え、利
用者への対応の仕方について学んでおく。実習前のボランティア活動、先輩たちの実習報告会へ
の参加、実習指導室にある各実習先の資料や実習報告書などを活用して、具体的な実習先の理解
につとめる。
　③　問題意識を深める。
　　　 実習計画書の作成にむけて、各自の実習先を含む福祉分野の理解へと視野を広げて学ぶ。ま

た、社会福祉理論や援助技術など、既に学んだ教科を復習することによって問題意識を深め、
実習生各自のもつ実習に対する課題意識・関心との結合を試みる。具体的には、つぎのような
学習内容が考えられる。

　　　ａ．社会福祉の基礎知識を復習・整理する。
　　　ｂ．各自の実習先を含む福祉分野に関して理解する。
　　　ｃ．実習先の施設・機関についての知識を広げる。
　　　ｄ．現場で必要とされる精神科ソーシャルワークについて学ぶ。

教科書・参考文献・授業中の学習・自主学習・ボランティア活動など、学習方法には種々のものが
考えられます。

⑵　実習計画書について

　次に実習計画書の作成について説明します。実習計画書は、実習生が実習期間中に何を学びたい
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かを明確にし、それを文章化して実習先に提出するものです。実習先では、実習計画書をもとにし
て個々の実習生がどのような問題意識を持って実習先に現れ、実習を通じて何を学ぼうとしている
のか、それをどのような方法で学ぼうとしているのか、具体的にどのような実習課題に関心を持っ
ているのか、などを読み取っていきます。実習生個人票の情報、実習計画書に表現される実習生と
してのコンピテンス、実習先施設・機関の実情などを重ねあわせて、実習先では実習指導プログラ
ムを決定します。この実習指導プログラムは、事前訪問指導を受ける際に実習生に示され、実習期
間中はこのプログラムに従って日々の実習が展開されることになります。実習生、施設・機関の個
別性によって、実習指導プログラムは実習先によって異なります。場合によっては、実習生の実習
計画書から、実習生個々人の意向や学習課題に沿うようにプログラムを検討してくださることもあ
ります。実習生の熱意と個性的な発想が伝わるような実習計画書の作成が期待されます。

　実習計画書の作成の留意点
　　①　事前の学習をしっかり積み重ねて、自分にしか書けない実習計画を立てる。
　　② 　実習計画書に含まれる、実習テーマ・実習中の課題目標・方法の内容については、はっき

りと具体化し焦点化したものを書く。
　　③ 　実習テーマは、目指している実習において、自分自身が中心的に学びたい内容や、目標と

したいことをあげる。限られた実習期間、自分自身の問題意識、事前学習の状況などを考慮
して、実現可能な内容のものを選択すること。

　　④ 　実習の課題目標は、目指している実習の期間中に、限られた時間の中で実習テーマを習得
するための具体的課題と考えることができる。どのような課題を、どのような学習方法を用
いて、どのような関係で習得するのかも整理しておく。

　　⑤ 　守秘義務の遵守などの点から、実現困難と思われる実習課題の設定は避け、実習先の事情
を十分に理解して実習計画を検討することが望ましい。「もし可能ならば～したい」という
表現を使って希望を伝えてみるのもよい。

　　⑥ 　事前学習についての記述によって、実習生の意欲や予備知識を実習先に伝えることができ
る。実習関連教科に限定されず大学での講義や演習・自主学習・ボランティア活動について
書き、関心を持ったことなどについては簡潔な所見を付記することが望ましい。

２　実習におけるスーパービジョン

　スーパービジョンは、社会福祉・保健・医療等の領域において、熟練した実践家が新人職員や実
習生を養成する際の養成方法の一種です。
　一般的に、スーパービジョンには、１．支持的機能　２．教育的機能　３．管理的機能　の３種類
の機能があります。１．は、新人職員や実習生が仕事への意欲を持つことができるように精神的に
支える働きであり、２．は、彼らが職務を遂行するにあたって必要な知識や技術を提供することです。
３．は、組織の一員として彼らが適切な行動や仕事が達成できるように、その環境を整えるための
支援を提供する働きをいいます。なお、関連領域の専門家から必要な情報提供や助言を受けること
は、コンサルテーションと呼ばれ、スーパービジョンとは区別されます。
　実習生に対するスーパービジョンは、実習前、実習期間中、実習後を通じて行われます。たとえ
ば、実習前のスーパービジョンの一例としては、実習先となる施設や機関における業務内容につい
て情報提供を受けること、また、利用者との関わりに関する基本的注意事項やトラブル発生時の対
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応の仕方についての指導を受けることなどが含まれます。また、実習中のスーパービジョンの具体
例では、実習計画書や実習日誌の内容に基づいて、具体的な助言や評価を受けることが、その代表
例といえます。実習後のスーパービジョンとしては、「実習の総括」「実習反省会」の場を持ち、実
習指導担当職員から助言や評価を受けることなどが該当します。また、学内指導教員との間で行わ
れる実習総括を含めた将来の進路等に関する実習生の個別的問題の相談なども含まれます。
　スーパービジョンの形式は、さまざまな形で展開されます。たとえば、実習生個人に対して直接
行われるものの他に、複数の実習生を対象とするグループ･スーパービジョンの形式で行われるも
の、個別の事例を取り上げて参加者全員で討議するもの（ケース会議とかケース・カンファレンス
という）もあります。
　スーパービジョンの方法もさまざまで、その主なものとして次のような方法をあげることができ
ます。

　①　実習記録や実習計画書などのような「記録」を媒介にして行われるスーパービジョン
　② 　実習生が疑問や心配や実習中のトラブルなどを話す場面において、「話す」というコミュニ
ケーションを通じて展開されるスーパービジョン

　③ 　ライブ・スーパービジョンと呼ばれる方法で、利用者の生活場面や面接場面等における実習
生の対応が適切であるかどうかを、その場面場面で判断しながら実習生をサポートしていく
スーパービジョン

　④ 　個別事例を取り上げて全員で討議するケース・カンファレンスを媒介にしたスーパービジョン
　⑤ 　特定の事例やインシデント（場面）を想定したロールプレイを媒介にしたスーパービジョン
　⑥ 　スーパーバイザーが実際にやってみせるデモンストレーション
　⑦ 　VTR等を活用して行われるスーパービジョン
などがあります。
　実習中のスーパービジョンは、多忙な福祉現場の業務を遂行しながら行われるため、改まった形
で行われるよりも、日常業務の中で意識しないうちに既に行われていることも多く見られます。注
意深く、実習先で出会う方々の言動を受け止め、その意味を理解するよう努めて下さい。

３　実習の記録と実習関連書類
⑴　実習記録の意義

　実習では、実習生が体験し観察したことをまとめ、考察を加えて記録に残す必要があります。「実
習記録」に毎日記録し、実習先の指示に応じて、日々提出します。これは実習内容を自己点検する
ことにも役立ち、実習指導担当職員からスーパービジョンを受ける際にも不可欠なものです。また、
実習記録や関連書類の作成を通じて、福祉実践に不可欠な「記録すること」への能力を育てること
ができます。つまり、実習の記録は、実習生自身の成長のために重要な役割を担うものといえます。
　実習記録の内容としては、大別すると、次のようなものがあります。
　① 　実習生が体験し、観察した業務・援助方法や、内容等の客観的事実とそれに基づく考察をま

とめる方法によるもの。
　② 　実習中に感動したことや肌で感じた印象などのような、実習生の素直な気持ちを表現する方

法によるもの（反省や感想）。
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⑵　実習記録の留意点

　記録に際しては、概ね以下のような点について留意する必要があります。
　①　諸施設・機関の実態を捉えた内容
　　　利用者の実態、職員との関わり、人間関係等についての観察や考察。
　②　実習生と利用者との関わり
　　　 実習生と利用者に対する働きかけと反応、実習指導担当職員からの助言、指導等。また、利

用者との関わりをとおして見えてきた自分自身のことで分かったこと（自己覚知）についても
記録をする。

　③　疑問・質問や失敗事項
　　　 疑問・質問や失敗したことについては、実習指導担当職員から口頭で教示を受けた内容を記

録してまとめるか、実習記録に質問事項を書き出しておき、実習指導担当職員から回答を書い
ていただく。

　④　実習生自身の実践を中心に捉えて記述する。
　　　 実習についての感想はあくまでも実習生自身の実践を中心に捉えて書く。いたずらに施設の

歴史や現状を無視した批判的内容は慎む。

⑶　表現の方法

　① 　記録内容は、実習指導担当職員や学内担当教員にも分かりやすいような表現を用い、丁寧な
文字で書く。誤字や脱字にも注意する。

　② 　利用者のプライバシーの保護に留意して記録する（たとえば、利用者の氏名や住所などの記
載の方法など）。

　③　記録は、ボールペンまたは万年筆を用いて書き、鉛筆書きは避ける。
　④　公的な記録であることの自覚を持ち、流行語・省略語、また文章表現等に留意する。

⑷　実習記録の指導の受け方

　実習記録は指定された日時に毎日確実に提出し、指導を受ける。

⑸　実習記録の書き方

　本学で採用する実習記録の様式にしたがって、各項目にどのような記録を記載すればよいか、そ
の目安となる内容を以下に示します。

　①　今日の目標
　　　 日々の実習は、実習プログラムにそって展開されるが、同じプログラムによる実習であって

も、毎日の具体的な実習の目標は実習生一人ひとりで異なってくる。それまでに受けてきたスー
パービジョンの内容やその日の実習の反省などを踏まえて、今日の自分の実習目標を考えて記
録することになる。目標を立てる際の留意点は、毎日の目標が当該実習の実習目標と何らかの
繋がりをもっていることで、日々の目標の一つ一つは、当該実習目標に到達するための一里塚
の位置づけを持つことを忘れないことである。当日の実習記録を書く時に、翌日の目標を立て
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ることが望ましい。
　②　日課
　　　 日課のあげ方は医療機関の場合と地域の福祉機関の場合とでは異なることがある。また、同

じ種別の施設や機関であっても実習先によってそれぞれ違ってくることが多い。さらに、実習
内容によっても日々異なってくるものである。細かく日課を記入できる場合もあれば、午前・
午後とひとくくりになる場合もある。時間的経過にそって、その１日の実習内容を反映できる
ように記録するよう心がけることが望ましい。

　③　実習内容
　　　 ここでは、その日どのように実習を展開し、どのような出来事があり、どのような体験をし、

何を学習したかなどについて客観的事実の要点のみを書く。もし、講義を受けた場合には、こ
こにはその要点のみを書き、講義内容に関する考察・意見・所感などは、④の項目にまわすと
よい。観察実習や体験実習の場合は、事実の展開と観察の要点をできるだけ客観的事実に基づ
いて書く。実習生として利用者にどのような場面でどのように接し、どのように働きかけどの
ような反応があったかなどについて書く。この事実についての反省や考察や所感は、④の項目
の中で捉えなおし、しっかり考えてみることが大切である。

　　　 その場にいなかった職員の方や教員の誰もが、その場面を理解できるような事実の記載が望
ましい。分量が多くなり記録する実習内容の取捨選択をしなければならないような場合には、
実習目標にもとづいて大事であると思われるものや、強く印象に残ったものを優先するのもひ
とつの考え方である。

　④　実習の考察（意見・感想・疑問）
　　　 実習内容の中で、特に印象に残った事実を取り上げ、その事実についての考察・意見・感想

をまとめたり、そのことに関してどのようなスーパービジョンをもらったか、スーパービジョ
ンを受けての感想はどうであったか、などをまとめる。

　　　 また、その日１日を振り返っての感想・意見・疑問などを書く。たとえば、その日の実習の
目標やプログラムのねらいがどのように具体化され、その結果はどうであったか、その日１日
何を学んだか、何が疑問として残ったか、などである。疑問点やわからないことは、その日の
うちに質問や記録を通じて言語化し、実習指導担当職員の方や他の職員の方にスーパービジョ
ンを受けるよう心がけることが大切である。もし、口頭で回答をもらった場合には、実習記録
の中に記載しておくこと。

　　　 最後にその日の実習の中で印象に残る場面では、実習生としての感情の動きや思いを体験す
ることも多い。きちんと自分の気持ちを整理し、なぜそのような気持ちになったのか自己覚知
に努めるよう心がけること。

　⑤　今日の反省
　　　 １日を振り返り、冷静に自己評価するとともに、今、自分にとって学ぶべき課題は何かにつ

いても考えてみる。その中で、明日の具体的な実習目標を定め、それを記録しておく。

⑹　その他の実習関連書類の取扱いについて

　実習では、その全過程を通じて、多種類の記録や書類の作成が求められます。実習生として各自
の意見や考えを表現するために、正確な情報伝達の手段として活用するために、あるいは実習の一
つひとつの過程と向き合って自分自身の体験を客観化するために、さまざまな様式の記録や書類を
作成していきます。本学で使用する、以下の関連書類の取り扱いについては、随時、授業中または
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掲示によって連絡していきます。

　①　フィールド・インストラクターの講義記録
　　　 記録を１週間以内に完成させて、その都度、学内指導教員に提出する。返却されたものは、

「実習ファイル」に綴っておく。
　②　見学実習記録
　　　指示に従って、期日までに学内指導教員に提出する。
　③　実習施設・機関の地図
　　　 事前訪問指導の機会に、実習生各自が自宅から実習先までの交通機関を確認し、原本を実習

指導室に提出する。また、班長は、大学から実習先までの交通機関を調べ、地図等を完成して、
実習指導室に提出する。

　④　実習生個人票
　　　学内指導教員の助言を得ながら作成し、指示された期日までに学内指導教員に提出する。
　⑤　実習計画書
　　　 学内指導教員の指導を受けて原案を作成し、指示された期日までに学内指導教員に提出する。

事前訪問指導時の指導で実習先より計画の修正を求められた場合は、帰学後、再度作成しなお
すことも必要となる。

　⑥　誓約書
　　　指示に従って、期日までに学内指導教員に提出する。
　⑦　実習出勤簿と実習生評価表（実習先評価表のみ）
　　　 「実習ファイル」を受取った後、必要事項を記入して、期日までに学内指導教員に提出。
　⑧　実習プログラム・事前訪問記録
　　　実習先での指導後、速やかに作成し、「実習ファイル」に綴っておく。
　⑨　 「実習ファイル」と「実習の総括」の提出と受理
　　　 実習最終日の記録の完成後、速やかに「実習の総括」を作成して、「実習ファイル」を完成

し、それを実習先の指示に従って提出し、実習生各自で返却をうけて、学内指導教員に提出す
る。ただし、「実習出勤簿」「実習生評価表」は、実習先より直接大学に返却されることになる。
「実習ファイル」の実習先への提出は、実習最終日の翌日、返却日については、各自が実習先
からの指示を受けること。実習ファイルは実習先からの返却の後、授業時に学内指導教員に提
出する。

　⑩　巡回指導・帰校日指導のふりかえり
　　　 巡回指導時・帰校日には必ず実習ファイルを持参すること。尚、帰校日の日程については別

途指示する。
　　 　巡回指導・帰校日指導を受けた際に記入をし、期日までに学内指導教員に提出する。
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４　実習事後指導と実習報告書の作成
⑴　事後指導

　実習先での実習が終了すると、実習指導体系としての「実習のまとめ」の作業を展開して、体験
学習の成果をさらに深めていきます。これには主に、記録を用いる方法とグループ討議の場を活用
する方法があります。
　 「記録」を用いる実習のまとめは、実習終了後に作成する、それぞれの「実習の総括」レポート
が含まれ、また、すべての現場実習終了後に作成する「実習報告書」がこれに含まれます。
　クラスでグループ討議を重ねたり、実習生全員が参加して行われる「実習報告会」は、「討議」
を活用した「実習のまとめ」に該当します。いずれの方法も、学内指導教員の個別・集団によるスー
パービジョンを受けながら展開します。
　記録を用いる場合と討議の場を活用する場合とでは、少しその成果と学習の方法が異なってきます。
　記録を用いる実習の総括の場合は、実習計画書と実習記録の記事をつけあわせながら、実習目標
や課題の達成度を振り返っていくことが多く、自己評価を深め実習の反省と成果を、次の実習に生
かすための効果的な学びの場になります。
　グループ討議による実習反省会や全体実習報告会の学習効果には、次のようなものが含まれます。
　　①　実習生がお互いの実習体験から学びあえること。
　　②　実習の成果や意義を整理しなおせること。
　　③　実習を通じて得た新たな学習課題のさらなる学びの出発点になりうること。
　などです。
　特に、同じ種類の施設で実習した実習生のグループや施設・機関の種別は異なっていても同じ分
野で実習した実習生グループの討議は、大変実り豊かな内容となります。たとえば、実習生各自が
自らの実習体験を整理しなおしたり、実習生への理解を深めたり、実習中に気づかなかったことを
新たに気づかせてくれるのに役立ちます。その結果、他の分野における実習の理解が可能となり、
実習に臨むにあたって求められる反省や成果を今後の実習に生かすことが可能になります。また、
さまざまな福祉分野での実習体験報告を聴くことが、多岐にわたる福祉現場・福祉実践の現状や課
題に対する理解につながることは、いうまでもありません。

⑵　 「実習の総括」レポート

　次に実習を総括するためのレポートの作成について説明します。
　実習の終了時に、「実習の総括」レポートを作成します。本学では、実習のまとめのポイントを
あらかじめ５項目にわたって定めていますので、それらの項目に添ったレポートをどのように書く
ことができるか、標準モデルを次に示しておきます。
　①　実習先の特徴
　　　 組織運営面への理解を整理する方法として、運営上の理念とその理念の実現にむけてどのよ

うな実践的展開が観察できたかをまとめる。その他、利用者と職員の関係、職員のチームワー
ク関係、利用者の人間関係などが実習先施設・機関の運営にどのように関わりを持っているか
などを考察する。

　②　実習の内容
　　　 実習プログラムに添って、実習内容の主なものをまとめる。いつからいつまで、どの部所で

どのような業務に従事したかを列挙する。
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　③　実習目標（課題）とその達成度
　　　 どのような事前学習を準備したかを含めて、実習計画書に基づいて、そのねらいや達成目標

との関連から実習がどのようなものであったかを自ら評価する。達成度が不十分と思われる場
合には、なぜそうなったのかを考える。

　④　実習で学んだこと新しく発見した課題
　　　 実習を通じて学んだことをまとめるとともに、今回は取り上げることのできなかった新たな

課題を見出した場合や、次の実習につなげたいと反省される課題とそう思われる理由、を考察
する。

　⑤　その他感想
　　　  「実習の総括」では表現できなかったことで、実習中に印象に残ったことや各自の実習体験

にもとづいて感じたこと等について自由に書く。実習生各自の独自性を発揮できる項目である。

　実習中の実習指導担当職員からのコメントや実習後のレポートの作成、個別指導やグループ討議
を通じての課題達成度の評価、自らの問い直しの作業は、実習生各自の社会福祉専門職としての知
識・技術を育て、福祉職としてのコンピテンスを育てるのに役立ちます。その意味で、実習の事後
学習は事前学習と同様に意義深いものといえます。

⑶　実習報告書

　実習指導Ⅰ、実習指導Ⅱ、実習A、実習Bにおけるすべての実習の総まとめの学習段階として、「実
習報告会」の機会を持ち、実習生全体での相互学習の場を設定します。実習報告会への参加を通じ
て、実習生は各自の実習を反省し総括するとともに、同じ分野の他施設で実習を行った実習生の報
告や他分野における他の実習生の報告を聞くことによって、より広い視野に立って実習のまとめを
試みます。その結果を「実習報告書」としてまとめます。
　この「実習報告書」は、一定の様式と作成要項に従って学生自身がword原稿を作成し、そのまま、
それをもとに製本して作ります。この「実習報告書」は、学科、図書館、実習指導室で保管し実習
教育資料として公開すると同時に、実習施設・機関に配布してその後の実習指導に役立ててもらう
ことになります。
　 「実習報告書」の内容・様式・作成要項・枚数等については、実習指導Ⅱにて連絡・指導します。
必ず指示された「見本」・「様式」・「作成要項」に従い、提出期限を厳守し実習生全員の協力のもと
に、実りある報告書を完成させて、後輩の実習に役立つ資料を提供できるよう努めてください。

５　実習の評価

　実習にあたって、学生は実習計画書を作成します。この計画書には主に、実習生一人ひとりの実
習テーマ、課題目標と方法が含まれるものです。実習の評価は、この計画に基づいて展開される実
習内容について、①実習生自身による自己評価、②実習施設・機関の実習指導担当者による評価、
③大学の学内指導教員による判定　という形で行われることになります。

○評価の時期と方法
　評価の時期と方法における主要な点は次のとおりです。
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⑴　実習前
　「実習計画書」の内容をもとに、大学での事前教育（自主学習を含む）の場を中心として行われる評価
　　評価のポイント
　　①　実習の意義と目標・テーマの明確化
　　②　実習施設・機関の機能等についての基本的な理解
　　③　学生自身の実習課題の適切な設定
　　④　実習において必要な基本的援助技術の理解

⑵　実習中
　実習期間中の日々の「実習記録」をもとに、実習施設・機関での指導を中心として行われる評価
　　評価のポイント
　　実習評価表の内容項目による

⑶　実習後
　 「実習の総括レポート」、「実習報告書」及び大学での事後指導等を通じて行われる評価
　　評価のポイント
　　①　実習課題の達成内容
　　②　現場実習を通じて学んだこと
　　③　反省し今後の課題とすべきこと

６　実習の準備と留意事項

　実習の履修に際しては、以下のような綿密な準備が必要です。

⑴　実習施設等との事前打ち合わせ（事前訪問指導）

　実習生が、事前に実習先に伺い、確認のうえ準備する主な項目は以下のとおりです。
　　①　施設への事前訪問
　　　　 実習前の施設訪問は実習先から指示に従い、１カ月～２週間前までに、次の目的をもって

行く。また、訪問する場合は、学生が電話連絡によってアポイントを取り行くこと
　　　　ａ．実習生として施設への挨拶と指導のお願いをする
　　　　ｂ．実習日程・内容の打ち合わせをする
　　　　ｃ．施設の概況を知る（施設見学を含む）
　　　　ｄ．実習に必要な物品・準備すべき事項の確認をする
　　　　ｅ．必要な事前学習についての確認
　　　　ｆ．実習中の留意事項を伺う
　　　　ｇ．健康診断書と腸内細菌検査証明書の提出
　　②　事前訪問において確認する事項
　　　　ａ．実習時の服装・履き物について
　　　　ｂ．実習時の食事について
　　　　ｃ．実習にかかる費用（食事代など）とその支払い方法
　　　　ｄ．宿泊実習について（期日、準備品）
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　　　　ｅ．提出書類などについて
　　　　　 （健康診断書・腸内細菌検査証明書以外に、施設が求める書類の有無の確認）
　　　　ｆ．実習初日の集合場所と開始時刻
　　　　ｇ．交通手段についての確認
　　　　ｈ．実習出勤簿の扱いについて
　　　　ｉ．日々の実習記録の提出の方法

⑵　必要な携行品について

　携行品は実習施設によって異なるので、各施設の指示に従うこと。事前訪問指導がない施設では、
実習指導担当者に電話をして確認する。実習においては以下のものを準備する。（下線部は宿泊実
習時に必要と思われるもの）
　　①　学習用品
　　　ａ．実習の手引き　ｂ．実習日誌　ｃ．メモ用紙　ｄ．国語辞典　ｅ．参考書
　　　ｆ．筆記用具（ボールペン、鉛筆、消しゴム、修正液等）
　　②　実習用品
　　　ａ．上履き　ｂ．下履き　ｃ．その他指示のあったもの
　　③　生活用品
　　　ａ．洗面用具　ｂ．洗濯用具　ｃ．着替え　ｄ．目覚まし時計　ｅ．ねまき
　　　ｆ．シーツ・枕カバー（特に指示があった場合） 　ｇ．コップ　ｈ．箸　ｉ．タオル
　　　ｊ．ティッシュ　ｋ．ハンカチ　ｌ．爪切り
　　④　必要経費
　　　ａ．食費　ｂ．宿泊費　ｃ．施設への往復にかかる費用
　　⑤　その他
　　　ａ．印鑑　ｂ．健康保険証（または写し）
　　　ｃ．常備薬（必要な場合）

⑶　実習期間中の通学定期の取り扱いについて

　実習期間中、学割を必要とする場合は事前に手続きをとることが必要です。詳細は『スチューデ
ント・ガイド　キャンパスライフ編』に記載されている「実習生通学定期券」の項目を参考のこと。
定期券利用の場合は、実習開始1.5ヶ月前頃までの申請書の提出が必要です（電鉄会社によって申
請手続き期間が異なることに留意のこと）。

７　実習生の心得

　実習先は社会の現場であり、実習生には社会人としての言動が必要とされます。実習中の現場体
験を通して謙虚にかつ積極的に学ぶ姿勢が必要です。実習先では、日常の業務に加えて実習生教育
の責任をも引き受けておられることをよく認識して、積極的な実習態度で臨むことが期待されます。
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⑴　諸施設・機関の方針に従うこと

　実習は、実習施設の定めた計画に従い、その運営及び指導方針を尊重し、実習生としての自覚を
もって積極的に行動する。

⑵　実習先の運営規定に従うこと

　　① 　定刻に遅れないようにし、「実習出勤簿」に押印する。勤務時間とはその時間になれば、
勤務を始める時間です。定刻の15分前には実習先に着き、心の準備をすること。

　　② 　止むを得ない事情で欠席、遅刻、早退をするときには、必ず事前に実習指導担当職員に連
絡し、承諾を受けること。

　　③ 　実習中の欠席や、予定していた実習期間を止むを得ない事情で中断しなければならない時、
または実習期間に変更が生じた時は、必ず実習指導室まで連絡し、相談の上、決定すること。

　　④　職員、利用者に対して、自ら率先して心をこめて挨拶をすること。
　　⑤　実習期間中は無断で実習場所を離れないこと。
　　⑥　施設の物品を使用する場合は、必ず定められた手続きをとること。
　　⑦　使用した諸物品は速やかに所定の場所へ返却すること。
　　⑧　実習先の状況、また利用者について知ったことを口外しないこと（秘密保持）。

⑶　患者・利用者との関係

　　① 　常に、患者・利用者の側に立ち、利用者の人格を尊重する態度で臨む。また、明朗、穏和、
公正な態度を保つこと。

　　② 　できるかぎり早い時期に、患者・利用者の名前を覚え、信頼関係の確立をはかる。患者・
利用者の呼び方については、実習指導担当職員に確認すること。

　　③ 　患者・利用者の気持ちを理解し、利用者の立場でものごとを考えること。
　　④ 　事故を起こさぬよう安全に留意すること。ただし、万一事故が発生した場合は直ちに実習

指導担当職員に連絡をすること。同時に本学の実習指導室にも連絡をとること。
　　⑤ 　患者・利用者に金品を渡さないこと、また受け取らないこと。
　　⑥ 　患者・利用者に対して実習生の住所や電話番号を知らせないこと。
　　⑦ 　実習をとおして、内なる偏見、先入観の自覚に心がけ、それらをコントロールする努力を

惜しまないこと。
　　⑧ 　自分で判断に迷う場合は、些細なことでも職員の助言や指導を求めること。

⑷　職員との関係について

　　① 　何事にも謙虚に助言を受け入れる態度を保つこと。
　　② 　疑問点や不明確な点があれば、率直に質問し、積極的な姿勢で実習に臨むこと。
　　③ 　実習先にはそれぞれの方針があるので、重要なことは必ず実習指導担当職員の指示を受け

行動に移すこと。
　　④ 　依頼されたことは最後まで責任をもって果たすこと。
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⑸　健康管理について

　日ごろの健康管理に加え、実習開始１ヶ月前頃に事前の健康チェックを行う。また、必要に応じ
検査を受け体調を整えて実習に臨む。以下のことに留意すること。
　　① 　栄養、睡眠など健康には十分留意し、とくに伝染性疾患、上気道感染にかからぬようにす

る。実習前の旅行（とくに海外）は極力さけるようにし、また、実習直前に体調の異常（発
熱、嘔吐、下痢等）が出現した場合は、必ず医療機関を受診し実習が可能か否か診断しても
らう。

　　② 　持病のある学生は事前に受診し、実習期間中の悪化防止につとめ、実習が無事に終了する
よう心がける。実習先に持病服薬の有無を伝えておくことが重要です。

　　③ 　万一、実習中に病気に罹患した場合は、直ちに実習指導担当職員に申し出る。また、本学
の実習指導室に速やかに連絡をする。

　　④ 　実習中のアルバイトは体調を崩しやすく、実習先に多大の迷惑を掛ける場合が多い。また、
実習をしながらアルバイトも行うなどという、中途半端な考えはスペシャリストを目指す学
生にあるまじき態度である。したがって、実習中のアルバイトは全面禁止とする。

⑹　服装・身だしなみ

　　① 　実習中の服装は、実習先の雰囲気に適したものを着用すること。基本的には華美にならず、
活動しやすく、清潔な服装を心がける。

　　② 　実習中の化粧は健康的なものにし、装身具（ピアス、イヤリング等）は用いない。爪は短
く切り、マニキュアはしない。

　　③　頭髪は清潔に短くまとめる。

⑺　実習中の勤務時間外の諸注意等

　これは主として宿泊実習の場合であるが、通勤実習の場合にもこれに準ずる。
　　① 　特定の患者・利用者と特別な関わりをもったり、実習指導職員の了解もなく患者等の病室

への出入りをしない。また、実習生の居室に利用者を入れない。
　　② 　止むを得ない事情で外出する場合には、必ず実習指導職員にその理由、行き先、帰着時刻

等を告げ、許可を得て外出し、定刻には必ず戻ること。帰着時には、実習指導職員にその旨
を報告すること。

　　③ 　自由時間や休憩時間であっても実習中であることを自覚し、友人・知人等との面会や携帯
電話での連絡を控える。

　　④ 　夜間は静粛を心がけ、その日の実習内容の反省や考察の時間を設ける。就寝は、翌日の実
習に備えて、できるかぎり早くする。

　　⑤ 　何事についても、常に常識のある行動をとる（食事の態度、トイレや浴室の使用方法、廊
下の歩き方、スリッパの脱ぎ方、実習生の居室の整理整頓等）。

　　⑥ 　必要以上に金銭を所持しない。また貴重品は実習先へは持ち込まない。宿泊をともなう実
習においては、貴重品（特に金銭）は実習初日に事務所に預ける等、所持品の保管には細心
の注意を払う。
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８　実習終了時の留意事項

　諸施設・機関の職員にとって、実習生を受け入れ、指導を行うことは日々の業務に加えて相当の
負担を強いられるものです。実習生は実習を終えるにあたり、実習指導担当職員はもとより、その
他お世話になった方々、利用者に対する感謝の気持ちを忘れてはなりません。
　感謝の気持ちを表現するためには、最低でも以下のことに留意しましょう。

⑴　お礼の挨拶
　諸施設・機関の長、実習指導担当職員、その他お世話になった方々へお礼の挨拶をする。

⑵　清掃・後片付け
　控え室や宿泊室など実習生が使用した部屋の掃除と後片付けを行う。（借用物品の返却、忘れ物
がないように確認する）

⑶　実習経費の支払い
　食費や宿泊費などの経費を支払う。

⑷　実習記録等関係書類の提出と受領
　必要書類を実習先へ提出し、大学へ実習生が提出しなければならない書類を受け取る。提出期限
を厳守のこと。

⑸　お礼状の送付
　実習終了後速やかに（１週間以内）、諸施設・機関の長、実習指導担当職員、お世話になった方 
々にお礼状を出す。（患者・利用者の方々には原則として出さない）

９　健康診断と腸内細菌検査の受診

　健康診断書や腸内細菌検査（検便）結果の提出が必要となります。本学では実習へ行く人全員に
健康診断を受けるようにしています。それは実習施設や機関から求められていなくても、万一、Ｏ
‒157などが発生した場合、実習生自身を守るためです。事前訪問指導で実習先に伺う時か、遅く
とも実習初日までに提出しなければなりません。診断書発行までに要する期間（最低１週間）を考
慮し、実習初日の1.5～１ヶ月前の受診が必要です。健康診断や腸内細菌検査に関する詳細な情報は、
学内指導教員より随時お知らせします。

⑴　健康診断の方法

　　① 　毎年学内で実施する健康診断のうち、胸部Ｘ線検査の結果は、学内の保健センターで交付
する。

　　② 　保健センターで医師による内科検診を実施する場合については、詳細はその都度知らせる。
　　③ 　大学の指定医療機関である明和病院で受診する方法。
　　④ 　西宮保健所他、最寄りの保健所にて一般健康診査を受診する方法。
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　　⑤ 　持病などがあってかかりつけの医師がいる場合には、健康診断とともに実習参加への所見
をもらっておくことも必要。

　　　※ ①～③の詳細と自己負担額はその都度学生に知らせます。④と⑤については、各自で連絡
をとり情報収集のうえ受診して下さい。必要経費は全額自己負担となります。

⑵　腸内細菌検査の方法

　費用は全額自己負担となります。大学から実習生に伝える情報を各自でしっかり確認してくださ
い。また、検査証明書の発行には６～８日程度の期間が必要です。検査証明書は、医療分野と地域
分野の２施設分必要なため、２枚発行してください。検査受診の方法としては、最寄りの保健所の
利用が望ましいと思われます。ちなみに西宮市保健所の腸内細菌検査について、例示しておきます。

西宮市保健所３階　　
西宮市江上町３－26　 （ＴＥＬ 0798-26-3680）
阪神西宮下車　北東徒歩約10分，JR西宮下車　北西徒歩約12分

食品衛生課
衛生検査チーム

　　　①　検査の種類
　　　　ａ．法定伝染病（赤痢・腸チフス・パラチフス）
　　　　ｂ．サルモネラ菌
　　　　ｃ．腸管出血大腸菌
　　　②　受付　　月・火・水の９：00～12：00、13：00～15：00（但しサルモネラは月・火のみ）
　　　③　証明書の発行は月曜日受付分は木曜日13時以降、火・水曜日受付分は金曜日13時以降。
　　　④　原則個人受診で、10人以上になる場合は要予約となる。
　　　⑤　料金や検体受付日は変更の可能性があるので、事前に電話にて確認をとること。

⑶　予防接種

　　①　はしかの抗体検査が陰性であるものは事前に医療機関に行き、実習に備えること。
　　②　その他の予防接種、各種検査については実習先の指示に従うこと。

10　賠償責任保険等について

　実習期間中の万一の事故発生に対しては、対人・対物事故に対して、大学を保険加入者として賠
償責任保険に加入しています。内容については別途指導します。

11　ソーシャルワーク・スタディルーム、ソーシャルワーク・ラボラト
リーⅠ／介護コーナー＆Ⅱ、ソーシャルワーク実習指導室の活用

　本学では、実習における学内実習指導を円滑かつ効果的に行うために、ソーシャルワーク・スタ
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ディルーム、ソーシャルワーク・ラボラトリーⅠ／介護コーナー＆Ⅱ、ソーシャルワーク実習指導
室を開設しています。学生は、開室時間にあわせて各自の都合のよい時間帯に、これらの部屋を自
由に利用することができます。ただし、実習指導等の授業のために使用中の場合は、学生の立ち入
りは出来ません。
　開室時間帯については、学生の利用可能な曜日と時間帯に合うよう調整のうえ、授業中または掲
示を通じて随時連絡します。

⑴　ソーシャルワーク・スタディルーム（L2- 46）及びソーシャルワーク・ラボ
ラトリーⅠ／介護コーナー＆Ⅱ（L2- 47、L1- 401）

　ソーシャルワーク・スタディルーム及びソーシャルワーク・ラボラトリーでは、実習先施設・機
関となる福祉現場やソーシャルワークの実際を理解するために、集団および個人で行う視聴覚学習、
実習のために役立つ雑誌類の閲覧、福祉機器・福祉用具の活用、簡単な介護実習が可能です。これ
らを活用して、自主学習を進めて下さい。雑誌、書籍、福祉機器・用具等を利用する場合はソーシャ
ルワーク実習指導室に申し出てください。

⑵　ソーシャルワーク実習指導室（文学２号館４階　L2- 45）

　実習に関する学生指導の窓口として、ソーシャルワーク実習指導室を開設しています。これは、
実習を円滑に行うため、実習に関するあらゆる相談を受付け、また、学生に必要な情報や指導を提
供するための第一線の相談窓口としての役割を担っているところです。
　実習に関する学生相談窓口としての役割の他に、ソーシャルワーク実習指導室では、学生のニー
ズに応えられるよう次のような業務を担当します。
　①　実習施設・機関に関する情報や資料の提供
　②　実習施設・機関との連絡調整
　③　実習手順の展開方法に関する指導
　④　実習関連書類の取り扱い
　⑤　実習に関連する書類・資料・雑誌の閲覧
　⑥　ソーシャルワーク・スタディルーム及びソーシャルワーク・ラボラトリーⅠ／介護コーナー＆Ⅱの運

営・管理
　⑦　実習に関連する学生への連絡事項の掲示とその管理

⑶　実習に関する連絡先

　実習前・実習中・実習後を通して、実習に関する連絡先は、次のようになります。

〈実習に関する連絡先〉

〒663-8558　西宮市池開町６番46号　武庫川女子大学文学部心理・社会福祉学科

○ソーシャルワーク実 習 指 導 室 
Ｔ Ｅ Ｌ
Ｆ Ａ Ｘ　0798-45-9046（内線5435）

○学　科　気　付 TEL 0798-45-9811（内線5403）
 FAX 0798-45-3554
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学生の確保の見通し等を記載した書類 

(１) 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況

①学生の確保の見通し

ア 定員充足の見込み

１ 入学定員設定の考え方及び定員充足の見込み 

昨今の少子高齢化、グローバル化、情報化など急激な社会構造の変化は、人々に多くのスト

レスを与え、虐待、貧困、孤独死、自殺、いじめ、ハラスメントなど様々な問題を引き起こして

いる。このような現代社会において、心理学や社会福祉学の知識とスキルを備え、自ら考え

行動し、社会の多様性を理解し問題に立ち向かうことができる人材の育成が求められている。 

武庫川女子大学心理・社会福祉学部（以下、本学部という。）の入学定員については、上述に

加え、18 歳人口の推移、女子の大学進学等の状況、他大学心理系及び社会福祉系学部の大学進

学の入学志願状況、本学既存学科の学生募集の状況、その他様々な状況とデータを比較分析し、

本学への求人実績や卒業生の採用実績がある教育機関等を対象とした人材需要調査の結果など

を総合的に勘案したうえで、十分な定員充足を見込むことができる入学定員として、心理学科

150 人、社会福祉学科 70人に設定した。 

なお、本学部が設置された場合、既設の文学部心理・社会福祉学科（入学定員 160人、3年次

編入学定員を 17 人）は募集停止し在学生の卒業を待って廃止することとしている。 

心理・社会福祉学部の設置に係る定員変更

文学部心理・社会福祉学科（廃止） 

→ 

心理・社会福祉学部 心理学科 

入学定員 編入学定員 収容定員 入学定員 編入学定員 収容定員 

160人 3年次 17 674人 150 人 ― 600 人 

心理・社会福祉学部 社会福祉学科 

入学定員 編入学定員 収容定員 

70人 ― 280 人 

２ 定員超過率が 0.7 倍未満の学科について 

令和４年度の入試結果を受けて、音楽学部演奏学科の 4年間の平均入学定員超過率が 0.7 倍未

満(0.60 倍)となった。定員未充足の原因は、伝統的なクラシック音楽を学ぶ音楽大学・音楽学

部への進学率の低下及び新型コロナウイルス感染拡大による影響と分析している。また、全国的

にミュージカルやデジタル機器を駆使したオリジナル音楽を志向する傾向にあり、中学および高

校のクラブ活動で音楽を続けた生徒はクラシック音楽を専門とする進学には直接的には結びつ

かず、進学者減少に拍車をかけている。コロナ禍の中、経済状況に好転の兆しがなく学校教育と

は別の場での音楽教育が衰退し、演奏家を取り巻く環境改善の見通しが困難な中では、就職が難

航すると予想される音楽学部を敬遠する傾向にあるものと分析している。 
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また併設の武庫川女子大学短期大学部に設置している 7学科のうち、日本語文化学科（平均入

学定員超過率 0.51倍）英語キャリア・コミュニケーション学科（同 0.32倍）、幼児教育学科（同

0.51 倍）、心理・人間関係学科（同 0.49 倍）、健康・スポーツ学科（同 0.52 倍）及び食生活学

科（同 0.61 倍）の 6学科において 2年間の平均入学定員超過率が 0.7倍未満となった。 

令和 3 年度学校基本調査によると大学進学率は 54.9％であるのに対して短期大学への進学率

は過去最低の 4.0％を記録した。また、文部科学省が令和３年２月にとりまとめた「私立学校の

経営状況について（概要）」によると、令和２年度における入学定員未充足の短期大学の割合は

73.9%であり、また、入学定員の 80%以上に満たない短期大学の割合は全体の約 35％と、全国的

な短大離れの傾向は止まらない。武庫川女子大学短期大学部においても、平成 27 年度以降毎年

定員未充足の状況が続いていたが、令和 3年度入試からその傾向がさらに顕著となり、短期大学

部全体の入学定員 700人に対して入学者は 365人（入学定員超過率 0.52倍）という厳しい結果

なった。現在、短期大学部の収容定員は 7学科 1,400 人と、わが国における短期大学の中でも有

数の規模であるが、この定員規模を維持することは難しいと分析している。この度の、心理・社

会福祉学部の設置とあわせて短期大学部心理・人間関係学科の学生募集を停止し、在籍学生全員

の卒業をもって廃止し、教育・研究に係る人的・物的資源を大学に集中させる。 

イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要

１ 18 歳人口の推移 

文部科学省が「学校基本調査」や国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」を元

に作成した資料「18歳人口と高等教育機関への進学率等の推移」によると、平成 21～令和 2年

頃までほぼ横ばいで推移してきた 18 歳人口は、令和 3年頃から再び減少局面に突入し、令和 22

年には約 88 万人まで減少することが予測されている。 

 また、中央教育審議会大学分科会将来構想部会で配付された「高等教育に関する基礎データ」

によると、本学の所在する兵庫県の 18歳人口は、平成 29年の 54,774人から令和 22年には 39,050

人まで減少すると推計されている。隣接する大阪府についても 85,687人から 58,280人まで減少

すると予測されており、20 年間で 18 歳人口は約 3割減少する。 

株式会社リクルートの調査研究機関「リクルート進学総研」が、文部科学省「学校基本調査」

のデータを基に分析した「18 歳人口推移、大学・短大・専門学校進学率、地元残留率の動向」（令

和 3年 4月発表）によると、令和 2年の近畿エリア 2府４県の 18 歳人口は 195,001人で、その

中でも本学の設置圏域である大阪府は 81,797人、兵庫県は 52,305人と近畿全体の７割近くを占

めている。今後の 18 歳人口の推移をみると、令和５年から４年間は、近畿エリア全体で 181,639

人⇒175,501 人⇒179,248 人⇒179,159 人とほぼ横ばいもしくは微減となると予測されている。

また、令和 2 年の近畿エリア全体の女子 18 歳人口は 95,085人、その中でも大阪府は 39,667人、

兵庫県は 25,631 人であるが、令和４年から４年間は近畿エリア全体で 90,742 人⇒88,985 人⇒ 

85,362 人⇒87,843 人とほぼ横ばい傾向で推移し、その後、令和 10 年には 85,448 人、令和 

14年には 81,153人へと減少することが予測されている。 
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以上のことから、長期的には 18 歳人口は減少するが、本学が立地する近畿エリアにおいては

中期的な傾向として大学受験対象者数は横ばいであり、長期的にも大きく減少することはないも

のと見込まれる。 

【資料１ リクルート進学総研マーケットリポート】 

２ 女子の進学動向 

前述したように 18 歳人口はゆるやかに減少するが、一方で、女子の大学進学率は増加が続い

ている。近畿エリアの女子の大学進学率は平成 23 年で 49.1％であったが、令和 2 年には 55.2％
と、6.1 ポイントも上昇している。先の「リクルート進学総研」の調査によると、進学者数も平

成 23 年の 41,889 人から令和 5 年には 47,717 人へと 5,828 人増加し、女子については大学進学

者数が増加傾向にある。

また、令和３年度学校基本調査によると、全国の大学学部の女子学生数は、約 119 万７千人

と、前年度より約３千人増加し、過去最多を記録した。また、学部学生全体に占める女子の割合

は 45.6％（前年度より 0.1 ポイント上昇）で過去最高となった。以上のことから、18 歳人口は

日本全体で漸減傾向にあるものの、大学入学対象者が激減することはなく、特に女子の大学進学

意欲は旺盛であり、女子を募集対象とする女子大学である本学は、中長期的に安定した志願者・

入学者の確保を目指せるものと見込んでいる。

３ 分野別志願動向 

 日本私立学校振興・共済事業団では、全国の私立大学を対象に実施している「学校法人基礎調

査」から各大学の入学者数等の状況を集計し、『私立大学・短期大学等入学志願動向』として報

告書を発行している。令和 3年 9月に発行された同報告書の最新版によると、令和５年度に設置

予定の本学部・学科と同分野の過去 5年間の志願動向は以下のとおりである。 

令和 3年度時点で、私立大学「心理学部」は 22学部あり、入学定員は 3,053人となっている。

この入学定員に対し、志願者数は 24,990人と 8.18倍の高い志願倍率を有している。また、入学

者数は令和 2 年度よりも 48 人増加している。また、入学定員充足率についても、5 か年平均で

105.94%と受験生から非常に人気の高い学部となっている。 

学部数 入学定員(人） 志願者数（人） 入学者数（人） 入学定員充足率（％）

平成29年度 14 2,185 17,324 2,405 110.07
平成30年度 18 2,723 23,026 2,935 107.79
平成31年度 18 2,713 28,076 2,832 104.39
令和2年度 21 2,968 29,548 3,098 104.38
令和3年度 22 3,053 24,990 3,146 103.05
平均 19 2,728 24,593 2,883 105.94

年度
心理学部
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同様に、「社会福祉学部」は 21学部あり、入学定員は 3,649 人となっている。この入学定員に

対し、志願者数は 10,181人と 2.79倍であり、定員を超える志願倍率を有している。入学定員充

足率については 5か年平均で 97.34％とやはり人気の学部と言えよう。 

４ 同分野を有する近隣競合校の志願状況 

令和３年度に本学に在籍する学生の出身高校の所在地を確認したところ、79.4％が兵庫県、大

阪府であった。次いで奈良県、京都府の高校出身者が多く、これら 2府 2県の占める割合は 85.8％

と、在籍者の大半を占めており、本学が学生確保の基盤としているのは、兵庫県、大阪府、奈良

県、京都府であることが確認できた。受験生の併願先としてもこれら府県に所在する大学の同系

統学部が選ばれると判断し、これまでの受験生の併願動向等も踏まえ、立地や教育内容から心本

学部の競合と想定する学科をピックアップした。当該競合校の令和元年度から３年度の一般入試

募集状況は以下のとおりである。なお、志願者数のデータは、旺文社の「螢雪時代 全国大学受

験年鑑  11 月臨時増刊」の各年版から引用した。 

［心理・社会福祉学部心理学科の想定競合校の一般入試募集状況（過去 3 年間）］ 

競争率（受験者数／合格者数）の過去３年間の平均は、関西学院大学文学部総合心理科学科心

学部数 入学定員(人） 志願者数（人） 入学者数（人） 入学定員充足率（％）

平成29年度 22 4,424 12,079 4,096 92.59
平成30年度 22 4,174 12,597 3,977 95.28
平成31年度 22 4,084 14,442 4,009 98.16
令和2年度 21 3,684 11,735 3,811 103.45
令和3年度 21 3,649 10,181 3,548 97.23
平均 22 4,003 12,207 3,888 97.34

年度
社会福祉学部
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理科学専修が 2.3 倍、甲南大学文学部人間科学科が 5.0 倍、神戸学院大学心理学部心理学科は

4.4 倍、近畿大学総合社会学部総合社会学科心理系専攻が 6.1倍、志願倍率（志願者数／募集人

数）の過去３年間の平均は、関西学院大学文学部総合心理科学科心理科学専修が 8.8倍、甲南大

学文学部人間科学科が 7.9 倍、神戸学院大学心理学部心理学科は 20.0 倍、近畿大学総合社会学

部総合社会学科心理系専攻が 129.4倍と安定した志願者を集めていることが分かる。関西圏の受

験生の心理系学部に対する関心度は十分高いものと考えられる。 

［心理・社会福祉学部社会福祉学科の想定競合校の一般入試募集状況（過去 3 年間）］ 

競争率（受験者数／合格者数）の過去３年間の平均は、関西学院大学人間福祉学部社会福祉学

科が 3.1 倍、同志社大学社会学部社会福祉学科が 4.0倍、京都女子大学発達教育学部教育学科養

護・福祉教育学専攻は 3.8 倍、志願倍率（志願者数／募集人数）の過去３年間の平均は、関西学

院大学人間福祉学部社会福祉学科が 10.2 倍、同志社大学社会学部社会福祉学科が 5.2倍、京都

女子大学発達教育学部教育学科養護・福祉教育学専攻は 15.9 倍と安定した志願者を集めている

ことが分かる。関西圏の受験生の社会福祉系学部に対する関心度は十分高いものと考えられる。 

５ 既存学部学科の状況 

 本学部は、既存の文学部心理・社会福祉学科の教員組織・教育課程を発展的に改組する形で設

置する。また、併設の武庫川女子大学短期大学部心理・人間関係学科の募集停止も同時に行い、

大学学部の収容定員の増加を実施する。これにより、女子学生の短期大学から大学への志願移行

情勢に対応する。 

心理・社会福祉学科の直近５年の学生募集、定員充足の状況は下表のとおりである。 

[文学部心理・社会福祉学科] 
年 度 H30年度 H31年度 R2年度 R3年度 R3年度 平均

入学定員 ① 160 160 160 160 160 ― 
志願者 ② 1,900 1,804 2,067 1,916 1,718 1,881 

志願倍率（②/①） 11.88 11.28 12.92 11.98 10.74 11.76 
入学者 ③ 143 177 172 143 167 160 

定員充足率（③/①） 0.89 1.11 1.08 0.89 1.04 0.99 

大学名 学部名 年度 募集人数 志願者数 受験者数 合格者数 競争率
令和３ 62 601 477 209 2.3
令和２ 73 700 656 179 3.7
令和元 73 818 641 183 3.5
令和３ 98 413 391 143 2.7
令和２ 98 589 521 113 4.6
令和元 98 517 494 108 4.6
令和３ 30 442 410 99 4.1
令和２ 28 468 460 134 3.4
令和元 28 452 451 116 3.9

関西学院大学 人間福祉学部
社会福祉学科

同志社大学 社会学部
社会福祉学科

京都女子大学 発達教育学部
教育学科
養護・福祉教育学専



以上のとおり、志願倍率は平均して約 12 倍であり、また入学定員 160 人に対して、入学者数

の平均は 160 人、過去 5年間の定員充足率の平均は 1.00 倍と、極めて適正な定員管理を行って

いる。

文学部心理・社会福祉学科を募集停止して、心理・社会福祉学部心理学科及び社会福祉学科へ

と改組し、心理・社会福祉学科 160 人から心理学科 150 人、社会福祉学科 70 人の合計 220 人
へとするため、入学定員は 60 人の純増となるが、これらの旺盛な進学需要の実績を踏まえ、十

分に入学定員の充足が可能であると判断している。

６ 受験対象者への進学需要調査 

令和５年４月設置の学部学科（心理・社会福祉学部、社会情報学部、健康・スポーツ科学部ス

ポーツマネジメント学科）の継続的な学生確保の見通しを定量的に確認することを目的として、

設置圏域を中心に所在する高等学校の２年生女子に対する進学意向等に関するアンケート調査

を実施した。調査は、学外の調査機関である株式会社進研アドに委託し、令和３年６月 21 日か

ら８月 10日の間に実施した。 

本学学生の約 80％が大阪府と兵庫県の高等学校の卒業者であることから、新設する学部・学

科についても大阪府と兵庫県が学生確保における基盤となることは確実であり、大阪府と兵庫県

の高等学校を中心に、108 校 20,465人に対して調査を実施した。うち、有効回答数は 90校 10,105

人で、回答率は 49.4％であった。その他、本学附属高等学校２年生 249 人からも回答を得た。 

調査にあたっては、本学部の目的、特色、養成する人材像、想定される進路、入学定員、初年

度納付金、交通アクセス等を明示し、有効回答 10,354人（内訳：大阪府と兵庫県の高等学校２

年生女子 10,105人、本学附属高等学校２年生 249人）のうち、19.9％にあたる 2,059人が、「武

庫川女子大学を受験したいと思う」と回答した。 

「受験したいと思う」と回答した 2,059人のうち、32.0％にあたる 658 人が本学部心理学科に

「入学したい」と回答、9.1％にあたる 188 人が本学部社会福祉学科に「入学したい」と回答し

ている（他学部との複数選択を不可としているため、重複なし）。 

以上のことから本学部への進学需要は、心理学科の入学定員 150人の 4.4倍、社会福祉学科の

入学定員 70 人の 2.7 倍となり、入学定員数を大幅に上回る入学意向者が見込まれる。 

なお、入学意向を示した生徒の内訳を高校所在地別にみると、本学の立地する兵庫県の高校在

籍者のうち、入学意向を示したのは、心理学科 434 人、社会福祉学科 130 人であり、兵庫県だけ

でも入学定員を上回る入学意向者が確認できた。また、高校卒業後の希望進路別にみると本学を

受験・入学する可能性がある「私立大学」への進学希望者のうち入学意向を示したのは 1,748

人中、心理学科 556人、社会福祉学科 147人であり、予定している入学定員を大きく上回ってい

る。 

【資料２ 心理・社会福祉学部リーフレット（高校生向け）】 

【資料３ 武庫川女子大学「心理・社会福祉学部」「社会情報学部」「健康・スポーツ科学部 

スポーツマネジメント学科」（すべて仮称）設置に関するニーズ調査結果報告書（高校生調査）】
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ウ 学生納付金の設定の考え方

 学部学科等を新設する際、本学では大学の経営に係る財務的な視点と学生への還元等、受益者

に対する説明責任の観点を重視しつつ、大学の将来の発展を目的とする施設･設備の充実を考慮

するとともに、近隣他大学の類似学部学科の状況を勘案したうえで、学生納付金を設定している。 

本学部の学生納付金は、入学金 200,000 円、学費は１年次 1,225,000 円（授業料 995,000 円、

教育充実費 230,000円）、２年次以降は 1,265,000円（授業料 1,035,000円、教育充実費 230,000

円）に設定した。卒業までの納付金の総額 5,020,000円は、本学部の基礎となる既存の文学部情

報心理・社会福祉学科と同じであり、本学部を志望する受験生にとっても許容範囲内の金額であ

ると思われる。 

また、本学部及び心理・社会福祉系学部を擁する近隣大学の入学金、授業料、その他納入金、

初年度納入金計は、以下の表とおりである。 

（単位：円） 

大 学 名 入学金 授業料 教育充実費等 諸会費等 初年度納付金 適用年度 

武庫川女子大学 

心理・社会福祉学部 
200,000 995,000 230,000 14,700 1,439,700 R 5年度 

立命館大学 

総合心理学部 
200,000 1,206,600 ― 23,000 1,429,600 R 4年度 

神戸学院大学 

心理学部心理学科 
300,000 810,000 310,000 49,300 1,469,300 R 4年度 

神戸女子大学 

心理学部心理学科 
250,000 850,000 270,000 35,000 1,405,000 R 4年度 

関西学院大学 

人間福祉学部社会福祉学科 
200,000 1,152,000 ― ― 1,352,000 R 4年度 

京都女子大学 

現代社会学部 
250,000 840,000 250,000 10,000 1,350,000 R 4年度 

神戸医療福祉大学 

人間社会学部社会福祉学科 
200,000 700,000 300,000 30,000 1,230,000 R 4年度 

※各大学 Webサイト、河合塾大学入試情報サイト「Kei-Net」より

以上のように、本学部の予定している初年度納入金 1,439,700 円は、競合校として想定する近

隣の心理系・社会福祉系学部学科と比較しても大きな差がないことが分かる。 

②学生確保に向けた具体的な取組状況

１ 学生確保に向けた取り組み 

学生確保に向けた具体的な取り組みは、従来から大学全体として行っている様々な取り組みに加

え、学部学科独自の取り組みを通して、受験生をはじめ社会一般への認知度向上を図り、学生
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の確保につなげていく。当然ながら、設置届出受理と収容定員に係る学則変更認可を受けていな

い段階での本学部のＰＲ活動及び学生募集についてはルールを遵守し、入学希望者や社会一般に

対して誤解や損害を与えることのないようにする。 

（ア）広報戦略 

本学では、法人創立 80周年を迎えた令和元年、創立 100周年に向けた活性化プロジェクト

「MUKOJO ACTION 2019-2039」をスタートさせた。「日本の女子大を、更新しよう。」をスロー

ガンとし、「未来像」となるビジョンを策定、公表している。特設 Webサイトやポスター、大

学案内等の各種広報媒体のビジュアルイメージを統一して大規模な広報戦略を展開し、女子総

合大学としての本学の知名度向上に努めている。 

（イ）大学案内（キャンパスガイド）や学科紹介パンフレット等の印刷物の配布 

大学案内（キャンパスガイド）は約８万部を作成、また学科紹介パンフレット、入試案内、

募集要項を作成し、高校訪問、オープンキャンパス、高校教員向け説明会、保護者向け説明会、

大学見学会、各地域での進学・入試相談会等において幅広く配布している。 

（ウ）高校訪問 

本学の設置圏域である兵庫県、大阪府の高等学校を中心に、全国の高等学校（本学に志願実

績のある高等学校等）を教職員が訪問し、高校生や進路担当教諭に対して直接本学の特色のあ

る教育等について説明を行っている。訪問校の延べ数は、令和２年度は 26府県 735校、令和

３年度は 30 都府県 839校にのぼる。 

（エ）多様な⼊学選考（選抜）試験の実施 

本学では、アドミッションポリシーに沿って、次のように多様な⼊試を実施している（令和

４年度入試実績）。

・公募制推薦入試（前期）・公募制推薦入試（後期）・⼊般選抜Ａ・⼊般選抜Ｂ

・⼊般選抜Ｃ・⼊般選抜 D（⼊学⼊試共通テスト利用型）・演奏奨学生入試

・グローバル（英語重視型）入試 ・スポーツ推薦入試

・指定校推薦入試 ・附属高校推薦入試 ・社会人特別選抜 ・外国人留学生入試

また、遠隔地の受験⼊に対して利便性を図り、広く志願者を確保するため、公募制   推

薦⼊試及び一般選抜Ａ・Ｂでは全国 12 会場（東京、石川、愛知、京都、和歌山、鳥取、岡山、

広島、香川、愛媛、福岡、沖縄）に学外試験場を設置している。

（オ）オープンキャンパス、各種説明会等 

オープンキャンパスは夏期を中心に開催している。高校生、保護者、教員等を対象に入試概

要の説明や、学科企画プログラム（学科説明・施設見学・体験授業）、予備校講師による入試

対策講座、学科別のＱ＆Ａコーナーにて入試・就職・資格・奨学金・寮・下宿など学生生活全



般にわたる個別相談等を実施している。令和３年度のオープンキャンパスは 6 月 13 日、7 月

10 日・11 日、8 月 10 日、9 月 26 日、10 月 3 日の６日間にわたって開催した。コロナ禍のた

め、参加人数を制限した上での開催となったが、6 日間で 3,287 組 5,500 人の参加があった。

定員変更前年度の令和４年度についても同様の時期に開催を予定している。 

受験生の大学見学については、常時受け付けられるようにしている。数人のグループや個人

単位の訪問に対して、平日及び土曜日の午前中は入試センター職員が応対、また、入試センタ

ーが閉室となる土曜の午後や日祝日は、中央キャンパス内に設ける「受験生の部屋“Muko ナ

ビルーム”」にて、学生スタッフが大学の授業や学生生活の紹介、キャンパス見学の案内、入

試に関する相談・質疑応答を行っている（※令和 2年度及び 3年度は新型コロナウイルス感染

症拡大のため「受験生の部屋“Muko ナビルーム”」は閉室、また、学生スタッフによる対応も

一時休止中）。 

また、高校単位での受け入れ対応も行っている。その他、高校教員向けの説明会や保護者向

け説明会、附属高校向け説明会を開催している。 

（カ）ソーシャルメディア等にによる情報の提供 

Facebook、Twitter、LINE及び Instagramに本学の公式アカウントを開設し、ソーシャルメ

ディアを利用した情報発信を積極的に実施している。学内施設や授業風景、学生の日常を動画

配信等の情報発信を定期的に行い、本学で学ぶ具体的なイメージを掴めるように努めている。 

（キ）新聞・雑誌、駅・車内広告等 

新聞や雑誌等のマスメディアでの広告やインターネット広告、駅・電車内の交通広告を出稿

し、受験生はもちろんのこと広く社会で知名度が向上するよう努めている。また、出版社、新

聞社、予備校等が発行する受験情報誌等の媒体に積極的に情報掲載を行い、具体的な学修内容

や大学生活の様子、受験情報等を提供している。 

２ 定員超過率が 0.7 倍未満の学科について 

 音楽学部への志願者を有するが進学に結びついていないクラブ活動の中でも、人気がある吹奏

楽へ働きかけ、令和 2年度入学生より専門に学ぶ管楽器の楽器種を５種類増やし、また追加した

管楽器の非常勤講師（採用予定者）の氏名を記載して、吹奏楽に打ち込んでいる高校生の関心を

引くよう試みた。その結果、令和 2年度の管弦楽器入学者は 3名、令和 3年度 4名、令和 4年度

5名とわずかではあるが着実に増加傾向にある。 

志願者を増やす対策として、令和 4年度各入試制度において大幅な見直しを行い、受験科目・

内容の工夫と演奏奨学生入試における専願制を廃止した。2023 年度入試からは秋に加え、国公

立大学入試直前の 2月にも演奏奨学生入試を行う予定である。 

情報発信の点からは令和 3 年度はホームページにおいて授業紹介動画や主催コンサートの動

画を多数公開するとともにインスタグラムも開設した。今後も高校生に本学部の良さが伝わるよ
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う情報提供を続けていく。募集活動に欠かせない学部パンフレットはリニューアルし、学生や卒

業生の様子を多数掲載する。また、教員が積極的に高校訪問を行い、今後も音楽担当教諭への面

談を続け、希望があれば音楽学部教員による特別レッスンやクラブ指導を行うなど良好な関係構

築を進めていく。 

武庫川女子大学短期大学部の７学科のうち、定員超過率が０．７倍未満の６学科の学生確保に

向けた取組としては、学科の魅力を伝えるリーフレットの作成、より分かりやすいホームページ

の開設、ダイレクトメール送付等をこれまで以上に行い、入学者確保をめざしたい。なお、健康・

スポーツ学科及び心理・人間関係学科については、定員充足の見込みは難しいと判断し、令和５

年度に学生募集を停止し、在学生全員の卒業を待って廃止することを令和４年２月 28 日開催の

理事会で決定した。今後も大学の新学科の増設と短期大学部の縮小・廃止を計画している。 

（２) 人材需要の動向等社会の要請

①人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要）

来るべき人間中心社会の担い手として「誰一人取り残さない (leave no one behind) 世界」

の実現に向けて、社会が抱えるさまざまな課題の解決や新たな価値創造のために、心理学や社会

福祉学の知識とスキルを積極的に活用して「持続可能な社会」の実現に貢献できる人材を養成す

ることが本学部の目的である。その目的のもと、心理学や社会福祉学の知識とスキルを習得する

とともに、持続可能な社会の実現に向けて、自ら考え行動する力、他者と共に生きる社会の共同

的な価値を創造する力、社会の多様性や異質性を理解し社会的な課題に立ち向かうことができる

力を備えた人材を育成する。 

本学部は、自身の理想を探求・追求し、社会の一員としての自覚を持ち、人びとの幸福に貢献

できる人材を養成することを目的とする「心理学科」と、一人ひとりの個性とその人らしく生き

る権利を尊重し、支援を必要としている人たちと共に自らも、さらには地域や社会もエンパワメ

ントしていけるよう、グローバルな社会の一員としてさまざまな領域で活躍できる人材を育成す

ることを目的とする「社会福祉学科」の２つの学科から構成する。 

〔心理学科〕 

心理学の諸領域における専門的知識と方法論を習得するとともに、個人・社会的問題および学

術的課題を主体的に発見し、その解決過程を他者と協働しながら実践的に学ぶことによって、課

題発見力と実践力を身につけ、多様な課題に想像力と柔軟性をもって取り組むことができる人材

を養成することを目的とする。 

〔社会福祉学科〕 

人間中心社会の理念を理解し、持続可能な包摂的社会の実現に向け地域市民として、また福祉

専門職として、他者と共に生きる社会における共同的な価値の創造を希求し、社会の多様性、異

質性に謙虚に向き合い、社会的な課題の解決に向けて実践することができる福祉専門職を養成す

ることを目的とする。 
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②上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠

１ 社会的な人材需要 

 今日、あらゆる分野で心理や社会福祉の専門職をはじめ心理学・社会福祉学的素養を持つ人材

が求められている。例えば、教育の分野では、いじめ、校内暴力、不登校といった問題を抱えて

いる。文部科学省の「令和 2年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調

査」の結果では、自殺した児童生徒数は 415人（前年度 317人）で、調査開始以降最多となり、

極めて憂慮すべき状況である。医療の分野では、厚生労働省が「患者調査」により作成した「第

７次医療計画の指標に係る現状について」内の「精神疾患を有する総患者数の推移」によると、

精神疾患の患者数は、平成 26 年度の 392.4 万人から平成 29 年度には 419.3 万人と増加を続け

ている。その他、福祉の分野では児童虐待、犯罪の分野は、「再犯防止対策」、産業の分野では「メ

ンタルヘルスケア」が社会的問題となっている。

また、総務省行政評価局「学校における専門スタッフ等の活用に関する調査」によると、

本学部は、社会が抱えるさまざまな課題の解決や新たな価値創造のために、心理学や社会福祉

学の知識とスキルを積極的に活用して「持続可能な社会」の実現に貢献する人材を養成すること

を目的としているが、この養成する人材像は社会的な需要と合致したものと言える。 

【資料４ 文部科学省「令和 2 年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関

する調査」結果概要】 

【資料５ 第 7次医療計画の指標に係る現状について】 

【資料６ 総務省行政評価局「学校における専門スタッフ等の活用に関する調査」】 

○心理学科

心理学はデータサイエンス・ＡＩ領域と親和性が高い分野であるが、我が国では当該分野の人

材不足が深刻な状況にある。経済産業省が平成 28年 6月に公表した「IT 人材の最新動向と将来

推計に関する調査結果」によると、IT 人材の需給ギャップは、需要が供給を上回り、令和 12

年には、最大で約 79 万人に拡大する可能性があると試算され、人材需要が拡大することは確実

である。政府が令和元年 6月 11 日に策定した「ＡＩ戦略 2019」では、『「数理・データサイエン

ス・AI」に関する知識・技能と、人文社会芸術系の教養をもとに、新しい社会の在り方や製品・

サービスをデザインする能力が重要であり、これまでの教育方法の抜本的な改善と、STEAM 教育

などの新たな手法の導入・強化、さらには、実社会の課題解決的な学習を教科横断的に行うこと

が不可欠となる。』と分析しており、心理学分野における研究方法を理解し、適切な方法で収集

したデータを適切な方法で分析するスキルを身につける本学科の学びは、この方針に合致するも

のと言える。 

○社会福祉学科

人口減少社会によって地域社会の結びつきが弱まり、高齢者や子育て家庭の孤立化、マイノリ

ティーの排除等様々な問題が顕在化し、多文化共生を目指す我が国の方向性と併せて、これらの

課題解決が急務となっている。平成 28年 6月 2日に閣議決定された「ニッポン一億総活躍プラ



ン」では、「子供・高齢者・障害者など全ての人々が地域、暮らし、生きがいを共に創り、高め

合うことができる『地域共生社会』を実現する。」ことがうたわれており、その実現のための工

程の一つの柱として「専門人材の機能強化・最大活用」が挙げられている。 

令和 3年 4月 1日には「地域共生社会の実現のための社会福祉法等の一部を改正する法律」が

施行されたが、審議にあたって「社会福祉士や精神保健福祉士が活用されるよう努めること」な

どが参議院の附帯決議において示された。このように地域共生社会の実現に向けてソーシャルワ

ーカーの機能や役割への期待は高まっており、本学科で養成する社会福祉士、精神保健保健福祉

士といった専門職は、幅広い分野において需要が見込める。 

【資料７ 経済産業省「IT 人材の最新動向と将来推計に関する調査結果」】 

２ 企業及び事業所への人材需要に関する採用意向調査 

本学部における人材需要の見通しを測定するために、本学への求人実績や卒業生の採用実績が

ある民間企業・団体等に対して、本学部の必要性や卒業した者の採用に関する人材需要調査（無

記名方式）を実施した。なおアンケート実施にあたっては、同時期に届出による設置を予定して

いる社会情報学部、健康・スポーツ科学部スポーツマネジメント学科についても同時に調査を行

った。 

調査は、学外の調査機関である株式会社進研アドに委託し、令和 3 年 6 月 21 日から 8 月 10

日の間に卒業生の採用が期待できる企業・団体の 1,413社に対して郵送で調査を実施し、26.9％

の380社から回答を得た。380社の回答者の属性は、採用や選考にかかわっている者の割合が90％

を超えており、採用意向を確認するにあたって十分なデータを得ることができた。 

【資料８ 武庫川女子大学「心理・社会福祉学部」「社会情報学部」「健康・スポーツ科学部 

スポーツマネジメント学科」（すべて仮称）設置に関するニーズ調査結果報告書

（企業・団体対象調査）】 

心理学科及び社会福祉学科の社会的必要性をたずねたところ、心理学科について 380 社中

94.5%にあたる 359社が「必要だと思う」と回答、社会福祉学科については 96.3％にあたる 366

社が「必要だと思う」と回答した。このことからも、多くの企業・団体が本学部をこれからの社

会にとって必要な学部であると評価し、本学部への大きな期待を寄せていることが伺える。 

 本学部卒業生に対する採用意向については、380社中 73.9％にあたる 281 社が心理学科卒業生

を「採用したいと思う」と回答した。281 社のうち、心理学科卒業生の想定される就職先と関連

の深い業種の採用意向を抽出すると、「福祉施設・福祉関連業」では、83.9％（31 社中 26 社）、

「医療機関・病院」では 58.8%（17社中 10社）、「公務」76.2％（21社中 16 企業）であった。

加えて、「金融・保険業・不動産」では 84.6％（39社中 33 社）、「卸売・小売業」では 82.6％（86

社中 71 社）と、多様な業種からの採用意向がみられる。また、社会福祉学科卒業生についても

69.7％にあたる 265社が「採用したいと思う」と回答した。265社のうち、社会福祉学科卒業生

の想定される就職先と関連の深い業種の採用意向を抽出すると、「福祉施設・福祉関連業」では
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96.8％（31 社中 30社）、「医療機関・病院」では 76.5％（17社中 13社）、「公務」では 90.5％（21

社中 19社）であった。 

 さらに「採用したいと思う」と回答した企業に本学部卒業生の具体的な採用予定数を聞いたと

ころ、心理学科については 385人程度、社会福祉学科については 393人程度という回答があり合

計 778人程度の採用意向が確認できた。本学部の入学定員は 220人であることから、定員を大き

く上回る結果となった。 

 本調査結果において、本学部を卒業した者への高い採用意向を確認できたことから、卒業後の

進路においては十分な見通しがあると考える。 

３ 既存学部学科の就職状況・求人状況 

本学は令和４年度現在、文学部、教育学部、健康・スポーツ科学部、生活環境学部、食物栄養

科学部、建築学部、音楽学部、薬学部、看護学部、経営学部の 10学部 17学科を有し、入学定員

は 2,190 人の規模である。本学全体の最近５年間の求人件数の実績は下表の通り。 

年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 R2年度 
卒業者数 1,932 1,947 2,072 2,019 1,964 

求人件数 7,326 7,264 6,806 6,225 5,719 

就職希望者数 1,751 1,752 1,853 1,832 1,732 

就職者数 1,740 1,744 1,845 1,820 1,715 

就職率 99.4％ 99.5％ 99.6％ 99.3％ 99.0％ 

※求人件数は大学全体を記載

このように多数の求人件数を得て、また高い就職実績を維持していることは、本学の有する学

部・学科の人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的が、人材需要の動向等の社会の要

請を踏まえたものであることを示しているものである。 

これは女子大学である本学が、社会が求める人材を輩出する高等教育機関として社会からの高

く期待されていることの顕れと言える。 

心理・社会福祉学部の基礎となる既設の文学部学部心理・社会福祉学科の最近５年間の就職実

績は下表の通り、高い就職実績を維持している。 

年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 R2年度 
卒業者数 195 178 190 198 173 

求人件数 7,326 7,264 6,806 6,225 5,719 

就職希望者数 182 155 155 186 145 

就職者数 181 154 154 185 137 

就職率 99.5％ 99.4％ 99.4％ 99.5％ 94.5％ 

※求人件数は大学全体を記載

※令和 3年度分については集計中。令和 4年 6月頃集計完了予定
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このように、昨今の就職難及びコロナ禍の状況下においても多くの求人件数があり、高い就職

率で推移していることは、本学及び心理・社会福祉学部における人材の養成に関する目的や教育

研究上の目的が、人材需要の動向等といった社会の要請を踏まえたものであることの裏付けとな

るものである。心理・社会福祉学科を発展的に改組して本学部を設置した場合でも、卒業後の進

路については十分に見込むことができると考える 

【資料９ 文学部心理・社会福祉学科進路状況】 

以上 
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心理学科心理学科

社会福祉学科

人の心に
寄り添いたい

心や気持ちを
理解したい

よりよく過ごせる
社会を作りたい

誰もが誰もがもがが生きや生きや生きや生きやすいすいすいす
世の中に

（仮称）

（仮（仮称（仮称仮称仮称（仮称））））

※記載の内容は、構想中のものであり、変更される可能性があります。

地域貢献・
国際協協力に力に力に力に
携わりたい

人を知り
ビジネスに活かしたい

心心心理理理理心心理理理・・・・社社社社社社社会会会会会会会会福福福福福福祉祉祉祉祉祉学学学学学学学部社社社社社会会会福福福祉祉学学学部（仮称仮称称））（仮称仮称称）誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
222222222000002223333年年年年年4444月月月月 設設置置置構想想想想想想想想中中中中中中中22222222000022333年年年年4444月月月月 設設置置置構想想想想想想想想中中中中中中
複雑化する現代社会の問題に、心理と福祉の両面からアプローチ！

心理・社会福祉学部（仮称）  設置概要

心理学科（仮称） 学科名 社会福祉学科（仮称）

※初年度納付金には、入学金、授業料、教育充実費を含みます。（2023年度入学者対象）
※2021年4月時点での学費を参考にした金額であり、変更となる可能性があります。

150名

4年

2023年4月 予定

学士（心理学）

中央キャンパス（兵庫県西宮市）

1,439,700円

70名

4年

2023年4月 予定

学士（社会福祉学）

中央キャンパス（兵庫県西宮市）

1,439,700円

理念

入学定員

修業年限

開設時期

学位

開設場所

初年度納付金※

類似学部

心理学の確かな知識をもとに、多様な人びとや社会と積極的
に向き合い、創造力と柔軟性を持ってさまざまな課題の解決に
取り組める人材の養成

社会のあらゆる問題に関心を持ち続け、多様な人びとと協力し
ながら解決へと導ける、グローバルな視点と思考力・知力・行動
力を備えた人材の養成

■関西学院大学 文学部 総合心理科学科 心理科学専修
■甲南大学 文学部 人間科学科
■神戸学院大学 心理学部 心理学科
■近畿大学 総合社会学部 総合社会学科 心理系専攻
■奈良女子大学 文学部 人間科学科 心理学コース

初年度納付金＜参考＞ 817,800円～1,469,300円
※出典：2021年4月各大学HPより
詳しくは各大学にお問い合わせください。

■関西学院大学 人間福祉学部 社会福祉学科
■関西大学 人間健康学部 福祉と健康コース
■大阪府立大学 地域保健学域 教育福祉学類
■同志社大学 社会学部 社会福祉学科
■京都女子大学 発達教育学部 教育学科 養護・福祉教育学専攻
 初年度納付金＜参考＞ 817,800円～1,352,000円
※出典：2021年4月各大学HPより
詳しくは各大学にお問い合わせください。

阪神電車
神戸三宮

阪急電車
西宮北口

阪神電車
大阪梅田

鳴尾・
武庫川女子大前

武庫川西宮 今津 尼崎

大阪難波

特急
16分

普通2分 普通4分 普通2分

国道43号線に沿って
東へ徒歩約7分

南西へ
徒歩約10分

普通3分

至 十三・梅田至 神戸三宮

至 宝塚

普通4分 特急
8分

快速急行
15分

奈良方面から

大阪方面から神戸方面から

中央
キャンパス

武庫川女子大学中央キャンパスへは、阪神電車のご利用が便利です。

阪急電車ご利用の場合は、阪急西宮北口にて今津線にお乗り換えのうえ今津駅より阪神電車をご利用ください。

※下記のアクセス方法・時間は一例です。曜日や時間帯によって異なりますので、十分注意してください。

交通アクセス

上甲子園キャンパス

浜甲子園キャンパス

中 央キャンパス 文学部、教育学部、健康・スポーツ科学部、生活環境学部、食物栄養科学部、
音楽学部、看護学部、経営学部、短期大学部、大学院、専攻科

薬学部、大学院

建築学部、大学院

〒663‒8558　兵庫県西宮市池開町6‒46 TEL. 0798‒45‒3500　FAX. 0798‒45‒3563
テレフォンサービス（24時間） 入試情報　TEL. 0798‒45‒8888　https://www.mukogawa-u.ac.jp/

入試センター

●お問い合わせ

資料２
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初年度からのフィールドワークと、
アクティブラーニングで

地域の課題解決に挑む実学教育

国内外の社会問題を理解し、
学生同士のディスカッションから
解決策を探る、少人数授業

学生主体でとりくむ
豊富なグループ学習を通した

実践力の獲得

1

2

3

より良い社会づくりに
貢献できる人材を養成。
心理・社会福祉学部（仮称）

心理学科心心心心心心心心心心心心 理理理理理理理理理理理理理理 学学学学学学学学学学学学学 科科科科科科科科科科科科科科科心心心心心心心心心心心 理理理理理理理理理理 学学学学学学学学学学 科科科科科科科科科科科科学学学学学学学学学学学学学学 科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科心心心心心心心心心 理理理理理理理理理理理理理理理理心心心 理理理理理理理理理理理理心心心心 科科科科理理理理理理理理 科科科心心心心 理理理理理理 学学学心理学科

あらゆる課題へ対応できるよう、
研究、実用、臨床など

幅広い側面から心理学を学習

臨床現場での活躍を想定したスキル臨床系

人の心理や行動への理解を自己実現や社会貢献に活かす人材を育成人人人人人人の人ののののの心の心心心心心理心理理理理理理やややややや行行行行行行動行動動動動動へ動へへへへへへののののの理の理理理理理理解解解解解解を解ををををを自自自自自自己己己己己己実実実実実実現実現現現現現現やややや社社社社会会会会会会貢会貢貢貢貢貢貢献貢献献献献献献ににににに活に活活活活活活かかかかかかすすすすすす人す人人人人人材人材材材材材材をををををを育育育育育育成成成成成成成人人人人人ののののの心心心心心心理理理理理理理ややややや行行行行行行動動動動動動 のののの理理理理理理理解解解解解解ををををを自自自自自己己己己己実実実実実実現現現現現現ややや社社社社会会会会会会貢貢貢貢貢献献献献献献にににに活活活活活活かかかかかすすすすすす人人人人人材材材材材材をををを育育育育育成成成成成成人の心理や行動への理解を自己実現や社会貢献に活かす人材を育成

社会福祉学科社社社社社社会会会会会会福福福福福福祉祉祉祉祉祉学学学学学学科科科科科科科社社社社社社社社社社社会会会会会会会会会会会福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉学学学学学学学学学学科科科科科科科科科科科社社社社社社社社社社会会会会会会会会会福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉学学学学学学学学学学科科科科科科科科科科学学学学学学学学学学学学学学学学学学祉祉祉祉祉祉祉祉祉福福福福福福福福 科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科社社社社社社社会会会会会会会会会会福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉社社社社社社社社社社社社社社社 福福福福福福福福福福福社社社 科科科科科会会会会会会会会会福福福福福福福福福福会会会会会会会会会福福福福 科科科学学学学学福福福福福福社会福祉学科心理・社会福祉学部

文学部 心理・社会福祉学科

グローバルな視点をもって実社会で活躍するリーダーを育成ググググググログロロローーーバババババルルルルなななな視視視視視視点視点点点点点を点をををををもをもももっっってっててててて実実実実実実社実社社社社社社会会会会会でででででで活活活活活活躍活躍躍躍躍躍す躍すすすすすするるるリリリリーーーダダダダダダーダーーーをををををを育育育育育育成成成成成成成ググググググロロロ バババルルルルななな視視視視視視点点点点点点ををををををももも ててててて実実実実実実社社社社社社会会会会ででででで活活活活活活躍躍躍躍躍躍すすすすすするるるリリリ ダダダダダダ ををををを育育育育育育成成成成成成グローバルな視点をもって実社会で活躍するリーダーを育成

さまざまな社会の変化により、ライフスタイルが多様化している現代。

人びとが抱える心の悩みや生活の問題も、より複雑になっています。

武庫川女子大学では歴史ある文学部のフィールドで培われた、

心理・福祉分野の教育実績を新たな学びへと発展させ、

現代社会の声に応える「心理・社会福祉学部（仮称）」を2023年4月に開設（※）。

高度な心理学の知識と社会福祉の専門的な視点を発揮し、

より良い社会づくりに貢献できる人材の養成をめざします。

（※設置構想中）

対人援助の手法やカウンセリングに関する知識を学びます。さらに、臨床現場
での実務に役立つスキルを身につけます。

取得できる資格

公認心理師受験資格（30名定員）
※ただし、学部卒業後「特定の施設」で2年以上
の実務経験、または大学院で必要科目を習得す
ることが必要。

社会調査士

養成される人材像

①どのような困難に直面しても、問題を発見
し、問題の原因を特定することができる。

②その解決に向けて、多様な人びとや環境
を尊重した解決策を立案し、責任をもっ
て実行できる。

③たとえ直面した困難にうまく対処できな
かったとしても、自分の行動を修正し、
その経験を別の場面に活かすことがで
きる。

所
属
す
る
コ
ー
ス
は
進
路
に
合
わ
せ
て
変
更
可
能

国家試験合格率は

全国トップレベル！
《希望者全員受験》

※（　）内は全国平均※※（（（　）内内はは全全国国平均均※（（ ）内内はは全全国国国平平均均

身近なケースを題材に、
学生自らが課題を発見し、

解決方法を生み出す討議型授業

日常の幅広い課題に取り組み、
解決に向けた自分の考えを発信する
実社会でのフィールドワーク

課題発見型
演習

体験型
フィールド
ワーク

課題解決型
演習

臨床現場で心の健康を支える！

ソーシャルワーク基礎コース
国内外の社会問題に迫り、具体的な解決策を探るためのスキルを習得。
社会福祉士国家試験への対策も進め、全員合格をめざします。

より良い社会の仕組みを作るなら→社会福祉士をめざす

心理学の研究をするためのスキル研究系
心の謎を解き明かす！

企業・社会で役立つスキル実用系
人と社会を多角的に理解するための知識を学びます。さらに他者と協働するた
めのスキルを磨き、社会で活躍するための力を身につけます。

心理学をビジネスに活かす！

【想定される進路】福祉専門職公
務員（裁判所調査官、児童相談
所、福祉事務所等）社会福祉協
議会、地域包括支援センター、総
合病院ソーシャルワーカー、一般
企業など

養成される人材像

①ソーシャルワークの知識を備え、リーダー
シップを持って、社会的な支援が必要な
人々の自立を促進し、コミュニティの発展
に寄与する人材

②国家資格を取得し、現代社会で生じて
いるさまざまな問題（孤立、虐待、人権侵
害等）を理解し、支援方策を考え、解決
に向けた熱意と実践力を備えた人材

③多文化共生、国際貢献の視野を持ち、
NPO・NGOと協働しながらコミュニティで活
動し、社会問題を解決する力を備えた人材

Core 

国内外の社会問題を支援するための知識を習得。海外研修で国際貢献
の現場に参加できるほか、NPOを運営する手法も学べます。

→国際貢献や国際協力の現場をめざす

ソーシャルビジネスコースAdvance2

精神保健福祉士の資格取得に対応した実践的なプログラムを設置。社
会福祉士とのダブル取得をめざすコースです。

人に寄り添う福祉のプロになるなら→精神保健福祉士をめざす

ソーシャルワーク・アドバンスコースAdvance1

講義
知識・方法
の学習

新たな
学びの特色

学びのPoint

学びのPoint

※記載の内容は、構想中のものであり、変更される可能性があります。

1

2

3

課題の発見に
学習した

知識と方法を
応用したディスカッション

フィールドワークで
知識と方法を活用

体験リポートを用いた
課題解決への
ディスカッション

仮想または
フィールドワークで

経験された課題の呈示と
その解決に対応する
知識と方法を学習

（仮称）（仮（仮仮仮仮称仮称称称称称））

（仮称）（仮仮仮称称））（（仮（仮仮仮仮称仮称称）称））））

【想定される進路】精神科系医療
ソーシャルワーカー、福祉専門職公
務員（裁判所調査官、児童相談所、
福祉事務所等）社会福祉協議会、
地域包括支援センター、総合病院
ソーシャルワーカー、一般企業など

【想定される進路】NGO、JICA、
NPO、赤十字、福祉専門職公務員
（裁判所調査官、児童相談所、福
祉事務所等）社会福祉協議会、地
域包括支援センター、総合病院
ソーシャルワーカー、一般企業など

?

【想定される進路】

公務員心理専門職、医療機関
心理専門職、カウンセラー、心
理セラピストなど

【想定される進路】

一般企業、（データ分析部門・
開発部門）、大学院進学など

心理学実験やデータ分析など、心理学における研究活動に必要なスキルを磨き
ます。自ら問題を設定し、情報を集め、答えを考える力を身につけます。

【想定される進路】

一般企業（顧客対応部門、人事
研修部門、マーケティング部
門）、営業・販売職、総合職など

社会福祉士

2018年度

2019年度

精神保健福祉士
（40名定員）

93.9％
（29.9％）

100％
（62.7％）

90.7％
（29.3％）

86.4％
（62.1％）

2020年度 82.5％
（29.3％）

95.5％
（64.2％）

【臨床系科目】心理実習、心理的アセスメント（実習）、心理療法・カウンセリング論など

【研究系科目】心理学実験、社会調査実習、データ解析法、心理学研究法など

【実用系科目】コミュニケーション論、消費者心理学、プロジェクトマネジメントの実践、社会実践実習など

【科目名】ソーシャルワーク概論、心理学概論、地域福祉論、社会調査法 など

【科目名】精神保健福祉援助技術総論、精神保健学、精神障害者の生活支援システム、精神科リハビリテーション など

【科目名】多文化社会実践論、社会貢献とボランティア、NGO・NPO概論、ソーシャルビジネス・マネジメント など

（仮称）
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57.9%

13.5%

24.0%

6.0%

0.9%

5.2%

9.2%

1.8%

5.0%

63.2%

10.6%

13.8%

4.6%

1.0%

5.0%

7.3%

10.7%

3.5%

61.0%

15.4%

8.1%

3.0%

2.1%

4.4%

6.1%

19.8%

6.4%

51.2%

7.8%

23.1%

7.2%

1.3%

4.9%

12.1%

9.0%

7.3%
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39.3
40.8

66.8

54.2

48.6

114.0

40.7

68.9

22.3
17.6

35.7

65.0

34.1

26.1

77.1

11.6

18.9

12.3

74.2

38.9

31.4
30.8

30.4

20.1

50.5

70.9

50.4

35.2

52.5
54.2

39.1

31.8

14.8
18.1

27.7
32.8

29.5

11.6

55.2

20.0

51.7

16.4

29.1

80.9

88.3

48.4

55.7
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26,543 

473 

4,112 

36,536 

6,505 

32,120 

308 

4,681 

43,614 

5,911 

30,548 

549 

4,048 

41,056 

3,248 

19,989 

612 

5,471 

29,320 

2,921 

19,413 

601 

5,583 

28,518 

2,445 

14,459 

418 

3,971 

21,293 

478 

4,596 

251 

1,759 

7,084 

423 

4,187 

277 

1,768 

6,655 

264 

2,409 

143 

1,036 

3,852 
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6,353 6,450 

12,291 

10,545 
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3,831 

2,819 

1,594 

65 

4,096 

5,118 
5,756 

6,216 
6,759 6,573 

11,965 

9,538 

6,405 

3,472 

2,649 
1,578 

44 

4,646 5,039 
5,399 5,742 

5,933 
5,524 

9,427 

6,923 

4,074 

1,957 
1,622 

935 

27 
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別記様式第３号（その１）

フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

― 学　　長
ｾｸﾞﾁ　ｶｽﾞﾖｼ
瀬口　和義

＜平成31年4月＞
理学博士 武庫川女子大学学長

（平31.4～令5.3)

月額基本給
（千円）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 名 簿

年齢
調書
番号

役職名
現　職

（就任年月）

学 長 の 氏 名 等

保有
学位等

ー教員名簿ー1ー



フリガナ

氏  名

＜就任（予定）年月＞

人間と社会（HEARTプログラムコア） ※ 1前 0.1 1

心理学概論 ※ 1前 0.4 1

消費者心理学 3前 2 1

経済心理学 4前 2 1

専門演習ⅠA 3前 1 1

専門演習ⅠB 3後 1 1

専門演習ⅡA 4前 1 1

専門演習ⅡB 4後 1 1

卒業研究 4通 6 1

心理学概論 ※ 1前 0.4 1

発達心理学Ⅰ 1前 2 1

心理実習 4通 1 1

心理学英語文献講読 2後 2 1

専門演習ⅠA 3前 1 1

専門演習ⅠB 3後 1 1

専門演習ⅡA 4前 1 1

専門演習ⅡB 4後 1 1

卒業研究 4通 6 1

臨床心理学概論 ※ 1前 0.5 1

神経・生理心理学 1後 2 1

神経心理学 2前 2 1

心理的アセスメント（実習） 3後 2 1

心理実習 4通 1 1

心理実習指導 4通 0.5 1

専門演習ⅠA 3前 1 1

専門演習ⅠB 3後 1 1

専門演習ⅡA 4前 1 1

専門演習ⅡB 4後 1 1

卒業研究 4通 6 1

心理学史 ※ 1前 1.1 1

臨床心理学概論 ※ 1前 0.4 1

心理学的支援法Ⅱ 2後 2 1

心理的アセスメント（概論） 3前 2 1

心理実習 4通 1 1

臨床心理学研究法 1後 2 1

心理学実験 2前 2 1

専門演習ⅠA 3前 1 1

専門演習ⅠB 3後 1 1

専門演習ⅡA 4前 1 1

専門演習ⅡB 4後 1 1

卒業研究 4通 6 1

知覚・認知心理学 1後 2 1

心理演習 3通 1 1

心理実習 4通 1 1

心理実習指導 4通 0.5 1

専門演習ⅠA 3前 1 1

専門演習ⅠB 3後 1 1

専門演習ⅡA 4前 1 1

専門演習ⅡB 4後 1 1

卒業研究 4通 6 1

障害者・障害児心理学 2後 2 1

心理演習 3通 1 1

心理実習 4通 1 1

専門演習ⅡA 4前 1 1

専門演習ⅡB 4後 1 1

卒業研究 4通 6 1

心理学概論 ※ 1前 0.4 1

学習・言語心理学 1後 2 1

心理演習 3通 1 1

心理実習 4通 1 1

認知心理学 2前 2 1

言語心理学 2後 2 1

心理学日本語文献講読 2前 2 1

心理学実験 2前 2 1

専門演習ⅠA 3前 1 1

専門演習ⅠB 3後 1 1

専門演習ⅡA 4前 1 1

専門演習ⅡB 4後 1 1

卒業研究 4通 6 1

教 員 の 氏 名 等

（心理・社会福祉学部　心理学科）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

5日

5日

5日

5日

5日

5日

5日7

学術博士

武庫川女子大学
文学部
教授

（平3.4）

1 専 教授
(学部長）

安藤
アンドウ

　明人
アキヒト

＜令和5年4月＞

修士
（経済学）

※

武庫川女子大学
文学部
教授

（昭61.4）

3 専 教授
萱
カヤ

村
ムラ

　俊哉
トシヤ

＜令和5年4月＞

4 専 教授
佐藤
サトウ

　淳一
ジュンイチ

＜令和5年4月＞

博士
（臨床心理

学）

博士
（人間科

学）

武庫川女子大学
文学部
教授

（平26.4）

別記様式第3号（その2の1）

調
書
番
号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
現　職

（就任年月）
配当年次

担当
単位数

年間
開講数

2 専
教授
（学科
長）

小花
オ  バ  ナ

和
ワ  ライト

 Wright (小
オ

花和
バナワ 

） 尚子
　ナオコ

＜令和5年4月＞

博士
（学術）

武庫川女子大学
文学部
教授

（平14.4）

武庫川女子大学
文学部
教授

（平30.4）

6 専 教授
新澤
ニイザワ

　伸子
ノブコ

＜令和6年9月＞

教育学修士

武庫川女子大学
文学部
教授

（平29.4）

5 専 教授
佐藤
サトウ

　安子
ヤスコ

＜令和5年9月＞

武庫川女子大学
短期大学部

心理・人間関係学科
准教授

（平13.4）

専 准教授
井上
イノウエ

　雅勝
マサカツ

＜令和5年4月＞

博士
（臨床教育

学）

ー教員名簿ー2ー



フリガナ

氏  名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（心理・社会福祉学部　心理学科）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

別記様式第3号（その2の1）

調
書
番
号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
現　職

（就任年月）
配当年次

担当
単位数

年間
開講数

初期演習Ⅰ 1前 1 1

初期演習Ⅱ(心理学実験演習） 1後 1 1

心理学史 ※ 1前 0.9 1

心理実習 4通 1 1

心理実習指導 4通 0.5 1

心理学統計法 2前 2 1

応用心理学統計法 2後 2 1

社会調査実習 2後 2 1

データ処理論Ⅰ 2前 2 1

データ処理論Ⅱ 2後 2 1

データ解析法 3前 2 1

専門演習ⅠA 3前 1 1

専門演習ⅠB 3後 1 1

専門演習ⅡA 4前 1 1

専門演習ⅡB 4後 1 1

卒業研究 4通 6 1

人間と社会（HEARTプログラムコア） ※ 1前 0.3 1

心理学的支援法Ⅰ 2前 2 1

教育・学校心理学 3前 2 1

心理演習 3通 1 1

心理実習 4通 1 1

専門演習ⅠA 3前 1 1

専門演習ⅠB 3後 1 1

専門演習ⅡA 4前 1 1

専門演習ⅡB 4後 1 1

卒業研究 4通 6 1

人間と社会（HEARTプログラムコア） ※ 1前 0.3 1

心理学概論 ※ 1前 0.4 1

心理実習 4通 1 1

リスク心理学 1後 2 1

グループダイナミクス 2前 2 1

メディアリテラシー 1前 2 1

社会調査概論 2前 2 1

社会調査実習 2後 2 1

データ処理論Ⅰ 2前 2 1

データ処理論Ⅱ 2後 2 1

専門演習ⅠA 3前 1 1

専門演習ⅠB 3後 1 1

専門演習ⅡA 4前 1 1

専門演習ⅡB 4後 1 1

卒業研究 4通 6 1

初期演習Ⅰ 1前 1 1

初期演習Ⅱ(心理学実験演習） 1後 1 1

心理学概論 ※ 1前 0.4 1

社会・集団・家族心理学 1後 2 1

心理演習 3通 1 1

心理実習 4通 1 1

心理実習指導 4通 0.5 1

コミュニケーション論 1後 2 1

心理学研究法 1前 2 1

心理学日本語文献講読 2前 2 1

心理学英語文献講読 2後 2 1

専門演習ⅠA 3前 1 1

専門演習ⅠB 3後 1 1

専門演習ⅡA 4前 1 1

専門演習ⅡB 4後 1 1

卒業研究 4通 6 1

心理演習 3通 1 1

心理実習 4通 1 1

心理実習指導 4通 0.5 1

心理学英語文献講読 2後 2 1

心理学実験 2前 2 1

専門演習ⅠA 3前 1 1

専門演習ⅠB 3後 1 1

専門演習ⅡA 4前 1 1

専門演習ⅡB 4後 1 1

卒業研究 4通 6 1

発達心理学Ⅱ 1後 2 1

心理実習 4通 1 1

環境心理学 4後 2 1

心理学日本語文献講読 2前 2 1

心理学実験 2前 2 1

社会調査実習 2後 2 1

専門演習ⅠA 3前 1 1

専門演習ⅠB 3後 1 1

専門演習ⅡA 4前 1 1

専門演習ⅡB 4後 1 1

卒業研究 4通 6 1

5日

5日

5日

5日

5日

5日

11

武庫川女子大学
文学部
准教授

（平24.4）

8

10

武庫川女子大学
文学部
准教授

（平21.4）

専 准教授
竹中
タケナカ

　一平
イッペイ

＜令和5年4月＞

専 准教授
松村
マツムラ

　憲一
ケンイチ

＜令和5年4月＞

修士
（人間科

学）

武庫川女子大学
文学部
准教授

（平20.4）

博士
（心理学）

博士
（学術）専 准教授

三浦
ミウラ

　彩美
アヤミ

＜令和5年4月＞

講師

武庫川女子大学
文学部
准教授

（平23.4）

独立行政法人日本学術
振興会特別研究員RPD

（平30.4)

武庫川女子大学
文学部
講師

（令4.4）

博士
（学術）

9 専 准教授
玉木
タマキ

　健弘
タケヒロ

＜令和5年4月＞

茂本
シゲモト

（川本
カワモト 

）由紀
ユキ

＜令和6年4月＞

博士
（心理学）

13 専 講師
太子　のぞみ
タイシ ノゾミ

＜令和5年9月＞

博士
（人間科

学）

12 専

ー教員名簿ー3ー



フリガナ

氏  名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（心理・社会福祉学部　心理学科）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

別記様式第3号（その2の1）

調
書
番
号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
現　職

（就任年月）
配当年次

担当
単位数

年間
開講数

臨床心理学概論 ※ 1前 0.5 1

福祉心理学 3後 2 1

心理実習 4通 1 1

質的データ解析法 3前 2 1

専門演習ⅠA 3前 1 1

専門演習ⅠB 3後 1 1

専門演習ⅡA 4前 1 1

専門演習ⅡB 4後 1 1

卒業研究 4通 6 1

人間と社会（HEARTプログラムコア） ※ 1前 0.3 1

初期演習Ⅰ 1前 1 1

初期演習Ⅱ(心理学実験演習） 1後 1 1

臨床心理学概論 ※ 1前 0.5 1

臨床人格心理学 2後 2 1

心理的アセスメント（実習） 3後 2 1

心理実習 4通 1 1

心理実習指導 4通 0.5 1

専門演習ⅠA 3前 1 1

専門演習ⅠB 3後 1 1

専門演習ⅡA 4前 1 1

専門演習ⅡB 4後 1 1

卒業研究 4通 6 1

心理実習 4通 1 1

プロジェクトマネジメントの実践 2後 2 1

社会実践実習Ⅰ 3前 1 1

社会実践実習Ⅱ 3後 1 1

データ処理論Ⅰ 2前 2 1

データ処理論Ⅱ 2後 2 1

17 専 助教
安井
ヤスイ 

　美貴
ミキ 

＜令和8年4月＞

修士
(臨床心理

学)
心理実習 4通 1 1

武庫川女子大学
文学部

非常勤教務助手
（平26.4）

5日

虐待とソーシャルワーク 3前 2 1

スーパービジョン論 3後 2 1

19 兼担 教授
半羽　利美佳
ハンバ リミカ

＜令和7年9月＞

M.SW
(米国)

スクールソーシャルワーク　【隔年】 3後・4後 2 1

武庫川女子大学
短期大学部

心理・人間関係学科
教授

（平18.4）

20 兼担 教授
松端　克文
マツノハナ　　カツフミ

＜令和5年4月＞

社会学
修士

人間と社会（HEARTプログラムコア）※ 1前 0.3 1

武庫川女子大学
短期大学部

心理・人間関係学科
教授

（平30.4）

多文化社会概論※ 1前 1.1 1

社会貢献とボランティア 1後 2 1

多文化社会のコミュニケーション 4前 2 1

共生の社会心理 3前 2 1

鎌倉時代の文学への誘い 1前・後 4 2

平安時代の文学への誘い 1前・後 4 2

23 兼担 教授
福原
フクハラ

　寿
ス

美
ミ

枝
エ

＜令和5年4月＞

芸術学修士 ミュージカル歌唱法 1前・後 2 2

武庫川女子大学
音楽学部

教授
（平29.4）

24 兼担 教授
藤井
フ ジ イ

　達矢
タ ツ ヤ

＜令和5年4月＞

博士
(芸術)

先端芸術表現 1前・後 2 2

武庫川女子大学
教育学部

教授
（平8.4）

25 兼担 教授
西
サイドウ

道　実
ミノル

＜令和5年4月＞

社会学
修士※

環境心理学入門 1前・後 4 2

武庫川女子大学
経営学部

教授
（平30.9）

まちづくりと地方自治の役割 1前・後 8 4

女性が輝く社会づくり 1前・後 8 4

27 兼担 教授
神原
カンバラ

　一之
カズユキ

＜令和5年9月＞

博士
(教育学)

文化を創造する数学 1後 2 1

武庫川女子大学
教育学部

教授
（平26.4）

28 兼担 教授
村田
ム ラ タ

　成範
シゲノリ

＜令和5年4月＞

博士
(理学)

生命科学入門 1前 2 1

武庫川女子大学
薬学部
教授

（平19.4）

29 兼担 教授
松井
マ ツ イ

　徳光
ト ク ミ ツ

＜令和5年4月＞

農学博士 微生物がつくる発酵食品の不思議 1前 2 1

武庫川女子大学
生活環境学部

教授
（平2.4）

30 兼担 教授
萩森
ハギモリ

　政頼
マサヨリ

＜令和5年9月＞

博士
(薬学)

薬の歴史と未来※ 1後 0.4 1

武庫川女子大学
薬学部
教授

（令3.4）

31 兼担 教授
矢野
ヤ ノ

　義明
ヨシアキ

＜令和5年9月＞

博士
(薬学)

薬の歴史と未来※ 1後 1.6 1

武庫川女子大学
薬学部
教授

（令3.4）

32 兼担 教授
吉田
ヨシダ

　都
ミヤコ

＜令和5年9月＞

博士
(薬学)

薬とからだ※ 1後 1.1 1

武庫川女子大学
薬学部
教授

（平20.4）

33 兼担 教授
田
タ

内
ウチ

　義彦
ヨシヒコ

＜令和5年4月＞

博士
(薬学)

医薬品概論※ 1前 1.3 1

武庫川女子大学
薬学部
教授

（令3.4）

34 兼担 教授
桒原
クワハラ

　晶子
アキコ

＜令和5年4月＞

博士
(薬学)

医薬品概論※ 1前 0.7 1

武庫川女子大学
薬学部
教授

（平20.4）

5日

5日

5日

武庫川女子大学
文学部
講師

（令2.4）

武庫川女子大学
文学部
教授

（平12.4）

18

15

22

21 教授

吉富
ヨシトミ

（日比野
ヒビノ

）

志津
シヅヨ

代

＜令和5年4月＞

16

武庫川女子大学
文学部
講師

（令3.4）

武庫川女子大学
文学部
助教

（平27.4）

専 助教
三好
ミヨシ

　智子
サトコ

＜令和6年4月＞

博士
 (人間・
環境学)

専 講師

兼担 教授
倉石　哲也
クライシ　　　　テツヤ 

 ＜令和7年4月＞

兼担 教授
小島
コ ジ マ

　明子
ア キ コ

＜令和5年4月＞

兼担

博士
（心理学）

14 専 講師
竹島
タケシマ

　克典
カツノリ

＜令和5年4月＞

修士
（文学）※

武庫川女子大学
教育学部

教授
（令2.4）

26 兼担 教授
山本
ヤマモト

　晶子
アキコ

＜令和5年4月＞

会計修士
（専門職）

武庫川女子大学
共通教育部

教授
（令3.4）

吉岡
ヨシオカ

　由美
ユミ

＜令和5年4月＞

博士
（文学）

武庫川女子大学
文学部
教授

（令4.4）

博士
(学術)

修士
（教育学）
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35 兼担 教授
高橋
タカハシ

　千枝子
チ エ コ

＜令和5年4月＞

博士
（商学）

女性のためのマーケティング 1前・後 4 2

武庫川女子大学
経営学部

教授
（平30.4）

36 兼担 教授
森田
モ リ タ

　雅子
マ サ コ

＜令和5年4月＞

Ph.D.
（西ドイ

ツ）
イタリア語ⅠA 1前・後 2 2

武庫川女子大学
生活環境学部

教授
（平4.4）

37 兼担 教授
柳沢
ヤナギサワ

　和雄
カズオ

＜令和5年4月＞

教育学修士
※

スポーツと現代社会 1前・後 4 2

武庫川女子大学
健康・スポーツ科学部

教授
(令3.4)

現代フランスの音楽事情 1前・後 4 2

フランスの音楽と芸術文化 1前・後 4 2

39 兼担 准教授
渡邉
ワタナベ

　昌史
マサシ

＜令和5年9月＞

博士
（人間科

学）
遊びの人類学 1後 2 1

武庫川女子大学
健康・スポーツ科学部

准教授
(平26.4)

40 兼担 准教授
楠山
クスヤマ

　研
ケン

＜令和5年4月＞

博士
（教育学）

現代世界の教育 1前・後 4 2

武庫川女子大学
教育学部
准教授

(平31.4)

41 兼担 准教授
平井
ヒライ

　拓己
タクミ

＜令和5年4月＞

M.A.
（米国）

我々のくらしと日本の産業 1前・後 4 2

武庫川女子大学
生活環境学部

准教授
（平30.4）

42 兼担 准教授
肥後
ヒゴ

　有紀子
ユキコ

＜令和5年4月＞

修士
（芸術文
化）※

メディア技術と文字デザイン 1前 2 1

武庫川女子大学
生活環境学部

准教授
（平21.4)

43 兼担 准教授
中尾
ナカオ

　賀
カ

要子
ヨ コ

＜令和5年4月＞

PhD
(米国)

セクシュアリティ入門 1前・後 6 3

武庫川女子大学
教育研究所

准教授
（平22.4)

44 兼担 准教授

Kevin Alan
ケ ビ ン ア ラ ン

Bartlett
バ ー ト レ ッ ト

＜令和5年4月＞

Ed.D
（豪州）

Current Affairs in Japan Ⅰ 1前 2 1

武庫川女子大学
文学部
准教授
(令3.4)

英語コミュニケーションⅢ 1前・後 6 6

Speaking ＆ Listening Ⅲ 3後 1 1

Presentation 3後 1 1

Current Events Ⅰ 4前 1 1

Current Events Ⅱ 4後 1 1

46 兼担 准教授
田中
タナカ

　弘美
ヒロミ

＜令和5年4月＞

博士
（社会福祉

学）
人間と社会（HEARTプログラムコア）※ 1前 0.3 1

武庫川女子大学
短期大学部

心理・人間関係学科
准教授

（平31.4）

47 兼担 講師
清水
シ ミ　ズ

　由香
ユカ

＜令和5年4月＞

修士（保健
学）※

人間と社会（HEARTプログラムコア）※ 1前 0.3 1

武庫川女子大学
文学部
講師

（令4.4）

人間と社会（HEARTプログラムコア）※ 1前 0.3 1

多文化社会概論※ 1前 0.9 1

NGO・NPO概論 1後 1 1

ソーシャルビジネス概論 2後 1 1

感性心理学 3後 2 1

音楽の科学 1前・後 4 2

データサイエンスの基礎とExcel 1前・後 6 3

データサイエンスの応用とExcel 1後 4 2

データリテラシー・AIの基礎 1後 2 1

教養としての法律 1前 4 2

暮らしと法律 1後 4 2

51 兼担 講師
豊永
トヨナガ

　洵子
ジュンコ

＜令和5年4月＞

修士
（体育学）

スポーツ実技（ジャズダンス） 1前・後 2 2

武庫川女子大学
短期大学部

健康・スポーツ学科
講師

(令3.4)

52 兼担 講師
北尾
キ タ オ

　美香
ミ カ

＜令和5年9月＞

博士
(看護学)

女性と子どものヘルスケア※ 1後 1.1 1

武庫川女子大学
看護学部

講師
（令3.4)

53 兼担 講師
南口
ミナミグチ

　陽子
ヨ ウ コ

＜令和5年9月＞

博士
(看護学)

女性と子どものヘルスケア※ 1後 0.9 1

武庫川女子大学
看護学部

講師
（令2.4)

英語コミュニケーションⅣ １前・後 2 2

英語ライティングⅡ 1前・後 2 2

Speaking ＆ Listening Ⅰ 2前 1 1

Speaking ＆ Listening Ⅱ 2後 1 1

Writing Ⅰ 3前 1 1

Writing Ⅱ 3後 1 1

Global Communication Ⅰ 4前 1 1

Global Communication Ⅱ 4後 1 1

55 兼担 助教
岸本
キシモト

　千秋
チ ア キ

＜令和5年4月＞

博士
（文学）

ＳＮＳから日本語を見る 1前・後 4 2

武庫川女子大学
言語文化研究所

助教
（平31.4）

56 兼担 助教
小島
コジマ

　穂
ホ

菜美
ナミ

＜令和5年9月＞

博士
(薬学)

薬とからだ※ 1後 0.9 1

武庫川女子大学
薬学部
助教

（平20.4）

57 兼担 助教
藤井
フジイ

　善
ヨシト

仁

＜令和5年4月＞

修士
(経済学)

キャリアビジョンと人物評価 1前・後 4 2

武庫川女子大学
経営学部

助教
（令2.4）

英語リーディングⅠ 1前・後 2 2

英語Ⅰ 1前 2 1

英語Ⅱ 1後 2 1

58

48 兼担 講師
野上　恵美
ノガミ エミ 

 ＜令和5年4月＞

49

45

38

兼任 講師
岩井
イワイ

　麻紀
マキ

＜令和5年4月＞

M.Ed.
（米国）

武庫川女子大学
文学部

非常勤講師
（平28.4）

54

50

兼担 准教授
永島
ナガシマ

　茜
アカネ

＜令和5年4月＞

博士
（学術）

兼担

兼担 講師
杉井
ス ギ イ

　俊介
シュンスケ

＜令和5年4月＞

講師

M.A.
in TESL
（米国）

兼担 講師

博士
（工学）

武庫川女子大学
共通教育部

准教授
（平21.4）

博士
(学術)

武庫川女子大学
音楽学部
准教授

（平20.4）

George Clinton
ジ ョ ー ジ ク リ ン ト ン

Denison
デ ニ ソ ン

＜令和5年4月＞

M.S. in
Education
（米国）

武庫川女子大学
共通教育部

講師
（平30.4）

長谷川
ハセガワ 

　裕紀
ヒロキ

＜令和5年4月＞

武庫川女子大学
文学部
講師

（令4.4）

武庫川女子大学
共通教育部

講師
（平19.4）

法務博士

武庫川女子大学
経営学部

講師
（令2.4）

兼担 准教授
Anita Lynn Aden
ア ニ ー タ リ ン エ イ デ ン

＜令和5年4月＞
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59 兼任 講師
大竹
オオタケ

　恵子
ケイコ 

＜令和7年4月＞

博士
（人間科

学）
健康・医療心理学 3前 2 1

関西学院大学
文学部
教授

（平22.4）

60 兼任 講師
川島　惟
カワシマ  ユイ

＜令和7年9月＞

修士
（法学）

関係行政論 3後 2 1

武庫川女子大学
文学部

非常勤講師
（平25.4）

61 兼任 講師
北村
キタムラ 

　瑞穂
ミズホ 

＜令和5年4月＞

博士
（教育学）

感情・人格心理学 1前 2 1

大阪樟蔭女子大学
児童学部
准教授

（平29.4）

62 兼任 講師
木村　三千世
キムラ 　　　　ミチヨ 

＜令和7年9月＞

修士
（人間科

学）
社会実践実習Ⅱ 3後 1 1

四天王寺大学
経営学部

教授
（平20.4）

公認心理師の職責 3前 2 1

臨床社会心理学 3後 2 1

プロジェクトマネジメントの実践 2後 2 1

社会実践実習Ⅰ 3前 1 1

65 兼任 講師
千葉　征慶
チバ マサノリ

＜令和7年9月＞

文学修士 産業・組織心理学 3後 2 1
株式会社フィスメック
シニアコンサルタント

（平24.6）

66 兼任 講師
橋爪　誠
ハシヅメ マコト

＜令和6年4月＞

医学博士 人体の構造と機能及び疾病 2前 2 1
橋爪医院

院長
（平16.6）

67 兼任 講師
本田　秀仁
ホンダ ヒデヒト

＜令和6年9月＞

博士
（学術）

行動変容・ナッジ 2後 2 1
追手門学院大学
心理学部 准教授

（令2.4）

68 兼任 講師
増井
マスイ

　啓太
ケイタ 

＜令和7年4月＞

博士
（学術）

司法・犯罪心理学 3前 2 1

追手門学院大学
心理学部

講師
（平28.4）

69 兼任 講師
吉益　光一
ヨシマス コウイチ 

＜令和6年4月＞

博士
（医学）

精神疾患とその治療 2前 2 1

神戸女学院大学
人間科学部

教授
（令2.4）

70 兼任 講師
武部
タ ケ ベ

　智子
ト モ コ

＜令和5年4月＞

文学修士 神話・伝説の世界から 1前・後 8 4

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平4.4）

平安朝文学の世界 1前 4 2

歌舞伎鑑賞入門 1後 4 2

72 兼任 講師
城阪
シロサカ

　真治
シ ン ジ

＜令和5年4月＞

修士
（文学）

日常生活からの哲学入門 1前・後 4 2

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平27.4）

自己発見アート 1前・後 2 2

未来造形 1前・後 2 2

日本の文化Ⅰ 1前 2 1

日本の文化Ⅱ 1後 2 1

英語で学ぶやさしい経済学 1前 2 1

英語で学ぶお金の知識 1後 2 1

75 兼任 講師
今滝
イマタキ

　憲雄
ノ リ オ

＜令和5年9月＞

博士
（学術）

差別と暴力のない世界をめざして 1後 2 1

武庫川女子大学
健康・スポーツ科学部

非常勤講師
（平18.4）

76 兼任 講師
米田
ヨ ネ ダ

 浩子
ヒ ロ コ

＜令和5年4月＞

法学士 メディアに映る女性 1前・後 4 2
学校法人武庫川学院

広報室長
（平30.1）

生涯福祉論 1前・後 4 2

社会福祉とボランティア 1前・後 4 2

78 兼任 講師
山崎
ヤマザキ

 清治
セ イ ジ

＜令和5年9月＞

学士
（工学）

福祉レクリエーションの実際 1後 2 1

NPO法人生涯学習
サポート兵庫

理事長
（平15.4）

子育てと家族関係 1前 2 1

子育てと母性の気づき 1前 2 1

80 兼任 講師
米田
ヨ ネ ダ

　 紀子
ノ リ コ

＜令和5年4月＞

学士
（法学）

現代社会と憲法 1前・後 4 2
神戸グレース法律事務

所弁護士
（令2.7）

81 兼任 講師
井出
イ デ

　奈緒
ナ オ

＜令和5年4月＞

短期大学士 消費者生活論 1前 4 2
公益社団法人

関西消費者協会職員
（平25.1）

生活の中の物理学 1後 2 1

最先端物理学が描く宇宙 1後 2 1

83 兼任 講師
寺井
テ ラ イ

　朋子
ト モ コ

＜令和5年4月＞

博士
（臨床

教育学）
モラルジレンマから考える私 1前 2 1

武庫川女子大学
短期大学部
共通教育科

准教授
（平28.4）

84 兼任 講師
金
キム

　　宝
ボ

英
ヨン

＜令和5年4月＞

学術博士 韓国文化の理解 1前・後 4 2

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平18.4）

85 兼任 講師
蒋
ショウ

　　海
カイ

波
ハ

＜令和5年4月＞

博士
(学術)

中国文化論 1前・後 4 2

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平18.4）

神戸常磐大学
教育学部

講師
（平24.4）

82 兼任 講師
真
シン

貝
カイ

　寿明
ヒサアキ

＜令和5年9月＞

博士
（理学）

大阪工業大学
情報科学部

教授
（平18.4）

79 兼任 講師
柳原
ヤナギハラ

　利佳子
リ カ コ

＜令和5年4月＞

修士
(教育学)

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平27.4）

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平22.4）

兼任 講師
中村
ナカムラ

　和子
カ ズ コ

＜令和5年4月＞

M.S.
（米国）

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平13.4）

海老原
エ ビ ハ ラ

　由貴
ユ キ

＜令和5年4月＞

71 兼任 講師
大槻
オオツキ

　福子
フ ク コ

＜令和5年4月＞

博士
（文学）

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平4.4）

74 兼任
M.A.

（米国）

兼任 講師64

73 兼任 講師
鈴木
ス ズ キ

　貴博
タカ ヒロ

＜令和5年4月＞

修士
(芸術学)

菅谷
スガヤ 

　博文
ヒロフミ 

＜令和6年9月＞

工学士

三菱電機株式会社
神戸製作所品質保証部
生産システム推進プロ

ジェクトグループ
（昭58.4）

講師

77

63 兼任 講師
佐方
サカタ 

　哲彦
テツヒコ 

＜令和7年4月＞

学術修士

元　武庫川女子大学
文学部
教授

（令4.3まで）
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フリガナ

氏  名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（心理・社会福祉学部　心理学科）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

別記様式第3号（その2の1）

調
書
番
号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
現　職

（就任年月）
配当年次

担当
単位数

年間
開講数

TOEIC演習Ⅰ 1前・後 2 2

TOEIC演習Ⅱ 1前・後 4 4

TOEIC演習Ⅲ 1前・後 2 2

TOEFL演習 1前・後 2 2

英語ライティングⅠ 1後 1 1

英語コミュニケーションⅠ 1前・後 4 2

英語コミュニケーションⅡ 1前・後 4 2

TOEIC（初級） 1後 1 1

Basics for Presentation Ⅰ 2前 1 1

Basics for Presentation Ⅱ 2後 1 1

Career Workshop 4後 1 1

Reading ＆ Critical Thinking 4前 1 1

ドイツ語Ⅰ 1前・後 4 2

フランス語Ⅰ 1前・後 4 2

フランス語ⅠA 1前 1 1

フランス語ⅠB 1後 1 1

Oral Communication I 1前 1 1

Oral Communication Ⅱ 1後 1 1

国際協力入門 1前 2 1

Current Affairs in Japan Ⅱ 1後 2 1

English for Careers 3前 1 1

特別英語演習Ⅰ 1前・後 16 4

特別英語演習Ⅱ 1前・後 16 4

特別中国語演習Ⅰ 1前 2 1

特別中国語演習Ⅱ 1前 2 1

特別ハングル演習Ⅰ 1前 4 1

特別ハングル演習Ⅱ 1前 4 1

世界の中の日本人 1前 4 2

メディアに見るジェンダー 1前・後 4 2

女性の身体とセクシュアリティ 1前・後 4 2

女性のためのライフプランニング 1前・後 4 2

英語リーディングⅠ 1前・後 6 6

90 兼任 講師
秋田
ア キ タ

　久子
ヒ サ コ

＜令和5年4月＞

文学士 自己アピールトレーニング 1前・後 8 4

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平17.4）

グラフィックデザイン基礎 1後 2 1

フォトレタッチ基礎 1前 2 1

Webデザイン基礎 1前・後 4 2

Webデザイン応用 1前・後 4 2

Scratchによるプログラミング 1前・後 4 2

情報社会を生きる技術 1前・後 4 2

Accessデータベース基礎 1前・後 4 2

英語リーディングⅡ 1前・後 4 4

Grammar for Communication 2前 1 1

Reading ＆ Writing 2後 1 1

94 兼任 講師
鳥居
ト リ イ

　孝司
タ カ シ

＜令和5年4月＞

修士
（言語
科学）

英語ライティングⅠ 1前・後 2 2

武庫川女子大学
文学部

非常勤講師
（平25.4）

95 兼任 講師
植野
ウ エ ノ

　智子
ト モ コ

＜令和7年9月＞

Ph.D
(アイルラン

ド）
Reading ＆ Discussion 3後 1 1

武庫川女子大学
教育学部

非常勤講師
（平25.4）

ハングルⅠ 1前・後 4 2

ハングルⅡ 1後 8 4

97 兼任 講師
田
チョン

　　星
ソンヒ

姫

＜令和5年4月＞

博士
（文学）

ハングルⅠ 1前・後 4 2

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平28.4）

98 兼任 講師

 Mannino
マ ン ニ ー ノ

Massimiliano
マ ッ シ ミ リ ア ノ

＜令和5年4月＞

Laurea
(イタリア）

イタリア語ⅠB 1前・後 2 2
アップルケイ・ラン

ゲージイタリア語講師
（平25.1）

99 兼任 講師
坪井
ツ ボ イ

　幸栄
ユ キ エ

＜令和5年4月＞

博士
（文学）

スペイン語Ⅰ 1前・後 4 2

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平26.4）

フランス語Ⅰ 1前・後 6 3

フランス語Ⅱ 1後 2 1

ドイツ語Ⅰ 1前・後 8 4

ドイツ語Ⅱ 1後 2 1

中国語Ⅰ 1前・後 6 3

中国語Ⅱ 1前 2 1

中国語Ⅰ 1前・後 6 3

中国語Ⅱ 1後 2 1

中国語Ⅰ 1前・後 6 3

中国語Ⅱ 1後 2 1

105 兼任 講師
成田
ナ リ タ

 厚子
ア ツ コ

＜令和5年4月＞

修士
(ｽﾎﾟｰﾂ科学)

スポーツと栄養 1前・後 8 4

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平25.4）

104 兼任 講師
劉
リュウ

  燕子
イエンズ

＜令和5年4月＞

修士
（中国文

学）

武庫川女子
非常勤講師
（平31.4）

103 兼任 講師
何
カ

　　景
ケイ

琳
リ ン

＜令和5年4月＞

文学修士

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平3.4）

102 兼任 講師
市成
イチナリ

　直子
ナ オ コ

＜令和5年4月＞

文学博士

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平8.4）

101 兼任 講師
橋木　郁子
 ハ シ キ  イ ク  コ

＜令和5年4月＞

文学修士

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平7.4）

100 兼任 講師
井高
イ ダ カ

　浩一
コウイチ

＜令和5年4月＞

文学修士

武庫川女子大学
文学部

非常勤講師
（平5.4）

96 兼任 講師
松井
マ ツ イ

　聖一郎
セイイチロウ

＜令和5年4月＞

学術修士

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平21.4）

93 兼任 講師
黒川
クロカワ

　知子
ト モ コ

＜令和5年4月＞

M.S. in
Education
（米国）

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平14.4）

92 兼任 講師
川本
カワモト

　俊行
トシユキ

＜令和5年4月＞

工学士

有限会社トランステッ
ク

代表取締役
（平7.4）

91 兼任 講師
甲斐
カ イ

　隆浩
タカ ヒロ

＜令和5年4月＞

専門学校卒
Plus Project

代表
（平16.4）

89 兼任 講師
田和
タ ワ

　真希
マ キ

＜令和5年4月＞

修士
（法学）

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平17.4）

88 兼任 講師
松並
マツナミ

　知子
ト モ コ

＜令和5年4月＞

博士
（言語

文化学）

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平24.4）

講師
木村
キ ム ラ

　麻衣子
マ イ コ

＜令和5年4月＞

修士
（文学）

武庫川女子大学
短期大学部
共通教育科

准教授
（平8.4）

87 兼任 講師
堀江
ホ リ エ

　正伸
マサノブ

＜令和5年4月＞

博士
（学術）

武庫川女子大学
短期大学部

英語ｷｬﾘｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学
科

教授
（平29.4）

86 兼任
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フリガナ

氏  名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（心理・社会福祉学部　心理学科）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

別記様式第3号（その2の1）

調
書
番
号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
現　職

（就任年月）
配当年次

担当
単位数

年間
開講数

106 兼任 講師
太田
オ オ タ

　雅夫
マ サ オ

＜令和5年9月＞

体育学修士 生涯スポーツ論 1後 2 1

天理大学
体育学部

教授
（平7.4）

107 兼任 講師
吉川
ヨシカワ

　小百合
サ ユ リ

＜令和5年4月＞

学士
（健康・

ｽﾎﾟｰﾂ科学）
スポーツ実技（テニス） 1前・後 4 4

マーズプランニング
テニスインストラク

ター
（平25.4）

108 兼任 講師
松村
マツムラ

　公美子
ク ミ コ

＜令和5年4月＞

文学士 スポーツ実技（ゴルフ） 1前・後 4 4

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平23.4）

109 兼任 講師
足立
ア ダ チ

　　学
マナブ

＜令和5年4月＞

修士
(学校

教育学)
スポーツ実技（バレーボール） 1前・後 4 4

園田学園女子大学
人間健康学部

准教授
（平20.4）

110 兼任 講師
高橋
タカハシ

　美佳
ミ カ

＜令和5年4月＞

修士
（体育

方法学）
スポーツ実技（バドミントン） 1前・後 4 4

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平26.4）

111 兼任 講師
坂田
サ カ タ

　純子
ジュンコ

＜令和5年4月＞

専門学校卒 スポーツ実技（エアロビクス） 1前・後 4 4

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平19.4）

スポーツ実技（スリムエアロ） 1前・後 2 2

スポーツ実技（ダンスエアロ） 1前・後 2 2

113 兼任 講師
木野
キ ノ

　和樹
カ ズ キ

＜令和5年9月＞

修士
（体育学）

スポーツ実技（水泳） 1後 1 1
武庫川女子大学

健康・スポーツ科学部
非常勤講師（令3.4）

114 兼任 講師
岩下
イワシタ

　由利子
ユ リ コ

＜令和5年4月＞

体育学士 スポーツ実技（軽スポーツ） 1前・後 4 4

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平18.4）

115 兼任 講師
雄谷
オ オ ヤ

　昌子
マ サ コ

＜令和5年4月＞

専門学校卒 スポーツ実技（ヨガ） 1前・後 4 4

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平20.4）

116 兼任 講師
山科
ヤマシナ

　花恵
ハナエ

＜令和5年4月＞

修士
（教育学）

スポーツ実技（サッカー） 1前・後 2 2

セレッソ大阪ｽﾎﾟｰﾂｸﾗ
ﾌﾞ

コーチ
（平24.2)

117 兼任 講師
浅賀
アサガ

　園
ソノ

恵
エ

＜令和5年4月＞

高等学校卒 スポーツ実技（スタイルジャズ） 1前・後 2 2

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（令3.4）

118 兼任 講師
東出　益代
ヒガシデ  マスヨ

＜令和5年9月＞

修士
(臨床教育

学)
からだと気づきと姿勢法 1後 3 3

武庫川女子大学
健康・スポーツ科学部

非常勤講師
（平29.4）

フェアトレード概論 2後 2 1

ジェンダーと開発 3後 2 1

120 兼任 講師
工藤　由佳
クドウ ユカ

＜令和7年9月＞

修士
（経営管

理）
マーケティング論 3後 2 1

Parler(ﾌﾘｰﾗﾝｽｺﾝｻﾙﾀﾝ
ﾄ)

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ
（平30.5)

121 兼任 講師
岩井
イワイ

　知子
トモコ 

＜令和8年4月＞

修士
（臨床心理

学)
コミュニティ心理学 4前 2 1

富士電機株式会社
心理士

（令2.4)

112 兼任 講師
三浦
ミ ウ ラ

　栄
エイキ

紀

＜令和5年4月＞

短期大学卒
有限会社エモーション

代表取締役社長
(平15.1)

119 兼任
関西学院大学
非常勤講師
　（平19.4)

講師
奈良　雅美
ナラ マサミ

＜令和6年9月＞

学術博士
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フリガナ

氏  名

＜就任（予定）年月＞

児童・家庭福祉論 2前 2 1

ソーシャルワーク演習ⅠＢ 1後 2 1

ソーシャルワーク演習Ⅲ 4前 2 1

ソーシャルワーク実習Ⅰ 2通 1 1

ソーシャルワーク実習Ⅱ 3通 5 1

虐待とソーシャルワーク 3前 2 1

スーパービジョン論 3後 2 1

専門演習ⅡＡ 4前 1 1

専門演習ⅡＢ 4後 1 1

卒業論文 4通 6 1

ソーシャルワーク概論Ａ 1前 2 1

ソーシャルワーク論ⅠＡ 2前 2 1

ソーシャルワーク論ⅠＢ 2後 2 1

ソーシャルワーク演習ⅠＡ 1前 2 1

ソーシャルワーク演習ⅡＡ 2前 2 1

ソーシャルワーク演習Ⅲ 4前 2 1

ソーシャルワーク実習Ⅰ 2通 1 1

ソーシャルワーク実習Ⅱ 3通 5 1

スクールソーシャルワーク【隔年】 3・4後 2 1

専門演習ⅠＡ 3前 1 1

専門演習ⅠＢ 3後 1 1

卒業論文 4通 6 1

権利擁護と成年後見制度 1後 2 1

高齢者福祉論 2前 2 1

ソーシャルワーク演習ⅠＡ 1前 2 1

ソーシャルワーク演習ⅡＢ 2後 2 1

ソーシャルワーク演習Ⅲ 4前 2 1

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 2通 1 1

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 3通 1 1

ソーシャルワーク実習Ⅰ 2通 1 1

ソーシャルワーク実習Ⅱ 3通 5 1

社会福祉事業史 4後 2 1

専門演習ⅡＡ 4前 1 1

専門演習ⅡＢ 4後 1 1

卒業論文 4通 6 1

人間と社会（HEARTプログラムコア） ※ 1前 0.3 1

社会学 2後 2 1

地域福祉論Ａ 2前 2 1

地域福祉論Ｂ 2後 2 1

福祉サービスの組織と経営 3前 2 1

ソーシャルワーク演習ⅠＢ 1後 2 1

ソーシャルワーク演習ⅡＡ 2前 2 1

ソーシャルワーク演習ⅡＢ 2後 2 1

ソーシャルワーク演習Ⅲ 4前 2 1

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 3通 1 1

ソーシャルワーク実習Ⅰ 2通 1 1

ソーシャルワーク実習Ⅱ 3通 5 1

社会福祉特講 4後 2 1

専門演習ⅠＡ 3前 1 1

専門演習ⅠＢ 3後 1 1

卒業論文 4通 6 1

多文化社会概論※ 1前 1.1 1

社会貢献とボランティア 1後 2 1

ソーシャルワーク演習ⅠＢ 1後 2 1

ソーシャルワーク演習ⅡＡ 2前 2 1

ソーシャルワーク演習ⅡＢ 2後 2 1

ソーシャルワーク実習Ⅰ 2通 1 1

ソーシャルワーク実習Ⅱ 3通 5 1

専門演習ⅡＡ 4前 1 1

専門演習ⅡＢ 4後 1 1

卒業論文 4通 6 1

多文化社会のコミュニケーション 4前 2 1

多文化社会のソーシャルワークⅡ 3前 2 1

ソーシャルビジネス・マネジメント 3前 2 1

ソーシャルビジネス計画演習 4前 1 1

共生の社会心理 3前 2 1

フィールドワーク演習Ⅰ 1後 1 1

フィールドワーク演習Ⅱ 2後 1 1

フィールドワーク実習指導Ⅰ※ 3後 0.5 1

フィールドワーク実習指導Ⅱ※ 4前 0.5 1

フィールドワーク実習指導Ⅲ※ 4後 0.5 1

フィールドワーク実習 4通 1 1

ソーシャルワーク概論Ｂ 1後 2 1

ソーシャルワーク論ⅡＡ 3前 2 1

ソーシャルワーク演習ⅠＢ 1後 2 1

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 2通 1 1

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 3通 1 1

ソーシャルワーク実習Ⅰ 2通 1 1

ソーシャルワーク実習Ⅱ 3通 5 1

専門演習ⅡＡ 4前 1 1

専門演習ⅡＢ 4後 1 1

卒業論文 4通 6 1

ソーシャルワークの理論と方法（専門）A 2前 2 1

ソーシャルワーク演習（専門）A 3後 2 1

ソーシャルワーク演習（専門）B 4前 2 1

ソーシャルワーク実習Ⅲ 3後 3 1

ソーシャルワーク実習Ⅳ 4通 2 1

社会学
修士

博士
 (人間・
環境学)

博士
(学術）

武庫川女子大学
文学部
教授

（令4.4）

神戸女学院大学
文学部
教授

(平29.4)

教授専3

4 専 教授
松
マツ

端
ノハナ

　克文
カツフミ

＜令和5年4月＞

専 教授
 與那嶺　司

ヨナミネ ツカサ 

＜令和5年9月＞

1 専
教授
(学科
長）

倉石
クライシ

　哲也
テツヤ

＜令和5年9月＞

半
ハン

羽
バ

　利
　リ

美佳
ミ カ

＜令和5年4月＞
教授専2

武庫川女子大学
短期大学部

心理・人間関係学科
教授

（平30.4）

専 教授

吉富
ヨシトミ

（日比野
ヒビノ

）

志津
シ ヅ

代
ヨ

＜令和5年4月＞

5

6

武庫川女子大学
文学部
教授

（平12.4）

武庫川女子大学
短期大学部

心理・人間関係学科
教授

（平18.4）

武庫川女子大学
文学部
准教授

（平23.4）

博士
(学術)

M.SW
(米国)

博士
(ヒューマ
ン・セキュ
リティ)

堀
ホリ

　善昭
ヨシアキ

＜令和5年4月＞

別記様式第3号（その2の1）

調
書
番
号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称 配当年次
現　職

（就任年月）
担当

単位数
年間

開講数

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

5日

5日

5日

5日

5日

5日

教 員 の 氏 名 等

（心理・社会福祉学部　社会福祉学科）
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フリガナ

氏  名

＜就任（予定）年月＞

別記様式第3号（その2の1）

調
書
番
号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称 配当年次
現　職

（就任年月）
担当

単位数
年間

開講数

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（心理・社会福祉学部　社会福祉学科）

専門演習ⅡＡ 4前 1 1

専門演習ⅡＢ 4後 1 1

卒業論文 4通 6 1

精神保健福祉の原理A 1前 2 1

精神保健福祉の原理B 1後 2 1

精神保健福祉制度論 2前 2 1

ソーシャルワークの理論と方法（専門）B 2後 2 1

ソーシャルワーク演習（専門）A 3後 2 1

ソーシャルワーク演習（専門）C 4後 2 1

ソーシャルワーク実習指導Ⅲ 3通 1 1

ソーシャルワーク実習指導Ⅳ 4通 1 1

ソーシャルワーク実習Ⅲ 3後 3 1

ソーシャルワーク実習Ⅳ 4通 2 1

初期演習Ⅰ 1前 1 1

初期演習Ⅱ（社会福祉） 1後 1 1

障害者福祉論 2前 2 1

社会調査法 2後 2 1

ソーシャルワーク論ⅡＢ 3後 2 1

ソーシャルワーク演習ⅠＡ 1前 2 1

ソーシャルワーク演習ⅡＢ 2後 2 1

ソーシャルワーク実習Ⅰ 2通 1 1

ソーシャルワーク実習Ⅱ 3通 5 1

専門演習ⅠＡ 3前 1 1

専門演習ⅠＢ 3後 1 1

卒業論文 4通 6 1

人間と社会（HEARTプログラムコア） ※ 1前 0.3 1

現代社会と福祉A 3前 2 1

現代社会と福祉B 3後 2 1

公的扶助論 3前 2 1

社会保障論Ａ 3前 2 1

社会保障論Ｂ 3後 2 1

ソーシャルワーク演習ⅠA 1前 2 1

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 2通 1 1

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 3通 1 1

ソーシャルワーク実習Ⅰ 2通 1 1

ソーシャルワーク実習Ⅱ 3通 5 1

専門演習ⅡＡ 4前 1 1

専門演習ⅡＢ 4後 1 1

卒業論文 4通 6 1

人間と社会（HEARTプログラムコア） ※ 1前 0.3 1

保健医療サービス 3後 2 1

ソーシャルワーク演習ⅡＡ 2前 2 1

専門演習ⅠＡ 3前 1 1

専門演習ⅠＢ 3後 1 1

卒業論文 4通 6 1

精神保健Ａ 1前 2 1

精神保健Ｂ 1後 2 1

精神障害リハビリテーション論 2前 2 1

ソーシャルワーク演習（専門）B 4前 2 1

ソーシャルワーク演習（専門）C 4後 2 1

ソーシャルワーク実習指導Ⅲ 3通 1 1

ソーシャルワーク実習指導Ⅳ 4通 1 1

ソーシャルワーク実習Ⅲ 3後 3 1

ソーシャルワーク実習Ⅳ 4通 2 1

人間と社会（HEARTプログラムコア） ※ 1前 0.3 1

初期演習Ⅰ 1前 1 1

初期演習Ⅱ（社会福祉） 1後 1 1

多文化社会概論※ 1前 0.9 1

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 2通 1 1

ソーシャルワーク実習Ⅰ 2通 1 1

ソーシャルワーク実習Ⅱ 3通 5 1

専門演習ⅠＡ 3前 1 1

専門演習ⅠＢ 3後 1 1

卒業論文 4通 6 1

多文化社会実践論 2前 2 1

多文化社会のソーシャルワークⅠ 2前 2 1

NGO・NPO概論 1後 2 1

NGO・NPOマネジメント演習 4後 1 1

ソーシャルビジネス概論 2後 2 1

フィールド調査の基礎 1前 2 1

フィールドワーク演習Ⅰ 1後 1 1

フィールドワーク演習Ⅱ 2後 1 1

フィールドワーク実習指導Ⅰ※ 3後 0.5 1

フィールドワーク実習指導Ⅱ※ 4前 0.5 1

フィールドワーク実習指導Ⅲ※ 4後 0.5 1

フィールドワーク実習 4通 1 1

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 2通 1 1

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 3通 1 1

ソーシャルワーク実習Ⅰ 2通 1 1

ソーシャルワーク実習Ⅱ 3通 5 1

ソーシャルワーク実習指導Ⅲ 3通 1 1

ソーシャルワーク実習指導Ⅳ 4通 1 1

ソーシャルワーク実習Ⅲ 3後 3 1

人間と社会（HEARTプログラムコア） ※ 1前 0.1 1

消費者心理学 3前 2 1

10 専 講師
清水
シ ミ　ズ

　由香
ユカ

＜令和5年4月＞

博士
(保健福祉

学)

修士
（保健学）

※

博士
（学術）

11

9 専 准教授
田中
タナカ

　弘美
ヒロミ

＜令和5年4月＞

8 専 准教授
増田
マスダ

　和高
カズタカ

＜令和5年4月＞

野上
ノガミ

　恵美
エミ

＜令和5年4月＞
講師専

7

13

12 専 助教
浅井
アサイ

　鈴子
レイコ

＜令和6年4月＞

武庫川女子大学
文学部
講師

（令4.4）

専 准教授
大岡
オオオカ

　由佳
ユウカ

＜令和5年4月＞

博士
（学術）

博士
（社会福祉

学）

武庫川女子大学
短期大学部

心理・人間関係学科
准教授

（平30.4）

武庫川女子大学
文学部
講師

（令4.4）

修士
（臨床教育

学）

兵庫県立尼崎総合医療
センター

周産期・小児専従ＭＳ
Ｗ

（平28.4）

武庫川女子大学
短期大学部

心理・人間関係学科
准教授

（平31.4）

兼担

武庫川女子大学
短期大学部

心理・人間関係学科
准教授

（平22.4）

教授
安藤
アンドウ

　明人
アキヒト

＜令和5年4月＞

修士
（経済学）

※

武庫川女子大学
文学部
教授

（昭61.4）

5日

5日

5日

5日

5日

5日

ー教員名簿ー10ー



フリガナ

氏  名

＜就任（予定）年月＞

別記様式第3号（その2の1）

調
書
番
号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称 配当年次
現　職

（就任年月）
担当

単位数
年間

開講数

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（心理・社会福祉学部　社会福祉学科）

14 兼担 教授

小花
オ  バ  ナ

和
ワ ライト

 Wright

(小花和
オバナワ 

） 尚子
　ナオコ

＜令和5年4月＞

博士
（学術）

発達心理学Ⅰ 1前 2 1

武庫川女子大学
文学部
教授

（平14.4）

15 兼担 教授
萱
カヤ

村
ムラ

　俊哉
トシヤ

＜令和5年9月＞

学術博士 神経・生理心理学 1後 2 1

武庫川女子大学
文学部
教授

（平3.4）

16 兼担 教授
佐藤
サトウ

　安子
ヤスコ

＜令和5年9月＞

博士
（臨床教育

学）
知覚・認知心理学 1後 2 1

武庫川女子大学
文学部
教授

（平30.4）

17 兼担 教授
新澤
ニイザワ

　伸子
ノブコ

＜令和6年9月＞

教育学修士 障害者・障害児心理学 2後 2 1

武庫川女子大学
文学部
教授

（平29.4）

鎌倉時代の文学への誘い 1前・後 4 2

平安時代の文学への誘い 1前・後 4 2

19 兼担 教授
福原
フクハラ

　寿
ス

美
ミ

枝
エ

＜令和5年4月＞

芸術学修士 ミュージカル歌唱法 1前・後 2 2

武庫川女子大学
音楽学部

教授
（平29.4）

20 兼担 教授
藤井
フ ジ イ

　達矢
タ ツ ヤ

＜令和5年4月＞

博士
(芸術)

先端芸術表現 1前・後 2 2

武庫川女子大学
教育学部

教授
（平8.4）

21 兼担 教授
西
サイドウ

道　実
ミノル

＜令和5年4月＞

社会学
修士※

環境心理学入門 1前・後 4 2

武庫川女子大学
経営学部

教授
（平30.9）

まちづくりと地方自治の役割 1前・後 8 4

女性が輝く社会づくり 1前・後 8 4

23 兼担 教授
神原
カンバラ

　一之
カズユキ

＜令和5年9月＞

博士
(教育学)

文化を創造する数学 1後 2 1

武庫川女子大学
教育学部

教授
（平26.4）

24 兼担 教授
村田
ム ラ タ

　成範
シゲノリ

＜令和5年4月＞

博士
(理学)

生命科学入門 1前 2 1

武庫川女子大学
薬学部
教授

（平19.4）

25 兼担 教授
松井
マ ツ イ

　徳光
ト ク ミ ツ

＜令和5年4月＞

農学博士 微生物がつくる発酵食品の不思議 1前 2 1

武庫川女子大学
生活環境学部

教授
（平2.4）

26 兼担 教授
萩森
ハギモリ

　政頼
マサヨリ

＜令和5年9月＞

博士
(薬学)

薬の歴史と未来※ 1後 0.4 1

武庫川女子大学
薬学部
教授

（令3.4）

27 兼担 教授
矢野
ヤ ノ

　義明
ヨシアキ

＜令和5年9月＞

博士
(薬学)

薬の歴史と未来※ 1後 1.6 1

武庫川女子大学
薬学部
教授

（令3.4）

28 兼担 教授
吉田
ヨシダ

　都
ミヤコ

＜令和5年9月＞

博士
(薬学)

薬とからだ※ 1後 1.1 1

武庫川女子大学
薬学部
教授

（平20.4）

29 兼担 教授
田
タ

内
ウチ

　義彦
ヨシヒコ

＜令和5年4月＞

博士
(薬学)

医薬品概論※ 1前 1.3 1

武庫川女子大学
薬学部
教授

（令3.4）

30 兼担 教授
桒原
クワハラ

　晶子
アキコ

＜令和5年4月＞

博士
(薬学)

医薬品概論※ 1前 0.7 1

武庫川女子大学
薬学部
教授

（平20.4）

31 兼担 教授
高橋
タカハシ

　千枝子
チ エ コ

＜令和5年4月＞

博士
（商学）

女性のためのマーケティング 1前・後 4 2

武庫川女子大学
経営学部

教授
（平30.4）

32 兼担 教授
森田
モ リ タ

　雅子
マ サ コ

＜令和5年4月＞

Ph.D.
（西ドイ

ツ）
イタリア語ⅠA 1前・後 2 2

武庫川女子大学
生活環境学部

教授
（平4.4）

33 兼担 教授
柳沢
ヤナギサワ

　和雄
カズオ

＜令和5年4月＞

教育学修士
※

スポーツと現代社会 1前・後 4 2

武庫川女子大学
健康・スポーツ科学部

教授
(令3.4)

34 兼担 准教授
井上
イノウエ

　雅勝
マサカツ

＜令和5年9月＞

博士
（人間科

学）
学習・言語心理学 1後 2 1

武庫川女子大学
短期大学部

心理・人間関係学科
准教授

（平13.4）

人間と社会（HEARTプログラムコア） ※ 1前 0.3 1

心理学的支援法Ⅰ 2前 2 1

人間と社会（HEARTプログラムコア） ※ 1前 0.3 1

リスク心理学 1後 2 1

グループダイナミクス 2前 2 1

コミュニケーション論 1後 2 1

社会・集団・家族心理学 1後 2 1

現代フランスの音楽事情 1前・後 4 2

フランスの音楽と芸術文化 1前・後 4 2

39 兼担 准教授
渡邉
ワタナベ

　昌史
マサシ

＜令和5年9月＞

博士
（人間科

学）
遊びの人類学 1後 2 1

武庫川女子大学
健康・スポーツ科学部

准教授
(平26.4)

40 兼担 准教授
楠山
クスヤマ

　研
ケン

＜令和5年4月＞

博士
（教育学）

現代世界の教育 1前・後 4 2

武庫川女子大学
教育学部
准教授

(平31.4)

41 兼担 准教授
平井
ヒライ

　拓己
タクミ

＜令和5年4月＞

M.A.
（米国）

我々のくらしと日本の産業 1前・後 4 2

武庫川女子大学
生活環境学部

准教授
（平30.4）

武庫川女子大学
音楽学部
准教授

（平20.4）

22 兼担 教授
山本
ヤマモト

　晶子
アキコ

＜令和5年4月＞

会計修士
（専門職）

武庫川女子大学
共通教育部

教授
（令3.4）

38 兼担 准教授
永島
ナガシマ

　茜
アカネ

＜令和5年4月＞

博士
(学術)

18 兼担 教授
小島
コ ジ マ

　明子
ア キ コ

＜令和5年4月＞

博士
（文学）

武庫川女子大学
文学部
准教授

（平23.4）

武庫川女子大学
文学部
准教授

（平21.4）

武庫川女子大学
文学部
准教授

（平20.4）

武庫川女子大学
教育学部

教授
（令2.4）

37 兼担 准教授
三浦
ミウラ

　彩美
アヤミ

＜令和5年9月＞

博士
（学術）

36 兼担 准教授
松村
マツムラ

　憲一
ケンイチ

＜令和5年4月＞

修士
（人間科

学）

35 兼担 准教授
玉木
タマキ

　健弘
タケヒロ

＜令和5年4月＞

博士
（学術）
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フリガナ

氏  名

＜就任（予定）年月＞

別記様式第3号（その2の1）

調
書
番
号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称 配当年次
現　職

（就任年月）
担当

単位数
年間

開講数

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（心理・社会福祉学部　社会福祉学科）

42 兼担 准教授
肥後
ヒゴ

　有紀子
ユキコ

＜令和5年4月＞

修士
（芸術文
化）※

メディア技術と文字デザイン 1前 2 1

武庫川女子大学
生活環境学部

准教授
（平21.4)

43 兼担 准教授
中尾
ナカオ

　賀
カ

要子
ヨ コ

＜令和5年4月＞

PhD
(米国)

セクシュアリティ入門 1前・後 6 3

武庫川女子大学
教育研究所

准教授
（平22.4)

44 兼担 准教授

Kevin Alan
ケ ビ ン ア ラ ン

Bartlett
バ ー ト レ ッ ト

＜令和5年4月＞

Ed.D
（豪州）

Current Affairs in Japan Ⅰ 1前 2 1

武庫川女子大学
文学部
准教授
(令3.4)

英語コミュニケーションⅢ 1前・後 6 6

Speaking ＆ Listening Ⅲ 3後 1 1

Presentation 3後 1 1

Current Events Ⅰ 4前 1 1

Current Events Ⅱ 4後 1 1

46 兼担 講師
竹島　克典
タケシマ　　カツノリ

＜令和5年4月＞

博士
（心理学）

心理学概論 1前 2 1

武庫川女子大学
文学部
講師

（令3.4）

47 兼担 講師
吉岡
ヨシオカ

　由美
ユミ 

＜令和5年4月＞

修士
（文学）

 ※
人間と社会（HEARTプログラムコア） ※ 1前 0.3 1

武庫川女子大学
文学部
講師

（令2.4）

音楽の科学 1前・後 4 2

データサイエンスの基礎とExcel 1前・後 6 3

データサイエンスの応用とExcel 1後 4 2

データリテラシー・AIの基礎 1後 2 1

教養としての法律 1前 4 2

暮らしと法律 1後 4 2

50 兼担 講師
豊永
トヨナガ

　洵子
ジュンコ

＜令和5年4月＞

修士
（体育学）

スポーツ実技（ジャズダンス） 1前・後 2 2

武庫川女子大学
短期大学部

健康・スポーツ学科
講師

(令3.4)

51 兼担 講師
北尾
キ タ オ

　美香
ミ カ

＜令和5年9月＞

博士
(看護学)

女性と子どものヘルスケア※ 1後 1.1 1

武庫川女子大学
看護学部

講師
（令3.4)

52 兼担 講師
南口
ミナミグチ

　陽子
ヨ ウ コ

＜令和5年9月＞

博士
(看護学)

女性と子どものヘルスケア※ 1後 0.9 1

武庫川女子大学
看護学部

講師
（令2.4)

英語コミュニケーションⅣ １前・後 2 2

英語ライティングⅡ 1前・後 2 2

Speaking ＆ Listening Ⅰ 2前 1 1

Speaking ＆ Listening Ⅱ 2後 1 1

Writing Ⅰ 3前 1 1

Writing Ⅱ 3後 1 1

Global Communication Ⅰ 4前 1 1

Global Communication Ⅱ 4後 1 1

54 兼担 助教
岸本
キシモト

　千秋
チ ア キ

＜令和5年4月＞

博士
（文学）

ＳＮＳから日本語を見る 1前・後 4 2

武庫川女子大学
言語文化研究所

助教
（平31.4）

55 兼担 助教
小島
コジマ

　穂
ホ

菜美
ナミ

＜令和5年9月＞

博士
(薬学)

薬とからだ※ 1後 0.9 1

武庫川女子大学
薬学部
助教

（平20.4）

56 兼担 助教
藤井
フジイ

　善
ヨシト

仁

＜令和5年4月＞

修士
(経済学)

キャリアビジョンと人物評価 1前・後 4 2

武庫川女子大学
経営学部

助教
（令2.4）

精神疾患とその治療A 2前 2 1

精神疾患とその治療B 2後 2 1

58 兼任 講師
北村
キタムラ 

　瑞穂
ミズホ 

＜令和5年4月＞

博士
（教育学）

感情・人格心理学 1前 2 1

大阪樟蔭女子大学
児童学部
准教授

（平29.4）

英語I 1前 4 2

英語Ⅱ 1後 4 2

医療ソーシャルワーク 2後 2 1

更生保護制度 3後 2 1

61 兼任 講師
橋爪　誠
ハシヅメ　マコト

＜令和5年9月＞

医学博士 人体の構造と機能及び疾病 1後 2 1
橋爪医院

院長
（平16.6）

62 兼任 講師
武部
タ ケ ベ

　智子
ト モ コ

＜令和5年4月＞

文学修士 神話・伝説の世界から 1前・後 8 4

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平4.4）

平安朝文学の世界 1前 4 2

歌舞伎鑑賞入門 1後 4 2

64 兼任 講師
城阪
シロサカ

　真治
シ ン ジ

＜令和5年4月＞

修士
（文学）

日常生活からの哲学入門 1前・後 4 2

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平27.4）

自己発見アート 1前・後 2 2

未来造形 1前・後 2 2

日本の文化Ⅰ 1前 2 1

日本の文化Ⅱ 1後 2 1

英語で学ぶやさしい経済学 1前 2 1

英語で学ぶお金の知識 1後 2 1

49 兼担 講師
杉井
ス ギ イ

　俊介
シュンスケ

＜令和5年4月＞

法務博士

武庫川女子大学
経営学部

講師
（令2.4）

53 兼担 講師

George Clinton
ジ ョ ー ジ ク リ ン ト ン

Denison
デ ニ ソ ン

＜令和5年4月＞

M.S. in
Education
（米国）

武庫川女子大学
共通教育部

講師
（平30.4）

45 兼担 准教授
Anita Lynn Aden
ア ニ ー タ リ ン エ イ デ ン

＜令和5年4月＞

M.A.
in TESL
（米国）

武庫川女子大学
共通教育部

准教授
（平21.4）

兼任 講師
修士

（社会福祉
学）

浦谷　光裕
ウラタニ　　　ミツヒロ 

＜令和6年4月＞

博士
（医学）

奈良県立医科大学
医学部 講師
（令2.4）

博士
（工学）

武庫川女子大学
共通教育部

講師
（平20.11）

59 兼任 講師
清水
シミズ

　陽子
ヨウコ 

＜令和5年4月＞

M.A.
(History)
（米国）

武庫川女子大学
文学部

非常勤講師
（平27.4）

60

57 兼任

諏訪田
スワダ

　克彦
カツヒコ 

＜令和6年9月＞

48 兼担 講師
長谷川
ハ セ ガ ワ

　裕紀
ヒ ロ キ

＜令和5年4月＞

元　武庫川女子大学
文学部
准教授

（令4.3まで）

講師

63 兼任 講師
大槻
オオツキ

　福子
フ ク コ

＜令和5年4月＞

博士
（文学）

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平4.4）

65 兼任 講師
鈴木
ス ズ キ

　貴博
タカ ヒロ

＜令和5年4月＞

修士
(芸術学)

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平22.4）

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平27.4）

66 兼任 講師
海老原
エ ビ ハ ラ

　由貴
ユ キ

＜令和5年4月＞

M.A.
（米国）
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67 兼任 講師
今滝
イマタキ

　憲雄
ノ リ オ

＜令和5年9月＞

博士
（学術）

差別と暴力のない世界をめざして 1後 2 1

武庫川女子大学
健康・スポーツ科学部

非常勤講師
（平18.4）

68 兼任 講師
米田
ヨ ネ ダ

 浩子
ヒ ロ コ

＜令和5年4月＞

法学士 メディアに映る女性 1前・後 4 2
学校法人武庫川学院

広報室長
（平30.1）

生涯福祉論 1前・後 4 2

社会福祉とボランティア 1前・後 4 2

70 兼任 講師
山崎
ヤマザキ

 清治
セ イ ジ

＜令和5年9月＞

学士
（工学）

福祉レクリエーションの実際 1後 2 1

NPO法人生涯学習
サポート兵庫

理事長
（平15.4）

子育てと家族関係 1前 2 1

子育てと母性の気づき 1前 2 1

72 兼任 講師
米田
ヨ ネ ダ

　 紀子
ノ リ コ

＜令和5年4月＞

学士
（法学）

現代社会と憲法 1前・後 4 2
神戸グレース法律事務

所弁護士
（令2.7）

73 兼任 講師
井出
イ デ

　奈緒
ナ オ

＜令和5年4月＞

短期大学士 消費者生活論 1前 4 2
公益社団法人

関西消費者協会職員
（平25.1）

生活の中の物理学 1後 2 1

最先端物理学が描く宇宙 1後 2 1

75 兼任 講師
寺井
テ ラ イ

　朋子
ト モ コ

＜令和5年4月＞

博士
（臨床

教育学）
モラルジレンマから考える私 1前 2 1

武庫川女子大学
短期大学部
共通教育科

准教授
（平28.4）

76 兼任 講師
金
キム

　　宝
ボ

英
ヨン

＜令和5年4月＞

学術博士 韓国文化の理解 1前・後 4 2

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平18.4）

77 兼任 講師
蒋
ショウ

　　海
カイ

波
ハ

＜令和5年4月＞

博士
(学術)

中国文化論 1前・後 4 2

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平18.4）

TOEIC演習Ⅰ 1前・後 2 2

TOEIC演習Ⅱ 1前・後 4 4

TOEIC演習Ⅲ 1前・後 2 2

TOEFL演習 1前・後 2 2

英語ライティングⅠ 1後 1 1

英語コミュニケーションⅠ 1前・後 4 2

英語コミュニケーションⅡ 1前・後 4 2

TOEIC（初級） 1後 1 1

Basics for Presentation Ⅰ 2前 1 1

Basics for Presentation Ⅱ 2後 1 1

Career Workshop 4後 1 1

Reading ＆ Critical Thinking 4前 1 1

ドイツ語Ⅰ 1前・後 4 2

フランス語Ⅰ 1前・後 4 2

フランス語ⅠA 1前 1 1

フランス語ⅠB 1後 1 1

Oral Communication I 1前 1 1

Oral Communication Ⅱ 1後 1 1

国際協力入門 1前 2 1

Current Affairs in Japan Ⅱ 1後 2 1

English for Careers 3前 1 1

特別英語演習Ⅰ 1前・後 16 4

特別英語演習Ⅱ 1前・後 16 4

特別中国語演習Ⅰ 1前 2 1

特別中国語演習Ⅱ 1前 2 1

特別ハングル演習Ⅰ 1前 4 1

特別ハングル演習Ⅱ 1前 4 1

世界の中の日本人 1前 4 2

女性の身体とセクシュアリティ 1前・後 4 2

メディアに見るジェンダー 1前・後 4 2

女性のためのライフプランニング 1前・後 4 2

英語リーディングⅠ 1前・後 6 6

82 兼任 講師
秋田
ア キ タ

　久子
ヒ サ コ

＜令和5年4月＞

文学士 自己アピールトレーニング 1前・後 8 4

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平17.4）

Webデザイン基礎 1前・後 4 2

Webデザイン応用 1前・後 4 2

グラフィックデザイン基礎 1後 2 1

フォトレタッチ基礎 1前 2 1

Accessデータベース基礎 1前・後 4 2

情報社会を生きる技術 1前・後 4 2

Scratchによるプログラミング 1前・後 4 2

英語リーディングⅡ 1前・後 4 4

Grammar for Communication 2前 1 1

Reading ＆ Writing 2後 1 1

86 兼任 講師
鳥居
ト リ イ

　孝司
タ カ シ

＜令和5年4月＞

修士
（言語
科学）

英語ライティングⅠ 1前・後 2 2

武庫川女子大学
文学部

非常勤講師
（平25.4）

87 兼任 講師
岩井
イ ワ イ

　麻紀
マ キ

＜令和5年4月＞

M.Ed.
（米国）

英語リーディングⅠ 1前・後 2 2

武庫川女子大学
文学部

非常勤講師
（平28.4）

88 兼任 講師
植野
ウ エ ノ

　智子
ト モ コ

＜令和7年9月＞

Ph.D
(アイルラン

ド）
Reading ＆ Discussion 3後 1 1

武庫川女子大学
教育学部

非常勤講師
（平25.4）

修士
(教育学)

神戸常磐大学
教育学部

講師
（平24.4）

78 兼任 講師

71 兼任 講師
柳原
ヤナギハラ

　利佳子
リ カ コ

＜令和5年4月＞

74 兼任 講師
真
シン

貝
カイ

　寿明
ヒサアキ

＜令和5年9月＞

博士
（理学）

大阪工業大学
情報科学部

教授
（平18.4）

木村
キ ム ラ

　麻衣子
マ イ コ

＜令和5年4月＞

修士
（文学）

武庫川女子大学
短期大学部
共通教育科

准教授
（平8.4）

79 兼任 講師
堀江
ホ リ エ

　正伸
マサノブ

＜令和5年4月＞

博士
（学術）

元　武庫川女子大学
短期大学部
英語ｷｬﾘｱ･

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科
教授

（R4.3まで）

80 兼任 講師
松並
マツナミ

　知子
ト モ コ

＜令和5年4月＞

博士
（言語

文化学）

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平24.4）

81 兼任 講師
田和
タ ワ

　真希
マ キ

＜令和5年4月＞

修士
（法学）

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平17.4）

83 兼任 講師
甲斐
カ イ

　隆浩
タカ ヒロ

＜令和5年4月＞

専門学校卒
Plus Project

代表
（平16.4）

85 兼任 講師
黒川
クロカワ

　知子
ト モ コ

＜令和5年4月＞

M.S. in
Education
（米国）

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平14.4）

69 兼任 講師
中村
ナカムラ

　和子
カ ズ コ

＜令和5年4月＞

M.S.
（米国）

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平13.4）

84 兼任 講師
川本
カワモト

　俊行
トシユキ

＜令和5年4月＞

工学士

有限会社トランステッ
ク

代表取締役
（平7.4）
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ハングルⅠ 1前・後 4 2

ハングルⅡ 1後 8 4

90 兼任 講師
田
チョン

　　星
ソンヒ

姫

＜令和5年4月＞

博士
（文学）

ハングルⅠ 1前・後 4 2

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平28.4）

91 兼任 講師

 Mannino
マ ン ニ ー ノ

Massimiliano
マ ッ シ ミ リ ア ノ

＜令和5年4月＞

Laurea
(イタリア）

イタリア語ⅠB 1前・後 2 2
アップルケイ・ラン

ゲージイタリア語講師
（平25.1）

92 兼任 講師
坪井
ツ ボ イ

　幸栄
ユ キ エ

＜令和5年4月＞

博士
（文学）

スペイン語Ⅰ 1前・後 4 2

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平26.4）

フランス語Ⅰ 1前・後 6 3

フランス語Ⅱ 1後 2 1

ドイツ語Ⅰ 1前・後 8 4

ドイツ語Ⅱ 1後 2 1

中国語Ⅰ 1前・後 6 3

中国語Ⅱ 1前 2 1

中国語Ⅰ 1前・後 6 3

中国語Ⅱ 1後 2 1

中国語Ⅰ 1前・後 6 3

中国語Ⅱ 1後 2 1

98 兼任 講師
成田
ナ リ タ

 厚子
ア ツ コ

＜令和5年4月＞

修士
(ｽﾎﾟｰﾂ科学)

スポーツと栄養 1前・後 8 4

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平25.4）

99 兼任 講師
太田
オ オ タ

　雅夫
マ サ オ

＜令和5年9月＞

体育学修士 生涯スポーツ論 1後 2 1

天理大学
体育学部

教授
（平7.4）

100 兼任 講師
吉川
ヨシカワ

　小百合
サ ユ リ

＜令和5年4月＞

学士
（健康・

ｽﾎﾟｰﾂ科学）
スポーツ実技（テニス） 1前・後 4 4

マーズプランニング
テニスインストラク

ター
（平25.4）

101 兼任 講師
松村
マツムラ

　公美子
ク ミ コ

＜令和5年4月＞

文学士 スポーツ実技（ゴルフ） 1前・後 4 4

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平23.4）

102 兼任 講師
足立
ア ダ チ

　　学
マナブ

＜令和5年4月＞

修士
(学校

教育学)
スポーツ実技（バレーボール） 1前・後 4 4

園田学園女子大学
人間健康学部

准教授
（平20.4）

103 兼任 講師
高橋
タカハシ

　美佳
ミ カ

＜令和5年4月＞

修士
（体育

方法学）
スポーツ実技（バドミントン） 1前・後 4 4

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平26.4）

104 兼任 講師
坂田
サ カ タ

　純子
ジュンコ

＜令和5年4月＞

専門学校卒 スポーツ実技（エアロビクス） 1前・後 4 4

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平19.4）

スポーツ実技（スリムエアロ） 1前・後 2 2

スポーツ実技（ダンスエアロ） 1前・後 2 2

106 兼任 講師
木野
キ ノ

　和樹
カ ズ キ

＜令和5年9月＞

修士
（体育学）

スポーツ実技（水泳） 1後 1 1
武庫川女子大学

健康・スポーツ科学部
非常勤講師（令3.4）

107 兼任 講師
岩下
イワシタ

　由利子
ユ リ コ

＜令和5年4月＞

体育学士 スポーツ実技（軽スポーツ） 1前・後 4 4

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平18.4）

108 兼任 講師
雄谷
オ オ ヤ

　昌子
マ サ コ

＜令和5年4月＞

専門学校卒 スポーツ実技（ヨガ） 1前・後 4 4

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平20.4）

109 兼任 講師
山科
ヤマシナ

　花恵
ハナエ

＜令和5年4月＞

修士
（教育学）

スポーツ実技（サッカー） 1前・後 2 2
セレッソ大阪スポーツ

クラブコーチ
（平24.2)

110 兼任 講師
浅賀
アサガ

　園
ソノ

恵
エ

＜令和5年4月＞

高等学校卒 スポーツ実技（スタイルジャズ） 1前・後 2 2

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（令3.4）

111 兼任 講師
東出　益代
ヒガシデ  マスヨ

＜令和5年9月＞

修士
(臨床教育

学)
からだと気づきと姿勢法 1後 3 3

武庫川女子大学
健康・スポーツ科学部

非常勤講師
（平29.4）

フェアトレード概論 2後 2 1

ジェンダーと開発 3後 2 1

113 兼任 講師
工藤　由佳
クドウ ユカ

＜令和7年9月＞

修士
（経営管

理）
マーケティング論 3後 2 1

Parler(ﾌﾘｰﾗﾝｽｺﾝｻﾙﾀﾝ
ﾄ)

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ
（平30.5)

コミュニティメディア論 3後 2 1

コミュニティ防災論 3後 2 1

112 兼任 講師
奈良　雅美
ナラ マサミ

＜令和6年9月＞

学術博士
関西学院大学
非常勤講師
（平19.4)

105 兼任 講師
三浦
ミ ウ ラ

　栄
エイキ

紀

＜令和5年4月＞

短期大学卒
有限会社エモーション

代表取締役社長
(平15.1)

114 兼任 講師
日比野　純一
ヒビノ　　　　ジュンイチ

＜令和7年9月＞

修士
（経済学）

親和女子大学
客員教授
(平15.4 )

89 兼任 講師
松井
マ ツ イ

　聖一郎
セイイチロウ

＜令和5年4月＞

学術修士

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平21.4）

93 兼任 講師
井高
イ ダ カ

　浩一
コウイチ

＜令和5年4月＞

文学修士

武庫川女子大学
文学部

非常勤講師
（平5.4）

94 兼任 講師
橋木　郁子
 ハ シ キ  イ ク  コ

＜令和5年4月＞

文学修士

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平7.4）

講師
市成
イチナリ

　直子
ナ オ コ

＜令和5年4月＞

文学博士

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平8.4）

96 兼任 講師
何
カ

　　景
ケイ

琳
リ ン

＜令和5年4月＞

文学修士

武庫川女子大学
共通教育部
非常勤講師
（平3.4）

97 兼任 講師
劉
リュウ

  燕子
イエンズ

＜令和5年4月＞

修士
（中国文

学）

武庫川女子
非常勤講師
（平31.4）

95 兼任
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職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 人 1人 1人 2人 人 4人

修 士 人 人 人 人 人 1人 1人 2人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 1人 2人 1人 人 人 4人

修 士 人 人 人 1人 人 人 人 1人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 1人 2人 人 人 人 人 3人

修 士 人 人 人 1人 人 人 人 1人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 1人 1人 人 人 人 人 2人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 1人 3人 3人 2人 2人 人 11人

修 士 人 1人 1人 2人 人 1人 1人 6人

学 士 人 人 人 人 人 　　人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度（以下「完成年度」という。）における状況を記載すること。

別記様式第３号（その３）

合 計

専任教員の年齢構成・学位保有状況

（注）

教 授

准 教 授

講 師

助 教

(心理・社会福祉学部心理学科)

４　専門職大学院の課程を修了した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

ー教員名簿ー15ー



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 専
教授

(学部長)
安藤　明人
アンドウ アキヒト

＜令和5年4月＞

武庫川学院職員就業規則第15条第4項
理事会（R4.2.28開催）にて承認

5 専 教授
佐藤　安子
サトウ ヤスコ

＜令和5年9月＞

武庫川学院職員就業規則第15条第4項
理事会（R4.2.28開催）にて承認

6 専 教授
新澤　伸子
ニイザワ　　　ノブコ

＜令和6年9月＞

武庫川学院職員就業規則第15条第4項
理事会（R4.2.28開催）にて承認

別記様式第3号（その３）別添資料

(心理・社会福祉学部心理学科)

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢 採用根拠等

ー教員名簿ー16ー



職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 人 2人 人 1人 1人 4人

修 士 人 人 人 1人 1人 人 人 2人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 3人 人 人 人 人 3人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 1人 人 人 人 1人

修 士 人 人 人 人 1人 人 人 1人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 1人 人 人 人 人 1人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 3人 3人 人 1人 1人 8人

修 士 人 人 1人 1人 2人 人 人 4人

学 士 人 人 人 人 人 　　人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度（以下「完成年度」という。）における状況を記載すること。

４　専門職大学院の課程を修了した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

別記様式第３号（その３）

合 計

専任教員の年齢構成・学位保有状況

（注）

教 授

准 教 授

講 師

助 教

(心理・社会福祉学部社会福祉学科)

ー教員名簿ー17ー



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

5 専 教授
吉富
ヨシトミ

（日比野
ヒビノ

）　志津
シヅ

代
ヨ

＜令和5年4月＞

武庫川学院職員就業規則第15条第4項
理事会（R4.2.28開催）にて承認

別記様式第3号（その３）別添資料

(心理・社会福祉学部社会福祉学科)

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢 採用根拠等

ー教員名簿ー18ー
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